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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　始めは小さな揺ゆれだった。

　夏休み明けの新学期。始業式の直前、ずっとほったらかしにしていた英語の宿題に焦あせりながら、教室でプリント用紙の空白を埋うめていた犀さい川かわ要かなめは、だからすぐにはその揺れに気付かなかった。

「ねえ、これ地じ震しん？」

　近くの席に座ってカメラを磨みがいていたバサバサショートヘアの女子が、慌あわてて顔を上げた。百もも川かわ優ゆうだ。この学校で新聞部員として活かつ躍やく中の彼女は、ちょっとした異変にもすぐ敏びん感かんに反応する。

「ほら揺れてるよ。でも小さいかな。まあ、私に記事にしてほしけりゃ、震度五以上は叩たたき出さなきゃね。それでなくたって今日は転校生が来るから、その号外で忙いそがしいんだし」

　そう言って優は鼻で笑った。いや、笑ったというか、彼女の笑え顔がおはどこか引き攣つったような独特のものだから、要にはそれがいつも無気味に見えて仕方ないが、この際他人の笑顔はどうでもいい。「地震」と聞いた要はすぐさま身を強こわ張ばらせ、全身を地震計代わりに辺りの震度を感じ取った。

　──揺れてる？

　よく判わからなかった。言われてみれば揺れてるような気もするが、とても微び弱じやくだ。おそらく震度一かそこら。あまり気にする必要もなさそうに思える。

「優ちゃん、脅おどかさないでよ」

　周りにいた女子が、笑いながら優に文句を言う。要もふうと息をつき、再び宿題に取りかかろうと鉛えん筆ぴつを持ち直した。

　だが、そんな何事もなかったかのような安あん堵どの瞬しゆん間かんは、決して長くは続かなかった。

　ゴォと地鳴りがした。そして、不意に体が縦に揺れた。

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが点てん滅めつし、窓ガラスが枠わくの中で跳はね、ひび割れる。黒板の縁ふちに置かれていたチョークも床ゆかにバラバラと落ち、砕くだけて色とりどりの粉末へと変わっていく。

「地震！」

　誰だれかが叫さけんだ。続いて悲鳴が上がり、女子が一人、手にしていた花か瓶びんを引っくり返した。

「みんな、落ち着いて！」

　要はみんなの注意を引き付けようと、できる限りの大声で立ち上がった。だが激しい揺れの中では、自分も周りも思うように動けない。とりあえず立ったものの、ガタガタと躍おどりだす机に腹を打ち、涙なみだ目めになってグゥと苦痛の声を漏もらす。

　それでも負けるわけにはいかなかった。これは要なりのプライドの問題だった。

　自分はこれまで、様々な災害に遭そう遇ぐうしたことがある。津つ波なみ、台風、洪こう水ずい、落らく雷らい──どれも恐おそろしかったけれど、要はその恐きよう怖ふと戦わなければならなかった。戦って、鎮しずめなければならなかった。それが自分に──中学の時に突とつ然ぜん──課せられた使命だったからだ。

　地震が何だ。この程度で怯ひるむようじゃ、これから先何もできない。

　暴れる机を手で押さえ、要は足を踏ふん張って周りの同級生の様子を見た。机の下に潜もぐる子もいたし、急いで廊ろう下かに飛び出す子もいた。もちろんただパニックになって騒さわいでいるだけの子もいれば、強張った顔で立ち上がったまま動けないでいる子もいた。

　毅き然ぜんとした態度で冷静に動こうとしている子も何人かいたが、それも自分と同じで、この強きよう烈れつな物理衝しよう撃げきを全身に受けながらまともに立つことすらできないでいる。

　まとまりがない。こんな時、全員がバラバラに動いてはいけないのだと、要は避ひ難なん訓練で教わった知識を総動員させて、みんなを誘ゆう導どうしようと口を開きかけた時だった。

「あ！　なんか出た！」

　もはやカメラ以外はどうなってもいいとばかりに自じ慢まんのレンズを抱だき締しめてうずくまっていた優が、窓の外を凝ぎよう視ししながら叫んだ。その声にハッとして振ふり返り、要は思わず自分の目を疑う。確かに窓から見える校庭の真ん中に、何か怪あやしいものが現れつつあった。

　とにかく馬ば鹿かでかく黒い塊かたまり。しかも巨きよ大だいな口が付き、その両りよう脇わきにはエラまである。さらに口の周りを行ったり来たりと急がしそうに蠢うごめいている四本の長い棒は、おそらくヒゲに違ちがいない。

「ナマズ……？」

　それは近所の沼ぬまや熱帯魚屋の水すい槽そうでもよく見知った魚だった。ただし、大きさはこの校舎並み。しかも陸にいる。そして地震を起こしている──となれば、ただのナマズのわけがない。

　災さい魔まだ。

　地球意思が奢おごれる人類を滅ほろぼすために送り込んでくる災わざわいの化け身しん。要はとっさにそれを理解すると、揺れにもつれる足を動かして、教室の外へ出ようと走りだした。だが辺りに転がる机や椅い子すが、まるで意志を持って邪じや魔までもするかのように、彼女の足目め掛がけてぶつかってくる。思うように動けない。しかし要は何としても、ここから出なければならなかった。

　あのナマズは災魔だ。だったら、それを鎮めるのは自分の使命だ。

　そして、それをやるためには人目に触ふれない場所へ行かなければならない。

「カナメちゃん！　こっちこっち！」

　ともすれば転びそうになるほど不安定な床の上で要が頑がん張ばっていると、不意に自分の席から声とともに何か白いものが飛んできて、要の顔にぶつかった。

「ひゃうっ！　って、コウメ、どうしてここに……あ！　また勝手にカバンに入ってきたのね？」

「お説教はあとあと。いいから摑つかまって！」

　コウメと呼ばれた白い物体──いや、謎なぞの空飛ぶ生き物は、大きめの大だい福ふく餅もちのような丸い体から生えた二枚の羽をパタパタと動かし、揺ゆれにあわせて弾はずむ要を促うながした。しかし摑まろうにも摑み所がない。だいたい体中が顔だし。

　それでも構わず要は両手を伸のばし、大福状の空飛ぶ頭をムギュッと摑んだ。

「ムギュッ」

　コウメがわざわざ口に出す。

「カナメちゃん、目、目押さえてる、目。見えないってば」

「もう！　どうしてそんなややこしい顔なのっ！」

　文句を言い合いながらも、コウメの羽ばたきとともに要の体はズルズルと引きずられていく。宙から引っ張ってもらえば、揺れる床の上を歩く必要はない。とても素す敵てきなアイデアだが、一つ忘れていたことがあった。

　廊下はすでに逃にげ出そうと走る生徒達でいっぱいだった。中ちゆう途と半はん端ぱな空中浮ふ遊ゆうのまま、そんな中へ出ればどうなるか。

「きゃぁ！　逆走だめ！　逆走！」

　人目に付かない所へ行こうと、流れに逆らったせいだろう。半ば浮ういていた要の体は生徒の群れに押され、コウメを摑んだまま、胴どう上あげでもされるかのように本格的に持ち上げられる形になる。

「カナメちゃん、このまま一気に行くよ！」

「待って！　それダメ！　誰だれかの頭擦こすってるから！」

　まるで川の流れに逆らって走る船のように、要は逃げるみんなの頭上を反対方向へと引っ張られていく。もちろん立ったままの姿勢なんて無理だ。当然うつ伏ぶせに寝ねかされる形になり、何かとあちこちが制服越ごしにズリズリ擦られる。

　こんな状じよう況きようの中で誰もこちらの様子を気に留めないのは、やはり逃げるので精せい一いつ杯ぱいだったからだろう。さもなければ頭上を牽けん引いんされていく女の子と、それを引っ張る謎の大福型生物に、一同の視線は否いや応おうなしに集まっていたはずだ。

　コウメは階段の所まで来ると向きを変え、要を上の階へと引き上げ始めた。生徒の数も少なくなり、足がようやく下に着く。

「このまま屋上まで行くよ！　準備しといて！」

「言われなくたって分かってるよぉ」

　要は左手でコウメを摑んだまま、スカートのポケットに右手を入れ、そこにしまっておいたＹ字形の道具を取り出した。今時の高校生が持つには珍めずらしい玩具おもちや──パチンコだ。しかも女児を意識してか、可愛かわいらしい色合いにハート形まであしらわれているという、どう頑張っても玩がん具ぐ店では見つからないような代しろ物ものだった。

　階段の段差に足をぶつけながらも、要はパチンコを構えて上へと上がっていく。その間も揺れは断続的に強弱を繰くり返している。ナマズが暴れている証しよう拠こだ。

「ねえコウメ、今日って防ぼう災さいの日だっけ」

　すごくどうでもいいことを思い出した。

「これが避ひ難なん訓練なら消防署から大目玉だよ」

　コウメもまた軽口を叩たたき、要をさらに上へと引っ張り上げていく。やがて二人は階段を上りきり、屋上へと続く扉とびらの前に立った。

　ノブに手をかけたが、扉は固く閉とざされていた。揺れで開かなくなったらしい。歪いびつに変形した鉄の扉は、女の子一人の力ではとても動かせそうになかったが、要は迷わずパチンコをかざし、くるくると回転させる。

　体が柔やわらかい光に包まれた。同時に身に着けていた制服が輝かがやく粒りゆう子しとなって消え去り、新たに淡あわい桃もも色いろに染まる帯状の光が体を覆おおう。肩かたから胸、腕うでの周り、胴どうと腰こしを包んで、花はな柄がらをあしらった優ゆう雅がな布地へと変わっていく。

　やがて光の中から現れたのは、和風のコスチュームに身を包んだ一人の魔ま法ほう少女の姿だった。髪かみの色も鮮あざやかに桃色へと変わり、心なしか背も高くなっている──が、これはおそらく足に履はいた厚手の草ぞう履りのおかげだろう。

「石の御み力ちからその身に圧して、荒あらぶる天あめ地つち鎮しずめたもう！　封ふう災さい天てん女によカナメ、降臨！」

　ついでにすっかり癖くせになったお決まりの台詞せりふを叫さけんでみたものの、周りに誰もいないのでは様にならなかった。

「カナメちゃん、そういうのはドア開けてから言おうよ」

「だって変身しないと開けられないんだもん」

　顔中の口をパクパクさせて駄だ目め出ししてくるコウメに一言言い返すと、カナメは右手に持ったパチンコをドアに突つき付け、その柄えの先せん端たんに左手の平を押し付ける。

「風よ、いま仄ほのかに吹ふき荒すさびて、我を導け！」

　口から紡つむがれる言こと霊だまが、かつて封じ込こめた台風の化け身しんの記き憶おくを呼び起こす。パチンコの先端から吹き出した旋つむじ風かぜが、歪ゆがんだ鉄の扉をガタガタと唸うならせ、やがて外の光を求めて一気に集束する。

　バァンと破は裂れつ音が響ひびき、扉が吹き飛んだ。

　カナメとコウメがすかさず飛び出す。屋上を囲う鉄てつ柵さくの向こうに、のた打ち回る巨きよ大だいナマズの背が見える。それは今までに出で遭あったどの災魔よりも巨大だった。

「カナメちゃん、封ふう印いん石せきだ！」

「分かってるって！」

　パチンコを左手に持ち替かえ、柵に走り寄りながら、カナメがまるで奇き術じゆつ師しのように右手を振ふると、その指先に小さな球状の石が現れた。どこかサファイアを思わせる澄すんだ青の石。災わざわいの化身・災魔を封じるためにカナメに托たくされた「封印石」だ。

　石をパチンコにセットする。的が大きいので外す心配はない。

「暴れる地鳴りよ、地に帰れ！」

　声も高らかに叫び、カナメは柵越ごしに石を放った。そのまま何事もなければ、ナマズはおとなしく封じられているはずだった。

　だが──。

「おっと、そう簡単に倒たおしてもらっちゃ困るんだよな！」

　突とつ如じよ空から降ってきた男の叫び声とともに一筋の稲いな妻ずまが走り、封印石を弾はじいた。いかに災魔封印用の強力なアイテムといえども、何万ボルトもの電でん撃げきを受けて無傷では済まない。たちまち砕くだけ、キラキラと輝く破は片へんを宙に舞まわせる。

　いきなりの横よこ槍やりにカナメは顔を上げ、キッと空を睨にらみ上げた。正体は判わかっている。今まで何度も戦ってきた相手だ。

「二代目、またあなたなの？」

「おおよ。また来てやったぜ、小こ娘むすめさんよぉ」

　カナメに二代目と呼ばれた男は、そう言ってスッと柵越しに、彼女の目の前に浮うかび降りた。

　歳としはカナメと同じぐらいだろう。浅黒く日焼けした肌はだに、冷れい酷こくさを帯びたきつい顔立ち。身に着けた裃かみしもは動きやすいよう大きく裂さかれ、腕と足を無理矢理露ろ出しゆつさせている。そして長い素す足あしの先を靴くつ代わりに覆っているのは、どことなく煙けむりを思わせる黒い雲。

　一見ただの野性児にも見えるが、彼の赤い髪の隙すき間まから覗のぞく額に彫ほられた稲妻形の刺青いれずみは、この少年がとある災魔の大物幹部の息子むすこであることを示していた。

　だからカナメは彼を二代目と呼んでいる。名前は知らない。訊きいたこともないし、教えてもらったこともない。それでも二人は戦場でたびたび顔を合わせ、宿敵として戦ってきた。当然彼がとてつもなく強くて、とてつもなく凶きよう悪あくな戦い方をするということも知っている。

「このナマズ、あなたが呼んだのね？」

　長く伸のびた袖そでに風を纏まとわせ、やはり宙に浮かびながらカナメが訊たずねた。もちろんその手に摑つかまれたパチンコは、ナマズよりもはるかに厄やつ介かいな二代目に向けられている。

「いや、違ちがうな。俺はただのお目付け役だ」

　二代目はそうせせら笑うと、「親おや父じがよこした」と面めん倒どう臭くさそうに付け加えた。

「何か作戦があるんだろうが、詳くわしいことは聞かされてねぇ。ただ、どうせお前がしゃしゃり出てくることは分かっていたからよ。こうして出で迎むかえてやったまでだ」

　言うや彼は両の手を横に広げ、体勢を屈かがめた。

　この構えは今までに何度も見ている。カナメがとっさに上じよう昇しようするのと、二代目の背に現れた六つの雷らい球きゆうが彼女のいた場所を襲おそうのと、ほぼ同時だった。

　本気で撃うってはいないに違いない。自分がかわすことは予測できたはずだ、とカナメは二代目の姿を見下ろし、さらにその下で暴れる大ナマズを見やった。

　東西南北の四校舎に囲まれた校庭は、すでにその魚体で埋うめ尽つくされていた。いったいどれほどでかいのだろう。辛かろうじて残された角の隙間は、人一人通るのがやっとだ。

　だが、その時カナメの視界に新たなものが飛び込んできた。

「コウメ、あれ！」

　いつの間にか横に着けていたコウメに、彼女は指差して伝えた。校庭の片かた隅すみ、ちょうどナマズの顔の真正面に、一人の少女が倒れているのだ。服装がここの制服と違うから、もしかしたら今日来るという転校生か。どうやらこの騒さわぎに巻き込まれてしまったらしい。

「まずいよ！　あのままじゃ、あの子が押し潰つぶされちゃうよ！」

　コウメもその少女に気付き、大きな口を開けて懸けん命めいに危機を訴うつたえる。

　そう、ぐずぐずはしてられない。何としてもすぐにあのナマズを封じなければならない。

　二代目の電撃など構っていられなかった。カナメは袖の中で躍おどる風を調節し、一気に下降する。だが当然その前に宿敵の少年が立ちはだかる。

「おっと、俺を忘れてもらっちゃぁ困るな。あのナマズを倒したきゃ、まずはこいつを何とかしてみな！」

　再び六つの電光が射出される。慌あわててよけようと体を捻ひねるが、中の一筋が右足を掠かすり、軽い痺しびれを起こさせる。これが空中でなければ、そのまま足を折り曲げ地に伏ふしていたところだ。

「どいてよ二代目！　あなたとやり合ってなんかいられないんだから！」

　カナメは力を込めて叫さけんだ。その気き迫はくに二代目がわずかにたじろぎ、そして何かを感じ取ったか、目を校庭の方に向ける。その瞬しゆん間かん、彼にも倒れている少女の姿がはっきりと見えたはずだった。

「……チッ、余計なやつが」

　戦いよりも人命救助が優先というカナメの性格を知っているのだろう。二代目が小さく唸うなる。そのわずかな隙すきをカナメは逃のがさなかった。

　スピードを上げて落下同然に二代目の横を通り過ぎ、再び手の中に青い石を生み出す。

「暴れる地鳴りよ、もう一度地に帰れ！」

　Ｙ字形の両横に結ばれたゴムがその力を加速させ、一気に弾き出す。石はたちまち青い光の矢となって、ナマズの長い胴どうに撃ち込まれた。

　巨きよ大だい魚の咆ほう哮こうが轟とどろいた。そして石の圧あつ倒とう的な鎮ちん護ごの力を前に、しきりに身を捩よじらせて抵てい抗こうするが、もう地じ響ひびきが起こることはない。

　その身を押さえ付けられ、ナマズは栓せんを抜ぬかれた風ふ呂ろ水のように収縮しながら校庭の底へと消えていった。

　倒たおれている少女のもとに、何人かの生徒が駆かけ寄るのが見えた。あちらはもう大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ふん、やっちまったか。まあいい、今日のところは譲ゆずっとくぜ」

　頭上で二代目が叫んだ。カナメが見上げると、彼は両足の黒雲にエレベーターのように押し上げられながら、空へ去っていくところだった。

　どうやら、今日はこれで無事済んだらしい。

「カナメちゃん、大丈夫？」

　羽を羽ばたかせ、コウメが寄ってくる。

「足、当たったでしょ？」

「え？　ああ、大丈夫だよ。ほらこのとおり、って……あれ？」

　笑って右足を振ふり上げようとしたカナメだったが、見事なまでに動いてくれなかった。完全に痺れている。もっとも、それでわざわざはしたないポーズをとらずに済んだわけだが、思った以上の重じゆう症しように動転した魔ま法ほう少女に、そんなところにまで気付く余よ裕ゆうはなかった。

「あぁんコウメ、これどうしよう。このままじゃ歩けないよぅ」

「うーん、しばらくそのまま浮ういてたら？」

「やだよぅ。このまま飛んでたら、いろんな人に注目されちゃうよぅ」

　悪と戦う魔法少女でも、やっぱり一度冷静になってしまうと、恥はずかしいものは恥ずかしい。カナメは仕方なく屋上に戻もどり、そのままコンクリートの上にぺたんと尻しり餅もちをついた。

「ねえカナメちゃん」

　後から追ってきたコウメが、ふと何かに気付いたように話しかけてきた。

「二代目なんだけどさ。あいつ、カナメちゃんが最後に石を撃った時、隙だらけだったのに黙だまって見てたよ」

「ふーん、だから？」

　足を擦こすりながらカナメは投げ遣やりに答えた。

　名前も知らないあの少年。いつだか最初に戦った時に比べると、最近少しだけ態度が変わってきたような気がする。

　もちろん、気のせいだろうけど。

「今度会ったらただじゃ置かないんだから！」

　袖そでを捲まくって拳こぶしを振り上げ、カナメは天に向かって声こわ高だかに叫んだ。

　横でコウメが一つ、小さく溜ため息いきをついた。







　１　十月四日朝　私、下駄箱の中に謎の手紙を見つける。

[image: ]


こんな学園でも、体育祭は開催されるという。クラス中が浮かれる中、私のもとに厄介な手紙が届いた。









「週末、晴れるってさ。ランちゃん」

　曇くもる朝空を見上げながら校門を潜くぐった私に、やはり隣となりを歩いていた弥生やよい雛ひな世よが嬉うれしそうに話しかけてきた。

　柔にゆう和わな笑えみの両横にお下げ髪がみを垂らした彼女は、私とは小学生来の付き合いである。と言っても、六年ほど前の小四の時に私がよそへ転校してから開きがあって、再会したのはつい最近、高校一年の秋になってのこと。そのしばらく見ぬ間に、彼女は「私立御お伽とぎ学園一年乙おつ組の生徒」というえらく妙みような境きよう遇ぐうに置かれていた。まあ、それは同じクラスに転校してきた私にも言えることだが。

「よかったよね。雨で中止とか、何だか残念だし」

「ああ、体育祭？　雨だと延期にならないの？」

　年に一度の一大イベントにしては少々冷たいな、と思い、私は訊たずねた。

　どの学校にもある体育祭という定番行事が、こんな御伽学園にもしっかりあったことに軽く感かん慨がいを覚えたのが、告知のプリントをもらったつい半月前のこと。体育祭運営委員もその場で決まり、残る各自の出場種目を決めるホームルームは、今日の一限目の予定である。

　もっとも、一部の足の速い生徒など、すでに種目の決まった者も何人かいるらしい。まあ、私はそんなに運動は得意でないし、成り行きで決まればそれに合わせるだけになりそうだった。

　で、とりあえず体育祭といえば雨の心配だ。少なくとも私が今までに通っていた学校──もはや転校ばかりで何校あったか忘れたが──では、体育祭が雨で流れた場合、その翌日か翌週に延期になっていたはずである。それとも、やはり名門進学校たるこの御伽学園では、そのような行事はあくまで慣例としておこなわれるのみで、最終的には授業中心のスタイルを採るのか。

　だが、それがただの英才教育界に対する妄もう想そうでしかなかったことは、続いて出てきた雛世の説明ですぐ明らかになった。

「ほら、うちの学校、いろいろあってまともに授業ができてないじゃない。だから本当はのんびり体育祭とかやってられないみたい」

　そう、もっと切実な事情があったようである。

　だいたい始業式が一日遅おくれで始まった時からして、怪あやしいとは思ったのだ。なのにその後も何やかんやで屋上が吹ふっ飛ぶわ体育館が崩ほう壊かいするわ、もうこれでもかとばかりの授業妨ぼう害がいの日々が始まれば、溜息すら出てこなくなる。かつて世間に知られた名門進学校のプライドは、いまや崩壊の序曲も過ぎ、第三楽章辺りまで休む間もなく軽快に疾しつ走そう中だった。

「でもやっぱりやってくれて嬉しいな。体育祭」

　だがお下げ髪を揺ゆらし、雛世は無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。

「こうなったら絶対晴れてもらわないとね。クラスでまとまって何かやるなんて機会、滅めつ多たにないもの。それにほら、うちのクラスって、まとまったらすごく楽しそうだと思わない？」

「あー、まあ、ええと」

　激しく純な気持ちを向けられて、私は思わず正直に口くち籠ごもってしまった。

　この私、高たか浪なみ藍らん子こが所属する一年乙組は、ちょっとどころではないほど人員構成に問題のあるクラスだった。その問題たるや言語道断落らつ花か狼ろう藉ぜき。現実にはどう考えてもあり得なかったはずの高校生達が繰くり広げる奇き々き怪かい々かいな日常に、授業も滞とどこおりがちの毎日である。

　そう、すべてはうちのクラスが原因なのだ。例えば体育館を崩壊させた巨きよ大だいロボット。あれはうちのクラスにいるロボット乗りの少年と戦うために、わざわざ彼のライバルが学校まで出向いて暴れてくれたものである。だから原因の一いつ端たんはその少年にある。

　それだけではない。校庭に現れて始業式を一日遅らせる原因になった巨大ナマズだって、うちのクラスにいる魔ま法ほう少女と敵対する軍団が送り込んだものだった。うちの学校は、もうほぼ毎週こんなイベントばかりである。そりゃ授業だってまともにはできなくなる。

　いや、ロボット乗りとか魔法少女とか、どうしてそんなものがいるのかまでは、あいにく私は知らない。まあ、彼ら彼女らにしてみれば、それこそどこかで起きつつある世界の破は滅めつやら地球の命運やらに関かかわってしまった挙句の今として、そんな立場で頑がん張ばっているのだろう。しかしどのみち平へい凡ぼんな一女子高生の私には、そんな大それたものとは関わり合うつもりもない。あくまで他た人にん事ごとのはずだった。

　もちろん時々そこに巻き込まれてエライ目に遭あったりもしているが、絶対に私とは無関係である。間ま違ちがいなく。

「おはよう、ヒナちゃん藍子ちゃん！」

　頭上の曇り空のようにどんよりしだした私の横を、一人のお天気全快な少女が駆かけ抜ぬけていった。長い髪かみを後ろに流して軽く振ふり返りながら笑顔で突つっ走り、それからお約束どおり昇しよう降こう口のガラス戸に激げき突とつして頭を押さえて涙なみだぐむ彼女こそ、問題の魔法少女である。

　犀川要。変身すると「封ふう災さい天てん女によカナメ」になるらしい。よくは知らないが。

「ねえヒナちゃん、犀川さんってさ……」

　すぐさま立ち直って下げ駄た箱ばこ目め掛がけて飛び込んでいく要を見送りながら、私は雛世に訊ねた。

「……どうして魔法少女だってこと、隠かくしてるの？」

　彼女の自己紹しよう介かいが「ごく普ふ通つうの女子高生です」だったことを思い出したのだ。

　もちろん隠したって無む駄だである。何しろ変身前と後とで顔がそっくりなのだ。どうしても秘密にしておきたいなら、仮面でも着ければいいのである。

　いや、そもそも隠す必要があるのか。ロボットに乗ったり超ちよう能のう力りよくを駆く使ししたり、改造されたり人の生き血を吸ったりと、ある種キャラの大バーゲンみたいな乙組生徒の中で、今さら魔法少女であることを秘密にする理由が、私にはさっぱり分からない。

「恥はずかしいんだよ、きっと。カナメちゃん、幼よう稚ち園えんの頃ころから結構あがり症しようだったし」

　そんな要とも幼おさな馴な染じみの雛世は、苦く笑しようしながらそう答えた。

「でもなぜか表に立つことが多くてね。お遊ゆう戯ぎ会かいで一人で踊おどるところがあって、緊きん張ちようしすぎて鼻血出しちゃったこととかあったんだよ。あっ、それにほら、今度の体育祭でも」

「そういえば、アンカーだっけ」

　最後の種目である男女混合リレー。要はそのアンカーに選ばれていたはずだ。

　本当は陸上部に所属している女子が走る予定だったのだが、どうも秋季大会の予選と日程が重なったとかで、出られなくなってしまったらしい。そのピンチランナーが要というわけだ。

　つくづく私じゃなくてよかったと思う。何しろ、たびたび変な事件に関わってはその解決に一役買ってきた挙句、ちょっとでもアクシデントがあればすぐに担かつぎ出される身になった昨今、今回の意外な番ばん狂くるわせはまさに奇き跡せきだった。まあ、さすがにスポーツまで頼たよりにされては堪たまったもんじゃないが。

「カナメちゃんは昔から足が速かったんだよ。今度の体育祭も楽しみにしていたし、きっと大だい活かつ躍やくだよ」

　彼女の後に続いてドアを開けながら、雛世は無邪気に笑った。クラス中の生徒と幼馴染だという、幼馴染の総そう元もと締じめみたいなこのお下げ娘むすめは、そんな事情もあってか、生徒の古い情報にはやたらと詳くわしい。さすがに変な特とく殊しゆ能力を駆使して悪と戦ったりすることはないものの、それでも乙組変人目録に並ぶには充じゆう分ぶんな資質があったわけである。

　一方要は下駄箱の前で上うわ履ばきに履き替かえている最中だった。その額が赤く染まっているのは、今しがたぶつけたためだろう。走るたびに何かにぶつかりがちな私としては、何だか不思議な親近感を覚えてならない。

　雛世が彼女の隣となりに並び、自分の下駄箱の扉とびらに手をかけるのを見て、私もまた靴くつを履き替えるため、少し離はなれた位置にある自分の下駄箱へと移動する。この微び妙みような距きよ離りは、自分が転校生であるという、次し第だいに減りつつある事実の中で残された数少ない証あかしの一つだった。

「よお、カナメ」

　ふと、要達のいる方で男子の声がした。見ればよく見かける顔が一人、普段着の魔法少女に話しかけているところだった。

「う、稲いな美み……、何か用？」

　まるで道みち端ばたでダンゴムシでも蹴けり飛ばしてしまったかのような顔で、要はその男子を見やった。菅すが原わら稲美。うちのクラスにいる生徒だ。素す性じようはまだよく知らないが、どうせうちのクラスにいる以上、まともな存在でないのは確かである。

　よく日焼けした顔に意地悪そうな笑えみを浮うかべた彼は、すっと右手を伸のばし、自分の肩かたほどの高さにある要のおでこを、人差し指でちょいと突いた。

「赤いなぁ。どうした？　おたふく風邪かぜか？」

「むぅ、触さわらないでよ！　それにここはほっぺたじゃないんだから！」

　突然むきになって、要がその手を払はらい除のける。そしてお返しとばかりに彼の前髪に覆おおわれた額を叩たたき返そうとしたが、すかさず繰くり出された鞄かばんの盾たてにあえなく阻はばまれ、失敗に終わる。まるで子供のじゃれ合いだ。実際仲はいいのだろう。

　稲美はニヤニヤ笑いを絶やさぬまま、右手を己おのれの腰こしに当て、それよりさ、と話題を変えた。どうやら闇やみ雲くもに要をからかいに現れたわけではなく、何か用があったらしい。

「体育祭のことなんだけど」

「体育祭がどうかしたの？」

「ああ。お前、最後に走るんだっけ？」

　例のアンカーのことだろう。私は先ほどの雛世との会話を思い出した。そして思い出しながら自分の上履きを取り出そうと下駄箱の扉を開け、ふとその手を止める。

　中に見知らぬ物体が入っていた。

　いや、見知らぬと言うには語ご弊へいがあるか。べつに未知の金属でコーティングされた幾き何か学がくな形のオブジェとか、そういうのが放ほうり込まれていたわけではない。もっとごくありふれた──しかし下駄箱に入っている以上、特別な意味を持って然しかるべきものが、そこに置かれていたのである。

「そっか、まあ、頑がん張ばれよ」

　突然の贈おくり物にぼんやりしている私の耳に、稲美の声が流れてきた。そして、何なのよぅと訊たずね返す要の声も。

「ランちゃん、どうしたの？」

　私の来るのが遅おそいと思ったのだろう、とうに上履きに履き替えた雛世が、こちらに向かってきた。それに気付き、私は慌あわてて中にあった物を鞄にしまい込む。

　パステルブルーの小さな封ふう筒とう──。生まれて初めてのドキドキシチュエーションに戸と惑まどいと期待と不安で妙みような汗あせをかきながら、続けて上履きを取り出した。




　一年乙組は変わったクラスである。

　と、これはさっきも言ったとおりだが、このような面子メンツばかりが揃そろったクラスともなると、普通の学級同様当たり前に扱あつかうには無理がある。だいたい授業妨ぼう害がいの原因になっているだけでも迷めい惑わくなのに、そのまとめ役の担任たるや病欠続き。今日も久々に朝から登場したと思いきや、突とつ然ぜん口の端はしから赤い何かを微かすかに噴ふき、胃の辺りを押さえて静かに病院へと去っていった。

　よほどストレスが溜たまっているのだろう。それもやはりこのクラスのせいに違ちがいない。

「ランちゃんは何に出るか決めたの？」

　とりあえず秘密の手紙は休み時間まで先延ばしにし、私が担任の無事を祈いのっていると、教員の目がなくなったのをいいことに、百川優が机を離れて話しかけてきた。体育祭の種目のことだというのは、朝からの流れもあって、すぐに判わかった。

「うーん、パン食い競走とか？」

　優のショートヘアを眺ながめながら、私は答えた。パンを咥くわえながら走るのは慣れているし、私には打ってつけの競技だと思うのである。自分で言ってて多少虚むなしくはなるが。

「パン食い競走ねぇ。あれ、希望者が多いから抽ちゆう選せんになるかもしれないよ？」

「抽選って、そんなに多いの？」

　色物なのに。いや、色物だからか。そんなに運動が得意でない場合は、とりあえず色物に出ておいた方が楽しめるというものだ。

「多いよ。パンが食べられるし。で、次に多いのは借り物競走で、三位が障害物リレーね。ハードルと跳とび箱と網あみと三輪車」

「で、優は何に出るの？」

　こっちも運動が得意には見えない、と彼女の不健康そうな目の下の隈くまを眺めつつ、私は逆に訊ね返した。何しろ顔色から髪かみ型がたから寝ね不ぶ足そくとしか思えない外見では、全力で走った瞬しゆん間かん引っくり返りそうな気配である。

「あー、私は記録係だから、団体種目以外はパス」

　優は何だか小ずるいことを口走り、ヒヒヒと頰ほおを引き攣つらせてみせた。相変わらず奇き怪かいな笑顔だ。

「記録係って、何やるの？　得点書いたりとか？」

「それは体育祭運営委員の仕事。私は新聞部の記録係。もっとも委員側からうちの部に、一人用意してくれって依い頼らいがあったんだけどね。写真撮とってビデオカメラ回して、全体の流れを記録するわけ。まあ、どのみち記事用よ、記事用」

「はあ、記事用ねぇ……」

　そういう部活関連の事情で個人種目は免めん除じよされるのか。だったら私も何か仕事を作れば、同じように免除されるのかもと考えたが、所しよ詮せん図書委員が体育祭中にやらなければならないことなど、あるはずがない。

　ちなみに言い忘れていたが、私はこの学校の図書委員である。

　だいたい当番の日には、昼休みと放課後はいつも図書室の受付にいる。もちろん本の貸し借りの手続きをするために座っているわけだが、最近その傾けい向こうが著いちじるしく変化しつつあるのは、ご存じの人ならご存じのとおり。何かと困難な問題に直面した生徒が、私を頼たよって訪おとずれるのである。

　いつだかも、大だい邪じや神しんが復活するから何とかしてくれと言ってきた子がいた。そんなもん、私に言われたって困る。

　いや、べつに頼られて慕したわれること自体は悪くない。悪いのはその内容であり、意図のあるなしに拘かかわらず私をこんな境きよう遇ぐうに変えてしまった二人の男子だ。

　灘なだ英ひで斗とと工く藤どうスグル──。あの二人は確実に悪い。

　もっとも、べつに彼らが共きよう謀ぼうして私を陥おとしいれたとか、そういう話ではない。そもそも彼らは共謀しない。むしろ敵同士だ。

　灘英斗。通つう称しようイヤミメガネ。いや、これは私が内心そう呼んでいるだけだが。

　灘は生徒監かん視し委員会の委員長である。生徒の問題行動を一手に治めるという任務を負うこの委員会。一応世間では、授業妨害やら登校拒きよ否ひやらイジメやらヤサグレやらといった、思春期に起こりがちな諸問題を扱うのが普ふ通つうだし、そもそもそのために用意されたような委員会なのだが、うちの学校、特にこのクラスでのみ事情が異なるのは、少し考えればお解わかりのとおり。ともすれば学校そのものを物理的に破は壊かいしかねない暴れっぷりすら見せる乙組生徒を相手に、彼は日々端たん整せいな顔をしかめては、いい加減にしたまえと口の乾かわく間もなく愚ぐ痴ちりどおしである。

　しかも担任不在率が多いとあっては、その出番も数え切れない。今も次し第だいに好き勝手に遊び始めたクラスメイト一同を前に、眉まゆを顰ひそめて立ち上がり、代わりの教員を呼びに向かったところだった。

　一方で、いつものように辺りに朗ほがらかさを振ふり撒まいている工藤スグル。こちらは「黒幕」である。

　まあ、いきなり黒幕だと言われても何のことだかさっぱりだと思うが、彼の行動はまさに黒幕に相応ふさわしい。表向きは親しみやすい風を装よそおってクラスの中心に居座り、その裏でたびたび騒そう動どうの構図を描えがいては、それを実現してみせる。とにかく人ひと騒さわがせ極きわまりない男である。

　例えば始業式の日、校庭で暴れていた大ナマズ。あれも工藤が災さい魔まとかいう怪あやしい一団を利用して出現させたものだったようだ。

　で、そんな具合だから、灘と工藤はたびたびぶつかり合う。片やクラスを平へい穏おんに保つ男。片やクラスを混乱に導く男。どう考えても反りの合うはずがない。さらに工藤の本ほん性しようを知っているのは私と灘の二人のみ──という事情もあってか、私も頻ひん繁ぱんにその対決に巻き込まれ、気が付けば事件解決に中ちゆう途と半はん端ぱに役立つことしきり。おかげで現在の生徒監視委員会窓口というわけの分からない立場に至るわけだ。

「でもさ、何だか今年の体育祭、つまんないんだよね」

　ふと優が、雛世とは正反対の言葉を口にした。

「結果が見えてるとさ、やっぱり報道者としては、盛り上げどころに困るわけよ」

「結果って？」

　つまり競技の勝敗のことか。学年別にクラス対たい抗こうで点数を競うはずだが、その結果が見えているというのはどういうことだろう。例えば運動部員が集中しているとか、そんなに猛者もさ揃ぞろいのクラスがあるのだろうか。

「うちが勝つに決まってるじゃん」

　首を傾かしげる私に向かって、優はさも当然と言わんばかりに片手をヒラヒラさせた。

「何せ普段から生死をかけて戦ってるんだから、基き礎そ体力からして違ちがうでしょ。それにサイボーグとかサイキッカーとか、あの辺反則だしさ。そんなもん、よそのクラスの普通の生徒じゃ絶対勝てないってば」

　なるほど、言われてみればそのとおり。とても変わったクラスである一年乙組は、そんじょそこらの普通の高校生に、体育祭などで負けるわけがないのだ。

　そして、だからこそ優は結果が見えていると言ったのだろう。優勝は一年乙組。それはもう、始まる前から誰だれしも予想が付くことだ。確かに盛り上げどころには困るし、周りのクラスのモチベーションだって下がりかねない。

　つくづく問題だらけのクラスだ、と思った時である。不意に優が身を屈かがめ、机の横にぶら下げてあった私の鞄かばんを覗のぞき込んだ。

「ちょっと、何やってるの？」

「いや、何か見えたからさ。あ、ほら、これ何？　手紙？」

　どうやら中途半端に閉じられたファスナーの間から見えてしまったらしい。学校に持ち込まれたパステルな封ふう筒とうなんて、用途は限られている。このゴシップ好きの少女には恰かつ好こうの栄養剤ざいだったはずだ。

　どうしてちゃんと隠かくしておかなかったのだろう、と悔くやんでも遅おそい。優の目はすっかり鞄の口に張り付き、興きよう味み津しん々しんにその隙すき間まを凝ぎよう視ししている。よくピーナッツの入った壺つぼを渡わたされたチンパンジーとかが見せる形だ。

「ねえ、これどうしたの？　誰かに渡すの？　それとも貰もらった？」

「ええと、それは……」

　どう答えようと一騒ぎは免まぬがれないだろうな、と私は小さく溜ため息いきをついた。

　そんな時である。教きよう壇だんの方に誰かの立つのが見えた。

「皆みなさん、席にお戻もどりなさい」

　身長三メートル近くはあろうかという強面こわもての大男。この学校の制服を着ていることからも判わかるとおり、やはり乙組の生徒である。もっとも席に戻るよう促うながした人物とは別で、今の鈴すずを転がすように澄すんだ声が彼のものであるはずがない。

　声の主は、その大男と教きよう卓たくに挟はさまれる形で立っていた。高そうなカチューシャにまとめられた長い黒くろ髪かみを揺ゆらす、上品な雰ふん囲い気きのお嬢じよう様さまである。単品なら相当目立つはずだが、如何いかんせんその後ろに山のようなモノがいては、何か言わない限り存在感が薄うすくなってしまう。

　なので──かどうかは知らないが、偉えらそうな態度で教卓の向こうに着いた彼女は、これまた偉そうな口くち振ぶりで一同を静まらせた。

　生徒会副会長、鬼灯ほおずき楓かえで。ついでに今回の体育祭運営委員長も兼けん任にんしていたはずだ。ということは、今日のホームルームの進行役というわけか。

「百川さんも早くお戻りなさい。あなたの過去の恥はずかしい写真、ばら撒いて差し上げてもよろしくってよ？」

　楓はその切れ長の目で、私の横にいた新聞部員を睨にらみ、そんな脅きよう迫はく的な台詞せりふを口にした。

　それと同時に彼女の背後に佇たたずんでいた大男が、その写真とやらを手配するべく携けい帯たい電話を手に取る。ついにいつも無口な彼の声を聞くことができるかと思ったが、しかし優が逃にげるように席へ戻っていくと、彼もまた心得ているかのようにおとなしく電話をしまった。少々残念だった。

　彼の名は東とう城じよう功いさおという。楓の家に住み込みで仕えている彼女の付き人──と言うよりは下僕に近いこの少年、普ふ段だんから無口な上に無表情で、正直関かかわりづらいタイプの男子だが、聞くところによれば、どうやら楓を慕したうあまり、完全に彼女の言うなりになっているらしい。

　一方楓の方は、その口振りからも判るとおりの筋金入りのお嬢様。何しろ祖父はこの学校の理事長。家は大だい邸てい宅たくで、毎日の登下校もお車での送り迎むかえが当たり前。学校では生徒会副会長という立場ながら、実質生徒会を牛ぎゆう耳じっており、教職員すら支配しているとの噂うわさをよく耳にする。やばい世界との繫つながりがあるとも聞くし、あまり気軽にお友達にはしたくないタイプの令れい嬢じようだ。

「よろしくて？　ホームルームを始めましてよ」

　楓は手にした鉄てつ扇せんを軽く振ふるうと、上品な仕草で後ろの東城に合図を送った。それを機に、東城がでっかい手でチョークを取り、黒板に汚きたない字で「体育祭」と書いていく。そして楓はといえば、彼が書き終えるのも待たずに、「東城、あれをお配りなさい」と新たな指示を出した。こうして見ていると、絶ぜつ妙みように息の合ってない様が何だか哀あわれである。

　東城はややスピードを上げて最後の文字を書き殴なぐると、勢い余って折れたチョークを放ほうり出し、その速度を緩ゆるめぬまま、どこからか紙の束を取り出して配り始めた。べつに珍めずらしいものではない。ありがちな藁わら半ばん紙しのプリントだ。

　廊ろう下か側の席から順にプリントが回されてくる。私は窓側の最さい後こう尾びなので、それを手に取るのが一番遅くなる仕組みである。そして、問題の紙を受け取った生徒の誰もが複雑な顔を見せ、次し第だいにざわざわと騒ぎ始めているのはなぜだろう。

「お静かに。説明はちゃんといたしますわ」

　ようやくプリントが私の手元に届いた刹せつ那な、楓の得意げな声が響ひびいた。

　だがその説明を待つまでもない。果たしてこの騒ぎの原因が何なのか。それはプリントの上にでかでかと記された題を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　──体育祭用特別クラス編成表。

「そもそもうちのクラスは強すぎますの。ですからわたくし、このようにいたしました。どなたか疑問はおありになって？」

　手など挙げた瞬しゆん間かん睨にらんできそうな勢いで、楓は手早く説明を済ませた。

　だが訊たずねなくとも、意図は解わかる。乙組の有力な生徒一人一人を他クラスに移動させ、全クラスの戦力の均きん衡こうを図はかる──。それが目的なのだろう。私の見る限り、藁半紙上に展開された新たなクラス名めい簿ぼは、少なくとも優の予想していた乙組優勝の可能性を激しく揺るがせていた。

　例えばサイボーグの改造人間・ネグ。彼は乙組を離はなれ、隣となりの丙へい組への移い籍せきが決まっている。体力のことだけを考えれば圧あつ倒とう的に有利であろう東城も別クラスだし、他ほかにも日々魔ま物ものと戦っている勇者とか、素す手でで頭ず蓋がい骨こつを割れる巫女みこさんとか、その辺が総じて乙組を離れ、各クラスに分散している。

「はーい、質問でっす」

　元気よく手が挙がった。要だ。

「ええと、鬼灯さん、これってどういうこと？」

　解ってないらしい。いや、あるいは解った上でか。もっとも彼女の名は乙組に残ったままになっているから、アンカーという役割そのものは変わらないだろうが。

「これだと、すごく人数減っちゃうよ？　団体戦とかも困るし、それに出場種目の決まってた人も、いろいろ変え直さないといけないし……」

「そのためのホームルームでしてよ、犀川さん」

　楓は案の定整った顔をわずかにしかめ、疑問を投げかけてきた魔法少女をたしなめた。

「心配はいりませんわ。当然強い生徒も残るようになってますもの。確かに人数のバランスは悪いかもしれないけど、それを補って余りあるだけの人材が揃そろったクラス。ハンディとしては充じゆう分ぶんに妥だ当とうでしてよ？　だいたい今のままの乙組が体育祭に参加したら、優勝は確実。そんな競技、見る側にもおこなう側にも不親切ですわ」

　楓は一気に捲まくし立てると、改めて例のプリントを一いち瞥べつし、「大だい丈じよう夫ぶそうね」と呟つぶやいた。

　そして私もまたプリントを眺ながめ、いつものように自分の名前が乙組の中にあるのを確かめると、とりあえず安あん堵どした。まあ、よそに移されたところで体育祭が終われば元に戻もどるわけだし、別段不安がる必要もないはずだが、やはりこの期ごに及およんで別のクラスに入るというのも、次第に乙組に慣れ始めていた転校生の私には多少酷こくだった。

　で、具体的には他に誰だれが残っているのだ。

　見た限り、雛世や優のような「人間」として無難な生徒は、乙組のままのようである。灘と工藤も乙組だし、菅原稲美の名もある。楓も一応乙組に入っていたが、横に小さく「運営委員長につき競技不参加」と断り書きがしてあった。これでは意味がない。

　意味がないと言えば、東城とは正反対、身長十五センチというミニサイズを誇ほこる樋渡ひわたり萌もえ華かの名が、やはり乙組のままになっている。ある日突とつ然ぜん謎なぞの宇宙線を浴びてこんなサイズになってしまったという彼女は、もはやどのクラスに行ったところで戦力になるはずもない。

　どうしてこうも両りよう極きよく端たんな人間ばかりなのだろう。で、主戦力は誰だ。

　私が名前を目で追いながら、あれも違ちがうこれも違うそれはたぶん違う、と考えている時である。一同の不安を払ふつ拭しよくするべく、ついにあの男が立ち上がった。

「みんな、落ち着きたまえ」

　工藤スグルである。いつものように顔を得体の知れない笑えみで覆おおい、ただでさえ細い目をギュゥと瞑つぶったまま、その動きでクラス中の視線を一手に集めてみせた。

「確かに僕達にしてみれば不利さ。しかしこれは体育祭。祭なのだからね、誰もが楽しんで然しかるべきだろう？　その楽しみをうちのクラスが独り占じめにしてしまうのは、ずいぶんいただけない話さ」

　いったいどういうつもりだろう。私は首を傾かしげながら、工藤の演説を聴きいた。いや、彼が楓の無茶な提案を全員に吞のみ込ませようとしているのは間違いない。しかし、なぜそんなことをするのか。

「それに楽しむことだけを考えるなら、別段僕達が勝利に拘こだわることもない。このクラスに残された者は純じゆん粋すいに祭を楽しみ、他のクラスは競技に全力で挑いどむ。これは実に理に適かなった提案だよ。それに──僕らが負けるとも限らないだろうしね」

　最後の一言、彼は駄だ目め押しするように、その笑顔をいっそう強めてみせた。

　あくまで主戦力は残っている、か。ただ、工藤の思わせぶりな発言というのは、得てして何か裏がある。それは今までの経験から、私には解っていることだ。しかも今は灘が不在。このタイミングで何かを仕し掛かけてくるという線は充分あり得る。

　考えすぎだろうか。

　私があれこれ思いながら工藤を眺めていると、不意にもう一人、立ち上がる男子の姿が見えた。

「おいおい、こんなのやってられっかよ」

　そう呆あきれたかのように吐はき捨てたのは、菅原稲美だった。

「勝てる勝てないとかじゃねぇだろ。クラスバラバラにして平等にすりゃぁ運営委員は満足かもしれないけど、それで本当に俺達が楽しめるのかよ。ここは何だ？　一年乙組じゃないのか？　これで一つのチームじゃないのかよ」

　何だかえらく熱い発言が出た。それはクールな工藤に真っ向からぶつかろうという意思とも取れた。そして要と菅原、奇くしくも親しい同士の二人が、今回の提案に異議を申し立てたわけである。

「決定事じ項こうでしてよ、菅原さん」

　楓がぴしゃりと釘くぎを刺さした。

「これは私達運営委員が決めたこと。そして運営委員長はこのわたくし。今のあなたの発言は、このわたくしに逆らうものと受け取ることもできますわ。それでもよろしいのかしら？」

「脅きよう迫はくかよ。ったく、いつもそればっかりだな、あんたは。けど、それならこっちにだって考えがあるぜ。このクラス編成、絶対に快く思ってないやつだっているはずだ。そう、乙組だけじゃない、他ほかのクラスにもな。そこでだ、俺はそいつらの署名を集める。それをあんたに突つき付けて、嫌いやでもこの編成計画を潰つぶしてやるさ」

　何だか相当ヒートアップしているようである。果たしてそこまでして潰す意味があるのか。むしろ楓と工藤を相手に、意地になっているのではないか。

　一度はおとなしくなっていたクラスの中が、次し第だいにざわつきだす。熱くなりすぎている菅原を嘲あざける声も少しはあったが、大半は彼の意見に同調するものばかり。何だか妙みような具合になってきた。

「お静かに。ええい、お黙だまりなさい！」

　もはや今時使わないような言葉で、楓は全生徒を一いつ喝かつした。

「菅原さん、あなたの言い分は分かったわ。でもね、もう一度言っておくけど、これは決定事項でしてよ。今さら覆くつがえることはありませんわ。あなたが署名を集めるのは自由だけど、それは無む駄だなこと。そんな無駄なことに時間を費ついやすぐらいなら、せいぜい走る練習でもしておくことね」

「走る練習、か。どうかな。それこそ無駄になるかもしれないぜ。俺は──もし自分の提案が通らなかった場合、体育祭を中止させてやる」

　ざわ、と教室中の空気が唸うなった。

　楓が黙る。工藤もまた笑いを堪こらえるかのように俯うつむき、他の生徒達もプリントを手て渡わたされた時以上の戸と惑まどいを露あらわにして、ひそひそと今の発言に対する感想をそこかしこで囁ささやき始めた。

「稲美、何言ってるの？」

　要が不ふ審しんそうに立ち上がった。これで立った生徒が三人。次第にクラス内の不ふ穏おんさが増しているのが、私にははっきりと解わかった。

「中止だなんて間違ってるよ。そりゃ私だってバラバラになるのは嫌だよ。でも、中止になんかしたら結局何にもならないじゃない。変だよ、今日の稲美、熱くなりすぎだよ」

「いや、俺は割と冷静だぜ」

　菅原はそう言って、友人の魔ま法ほう少女を睨にらみ返した。朝、彼女に向かって微び妙みようなエールを送った少年と同一人物とは思えない、異様な雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、彼は要のもとに歩み寄る。そして彼女の前でぴたりと止まり、じっとその顔を睨み付ける。

　得体の知れない恐きよう怖ふを感じたのだろう、要がわずかに身を引いた。

「何よぉ……」

「……冷静なんだよ、俺は」

　まるで自らに言い聞かせるかのように、菅原はもう一度呟つぶやいた。

　だがそう言った彼の表情は、あまりに強こわ張ばりすぎてもいた。いったいどうしたというのか。こうなると単に楓への反感だけとも思えないが、しかしそれを推測するには、私は彼のことを知らなさすぎた。

「さて、どうしたものだろうね」

　ひととおり笑い終えたのだろう、工藤がようやくその顔を上げ、向き合う二人の方に顔をやる。彼には菅原の意図が読めたのか。

「僕としては、君達がそうしていがみ合う光景を見るのはとても辛つらいのだがね」

　それは、出任せもいいところな発言だった。この男はそんな思考のもとに動いてなどいない。仮に場をまとめようとする素そ振ぶりを見せたとしても、それは最終的にクラスに混乱をもたらすための前振りに過ぎないはずだ。

「しかし、時間はある」

　工藤はフッと口元を歪ゆがめ、そう言った。

「体育祭の開かい催さいは次の土曜日。今日も含ふくめて五日間の猶ゆう予よがある。何も今急いで方針を固める必要はない。それよりも限られたホームルームの時間、もう少し有効に使ってみてはどうかと思うのさ。そうだろう、お嬢じよう様さま」

　最後の発言は、楓に向けられてのものだった。いつものことだが、相変わらず人を名前で呼ばない男である。

「君は君の進行を続けたまえ。これから各自の出場種目を決めるのだろう？　仮決定でもいいからそちらを優先させた方がいい」

「ええ、そうね……。そうですわ。工藤さんの言うとおり」

　楓は気を取り直すと、さあ席にお戻もどりなさい、と改めて菅原を諫いさめた。それを受けて菅原もまた引き上げていく。どうやら彼も工藤の言葉で多少冷静になったらしい。

　本来なら灘の役割だった仕事を完全に奪うばった工藤は、ようやく事態が収まったのを確かく認にんすると、満足げに頷うなずいて自分もまた席に着いた。そして私はそんな状じよう況きように、なぜか釈しやく然ぜんとしないものを覚えながらも、さて自分はどれに出ようかと、東城が黒板に書き連ねていく種目名に目を走らせるのだった。




「なるほど、それでみんなの様子がおかしかったわけか」

　私からホームルームの話をひととおり聞いた灘英斗は、椅い子すに座って、例のプリントの内容をいちいち自分の手帳に書き写しながら、納なつ得とくしたように頷いた。

　休み時間の生徒指導室である。安アパートの一室程度の広さしかない部屋には、相変わらずテーブルと椅子が義務のように詰つめ込まれており、その横で微かすかな騒そう音おんを立てながら首を振る扇せん風ぷう機きもいつもどおり。そんな窮きゆう屈くつだか快適だか分からないこの部屋こそ、灘が日々利用する巣のような場所であった。

　思えば私が初めてこの学校に来た時も、ここで彼の事情聴ちよう取しゆに応じたのだ。いや、懐なつかしさなどまったく込み上げてこないが。

「代わりの先生を連れて戻ってきたら、妙な荒あれ方をしているから、どうにも変だと思ったらこれか。まあ、一応このプリントが絡からんでいるのは予想が付いたけど……しかし菅原くんが動くとはね。まったく、どうしてみんな僕が不在の時にばかり、ああやっていろいろと騒さわぎを起こすのだろう」

「そりゃ、灘くんがいないからそうなるんでしょ」

　扇風機の前に立って、首振りに合わせて体を揺ゆらしながら、私は答えた。衣ころも替がえも済んだとは言え、まだ多少蒸し暑い今日この頃ごろ。常時ブレザー姿の灘はともかく、私などはまだ慣れてないから、こうして少しでも風に当たっていたい。問題は、これをやっていると灘に一いつ切さい風が行かないことだが、まあ、べつに構わない。

「それで、君はどうすることにしたんだい？」

　そんな私に、灘が嫌いやそうな顔で訊きいてきた。こちらの無風作戦を多少気にしているのか。

「どうするって、何をですか？」

「署名だよ。菅原くんが頑がん張ばって集めているのだろう？」

「ああ、それ。保留中です」

　乙組はもちろん、よそのクラスにまで出張するという張り切りぶりだった。私も張り切って紙を差し出されたものの、急なことでは何とも答えられず、とりあえず返事は待ってもらっている。

　しかし乙組以外の名前もちらほらとあったのには驚おどろきだった。考えてみれば周りだって、せっかくのクラス対たい抗こう形式で慣れない面々と組みたくないという気持ちはあるのだろう。閉へい鎖さ的にも見えるが、もともとイレギュラーなタイプの乙組を快く思ってない生徒も、学園内には割といるのかもしれない。

「でも結構数は集まってましたよ。体育祭そのものを潰つぶしたって構わないっていう人もいるみたいでしたし」

「それは、えらくまた過激派だね」

「いや、樋渡さんなんですけどね」

　樋渡萌華。例の十五センチの少女だ。

　一年留年しているらしいので、実質的には先せん輩ぱいに当たる。小さいから可愛かわいらしいかと思いきや、性格は結構乱暴で、何かと口が悪い。そんな彼女はあの後ずっと、「どうせ私は参加しないし」と散々愚ぐ痴ちっていた。

　気にはしているのだろう。体の小ささと留年生であるという二点は、彼女にとって最大の悩なやみの種である。そしてあの体では、周りと一いつ緒しよになってスポーツに興じるなど無理な話だ。形はどうあれ体育祭で盛り上がっているこの状況、萌華には決して楽しいものではないはずだった。

「樋渡さんね。いったい彼女はどこまで捻ひねくれるのだろうね。普ふ段だんからあまり人に近付きたがらないし」

　最近はろくに家にも帰ってないそうだ、と灘は眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやいた。

「もちろんあの体だから、誰だれかの手を借りないと通学だって大変だ。だからそれを気にして、というのもあるのかもしれないけど……でも、ご家族に心配をかけてばかりなのはいただけないな」

　珍めずらしく、正しい道徳心を彼は持ち出してきた。

　耳の痛い言葉である。かく言う私だって、こんなクラスの一員になってしまった以上、両親には心配かけどおしなのだ。それにもともと過保護な父母のこと。さすがに最近は転校しろとまでは言わなくなったが、相変わらず家に帰れば今日は大だい丈じよう夫ぶだったか、無理はするな、何なら休んだっていい、と必要以上の気き遣づかいを見せてくる。

　それを少なからず鬱うつ陶とうしく思っている自分がいる。そして、そんな自分に罪悪感を覚えている別の自分もいる。

　私も萌華ぐらいに割り切ることができれば、少しは楽になるだろうか。

「このクラス編成は──」

　灘が写し終えた手帳を改めて眺ながめ、難しい顔つきで言った。

「えらく無茶だね」

「そうなんですか？」

　その辺はよく知らないのだが。

「いや、純じゆん粋すいに運動能力だけで見るなら、それなりに整っているのだけどね。しかし乙組に残された面々、当日はろくに参加しない人間が多すぎるよ」

　例えば樋渡さんもそうだし、と彼は続けた。

「根ね室むろさんは土曜が体育の日で本来祝日だから、日曜の定期検査が繰くり上げになったとかで来ないはずだし」

「え？　でも根室さんは唯ゆい一いつ残された貴重な乙組の主戦力ですよ？」

　何しろ根室アヤカといえば例のサイキッカーだ。彼女の名前が残っていた時点で多少安あん堵どしたのに、それが出ないとなると、大おお幅はばなパワーダウンは否いなめない。いや、体育祭で超ちよう能のう力りよくを使うのはアリなのかという問題は別にして。

「瑪瑙めのうさんは、運動能力はあっても目立つのは嫌きらいだから、真面目まじめには参加しないだろうし」

　瑪瑙凜りん。ただひたすら本の虫のふりをした、実は銃じゆうを扱あつかう殺し屋である。私はその事実を知るごく少数の一人だが、同じ図書委員ということもあって、おかげで逆に彼女から目を付けられている。それこそ真面目に参加しろなんて文句を言おうものなら、額に弾だん痕こんを穿うがたれかねない。

「それに遠とお乃のくんはどうせサボるだろう。帷子かたびらさんも昼間は寝ねてるから参加しないだろうし、クウさんなんか教室にしか現れない幻まぼろしなんだから、もうどうしようもない」

　灘の挙げた名前は、ことごとく性格や肉体的特とく徴ちように問題のある面々ばかりだった。それが得てして乙組のままだったということは、果たして当日はどうなってしまうのだろう。

「ああ、ちなみに僕も参加はできないよ。当日は見回り役だからね」

「ええと、それだとうちのクラスは結局何人で戦うことになるんですか？」

「そうだね、瑪瑙さんを入れても実質十三人かな」

　何だその不ふ吉きつな数字は。

　というか、おそらく貴重な点数源である団体種目は、それだとほぼ壊かい滅めつではないか。一年生の参加する団体種目といえば、前半の騎き馬ば戦せんと後半最後の男女混合リレー。リレーはともかく、騎馬戦の方はもう開始の騎数からして駄だ目めすぎだ。

「これは、誰も指し摘てきしなかったのかい？」

　灘はもう一度プリントを手に取って手帳と見比べながら、私に訊たずねてきた。

　それはなかった。楓も工藤も、菅原も要も、最終的な人数にまでは触ふれてない。まあ、他ほかの三人はともかく、工藤がこれに気付いてないというのも不自然だが、おそらくは人が悪いあの男のこと。大方解わかった上でそのまま周りを泳がせ、楽しんでいるだけだろう。

　私がそう答えると、灘も納なつ得とくして頷うなずいた。

「こうなると、とにかく鬼灯さんを当たってみるのが一番だろうね」

　やはり騒さわぎの大本であるお嬢じよう様さまを何とかするのが先決か。

「彼女が意図的にこの編成を組み立てたのなら、そこには何かあるはずさ」

「何か、ですか」

　いったい何があるのやら。どうしてこうも性質たちの悪い生徒ばかり集中しているのだろう。

　それに乙組の圧あつ倒とう的不利が確定した今、新たな問題が浮ふ上じようしたことになる。

「ねぇ灘くん」

　そう言って、私は改めて彼の真向かいに座った。ようやく本題に入る時が来たようだ。

「何だい？　僕に用があるなら早く済ませたまえよ。君の方からわざわざ話があると言ってきたんだ。教室での出来事を僕に教えるのが目的じゃないことぐらい、初めから解っていたさ」

「べつにそんなことでかっこつけなくたっていいですよ。これですよ、これ」

　ブレザーの胸ポケットに手を突つっ込み、私は一通の封ふう筒とうを差し出した。言わずと知れた、パステルブルーのアレである。

「……それは？」

「朝、私の下げ駄た箱ばこに入っていたんです。さっきトイレでこっそり開けたんですけど……」
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「どうしてそんな人目を憚はばかるような開け方をしたのさ」

「べつにどうだっていいじゃないですか」

　一応期待はしたのだ。ほんの少しだけだが。

「それで、この封筒がどうしたんだい？」

「中身を見れば解りますよ」

　そう言われた灘は私から封筒を受け取り、すでに開封済みなことを確かく認にんしてから中を検あらためた。周囲の紙を通して入り込む光が、その内側にある折り畳たたまれた紙を水色に染め上げているはずだ、と私はトイレでそれを開けた時のことを思い出した。

「手紙のようだね」

　指先で紙を取り出して開き、灘は見たままの感想を述べた。

「しかもワープロとはね。封筒、中身ともに宛あて名なも差出人の名前も書いてない。実に怪あやしい。まあ、新聞記事の切り抜ぬきを使ってないのが、少々残念といえば残念か」

「下らないこと言ってる場合じゃないですよ。だってそれ、怪しいも何も……」

　脅きよう迫はく状じゃないですか、と私は声を落として言った。

　──体育祭で一年乙組を優勝させろ。さもないと人が死ぬことになる。

　そんな文面が認したためられていた。もう明らかにフォローのしようもないほど、立派な脅迫状である。

「で、これが君の下駄箱に入っていたというのかい？」

　手紙を回したり裏返したりしながら、灘は訝いぶかしげに訊ねてきた。

　そうなのだ。彼の疑問は正しい。私だって、どうしてこんなものが自分の下駄箱に入ってなければならないのか、不思議で仕方ないのである。

　まあ、ただ脅迫状を受け取るだけなら、誰だれにだって機会はあるかもしれない。しかし問題は内容だ。何をどう考えたら、私と乙組の優勝とが結び付くのだろう。

「しかし、また何とも無茶な要求だね。あんなクラス編成で、乙組が優勝できるわけがない」

　灘は呆あきれたような口くち振ぶりで、身も蓋ふたもないことを言って退のけた。そこまではっきり断言されてしまうと、普ふ通つうに体育祭参加予定の私としては、微び妙みような気持ちにならざるを得ないのだが。

「どうすればいいと思います？」

　そう、それを訊ねるために、私はわざわざこんな所で灘と二人でいるのだ。他に好きこのんで対面する理由などない。

「そうは言っても、これだけでは何ともね。もちろん悪質な悪戯いたずらには違ちがいないけど、これだけでは警察は動いてくれないと思うよ。何しろ要求が要求なのだし」

「いや、確かに悪戯で片付きそうな内容ですけど……」

　乙組の優勝──。果たしてそれがどうだと言うのか。所しよ詮せんたかが一高校の体育祭。人を殺してまで手に入れたい結果でも何でもない。しかも宛てられたのはこの私だ。一年乙組のメンバーとはいえ、それ以上の何物でもない、実にどうということのないこの私なのだ。そんな相手に差し出された脅迫状に、どれほどの信しん憑ぴよう性せいがあると言うのだろう。

「まあ、仕方ないか。念のため学校側に掛かけ合ってみるよ」

　だが珍めずらしく良質な反応を、灘は私に提示してくれた。

「気休めにしかならないとは思うけどね。もしかしたら当日は部外者が入れなくなるかもしれない。本来は観戦自由だけど、さすがにこんなものが来てはね。もしかしたら君のご両親も応おう援えんにいらっしゃる予定だったんじゃないかい？」

「いや、うちは親しん戚せきの法事と重なったみたいなんで……」

　来られない、と言っていた。もちろんそれで私が安あん堵どしたのは言うまでもない。父母には悪いが、私は彼らにあまりこの学校には踏ふみ込んでほしくなかった。何しろ住む世界が違いすぎる。そう、いろんな意味で。

　とにかく話はまとまった。私は教室に戻もどろうと立ち上がったが、灘はなおもこの部屋に残るつもりらしい。手帳に「十月四日午前八時五分、受難が謂いわれのない脅迫状を受け取る」と手帳に書き殴なぐりながら、先に行ってくれ、と見送る意思もなく呟つぶやいた。

　受難というのは私のことだ。工藤ほど徹てつ底ていしてないとはいえ、彼もこうした事件の記録を残す際には人名を用いない。用いられるのはその人物を端たん的てきに表す要素──即すなわち「記号」だ。

　この奇き妙みような癖くせについて、すべては物事を客観的に見るための手段だ、と彼は自負する。しかし私には、それがこの男の周囲との断絶を密ひそかに表しているような気がしてならない。

「ああ、そうだ。高浪さん」

　去り際ぎわに、ふと灘が呼び止めた。

「君は結局どの種目に出るんだい？」

「借り物競走ですけど？」

　いったい何だろう、と訝しんで答える。すると彼は私の返答に首を傾かしげ、「なんだ、パン食い競走じゃないのか」と不服そうな声を上げた。

　べつにただの雑談だったらしい。そのあまりのどうでもよさと、彼の失敬な憶おく測そくに、私は無言のまま頰ほおだけ膨ふくらませて生徒指導室を出た。

　もしかしたら初めて彼の推理を真っ向から撃うち砕くだいた瞬しゆん間かんだったのかもしれない、と気付いたのは、教室に戻ってからのことであった。
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　犀川要は魔ま法ほう少女だった。

　始めてもうかれこれ二年になる。最初に変身したのは、ちょうど中学二年の夏休みの時のこと。群発地じ震しんに見み舞まわれた彼女の祖父の家がある小さな漁村を津つ波なみが襲おそった時だ。

　折からの時し化けに加え、時間が深夜だったことも災わざわいした。ちょうど祖母の一いつ周しゆう忌きで帰省していた要は、その恐おそろしい自然災害に直面することになった。

　寝ねているところを急に叩たたき起こされた。わけも分からないまま、着き替がえる暇ひまも与あたえられずに手を引かれ、高台へと上った。その後で、家に大切なものを忘れてきたことに気付いた。

　祖母の形見だった。彼女が幼い頃ころに大好きな男の子から貰もらったという、二ふた股またに分かれたバトン状の玩具おもちや。そして、祖母が最後に要にくれた思い出の品。

　──おばあちゃん、これって、どうやって遊ぶの？

　やはり去年の帰省中。初めてそれを見せられた時、要は不思議そうに祖母に訊たずねた。今時そんなもので遊んでいる子供など周りには一人もいなかったのだから、無理もない。遊び方はおろか、呼び名さえ知らなかった。

　──そうだねぇ、女の子は、こういうものではあまり遊ばないからねぇ。

　祖母は笑って答えた。そして、明日にでも教えてあげるよと言って、その夜に息を引き取った。心臓発ほつ作さだった。

　それから一年後の今夜。突とつ如じよ村を襲った大波は、そんな最後の思い出すべてを濁だく流りゆうの中に吞のみ込もうと、荒あらぶる潮を唸うならせて迫せまってきていた。

　だから、要は戻った。

　大勢が止めようとした。よせと怒ど鳴なられたし、行くなと連れ戻されそうにもなった。それでも要は振ふり返らずに、丘おかを駆かけ下りて家へと向かった。

　どうしてそんな暴挙に出たのか、災害に詳くわしくなった今となっては分からない。ただ肉眼で見えた波が、思ったより小さかったせいはあるだろう。海上を突つき進むそれが村に到とう達たつするのは、まだ先のことのように思えた。

　実際にはそんなことはなかった。形見がしまってある祖母の部屋に辿たどり着いた時、それまで割れんばかりに鳴り響ひびいていたサイレンが聞こえなくなっていることに要は気付いた。だが、それが水音に搔かき消されたためだと気付くのには、さらに数秒かかった。

　閉とざされた窓の外は、すでに海水で埋うまっていた。

　そして、簞たん笥すの引き出しの中に目的のものを見つけて取り出そうとした刹せつ那な、四方の壁かべを押し破って、部屋の中に水が流れ込んできた。

　その時要は思ったのだ。この形見を守りたい。自分と祖母との思い出を、そして祖母自身の思い出を守りたい、と。

　もし逆に、祖母に守ってもらおうと思っていたら、あの奇き跡せきは起きなかったかもしれない。けれどもそうはならなかった。その名も無き玩具をしっかりと握にぎり懐ふところに抱だいた時──。

　犀川要は変身した。

　暴れる濁流をものともせずに空へと舞まい上がり、そこで荒あれ狂くるう一匹ぴきの龍りゆうを見た。それが津波を起こした元げん凶きようだというのは、いきなりその場に現れた宇宙からの大だい福ふく餅もち──コウメに教えられて知ったことだった。

　それからだ。要が自然災害の化け身しん「災さい魔ま」を封ふうじる使命を負った「封災天てん女によカナメ」になったのは。

　あのパチンコにどんな秘密があったのか。それは要自身、まだ知らされていない。コウメは時おり何かを知っているような素そ振ぶりを見せることもあるけど、最後には口を噤つぐんだまま、「とにかくカナメちゃんも頑がん張ばってね」と言うばかりだった。

　ともかく、以来何か不ふ審しんな災害が起きるたびに、要は現場へ飛んでは調査している。そのまま災魔と出くわして戦いに、というケースも何度かあったし、最近では変身前の普ふ段だんの姿が各地のボランティアの人達に広まって、被ひ災さい地ちのナイチンゲールとまで謳うたわれるほどになった。それは、要が行く先々でみんなの手助けをしている証あかしでもあった。

　もちろん看護や炊たき出しの手伝いに魔法の力は必要ない。使えば何でもできて便利だけど、それはあくまで戦いの時だけと、要は自分で決めていた。

　さて本題。敵が災魔でない場合、やはり魔法の力は使っていいものなのだろうか。

　帰宅途と中ちゆうの菅原稲美を突然取り囲んだ強面こわもての男達を目に留め、要は一瞬迷った。

　べつに自分と稲美が一いつ緒しよに仲良く帰っていたわけではない。だいたい向こうが隣となりに引っ越こしてきただけの、あくまでただのご近所同士。周りが言うほど仲がいいわけではないし、今日は今日でホームルーム中にいろいろあったから、当然そんなことはできない。だからたまたま家が同じ方向なのをいいことに、五メートルほど先を行く彼の後ろを、気付かれないように歩いていただけのことだ。そうしたら、急に彼が道みち端ばたで男四人に囲まれた、という流れだった。

「何だよ、あんたら」

　警けい戒かい心しんを剝むき出しに、稲美がぶっきらぼうな声を上げるのが聞こえた。しかし対する四人は何も答えず、ただ一層包囲の輪を狭せばめていく。明らかに稲美を狙ねらっているようだ。

　要が見る限り、四人のうち三人はまだ若い。ほとんど自分と同じ年ねん齢れいか、せいぜい少し上ぐらいだろう。服装もよく見かける流行はやりのもので、だから髪かみの異様な染まり具合や、過か剰じようなまでにあちこちに開けたピアスがなければ、よくいる普通の若者で済まされていたかもしれない。

　それに、もし彼らが不良じみた格好だったとしても、もう一人の存在さえなければ、ありがちなカツアゲか何かだと思っただろう。

　もう一人は、おそらく三十代後半には差しかかっていた。

　いたって地味な背広姿で、他ほかの三人のように装そう飾しよく品が光ることもない中、辛かろうじてネクタイピンだけが蛇へびを模した気味の悪い形をしている。全体的に色白の、どこかノッペリした男で、感情に乏とぼしい顔をまったく動かすことなく、黙だまって稲美を見み詰つめていた。

「おい、聞こえねぇのかよ。何者だって訊きいてんだよ」

　少し先で稲美が騒さわいでいる。もっともその姿は、すでに四人に囲まれて見えなくなっていたけど。

「兄ちゃん、俺な、何でも屋っちゅうのや」

　ノッペリした男が口を開け、いやに癖くせのある方言で自己紹しよう介かいをした。

「ほいでな、ちょっと人に頼たのまれて仕事してんね。なあ兄ちゃん、あんた、エライ相手敵に回してんのとちゃうか？」

「エライ相手？……あのお嬢じよう様さまかよ」

「んー、依い頼らい人のことは明かさんちゅう約束やしなぁ。でもま、分からな脅おどしにもならんわな。まあ、兄ちゃんの想像に任せるわ。さ、早いとこ済ませよか。ちょっと顔貸してもらうで。そこんとこに車停とめとるさかい、まあ、五人は窮きゆう屈くつかもしれんけど、どうせ身ぃ小そうしてシートの下にでも転がってもらえばそれも平気やし」

　ちょっと蹴け飛とばされて痛いかもしれへんけどな、と男は真顔で言った。

　ちょっとどころじゃない。他の三人が履はいている靴くつ、どう見たってスパイクだ。

　あまり迷ってもいられそうにない。要はポケットにしまってあったパチンコを取り出すと、すかさず辺りを見回した。何の変へん哲てつもない、歩道と車道で構成された道。周辺は普通の民家や店てん舗ぽになっていて、その割にひと気がないものだから、人目があるのかないのかさっぱり判わからない。気軽に変身していいものかどうかは難しかった。

「おい放せよ！」

　両りよう腕うでを摑つかまれ、稲美が喚わめく。そして身を捩よじった拍ひよう子しにこちらに顔が向き、要と目が合う。とっさにパチンコはポケットにしまい直したものの、これではますます変身できなくなってしまう。

「ん？　何や嬢ちゃん。こんなん女の子の見るもんやないで」

　稲美の視線でようやくこちらの存在に気付いたのだろう。ノッペリ男が手を振ふり、あっちに行け、という仕草をした。そして、もちろんそんな言葉に従って逃にげ出すほど、要は小心者ではなかった。

「やめなさいよ、あなた達！」

　そう叫さけびながら、五メートルの距きよ離りを一気に詰めた。ただ、詰めるだけで何もできるとは思えなかったが。

　そして案の定、向こうも慣れたものだった。走ってきた要の振り回す鞄かばんを、関西弁の男が片手で軽く払はらい、稲美を押さえていた三人の一人がその体を捕とらえに回る。

「おい、そいつに手ぇ出すんじゃねぇ！」

　稲美が吠ほえた。もちろんその言葉に従う者など、誰だれもいなかった。

「ふうん、お前ら知り合いか？　それやったらちょうどええわ。一緒に車乗せたろ。何ならええとこ連れてったるで。どこがええ？　そや、ちょっと寂さびしい廃はいビルの一室とか、どや？」

　好色な台詞せりふに感情のない視線という奇き怪かいな様子で、男が要の頭を撫なでる。その手を遠とお退のけようと頭を揺ゆすり、必死で抵てい抗こうした拍子に、相手の手がこちらのポケットに潜もぐり込んだ。

　財さい布ふか生徒手帳が目当てだったに違ちがいない。しかしそれ以上に嵩かさ張ばるものが、要のポケットには納まっていた。

「ん？　なんやこれ？」

「あ、それダメっ」

　慌あわてて止めようとしたところで聞く相手ではない。地球の平和を守るために托たくされた大切なパチンコは、いとも容た易やすく男に抜ぬき取られてしまった。

「ちょっと、返してよぉ！」

「何やオモチャか。高校生の割にガキやな。今時小しよう坊ぼうかて、こんなんよう持ち歩かんて」

　男がせせら笑う。それに対して何もできない要は、悔くやしさのあまり歯を食い縛しばって相手を睨にらみ付けた。それ以上にできることなど何もなかった。

「ほな、行こか」

　パチンコで自分の肩かたをポンポン叩たたきながら、男が他の三人を促うながす。それに引きずられるようにして要と稲美の体もまた、裏道の方へと連れて行かれそうになる。

　どうにもならないのか。このままやつらのいいようにされてしまうのか。

　そう思った時だった。車道との境を横切るガードレールの向こうに、一台の見慣れた車が停まった。

「──君達、うちの息子むすこに何か用ですか？」

　黒のリムジンから一足先に降り立った女性秘書にドアを開けさせ、そう言ってかの人物が出てくる。稲美の父、菅原道みち正まさ。心強い味方だ。

　皺しわ一つないダークグレイの背広に身を包んでいる。歳としはそこそこいっているはずだが、二十代と言われても納なつ得とくしてしまうほど歳の読みづらい外見なのは、長く伸のばした髪と、顔に張り付く異様に小さなレンズのメガネのせいか。そんな粋すい狂きような姿を何の違い和わ感もなく披ひ露ろうできる人物を、要は彼一人しか知らなかった。

　とある企き業ぎようの社長をしているという道正は、いつもの穏おだやかな表情を崩くずすことなく、四人の暴漢達を呼び止めた。

「何や、ガールフレンドの次はおやっさんかいな」

　ノッペリ男が振り返り、呆あきれたように呟つぶやく。そして要の体を一人に任せると、道正に向かってニィとわざとらしい笑えみを浮うかべた。もっとも笑ったのは口の形のみで、その目は一いつ切さい動いてない。あの百川優以上に不気味な笑みというのを、要はこの時生まれて初めて見た。

「しかも秘書連れとは豪ごう儀ぎやな。するとこのガキ、ええとこのボンボンっちゅうことか」

　道正の横に鞄を持って控ひかえる白スーツにパンタロン姿の若い女に目を留め、男はさらに無気味に笑った。

「まあ、心配せんでええ。べつに攫さろうて身みの代しろ金きんもらおとか、そんなセコイこと考えてへんからな。だからあんたも家帰って風ふ呂ろでも焚たいて、息子の帰りをおとなしゅう待っとき」

「いや、それは困りますね。週末は息子の体育祭なんですよ。怪け我がなんかさせられては、台無しになってしまいます」

　お願いします雨あめ宮みやさん、と道正が彼女から鞄を取り上げ、穏やかな声で言い渡わたした。

　同時に秘書が動いた。上司に負けず劣おとらずの長い髪かみを揺らし、ガードレールを飛び越こえて一気に歩道へと上がる。そのわずかなタイムロスの隙すきに、相手の男もまた後ろへ下がり、残る三人に指示を出す。

　いかにもできそうな相手と戦うためだろう、一人が一人を確保する形になって動ける人数が減ることを恐おそれてか、要はすぐに放された。そして若者三人のうち一人が稲美を押さえ、残る二人が秘書に立ち向かう。関西弁の男もまたパチンコを放ほうり出すと、懐ふところから短刀を取り出し、その光る刃はを相手に見せて牽けん制せいに掛かかった。三対一。数なら男達の方が圧あつ倒とう的に有利だ。

　しかし秘書は怯ひるまなかった。ためらいなく暴漢達に走り寄ると、迎むかえ撃うとうと腕うでを振ふり上げた若者一人目の鳩みぞ尾おちに、素す早ばやく拳こぶしをめり込ませる。その威い力りよくがどれほどのものかは、一いち撃げきで相手が崩れ落ちたこと、そして秘書がその撃げき沈ちんをいちいち確かく認にんしなかったことからもはっきりと解わかる。彼女は続けて身を小さく反転させ、背後に回って仕掛けてきた二人目の手をしっかりと捕えた。

　刹せつ那な、秘書の長い足が大きく振り上がった。そして、その振り上げた一撃を相手がかわすには、両者の距離は狭せばまりすぎていた。

　うぅと二人目が呻うめき、蒼あおざめた顔で倒たおれた。果たして今の蹴けりがどこに当たったのか、動きが速すぎて要にはよく見えなかったけど。

「おおコワ。姉ちゃん強いんやな」

　刃物を構えていた背広の男は、そう言うとさらに一歩下がり、残りの一人に稲美を放すよう言った。どうやら戦っても勝ち目はないと判断したらしい。おとなしく引き下がる辺り、所しよ詮せんチンピラだ、と要は思った。

　ただ、要は気付いていなかった。今の男の判断は、それなりに経験を踏ふんでいなければできないものだということを。人ひと質じちを確保していること、そして刃物を持っていることの有利さを過信しなかったのだ。決して闇やみ雲くもに立ち回っていたわけではない。

「よしゃ、ほんなら引き上げるわ。まあ、一度襲おそわれたんやし、兄ちゃんも少しは肝きもに銘めいじたっちゅうことで、俺の仕事も無事果たせたことになるしな」

　おい行くで、と倒れている二人を蹴り起こすと、男はそう言って足早に去っていった。他ほかの三人も後を追い、瞬またたく間に姿を消す。要は彼らの姿が完全に見えなくなったのを確かめると、息をついて体を払はらい、そこでパチンコが捨てられていたことを思い出した。

　酷ひどい連中だ。人類の存亡が懸かかっているこの道具、壊こわれたりしたら弁べん償しようどころじゃ済まないのに、と拾い上げようとすると、その身を道正の秘書が制す。

　彼女は無言のまま、パチンコを拾い上げて要に手て渡わたしてきた。息一つ乱してない落ち着いた動きだった。

「あ、ありがとうございます」

　今までたまに見かけるだけで、言葉を交かわしたことなど一度もなかった相手に、要は慌てて礼を述べた。それを聞いた秘書は小さく微笑ほほえみ、どういたしまして、と小声で答えると、そのまま道正のもとへと戻もどっていく。

　ひんやりとした空気を纏まとわせた、どこか神秘的な香かおりのする女性。雨宮という名前だったか。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？　お怪我は？」

　続いて道正が訊たずねてくる。乱暴な稲美の父親とは思えないほど優やさしい口調だ。

　要は首を横に振り、もう一度礼を述べた。その横を稲美が通り過ぎていく。父のいる場所とは逆の方向へ、何も言わずに去っていく。彼はいつもこうだ。

　要が秘書と口を利きいたことがなかったというなら、稲美は父とほとんど口を利いたことがない。いや、要が知らないだけで、実際には多少言葉も交わすはずだが、少なくとも自分の見ている前で二人が語り合ったことは一度もない。

　道正が家に帰らないせいかも、と要は思っている。本当にただの推測だけど。

「どうぞ乗ってください。家までお送りしますよ。ああ、あいつのことは放ほうっておきましょう。最近ことさらに愛あい想そが悪くなっているようですからね」

　道正はそう言って車を指し、やはり穏やかに微笑んだ。







　２　十月五日休み時間　私、小さな同級生と親睦を深める。

[image: ]


乙組の分裂問題は解決しないままである。さらにはいつもやる気のない萌華が、何だかはりきって署名活動を始めだした。









　先週末から続いていた曇どん天てんも、ようやく回復に向かいつつあった。これなら雛世が言ったように土曜日は雨で中止ということもないだろう。それが嬉うれしいかどうかは別にして、だが。

　いつもの席に座って輝かがやきだした空をぼんやりと眺ながめながら、私は一つ溜ため息いきをついた。

「だからさ、高浪さんも署名してよ、署名」

　私の机の上に仁に王おう立だちになった樋渡萌華がそんなことを言ってきた。

　せっかくの休み時間だというのに、ずっとこの調子である。わざわざ一番前の席から人に手伝ってもらってここに運ばれ、執しつ拗ように説得を続けている。あまりに煩わずらわしいので、こちらが人差し指を突つき出すと、彼女はすぐさま身の危険を感じてチョロチョロと逃にげ始めた。身長十五センチの萌華にとっては、あらゆる同級生のサイズが脅きよう威いなのだ。

　もっとも逃げると言ったって、机の上からは離はなれられない。おかげで限られた長方形の中をぐるぐる回るだけなのだが、隙を見ては立ち止まって署名署名と騒さわぐものだから、私はもう一度深く溜息をついた。

　いっそのこと、この溜息で飛ばされてくれないか。

「昨日言ったでしょ。二十四時間待つって。さあ、せめて署名するかしないかぐらい教えてちょうだい」

「言ったのはあなたじゃなくて菅原くんだと思うんだけど……」

「いいのよ。私は菅原くんのお遣つかいでこうして来てるんだから」

　伸のび気味の前まえ髪がみをキザったらしく搔かき上げながら、萌華は威い張ばって言い返した。

　そう、彼女、自分が署名するだけでなく、完全に菅原と手を組んだようなのである。今朝も彼の肩かたに乗って登校してきたかと思えば、すぐさまあちこちうろつき回り、二人で手分けして勧かん誘ゆうしだした。人嫌ぎらいの彼女が誰だれかに協力するなんて、いったいどういう風の吹ふき回しだろう。

　体育祭反対派として利害が一いつ致ちしたか。しかし菅原は無茶なクラス編成を元に戻して、普ふ通つうの体育祭をおこなうのが目的だし、萌華は単に体育祭が潰つぶれればいいという極きわめて根暗な目的で動いているから、微び妙みように方向性は違ちがうが。

「まあ、べつに強制とかじゃないけどね。でもさ、こういうのははっきりさせておいた方がいいと思うのよ。何たってほら、団結力ってのは大切だから」

　だから、言ってる当人が思ってもないような道徳的理り屈くつは、この際振ふり回すべきではない。

「そんなに体育祭が嫌いなの？」

　窓の外を眺めたまま、私は萌華に訊ねた。

「体育祭っていうか、とにかく何でも嫌いなの、私は」

　えらく難なん儀ぎな答えが返ってきた。

「だってそうじゃない。みんなして楽しく騒ぐのは勝手だけどさ、こっちは見てるばかりだもん。そんなの面おも白しろくないし、でも他ほかに何もできないし。あなただってこんな体になれば解わかるわよ。周りと違うって、そういうことなんだから」

「でもさ、逆に応おう援えんだけでもいいからしてみるとか。案外楽しいかもしれないよ？」

「あのねぇ、何スッパラパンなこと言ってんのよ。うちのクラス、出られるの十人チョイしかいないって言うじゃない。もう負けは確定ね。応援の価値もないわ」

　なるほど、反論の余地はない。スッパラパンという謎なぞの単語の意味以外は。

　とにかく多感な時期の少女の身に降りかかるには、体の縮小という試練は重すぎるものだったらしい。それだけ萌華のやさぐれぶりは凄すさまじいものがある。彼女が留年したのはそのせいなのか、それとも留年したことも手伝ってここまでやさぐれたのか。どちらにしろ不ふ遇ぐうには違いない。

　家に帰ってないというのも、そんな背景があるからか。

「樋渡さんって、いつもどうしてるの？　生活とか」

　ふと気になって、私は訊ねてみた。

「誰かんちとか泊とまり歩いたり、学校に寝ね泊まりしたり。どのみち一人じゃ無理よ。嫌いやでも人の手を借りなきゃならないし。ていうか、そんなことどうだっていいじゃない。だいたいあなた、何で私にはタメ口なのよ。いつも馬ば鹿か丁てい寧ねいに敬語使ってるくせに──」

　それはたぶん人形感覚で相手をしているからだ。他意はない。

　で、とりあえず署名の方である。結局のところ、私の考えはさっぱりまとまっていなかった。

　とにかく昨日の段階で、菅原が本気で熱くなっていたのは間違いないだろう。だから時間を置かせて頭を冷やし落ち着かせる──。それがおそらく工藤の取った作戦だったはずだ。まあ、それだとあの黒幕が本気でこの騒そう動どうを治めに掛かかったことになるから、妙みようといえば妙だが、結果だけ見ればそうなる予定だった。

　しかし、である。いったい何があったのか。今日の菅原は、昨日にも増して熱くなっていた。

　それは萌華と手分けしてでも署名を集めようというものである。今もこの休み時間を利用して、賛同組と協力して学園中を駆かけ回っていた。

「で、どっち？」

　改めて萌華が問いかける。いい加減、これに答えないと私は解放されそうにない。

　どうしたものか、と思う。純じゆん粋すいに答えを出すだけなら、私はどちらでもよかった。

　別段勝ちに拘こだわるつもりはない。確かに負ければ悔くやしいかもしれないが、それは所しよ詮せん悔しいだけだ。それ以上でも以下でもない。一方でクラスがバラバラになるという不安も、乙組に留とどまったままの私には希き薄はくなものでしかなかった。

　一応優と雛世にも訊きいてみた。二人は、どちらも署名はしてないとのことだった。

　優の理由はいたってシンプルである。せっかくの大おお番ばん狂くるわせをここで失わせるわけにはいかない、と言うのだ。彼女はあくまで体育祭の楽しさそのものを重視しているらしい。

　そして雛世の方はといえば、こちらは特別編成には難色を示したものの、あまり過激な方向には行きたくないから、というのが署名を断った理由だった。まあ、雛世らしい決断である。

　で、私だ。

　ここまで来て友人達同様署名せずに済ますことなく私が迷っているのは、やはりあの脅きよう迫はく状が原因だった。

　今度の体育祭、果たして本当におこなっていいものなのか。今になって、ようやくそんな疑問を覚えている。

　あの脅迫状、灘は確かに悪戯いたずらの可能性が高いと判断した。私もそう感じたし、念のため学校側にも報告した。これでもう処理はあちらに任せたものとして、今さら気に病やむ必要はないはずだった。

　なのに、妙に胸むな騒さわぎがするのはなぜだろう。

　いや、理由など考えるまでもない。すべてこの一年乙組の為なせる業わざだ。このクラスでは何でも起こる。ここへ転校してきて一ヶ月少々。すでに様々な事件を見てきた私にとって、あの脅迫状もまた、そんな騒動の一いつ環かんにあるような気がしてならなかった。

　もちろん憶おく測そくに過ぎない。否定ならいくらだってできる。だが、万が一ということを考えた場合、今度はあの特別編成が大きな意味を持ってくる。

　乙組は負けるだろう。その時何が起きるのか──。あんな編成さえなければここまで覚えるはずのなかった脅迫状に対する不安が、やたらと現実味を帯びてくるのだ。

　したがって、体育祭を流してしまうのも手だ、と少し思う。そしてそのためには、とりあえず署名はしておいた方がいい。それなりの人数が集まって署名をあのお嬢じよう様さまが蹴ければ、菅原は意地でも体育祭を潰つぶそうとするだろう。

　もちろんその方法は不明である。だいたい私は彼の素す性じようをよく知らないのだ。あの少年もまた、何かとんでもない特とく殊しゆ能力でも持っているのだろうか。

　廊ろう下かの方が騒さわがしくなっていることに気付いたのは、ちょうどそんな時だった。

　見れば当の菅原が何か喚わめいている。どうやら口論をしているらしい。大方楓辺りだろうと思い、私がさらに注意して見てみると、こちらの予想に反して相手は要だった。

「あなたの相棒、何かあったみたいだよ」

　私はそう言って、萌華に行くよう促うながした。しかし当然彼女が一人で移動できるはずもない。ちょこちょことこちらの腕うでを伝って肩かたによじ登り、「連れてって」と命じてくる。確かに手間のかかる子ではある。

　私が萌華を乗せて廊下へ出ると、二人はすぐさま静かになった。これは本来なら灘の役割である。クラスメイトの口論の最さ中なかだというのに、あの男は肝かん心じんな時に不在のようだった。

「ちょっと稲美、何があったの？」

　萌華が身を乗り出して訊たずねた。もちろんそのままでは滑すべり落ちてしまうからだろう、彼女の手は私の耳たぶをしっかりと摑つかんでいる。いくら十五センチだからって、耳だけ引っ張られればそこそこ痛い。

「いや、こいつが署名なんか止やめろって言ってくるから」

　顔をしかめた私を無視して、菅原はそう答えた。

「昨日はあの編成に反対してたのに、もういいとか言いだすしよ。だいたいここで諦あきらめたら、あの女の思うツボじゃねーか」

「だって、しょうがないじゃない。あんなことがあっちゃ……」

　それに対して要もまた言い返す。菅原の言う「あの女」とはおそらく楓だろう。しかしいったい「あんなこと」とは何か。そう思って首を傾かしげた刹せつ那な、私の頭の動きに萌華が引きずられ、落っこちそうになる。

　まったく小動物は世話が焼ける。

「ねえ、高浪さんからも何とか言ってよ。このままじゃまずいよ、絶対」

　萌華を摑んでブレザーの胸ポケットに捻ねじ込もうとした私に、不意に要が助けを求めてきた。私は仕方なく手を止め、何があったのかと二人に訊ねた。

「脅迫だ」

　菅原が一言、不ふ機き嫌げんそうに答えた。

　一いつ瞬しゆんあの脅迫状が脳のう裏りをよぎり、ドキリとする。しかし彼の発言が、私の受け取った手紙と無関係だというのは、その後に続いた説明ですぐに判わかった。

　昨日の放課後、帰宅途と中ちゆうの二人を暴漢が襲おそったらしい。幸い助けが入ったため大事には至らなかったものの、相手がそれとなく楓のことを仄ほのめかしたので、脅おどしだというのは明らかだった。すべてを牛ぎゆう耳じるお嬢様は、自分に立てつく相手を潰しにかかったわけである。

「それって大問題じゃないですか」

　まあ、今さらではあるが、私は一応ありきたりな感想を述べてみた。

「でしょ？　だからこのまま署名なんか続けちゃまずいと思うんだよ。で、稲美に止めるよう言ったの。なのに稲美、意地になっちゃって……」

「止めないからな、俺は」

　要の言葉を遮さえぎるように、菅原が口を出す。これではいつまで経たっても言い争いは終わらない。というか、終わらせるのは私の役目だと思われてるのか、もしや。

「鬼灯さんに直接言ってみたらどうですか？」

　多少うんざりしながら私は提案してみた。こんな所で喧けん嘩かをしているよりは、脅きよう迫はくしてきた当人に直接文句を言った方が早い。極きわめて的確な判断だと思ったのだが、しかしその提案は菅原の「とっくにやったさ」という一言で終わってしまった。

「朝の一番に言ってやった。そしたらあの女、何て言ったと思う？　『脅しならお互たがい様ですわよ』だとさ」

「署名は脅しですか……」

　世論を盾たてに要求を押し付けるわけだから、一応は同じなのか。いや、だからって脅し返すというのもいかがなものかと思うが。

「いや、それが違ちがうみたいなんだ」

　だが菅原はそう言って、またも私の発言を否定した。

「最初は俺もそう思ったが、あの女の言う『脅し』ってのは、それのことじゃなかったみたいだ。脅迫状が来たとか言ってな。けど俺には心当たりが──」

　刹那、自分の顔から血の気の引くのが分かった。

　昨日私が受け取った脅迫状、灘は学校側に渡わたすと言っていた。そして学校側というのは、楓の息がかかっているところでもある。その楓は体育祭運営委員長。脅迫状も体育祭に関係しているもの──となれば、学校の関係者経由であの脅迫状の内容が楓に伝わった可能性は極めて高い。

　で、それが菅原から宛あてられたものだと勘かん違ちがいしたわけか、あのお嬢じよう様さまは。

　しかし問題の脅迫状は昨日の朝、プリントが配られるよりも早くに私のもとへ舞まい込んできたものだから、間違いなく菅原は関係ない。そしてさらに言うなら、私がその脅迫状を灘に托たくし、灘が学校に托し、学校が楓に伝えた。ということは、菅原と要が襲われるきっかけを作ったのは、もしや私ということになるのか。

「ええと……鬼灯さんは今どこに？」

　こんな事実を迂う闊かつに口にはできないと思い、私はあのお嬢様の居所を訊ねた。話して少しでも誤解が解けるなら、直接会って話したかった。

「鬼灯さんなら、さっき灘くんと一いつ緒しよに会議室に行っちゃったんだよ」

　私の顔の異様な白さに不ふ審しんげな目つきになりながらも、要が教えてくれた。会議室といえば、灘の第二の巣そう窟くつか。

　生徒指導室同様、彼が誰だれかと話し合う際に用いられる部屋である。いったい何を基準に使い分けているかは知らないが、とりあえず指導室よりは広くてきれいなあの部屋を、少なくとも彼は、私一人を相手にする時は一いつ切さい利用していない。

　で、そこに今、灘と楓がいるというわけか。ならば何かと都合がいい。灘の助けなくして楓と直談判するのは、私には難易度の高い試練だった。

「ちょっと行ってきます」

　私はそう言って二人に背中を向けると、廊ろう下かを勢いよく駆かけ出した。

　目的の部屋は南校舎の二階にあった。私が辿たどり着いた時には、金属でできた観音開きの扉とびらはしっかり閉とざされており、その前にまるで待ち構えていたかのように、ある人物が佇たたずんでいた。

「もう少し手を緩ゆるめてやらないと、潰つぶれてしまうよ」

　私が萌華を摑つかんだままだったことを指し摘てきしたのは、誰でもない、あの工藤スグルだった。

　いったいこんな所で何をしているのだ。しかもその隣となりにいるのは──と視線を滑すべらせ、相手と目が合いそうになって慌あわてて逸そらす。東城功。楓の下僕である。

「委員長に用かい？　彼なら中だ」

　私がここへ来た目的を読んでか、工藤は小声で会議室のドアを指差した。

「ええと……鬼灯さんも一緒ですよね？」

　萌華を今度こそ胸ポケットに押し込みながら、私が訊たずねる。まあ、東城がここに控ひかえている以上、それは間違いないだろう。何しろこの大男は、あのお嬢様の忠実な飼い犬だ。

　だから腑ふに落ちないのは、ここに工藤がいることだ。もしや立ち聞きしていたか。しかし、だったら東城も何か言ったらどうだ。いくら工藤が黒幕であるという事実を知らないとはいえ、明らかに関係ない人間がいたら不自然ではないか。

「ああ、彼女も中だ。僕とこの彼も一緒にいたのだけれど、委員長が僕を咎とがめるのでね。仕方なく二人してこうして外で待たせてもらっているわけさ」

　工藤が私の疑問に答えるように言い訳した。直訳するなら、なぜか楓と東城についてきた工藤が灘から出て行くよう言われて、正当な付き添そい人である東城も一緒に引っ張り出した、ということだろう。どうせ彼のことだ。知っててやったに違いない。

「ほら、じゃあさっさと入ろうよ」

　この状じよう況きように何も疑問を感じないのだろう。体をもぞもぞと動かしながら、萌華が私を促うながしてきた。そういえば闇やみ雲くもに連れてきてしまったこの小さいの、一緒に中に入れていいものだろうか。

　しかし一人で戻もどれと言うのも酷こくだし、工藤にしろ東城にしろ、預けておくには不安な顔ぶればかりである。かと言って教室まで返しに行くのも手間だ。

　まあいい。確かに灘は無関係な人間が絡からんでくるのを嫌きらうが、それは彼が勝手に嫌っているだけのこと。それに萌華が菅原の味方をしている以上、必ずしも無関係とは言えないはずだ。

　私はそう開き直ると、軽くノックしてからドアを開けた。

　教室二つ分もある広い部屋の中、灘と楓が真向かいに座り、睨にらみ合っている様が見えた。

　得体の知れない険悪な雰ふん囲い気きが立ち込めている。思わず入るのに躊ちゆう躇ちよしたが、しかしこちらに気付いた灘が、その嫌いやな視線を私の方に向けたため、微び妙みように後戻りもできなくなってしまう。

「あらあなた、何かご用？」

　無言のまま私を威い圧あつするメガネとは対たい称しよう的に、やはり私を見咎めた楓が、いつものお嬢じよう様さま言葉でこちらを牽けん制せいしにかかってきた。

「今は見てのとおり、わたくし、灘さんと二人で話し合ってますの。部外者は立ち入らないでくださらない？　東城すら外で待たせてるのに、そんなこともお判わかりにならなくって？」

「ああ、いや。ちょっと事情がありまして」

　楓の言葉を遮さえぎって中に入り、そのまま後を閉め、二人のもとへと歩み寄る。その間灘は相変わらず黙だまったままだったが、ふとその視線を私の胸ポケットに向け、「何か用かい？」とようやくそれなりの対応を見せた。

　何か。私の方は相手にしないつもりか。

「用があるからわざわざ来たんですよ、鬼灯さん」

　だから私もまた灘を相手にせずに、直接お嬢様に切り出すことにする。

「菅原くんのこと、脅きよう迫はくしたそうですね」

「ええそうよ。それが何か？」

　まったく否定する素そ振ぶりすらなかった。

　そう、この鬼灯楓という人物。女子高生の特とく殊しゆな斡あつ旋せんからいけない薬の転売まで、何かと悪事に手を染めているものの、それを隠かくそうとは一切しない。むしろさも当然のように振ふる舞まうのは、彼女が自分の立場の強さを熟知しているからか、あるいはただの天然か。

　ちなみに私は後者の説を推おすわけだが。

「あんな脅迫状を送り付けてきたのですもの。うちのクラスを優勝させたいのだとしても、おとなしく署名だけにしておけばよかったものを。やられたらやり返すのは、当然のことでしてよ」

　鉄てつ扇せんをパチンと鳴らしながら彼女は私を仰あおぎ、得意げにそう言った。

　案の定である。やはり彼女、あの文書を菅原が出したものと勘かん違ちがいしている。

「その脅迫状──というのは、もしかして昨日僕から学校側に托たくしたものかい？　あれなら菅原くんは関係ないよ。高浪さんが僕にくれたんだから」

　楓の口から飛び出した単語にようやく反応した灘が、紛まぎらわしい弁明をした。

「あら、それなら差出人はあなたでしたの？　高浪さん」

「違いますよ。なぜか私の下げ駄た箱ばこに入っていただけです」

「下駄箱？　そんな所に手紙を入れてもらうだなんて、あなたの家にはポストもないのかしら」

　もはやわざととしか思えない嚙かみ合わなさぶりである。私はともすれば頭痛を覚えそうになるこめかみを押さえ、楓に一連の事実を説明した。もっともそれに対して返ってきた彼女の答えといえば、「あらまあ」というかなり大おお雑ざつ把ぱなものだったが。

「解わかりましたわ。つまりわたくしの勘違いだった、とこう言いたいのね。でもね、高浪さん。確かにその勘違いがわたくしを駆かり立てる動機にはなったけれど、どのみちわたくしは何らかの手段で菅原さんを阻そ止ししていたはずよ。何しろあの人、このわたくしに楯たて突ついたのですものね」

　ついでに大おお威い張ばりでそう付け加える。そんなこと、思ってても明かすべきではない。いろんな意味で。

　私が困った顔で灘を見ると、彼は今の話に耳を傾かたむけながら、しきりに手帳に文字を書き殴なぐっていた。これまた相変わらずの行動である。で、特にフォローを入れるつもりはないらしい。

「とにかく──」

　仕方なく、私は本来の目的に立ち返った。

「これ以上の脅迫は止やめてください。……って菅原くんが言ってました」

　最後の最後で少し弱まったが。

「さっきの言葉が通じなかったのかしら。わたくし、止めませんわよ」

　そんな弱気な部分を見み透すかしたかのように楓が笑う。やはり一対一で戦うべき相手ではない。とはいえ灘は何も言わないし、他ほかに助けになるものといえば、ポケットの萌華ぐらいである。

　まあ猫ねこの手よりはマシだろう、と思い、試ためしにポケットを突いてみた。「何よ」という冷たい返事が返ってきただけだったが。

「ちょっと樋渡さん、菅原くんのピンチなんだから何とかしてよ」

「何とかったって、これじゃ何ともならないじゃん」

　すごく投げ遣やりである。

「だいたい何よ、その脅迫状って。初耳よ？」

「……僕は鬼灯さんの脅迫の方が初耳だけどね」

　と、ようやくメモを取り終えたのだろう。灘が手帳から顔を離はなし、こちらを見た。

「脅迫状のことなら高浪さんの言ったとおりだ。昨日彼女の下駄箱に入っていたのを僕が預かり、学校の方に托した。それを鬼灯さんが受け取って勘違いした──というのが今の流れだね。さて、それはいいとして、高浪さん」

　君は菅原くんの遣つかいで来たのか、と彼は改めて訊たずねてきた。

　そのとおりだ。まあ、一応脅迫状の件が絡からんでいたため、私が自主的に動く形になったわけだが、遣いには違いない。しかし私が頷うなずくと、彼は何やら難しい顔で黙り、もう一度手帳に目を走らせた。

「彼は……いったい何が目的であんな署名運動をしているのだろうね」

「あの編成が嫌いやなんでしょ？」

　今さらな疑問だ、と思った。だがそれは真っ先に否定された。

「乙組の分断を嫌きらったわけかい？　しかし彼はそんなことで熱くなるほど、周りとの交流を重視しているわけではないよ。むしろ孤こ立りつしている」

　そんなこと、灘に言われたくはないだろうが。

　しかし、だとしたら他に何か裏でもあるのか。いや、そもそも菅原稲美とは何者だ。いったいどんな「記号」を持っているのだろう。

「わたくしも、あの方の発言をそのまま信じる気にはなれませんわね」

　ふと、楓が灘に同調するかのように、そんなことを口走った。

「だからあの脅おどしも半分は揺ゆさぶり目的だったけど、成果はなかったようですし」

「君の場合はやりすぎなのさ。今の高浪さんの話じゃ、よくない連中まで雇やとっていたそうじゃないか。いつも揉もみ消してるから大だい丈じよう夫ぶなんだろうけど、明らかに法に触ふれる行こう為いは慎つつしみたまえよ。だいたい鬼灯さん、僕が君をここへ呼んだのだって、その一いつ環かんなのだし」

　そういえばこの二人、なぜこんな所でこっそり話し合っていたのだろう。灘の言葉に、私はようやくそんな疑問を覚えた。

　灘が脅きよう迫はくの一件を知ったのは、私がここに来て話したからである。ならばそれ以前に二人は何を話していたのか。彼の台詞せりふからみて、やはり楓が何かしでかしたようだが。

「あら、わたくし特にまずいことはしていませんわよ？」

　パチンと鉄扇を鳴らし、楓が灘を睨にらんだ。

「さっき説明したはずですわ。体育祭運営費として学園の予算から回したうちの、用よう途と目的不明の八十万は、当日応おう援えんにいらっしゃるＶＩＰのお持て成し用だ、と」

「だからさ、その大金でどれだけ持て成すつもりなのさ、君は」

　どう考えたって大おお幅はばに余るじゃないか、と灘は手帳でテーブルをバシバシ叩たたきながら反論した。

　もしやこの二人。そんな下らないことのために、わざわざ会議室で人をシャットアウトしてまで言い合ってたのか。いや、下らないというのは私の主観だろうが、人が死ぬだの何だのと騒さわいでいる一方で、えらくけち臭くさい気がするのは間ま違ちがってないはずだ。

「それにＶＩＰって誰だれさ」

「我が校の理事長始め、教育界関係者にその知り合いの経済界の重じゆう鎮ちんに──。いずれあなたの想像もつかないほどの大物でしてよ」

「理事長って、それは君の親しん戚せきじゃないか。だったら学校の費用にたからないで、君の家が自腹を切りたまえよ。それに一応言っておくけど、当日は生徒の家族以外は応援には来られないよ」

「ああ、それって結局そういう形で決まったんですか」

　部外者の観戦はできないかもしれない、と言っていたが。

「何しろ悪戯いたずらっぽいとはいえ脅迫状が届いたわけだからね。念のためさ」

　灘はこちらを見てそう言うと、再び楓の方に顔を戻もどした。

「だから鬼灯さん、いくら大物だからって、生徒と無関係な人間を学園の敷しき地ち内に入れてもらっては困るよ。それと運営費だ。受け取ってしまったものは仕方ないから、返すなり正当な目的で使い切るなりしてもらう。分かったかい？」

「仕方ありませんわね。その代わり編成の方は吞のんでもらいますわよ？」

　それはまたえらく不ふ釣つり合あいな天てん秤びんである。そんなにあの特別編成とやらは重要なのか。

「まあ、菅原くんのこともあるしね」

　灘は、意外にも素す直なおに頷いてみせた。楓の要求を吞む気か。確かに運営費の横領自体は問題だし、あの特別編成には特に事件性は認められないが、しかし──。

「よし、彼の署名を止やめさせよう」

　そう言って、灘は椅い子すから立ち上がった。

　いったいどうしたというのだろう。私はわけが分からず、ポケットの萌華を見る。当然彼女もまた何か言いたそうな顔をしているが、しかしいつもの達者な口は、なかなか開こうとはしない。

「そりゃ……菅原くんはあんなだけどさ」

　そんな中、辛かろうじて彼女から出てきたのは、どこか言い訳めいた言葉だった。

「だからひょっとしたらヤバイ目的があるのかもしれないけどさ。でも……」

「仮にその署名が鬼灯さんに提出されたとして、だ」

　どうなると思う、と灘が言った。

　私は楓を見る。工藤が陰かげの悪なら、この女は表の悪だ。常に人前で堂々とその横暴ぶりを発揮し、それがさも当然かのように振ふる舞まう。もちろん、だからこそ判わかりやすい分、工藤ほど危険視はされないのだろうが、しかし迂う闊かつに関かかわれば痛い目を見ることには違いない。

「その署名。要するに、鬼灯さんに歯向かう名前が書き連ねられているわけだからね。悪用されるのは必至だろう」

「いや、だったらそれを食い止めるのが灘くんの役目じゃないんですか？」

　あまりに消極的な意見に、私は思わず言い返す。そう、この男が生徒監かん視し委員の肩かた書がきを持っている以上、それは彼の義務だ。そしてその義務を投げるほど、この灘英斗という人間はいい加減な性格ではないはずだった。

「いや、だからさ、高浪さん」

　それを菅原くんの行動を止めさせる名目に利用するんだよ──。

　そう言って、灘は私を納なつ得とくさせるかのように、手帳をビシッと突つき付けた。

「英断ですわね」

　私よりも先に納得したのは楓の方だった。

「菅原さんの背景を考えれば当然だわ。どんなにクラスの一員だと言ったところで、所しよ詮せん危険な存在には違いないのですもの。あの署名だって、よからぬ理由があってのことと考えるべきね。樋渡さんもそれは解わかっているのでしょう？　ご理解いただけたかしら」

「……まあ、仕方ないけど」

　一気に捲まくし立てられ、ついに萌華までもが妥だ協きようする。

　ただ一人、私だけが解らなかった。灘は、いや、楓にしろ萌華にしろ、どうしてここまで菅原の行動に不信感を抱いだいているのだろう。要はこのことを知っているのか。

「そういうことだ。菅原くんには僕の方から話をつけておくことにするよ」

「まとまりましたわね。さて、これ以上用がないのなら、わたくしは教室に戻りますわよ」

　一同が黙だまったのを見て、楓が優ゆう雅がな動きで立ち上がる。そして灘に軽くお辞じ儀ぎをした後で私と萌華を一いち瞥べつし、ご苦労様、と含ふくみある労ねぎらいの言葉をかけた。

「表に待たせてある東城が心配だわ。品のないあの男のこと。どうせ盗ぬすみ聞きしているに決まっているもの。気持ちが悪いから早く済ませたくて仕方ありませんでしたの」

　待たせておいて、ずいぶんな言い草だった。それに工藤が一いつ緒しよのせいもあってか、彼が立ち聞きしている様子はなかった。むしろ危険なのはあの黒幕の方だ、と思う。

　まあ、工藤の危険性を知っているのは私と灘だけだから、部外者がいる今この場で、そこをツッコむわけにもいかない。出て行く楓を何とももどかしい気持ちで見送り、それでもまだ一人残った胸ポケットの第三者に目を向けると、萌華もまた私の顔を見上げて「私達も戻ろうか」と呟つぶやいた。

　灘の方を見たが、彼はメモ取りの追加に勤いそしんでおり、特に何も言う様子はなかった。私は仕方なく萌華をポケットに入れたまま、会議室を出た。

　楓も東城も、工藤もすでにいなかった。すぐに立ち去ったらしい。

「何やってんの？　早く行ってよ」

　萌華が騒さわいだ。私はその頭を人差し指の先で軽く小こ突づき、それからおとなしく足を動かし始めた。

「ねえ、樋渡さん。菅原くんって……」

　いったい何なの、と私は歩きながら彼女に訊たずねた。そこがどうにも謎なぞなのだ。今回の署名運動が灘に潰つぶされるのは、まるで菅原自身に問題があるからのようだった。

「そのうち分かるわよ」

　だが萌華の答えは曖あい昧まいだった。

「そりゃさ、うちのクラスは結構いろんなのがいるけどさ。あいつは──ちょっと特別だから」

「特別、ねぇ……」

　その「特別」はいったい何人いるのだろう。これまでに知ったクラスメイト達の様々な背景を思い出し、私は小さく溜ため息いきをついた。

　例えば私にとって、灘や工藤は特別である。一年乙組というクラスの中で、あの二人だけが他ほかの面々からどこか一歩離はなれているのは間ま違ちがいない。しかしまあ、そんな構造的な見方をしなくても、他に雛世や優のような友人だって特別な存在だと思うし、それに異質という意味でなら、いるのかいないのか分からない幻まぼろしの女子とか、喋しやべる猫ねことか、それにこの異様に小さな樋渡萌華だって特別な存在と思うことはできるはずだ。
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「何だろう。私と同じ臭においがするのよね。上手うまく周りに溶とけ込めてないっていうか」

　ふと萌華が、そんなことを漏もらした。

「私はこんな体だからどうしても目立つし、でもそれでいいことなんて何もないし。結局普ふ通つうに人と馴な染じむことなんてできない。菅原くんもそう。犀川さんとは仲良くやってるみたいだけど、それ以外の人とまともに話してるとこなんて見たことない」

　孤こ独どくなんだよ、こんな生き方していると──。

　そう呟き、萌華は顔を落とした。

　それが、この小さな少女が菅原に協力した何よりの理由だったのかもしれない。

「楽しかったんだよね。あの署名運動」

　無言のままの私に向かって、彼女は言った。

「誰だれかと一緒になって一つの目的のために動くことなんて、もうずっとなかったしさ。それに高浪さんも含めていろんな人と話せたし。もちろん体育祭を潰してやりたいっていう捻ひねくれたものだったけど、でもあれが私なりの体育祭への参加だったんだと思うの。歪ゆがんでるって言いたい？　まあ、歪んでるわね。だけど、今の私にはこういう楽しみ方しかできないし、それが性しように合ってるから」

　どのみちもう終わっちゃったけどさ、と萌華は呟いた。

　私はそれに対して上手い答えを見つけられないまま、おとなしく教室へと戻もどっていった。




　その放課後は、やはり午前中とは雰ふん囲い気きが変わっていた。灘が手筈どおりに動いたのだろう。菅原はおとなしくなったし、要はようやく落ち着きを見せた彼の姿に安心して、「体育祭、人数少ないけど頑がん張ばろうね」と元気付けていた。

　さらに元げん凶きようである楓は菅原を封ふうじたことが嬉うれしくてか、いつも以上に威い張ばっており、一方で工藤はいつもどおり笑ったまま、相変わらずのらりくらりと周囲をいいようにあしらう。そして萌華はといえば、「今日は一人でいる」と言って、結局元どおり誰とも接しようとしないまま、鐘かねが鳴っても教室に残り続けていた。

　とりあえず体育祭前の一ひと騒そう動どうは、これで片が付いたようだった。一応脅きよう迫はく状のことは気になるが、灘の言うとおり、あまり心配していても仕方ない。あとは当日、私が楽しめればそれでいいだろう。

　……と、思ったのである。

　しかし体育祭前日の金曜日。状じよう況きようは一転した。

　その日、私はいつもどおりのギリギリの時間に起きて寝ね床どこを抜ぬけ出し、ぼんやりする頭を覚ますため、部屋のカーテンを開けて窓の外を見た。

　頭は、嫌でも覚めた。

　週末、回復に向かうと天気予報で言っていたはずの空は、真っ黒に染まっていた。
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　とにかく久々に人生最悪の日が巡めぐってきた、と帰り道の途と中ちゆうにあるひと気のない公園を通りながら要は思った。

　いや、「最悪」がいくつあっても困るけど、実際にそれほどショックが大きかったのだから仕方ない。とにかく毎朝天気予報を欠かさず確かめ、昨夜も星の見え始めた空に安心して眠ねむりに就ついた自分としては、これほどの大雨はまったく想定外だった。

「まあ、現実ってこんなものだよね」

　要の差しているレモンイエローの派手な傘かさの内側を漂ただよいながら、コウメが一言呟つぶやいた。

「うるさいなぁ」

　いっそのことこの雨に打たれてしまえ、とばかりに、ふてくされて傘ごと後ろに下がる。しかしコウメもそこは心得たもので、割とのんびり浮うかんでいたくせに、恐おそろしいほどの反応速度で傘の骨に嚙かみ付き、離されまいと付いてきた。

「だいたい何でコウメが学校に来るのよ」

　ぬかるみに足を取られそうになって慌あわてて踏ふみ止とどまりながら、要は不平を垂れた。

「誰かに見つかったらどうするの。始業式の時も鞄かばんの中に勝手に入ってきちゃったし……」

「でもカナメちゃん、そのおかげで手早く移動できて、すぐにナマズを倒たおすことができたんだから、あれでよかったんだよ」

「そういう屁へ理り屈くつはいいの。とにかく私は自分が魔ま法ほう少女だってこと、あまり他の人に知られたくないんだからね」

　今日もそうだった。雨の中がっかりしながら学校に着いて鞄を開けたら、いきなりコウメとご対面。すぐさま鞄の奥底に押し込んだものの、周りに誰もいなくてよかったと思う。例えばあそこに百川優がいたりしたら、今日のスクープは間違いなく独どく占せんだったし、あとは稲美辺りに知られるのも嫌だ。何となく。

「カナメちゃん、いつも思うんだけどさ」

　どうして隠かくすの、とコウメが訊たずねた。

「え？　だって恥はずかしいし、それで人に心配かけたくもないし……」

　それは中学の時までの理由だ。答えながら、要は自分でそう思った。

　問題は今年なのだ。

「べつに隠す必要ない気がするんだよね。ほら、カナメちゃんのクラスって、変な人ばかりだし」

「それは解わかってるよ。たぶん、私が正体を打ち明けたって誰だれも驚おどろかない気はするんだけど」

　例えばコウメの姿が見られたところで、そこまで大きな反応はないように思う。それが一年乙組なのだ。自分がみんなの前で変身してみせたって、何事もないかもしれない。

　果たしてその想像が現実になるかどうか。もちろんやってみたことはないから分からないし、やる勇気もない。けど、もし実じつ践せんしたとして、いったい何人が驚いてくれるだろう。

　少なくとも一人、絶対に驚かない相手がいるのを知っている。灘英斗だ。あの監かん視し委員長には、入学してすぐに自分の正体を伝えてある。べつに強制されたわけではない。でも、中学時代からの個人情報として、御伽学園にも自分のデータは行っていたはずだから、隠しても仕方なかった。だからこっそり伝えた。

　彼は、あの時もまったく驚く素そ振ぶりを見せなかった。

「コウメ、私ってさ──」

　特別な存在なんだよね、と要は傘の骨を咥くわえる大だい福ふく餅もちに向かって呟いた。

「そうだよ。カナメちゃんがいなかったら、誰が災魔と戦うのさ」

「うん、それは解ってる。だから中学の時からずっと頑張ってきたんだよ。でも何て言うか、今のクラスになってから、こういう特とく殊しゆな人って結構いるのかもしれないなって思うようになってさ……」

　本当に自分は必要なのだろうか。ふと、そう不安になる時がある。

　もしかしたら、自分が乙組の誰にも正体を明かさないようにしているのは、恥ずかしいとか心配はかけられないとかそんな単純な理由じゃなくて、人に言うことで周りと同じになってしまう不安があるからじゃないか──。たまにそう思う。

「もし、さ」

　言いながら、水みず溜たまりに足を突つっ込んだ。コウメがそれに気付いてプルプルと体を震ふるわせたが、靴くつ下したにじんわりと染しみ込んでくる雨水は、今の要にはそれほど冷たくはなかった。

「もしクラスのみんなが最初から私の正体を知っていてくれたら……とても楽だったんだよね」

「あー、そういう気持ちはきっと青春っていうんだよ。うちのお師し匠しよう様が言ってたもの」

　何だかよく分からない受け答えをコウメが返してくる。要は苦く笑しようし、先を急ごうと足を速めた、その時だった。

　何かよからぬ気配がした。

　ここではない。上の方だ。

「どうしたの？　カナメちゃん」

　濡ぬれるのも構わず傘を傾かたむけたパートナーに、コウメが不思議そうに訊ねる。しかし要は黙だまったまま、頭上に渦うず巻まく黒雲を見やり、分からない、と呟いた。

「何だろう。変な気がしたの。誰かに見られているような……」

「誰かにって、誰？　もしかして災魔？」

「だから分からないんだってば。でも、確かにこの雨、変だよね。天気予報じゃ絶対に晴れるって言ってたのに」

「うーん、カナメちゃん、災魔が降らす雨はもっと危険な雨だと思うよ」

　例えば下水が氾はん濫らんするぐらいの、とコウメは同じように空を仰あおぎながら指し摘てきした。

　そうなのだ。雨あま脚あしこそ激しいものの、災害と呼ぶほどではない。せいぜい「よく降るね」の一言で済ませられそうな程度だ。だから災魔じゃないだろうとは、要も思いたかった。

　なのに、嫌いやな感じがする。殺気とか敵意とかそういうものじゃなくて、何か異様なエネルギーとでも言うか。そう、喩たとえるなら湯船の蓋ふたを開けた時に浴びる湯気と熱気のようなものが、どこかから漂ただよってきている。

　もっともこちらは熱くなんかない。とても冷たくて、とても凍こごえそうなものだったけど。

「あれ、こんなところで何やってるの？」

　ふと、そう声をかけられた。慌あわてて傘かさを元に戻もどし、弾はずみで落ちそうになったコウメをすかさず骨の間に挟はさみ込みながら要が振ふり向くと、そこに見知らぬ男が一人立っていた。

　いや、今のは女の声だった。どういうことだろう。

　男の様子を見る。黒い傘を差して体はグレイのパーカーで包んだ、二十代ぐらいの青年だ。もっともそのだらしなく伸のばした無ぶ精しよう髭ひげとこけた頰ほお、あまり頻ひん繁ぱんには洗ってないだろうふけにまみれた長めの髪かみは、彼が決して健康的な生活を送ってはいない証しよう拠このように思えた。

　肝かん心じんの女声の方は、すぐに解決した。男の肩かたにちょこんと萌華が座っていたのだ。

「萌華ちゃん？　その人は……？」

　知り合いなのかな、と思い訊たずねてみる。それにしても、外の空気もろくに吸ってなさそうなこの男と、見た感じ愛らしい萌華とでは、不ふ釣つり合あいな気がしてならないけど。

「ああ、こいつ、うちの兄貴」

　しかし萌華は、多少決まり悪そうな素振りを見せながらも、普ふ通つうに答えた。

「迎むかえに来てもらったのよ。ほら、雨だし」

「そうなんだ。やあ、ちょっとびっくりしちゃった。ほら、こないだのことがあったから、また変な人に絡からまれたのかもって……あ、ごめんなさい。ええと、その、べつに萌華ちゃんのお兄さんが変っていうわけじゃなくて……」

「いいのよ、こいつ変だし」

　ついうっかり口を突いて出た要の失言を、目の前の同級生は笑って流した。そして手を伸ばして兄の耳を引っ張り、「放ほう浪ろうしてるの」と言った。

「もうずっと家に帰ってなかったのよ。私と同じね。まったく、兄きよう妹だい揃そろって何やってんだかね。でも昨日珍めずらしくばったり会っちゃってさ。まあ、何となく久しぶりだったから、こうやって一いつ緒しよにいるんだけど──ほら、兄貴も何とか言いなさいよ」

「あ、どうも、こいつの兄です……」

　男が掠かすれた声で頭を下げた。その拍ひよう子しに萌華が滑すべり落ちそうになるのは、いつものお約束だ。そして慌てて挨あい拶さつし返した要の傘からコウメが転がり落ちそうになるのも、雨の日にはよくある光景だった。

「ムギュッ」

　わざわざ声に出しながら、頭上に大だい福ふく餅もちが落下してくる。要はそれに気付くや、急いで傘で頭の天てつ辺ぺんを隠かくしながら、コウメを骨の間に挟み直そうと、右手を上げてもぞもぞと傘の内側を撫なで回す。

「だから何やってんのよ」

　骨でも折れたの、と萌華が訊ねてきた。要はそれに合わせて頷うなずいたが、すると今度は、何なら見てあげようか、とお節せつ介かいを焼いてくる。どうせ見るのは兄の方だろうけど。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだから。ほんと」

　この雨にも拘かかわらず傘を閉じ、要は一歩後ろに下がった。

　そして、見えた。

「あれ……何だろう」

　思わず口に出す。遠いのでよくは判らないが、少し離はなれた場所に頭を覗のぞかせている学校の校舎の屋上。その屋上と、立ち込める雲との間の空間に、何か人ひと影かげらしきものが留とどまっている。

「どうしたの？　何かある？」

　要の声に萌華も顔を上げる。しかし兄の傘が邪じや魔まで見えないのだろう。視界の悪さに不平を漏もらし、「ほら、傘ずらして」と兄に指図を出した。

　しかしもちろん肉眼で確かく認にんしたところで、正体が判わからなければ始まらない。ただしはっきりしているのは、こんな雨の中で宙に佇たたずむ人間など普通はいない、ということだ。

「ちょっと行ってくる！」

　言うや要は傘を閉じたまま、雨の中を学校へ戻り始めた。顔に吹ふき付けてくる雨あま粒つぶに目を細めながら、無数の波は紋もんに飾かざられた水みず溜たまりをいくつも踏ふみ越こえていく。変身して空を飛べば一番の近道だが、やはり人目があるのは気になってしまった。

　走りながらポケットに手を入れ、祖母の形見を握にぎり締しめる。気象の流れを無視した突とつ然ぜんのこの雨。そして、その中にいる不自然な存在。やつらの可能性は充じゆう分ぶんあった。

　校門に辿たどり着く。一度手で濡ぬれた顔を拭ぬぐい、急いで上を見上げたが、目的の校舎の位置が離れているらしく、ここからでは何も見えない。要はそのまま昇しよう降こう口まで飛び込み、急いで水気を含ふくんだ靴くつと靴下を脱ぬぎ捨て、素す足あしで上うわ履ばきに履き替かえた。そして何の考えもなく傘立てに傘を突つっ込んだが、その時また微かすかに聞こえた「ムギュッ」という声には、敢あえて反応しないことにした。

　階段を上る途と中ちゆう、優と擦すれ違ちがった。彼女はこちらがずぶ濡れの姿で走っているのを見て、何かあったと察したらしい。「何事よ」とカメラを手に興きよう味み津しん々しんの面おも持もちで呼びかけてきたが、要が「何でもない」と叫さけび返すと、特に詮せん索さくすることもなく、素直にやり過ごしてくれた。

　そこからは屋上まで一気に駆かけ上がった。かなり息切れがしたが、扉とびらを開けて外に出ると、そこには案の定、この走った努力を無む駄だにすることない相手の姿が確かにあった。

「──来たわね、封ふう災さい天てん女によ」

　これまた全身ずぶ濡れになった、青い肌はだの女だった。

　長い髪かみは当然身にぴたりと張り付き、やりすぎなぐらいに尖とがった黄色い目と裂さけた口が、それが人間ではないことを十二分に物語っている。着ているのは着物のようだが、これも濡れているためほとんど服の意味を成していない。そんな体に打ち付けられる雨水を、宙に浮ういた爪つま先さきから流し、女は長い舌をなめずらせながら要を見下ろした。

「初めまして。私、豪ごう雨うのレイノン。もちろんあなたの敵、災魔の一員よ」

「それはご丁てい寧ねいにどうもっ！」

　ポケットからパチンコを取り出し、要は手早く変身した。相手が分かればあとは戦うのみ。いつもどおりの光に身を包み、決めポーズとともに叫ぶ。

「荒あらぶる天地鎮しずめたもう！　封災天女カナメ、降臨！」

「そっちこそ、ご丁寧ね」

　レイノンが笑う。そしてその体をさらに一メートル上昇させると、これまた後を追って飛んできたカナメをさらに見下ろす形で、右手を素早く振ふるわせた。

　すかさず突風が湧わき起こり、カナメの体を撃うつ。しかし思ったほど威い力りよくはない。それはレイノンの力が弱いのではなく、あくまで牽けん制せいを兼かねていたからだろう。

「レイノン！　雨なんか降らせてどうするつもり？」

　再びコンクリートの屋上に着地しながら、カナメは顔を上げて訊たずねた。目に雨水が飛び込んでくる。こちらがあの女より下にいる限り、まともな視界は確保できそうにない。

「雨を降らせるのが私の仕事よ。それ以外に目的なんかないわ。安心なさい、ＰＨも正常値の自然に優やさしい雨よ。地球人に汚お染せんされた汚けがらわしい液体じゃない、本当の潤うるおいを大地に与あたえるの。いけないかしら？」

「明日は体育祭なんだよ！」

　だから晴れなきゃダメなの、とカナメは叫び返した。何だかあまりに自分勝手な感情にも思えた。しかしこの一週間弱、稲美や楓と対立した原因として中心にあり、それでも何とかして守りたかった一大イベントを、そしてどうにか無事迎むかえようとしていた週末を、たった一人の災魔のために失いたくない。それが今の自分の本音だった。

「それに……どんなに地球に優しい雨だからって、大気の流れを無視したら地球だって迷めい惑わくのはずだよ」

「笑わせないで。私は地球の一部。あなた達人類がとっくに捨て去った立場をしっかりと受け継ついでいる。その私が降らせる以上、これは地球の意志なのよ。さあ、立ち去りなさい。それとも──やる？」

　ビュウ、と激しい風がカナメの着物に叩たたきつけられた。雨に濡れて一枚に張り合わさった振ふり袖そでがバタバタと後ろに翻ひるがえり、カナメの体を引きずりそうになる。もともと風を孕はらんで空を飛べるよう作られたコスチュームだ。しかし風と水を操あやつり飛行能力も兼ね備えた敵が相手となれば、状じよう況きようはかなり不利だった。

　だが。

「望のぞむところよ！」

　カナメは一声叫ぶや、パチンコを振りかざし、柄えを左手に押し付けた。

「熱よ、いま仄ほのかに燃え盛さかりて、我が身を守れ！」

　同時にカナメの体を白い光が覆おおう。かつて封じ込こめた旱かん魃ばつの魔物の力を借り、濡れた服を一気に乾かわかす作戦だ。さらにこの光をバリアとして使えば、相手の雨もかなり凌しのげるはずだった。

　体に普ふ段だんの感覚が戻もどってくる。しかし常に熱に晒さらされることになるため、あまり長時間このままではいられない。だったら一気に片を付けようと、カナメは振袖をはためかせてレイノンのもとへと飛び上がった。

「相変わらず無茶しやがるなぁ」

　そうせせら笑う声が聞こえたのは、そんな時だった。

　姿を確かめずともすぐに判わかった。この嫌いや味みな声、忘れようとしたって忘れることなどできない。

「二代目！　あなたもいるの？」

「おおよ」

　頷うなずく声とともに、背後からの電流の一いち撃げきがカナメの振袖を捉とらえた。

　幸い体の方にはダメージはなかったものの、バランスを失い下に落ちる。これでは逆戻りだ、と思った時、ようやく視界に二代目の姿が飛び込んできた。

　いつもどおり、小さな黒雲を足場にして空に佇たたずんだ彼は、額の稲いな妻ずま模様を微かすかに光らせながら、残ざん忍にんな笑えみを浮かべている。その横にレイノンが、まるで忠実なる下しも部べのように立ち、何かを耳打ちしている。

「いや、せっかくだ。相手をしてやる」

　二代目が呟つぶやいた。いったい何を話したのだろう。

　だが考えている余よ裕ゆうはなかった。小さな雷らい球きゆうと滝たきのような雨水が、こちらに向かって同時に発射されたのだ。カナメはすかさずバック転の要領で攻こう撃げきをかわすと、着地した両足に力を込めて、バネの力で宙に舞まい戻った。

　二対一。決して楽な戦いではない。何としても急いで決着をつけなければならない。

　しかしここで思わぬ事態が起こった。

「おっと、誰だれか来たようだぜ」

　二代目の視線が、屋上と階段とを結ぶドアの方に向けられた。見ればまさにノブが動き、今にも誰かが現れようとしている。

「場所を変えて！」

　とっさにカナメは叫さけんだ。無関係な人を巻き込みたくないという気持ちから出た言葉だったはずなのに、なぜかそれだけではない。自分の正体を見られそうな気がして、不安になったのも確かだった。

　二代目が笑って頷く。ナマズの時の二の舞にはなるまいと考えたのか。レイノンを伴ともなって校舎から離はなれていく彼を追いながら、カナメはあの九月一日の戦いを思い出した。

　ふと振り返れば、ドアからカメラを持った優が顔を覗のぞかせていた。こちらの不ふ審しんな様子を気にして追ってきたのだろう。あのまま留とどまっていたら本当に正体がばれるところだった、とホッとし、カナメは再び追つい跡せきに専念しだした。







　３　十月八日放課後　私、雨の中で新たな陰謀を知る。
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予報が外れての集中豪雨。このままじゃ脅迫状の文面が守れず、人が死んでしまうではないか!?　焦る私のもとに、二通目の脅迫状が届いた。









　小さな叫び声を聞いた気がして、私は顔を上げた。

　見れば登校してきたばかりの要が自分の鞄かばんに手を突つっ込み、何やら必死に押し込んでいるところだった。大方魔ま法ほう少女には付き物の不思議生物でも紛まぎれ込んでいたのだろう。

　まあ、彼女のことはこの際どうでもいい。それよりもこの雨だ。私は憂ゆう鬱うつな気持ちのまま、机に肘ひじを突いて窓に目をやった。

　校庭はずぶ濡ぬれである。一応早くに止やめば、明日には使えるようになるかもしれないが、天気予報によれば突とつ然ぜんの異常低気圧による集中豪ごう雨うとのこと。何だかまともな雨ではなさそうだし、どのみちこの雨量では止むのも先のことだろう。

　雨なら中止、か。

　雛世の言っていたことを思い出し、結局あれは現実になってしまった、と溜ため息いきをつく。これで乙組の優勝は、ある意味さらに遠とお退のいてしまったわけだ。

「おはよ。元気ないわねぇ」

　そんな声に振ふり向くと、ちょうど萌華が菅原の肩かたに乗って、こちらへ近付いてくるところだった。私はおはようと言い返し、彼女の小さな頭が濡れているのに気付く。

「あれ、泊とまりじゃなかったの？」

　一人でいると言っていたから、てっきり学校に泊まりだと思っていた。だが雨に濡れているのは、外から来た証しよう拠こだ。

「ちょっとね。昨日は兄貴と会ったから」

「お兄さんと？　じゃあ家に帰ったんだ」

「あー、そういうわけじゃないんだけどさ」

　何だか言いにくそうにしている。もっとも他人の家庭の事情にあまり踏ふみ込むわけにもいかないし、この辺は軽く流しておくべきか。

　で、萌華を流すとなると、次は菅原だった。彼はこの雨の中、どんな想おもいで学校へ来たのだろう。

「……降ったな」

　彼は私の視線に気付いてか、ぽつりと見たままの事実を述べた。

「降りました……ね」

「中止だな。明日は」

「やっぱりそうなるんですよね」

　がっかり──はしてないのだろう。楓の命令に従って無茶な体育祭をやるぐらいなら、潰つぶしてしまうと言っていたのだし。それに、潰れて嬉うれしいのは萌華も同じはずだ。ただ、彼らの努力とは関係ないところで出た結果ではあったが。

「あいつは……どうなんだろうな」

　ふと、菅原の視線があらぬ方に逸それた。その先に鞄と挌かく闘とうする要の姿があるのは、確かめずともすぐに分かった。

　少なくとも楽しみにはしていたはずだ。こないだ雛世がそう言っていた。だから今回の結果は、要にとっても散々なものだったに違ちがいない。もちろん雛世だって朝からがっかりしていたし、優も何やらぐったりした様子で空を睨にらんでいた。なかなか罪な雨だ。

　こちらの話を聞きつけたのだろう。要が振り向き、何よぅと菅原に因いん縁ねんをつけてくる。機き嫌げんが悪いのか。だとしたら、やはりこの雨を憎にくんでいるのは間違いない。

「おいおい、俺に当たるなよ。俺が降らせたわけじゃないんだからよ」

　菅原はそう苦く笑しようすると、萌華を机に残し、要の相手をしに行ってしまった。そしてそんな彼の動きに反応して、慌あわてて鞄を背中に回す辺り、要はやはり何かを連れてきているらしい。

　が、実のところ、今はそんな吞のん気きな観察をしている場合ではなかった。

「ところで灘くんって、まだ来てないよね」

　教室を見み渡わたし、私は萌華に確かく認にんしてみた。そう、私はあの男に用があるのだ。そしてあの男に用がある以上、そこには常に深刻な問題が絡からんでいるわけで。

「灘くん？　さっき先生に呼ばれて職員室に行ったけど」

「そう。じゃあ後でいい……かな」

　一つ溜息をつき、机の横に下げた自分の鞄に目をやる。この雨で決定した体育祭の中止は、確かに多くの生徒を落らく胆たんさせたに違いない。できることなら私もその落胆仲間に入りたかった。しかしこの私について回る「受難マキゾエ」という記号は、どうにもそんな無難な道を許してはくれないらしい。

　つい先ほどのことだ。いつもどおりパンを咥くわえて雨の中を突っ走り、水でふやけたそのパンを捨てて昇しよう降こう口に辿たどり着いた私のもとに、再びあのトラブルが訪おとずれたのである。

「何かあったの？　ていうか、あったんでしょ。白状しなさい」

　私のくたびれはてた顔色に敏びん感かんに反応した萌華が、ビシッと指など突き付けて揺ゆさぶりをかけてきた。まあ、こんな小さい指など爪つま楊よう枝じの代わりにもならないのだが、それでも突き付けられて平静でいられるほど図太くはない。私は顔をしかめ、はい、と問題の品を鞄から取り出して彼女の前に置いた。

　今度はありきたりな茶ちや封ぶう筒とうだった。おかげで紛らわしくはなかったのだが。

「手紙？……って、もしかしてまた？」

「うん。何か、また来ちゃったみたいでさ」

　そう言って中を開けてみせる。

「近すぎて読めないわよ。何て書いてあるの？」

　目の前に広げられた紙を眺ながめ、萌華が不満げに音読を促うながした。やはりこの体では、なかなか普ふ通つうのやり取りもできないらしい。私は仕方なく声を落とし、手紙に認したためられた簡素な文面を読み上げた。

「体育祭を強行しろ。さもないと人ひと質じちを殺す──」

　これだけである。相変わらず素っ気無い。ただ、物ぶつ騒そうさはより増していた。

　何より「人質」とある。どうやら犯人は自分の無理難題を通すために、誰だれかの身み柄がらを押さえたらしい。

「ははあ。それで灘くんが必要なわけね」

　萌華が納なつ得とくしたように、小さな頭をこくんと下げた。

「まあ、せいぜい頑がん張ばれば？　私じゃどうせ力になれないし」

　何を頑張れと言うのだ、それは。

　私はもう一度溜ため息いきをつき、問題の手紙を眺めた。白紙にワープロ打ちというのは前回とまったく同じである。下げ駄た箱ばこに仕込まれていたのも同じだ。一応封筒だけが違うが、それはこの際どうでもいい。

　重要なのは、やはり内容だ。そして、この私のもとに送りつけられたことだ。

　はっきり言って、何をどうしたら私が体育祭を強行させることができるのか。しかし無視をするのもまずい気がする。何しろ人質がいる。それが誰だかさっぱり判わからないが。

「何なら僕が力になろうか」

　と、困り果てている私に、誰かが声をかけてきた。含ふくみのある笑い声だ。何だか嫌いやな寒気がしてそちらを見れば、案の定工藤スグルである。

　さて、どう反応したものか。普通なら警けい戒かいして逃にげ出すか、それとも全面的に彼を疑って、「脅きよう迫はく状の差出人はあなたですね」とか何とか、まったく根こん拠きよのない指し摘てきでもして苦笑されているところだが、今は萌華がいる。それに周りには普通に生徒の目もあるし、迂う闊かつなことは口走れない。

「話は聞かせてもらったよ。盗ぬすみ聞きがよくないとはいえ、脅迫状とは穏おだやかではないからね」

「あー、そういえば工藤くん、こないだも盗み聞きしてたわね。東城くんと一いつ緒しよに」

「まあ、面おも白しろそうな話だったからね」

　でももう一人の彼はドアから離はなれていたよ、と工藤は萌華の言葉に、軽くフォローを入れた。もっとも私にとっては東城なんてどうでもいい。工藤が聴きいていたという事実の方が──もちろん彼がドアの前にいた段階で気付いてはいたが──重要である。

　この黒幕、あんな所に立って、今度は何を企たくらんでいたのだ。

「それで、その脅迫状だね」

　私の不ふ審しんげな眼まな差ざしを軽く流し、彼は机の上に置かれた紙を指差した。

「前回来た分というのは、話でしか聞いてないから詳くわしくは知らないが、どちらも君に宛あてられたのだそうだね」

　そう言って目で私を指す。とはいえ今さらなことだ。敢あえていちいち確認するほどでもないだろう。

　だが工藤はにんまりと笑い、ここが問題だ、とさも意味深に頷うなずいてみせた。

「問題なんですか？　そりゃ、こんなものが私に届いたところで場ば違ちがいなのは解わかりますけど……」

「それもある。しかし、もっと不自然な部分があるのさ。いいかい、君達は普通誰だれかに手紙を渡わたす時、どうする？」

「どうするって、そりゃぁ普通だったら郵便局に……」

　いや、ポストには投とう函かんされなかったのだ。この手紙は。

　私は脅迫状の入っていた茶封筒を確かめた。もちろん切手なんか貼はってないし、郵便番号も住所も誰の名前も書いてない。しかしごく普通の手紙ならともかく、これは脅迫状なのだ。ピンポイントで私に向けられた違い法ほう性の強い内容のものだし、差出人もわざわざ郵便局を間に挟はさむリスクは避さけたのだろう。

「あー、もしかして下駄箱に入ってたのが変ってこと？」

　考え込む私の代わりに答えたのは萌華だった。それに対して工藤が「正解だ」と笑う。一番の当事者が置いていかれているこの状じよう況きよう、とても虚むなしい気がしてならない。

「もちろん下駄箱に手紙を入れる例がないわけではない。例えば意中の相手に何かこっそり渡したい時とか、ね。しかしそれならそれで、どのみち下駄箱である必然性はない。例えば自宅のポストにでも入れておいた方が、渡すには確実というものさ」

「いや、でもほら、家まで届けに行って誰かに見られてもまずいわけですし……」

「それを言うなら、第三者の入りづらい学校の下駄箱の方が、難易度は高いだろうね」

　至し極ごくもっともな理り屈くつで、工藤は私を言い負かした。

　そうなのだ。学校に直接届けている以上、差出人のリスクは大きかったはずだ。ただしこのリスクが帳消しとなり、むしろ自宅まで届ける方が面めん倒どうになる可能性というのも、一つ存在する。

「つまりこれを高浪さんの下駄箱に入れたのは、同じ学校の人間ってことね」

　ようやくそこに行き着いたものの、先に発言したのはまたも萌華の方だった。

　確かに、改めて考えてみると、そうなる。この二通の脅迫状。学校の下駄箱に入っていた段階で、差出人はある程度絞しぼられるはずだ。

　しかし、これは工藤の言うように不自然なのだろうか。

　文章の内容は、一応学校に関するものである。ならば差出人が学校関係者だというのは自然な流れだし、敢えて指摘するほどのことでもない気がする。

「さて、それでは次に、内容の方を考えてみようじゃないか」

　私の疑問にはまったくフォローが入ることもなく、工藤は話を先に進めた。

「今言ったように、この脅迫状は学園内の人間が出したものに違いない。まず一通目。目的はうちのクラスの優勝。そして二通目。こちらは明日の体育祭の決行を要求している。では、このような要求をしそうな人物とは誰か──。もちろんこの学園内で、だ」

「乙組の優勝が目的なら、やっぱり乙組の人間じゃないの？」

　またも萌華が口を挟んだ。それは間違いなくそのとおりだが、少しは私にも譲ゆずってほしい。

「でも、何だか物ぶつ騒そうじゃないですか？　人を殺してまで優勝を手に入れたいなんて」

「ああ、物騒だ。しかしあいにく、このクラスには物騒な人間ばかりいる」

　私の言葉に工藤は笑い、右手を仰あお向むけて肩かたをクイッと持ち上げてみせた。

「例えば……あの魔ま法ほう少女と話している彼、とかね」

　そして声を落とし、そんなことを付け加えた。

　私と萌華は言われるままに首を巡めぐらせ、当の人物に目を向ける。菅原稲美。楓の提案した特別編成に真っ向から反対し、そして敗れた男。

　物騒──なのだろうか。そういえば、灘も彼のことはどこか警戒しているようだったが。

　菅原が乙組の優勝を願っていた、という線は、なくはない。名目上はクラスの統一だったが、その内心までは知る由よしもないのだ。もしかしたら優勝を逃のがすのが嫌いやで、署名運動などに走ったのかもしれない。

　ただそうだとしても、一つ引っかかる部分がある。

「……おかしくないですか？」

　今度こそ萌華に先を越こされまいと、私はすかさず声に出して囁ささやいた。

「一通目の脅きよう迫はく状が届いたのって、鬼灯さんがあのプリントを配った日の朝ですよ。菅原くんが編成内容を知って反対しだしたのは、プリントが配られた直後。もちろんそれ以前だって脅迫状を書くことはできますけど、でも敢あえて書く必要はないんじゃないですか？　だってプリントが配られる前の段階では、誰も乙組が優勝できないなんて、思ってもいなかったんですから」

　そう、優も言っていたように、優勝は乙組で決まりだったのだ。少なくとも楓があんなことを言いだすまでは。だからそれよりも先に書かれたはずの、乙組の優勝を要求する脅迫状というのは、とてつもなく不自然なのである。

　一つ可能性があるとすれば、その編成を事前に知っていた人物だ。例えば楓や東城なら、あの編成内容を最初から知っていた。だから乙組の優勝が不確定になるという事実も理解していただろう。しかし、そこに菅原が入るかとなると、それは疑問だ。

「まあ、優勝が目的なのに体育祭を潰つぶすとは言わないわよね」

　萌華が納なつ得とくしたように頷いた。

「なるほど。そして二通目の要求は体育祭の決行──か。これは矛む盾じゆんだらけだ」

　工藤もまた、笑え顔がおのまま顔を落とす。どうやら二人とも、菅原が犯人という線はこれで捨てたようだった。

「それに、この人ひと質じちというのはいったい誰のことだろうね」

　納得ついでにか、工藤はもう一つ、大きな疑問点を持ち出してきた。

　そうなのだ。この脅迫状には書かれていない、最大の謎なぞである。人質を殺すと言われても、いったいその人質が誰なのかさっぱり分からない。

「人質……ねぇ。今日来てない人って誰がいるの？」

　萌華が教室を眺ながめ回しながら顔をしかめた。もちろん人の揃そろってない朝の時間帯では、判断などできようはずもない。それに、べつに乙組の人間とも限らないだろう。この学校にはいくらだって人はいる。ただ攫さらうだけなら選より取り見取りだ。

「あとで委員長に頼たのんで調べてもらってはどうだい？　今日来てないのは誰か、をね」

　そうするつもりだった。

「そして何か判わかったら、僕にも教えてほしい。また何か力になれるかもしれないだろうからね」

　もちろんそちらはごめんだったが。しかし何も知らない萌華が素す直なおに頷うなずくのを見て、こうなったらこの小さいのも工藤から離はなしておかなければな、と私は人間関係の複雑さに頭を悩なやませながら、ようやく朝の予よ鈴れいを耳にするのであった。




　驚おどろくべきか、あるいは当然と言うべきか。灘の私への反応は、嫌いや味みの垂れ流しの追加という一点を除き、工藤のそれとほぼ変わらなかった。

「まあ、どのみち体育祭は中止になると思うよ。まさかこの雨の中で、誰だか分からない人質を助けるために、全校を挙げてゴールテープ目め掛がけて走り回るわけにもいかないだろう」

　そして、嫌そうな顔でそう言いながら、いつもの生徒指導室の窓から外の雨模様を覗のぞき、今日中には止やまないね、と呟つぶやいた。

「とりあえず、その人質だけでも特定できないですか？」

「それは難しいよ。学内の人間が攫われたという保証はないしね。だいたいこの脅迫状は高浪さんのところに来たんだろう？　普ふ通つう脅迫するからには、誰を攫ったかぐらいは書く。そこを省略してあるというなら、これは受け手が読んで察することができるのが前提だ。高浪さん、最近身近な人間が行方ゆくえ不明になったりしてないかい？」

　いや、いくら何でもそんなことがあれば、私だってピンと来る。首を横に振ふり、私は灘の言葉を否定した。

「もちろん、もう一つ可能性はあるけどね」

　灘はそう言って、最後の結論を出した。

「ただの悪戯いたずらさ」

　それが──もしかしたら一番自然な答えなのかもしれなかった。

　結局何も判らないまま、やがて放課後が来た。

　この雨では居残る部活動の生徒も少ないらしい。ちらほらと学校中の人数が減っていく中、何となく下に降りて校庭を見れば、ロープやら旗やらといった体育祭で使う道具一式を濡ぬれない場所に避ひ難なんさせて青いビニールシートで覆おおう東城の姿があった。

　一応言っておくが、彼は運営委員ではない。あくまで楓にくっついているだけの、ただの一男子である。しかしそこをいいように利用されて、土ど砂しや降りの中あんな仕事までやらされているとは、まったく哀あわれ極きわまりない。

　一方その主あるじたる楓はといえば、少し離れた校舎の窓から顔を出し、あれこれと巨きよ大だいな下僕に指示を出しているようだった。自分で何もやらない辺り、さすがお嬢じよう様さまと言うべきか。

　もっともこの雨では無理もない。私だって何でもやってくれる相手がいるなら、素直に甘えておきたい気分だ。そんなどうでもいいことを考えながら、体を冷やす前に早く家に帰ろうと、私は傘かさを手に校門の方へ向かった。

　不意に空が光った。どうやら雨と強風に加えて、雷かみなりまで来るらしい。嫌いやだなぁと思い、続いて鳴り渡わたるであろう雷鳴を、身を強こわ張ばらせて待ち構える。

　だが音は鳴らなかった。無む駄だに光っただけか。

　怯おびえ損じゃないか、と傘を傾かたむけて空を仰あおぐ。そこで私は、ようやくそれに気付いた。

　立ち込める黒雲の渦うずの中心。そして稲いな妻ずまの光源。すべてが一いつ箇か所しよに集中している。あれは公園の上空だ。だとしたら──その辺りを飛び回っている三つの人ひと影かげは何だ。しかも一つはすでに影であることを捨て、淡あわく光っている。

　何がいるのだろう、と思った刹せつ那な、突とつ如じよ携けい帯たい電話が鳴り出した。

　画面には優の名前が表示されていた。いったい何事だろう。あの記者が私に用があるとすれば、だいたい厄やつ介かい事の持ち込みである。

　嫌な予感に怯えながらも、通話ボタンを押してみた。

『あ、ランちゃん、今どこ？　まだ学校の近くにいるなら、ちょっとお願いがあるんだけどさ』

　案の定、そんな声が聞こえてきた。

「一応まだ校門だけど。お願いって？」

『おーナイスタイミング。ねえ、さっきそっちの方に犀川さん達飛んでったでしょ。見てない？』

「犀川さん？　ええと、それって……」

　もしやあの光ってるのがそうか。もっともここからでは距きよ離りがありすぎて、はっきりとは見えないが。

『分かる？　公園の方に行ったんだけど』

「ああ、それなら間ま違ちがいないよ。なんか光って飛んでるけど」

　私が言うと、そうそれだぁ、と優は嬉うれしそうに騒さわいだ。しかし、だから何なのだ。あの魔ま法ほう少女に用でもあるのか。

『ちょっと様子見てきてよ。ていうか張ってて』

　続いて電話口から聞こえてきた頼たのみ事は、もはや私にやらせる理由がさっぱり分からない代しろ物ものだった。そりゃ優は記者だから、何か事件性のありそうなものに興味を持つのは勝手だ。しかし私はまったく関係ない。新聞部に入ったこともなければ、彼女の代役として取材をした覚えも──いや、そちらは少しだけあったような気もするが。

「何でよ。優がやればいいじゃない」

　とりあえず、一応反論してみた。

『ごめん、今手が放せないの』

　もちろん向こうが素す直なおに引き下がるはずもなかった。

『今、鬼灯さんと明日の打ち合わせ中でさ。だからお願い』

　フィルム一本奢おごるから、と彼女は言った。べつに、欲しくはない。

　それはともかくとして、打ち合わせとは何だろう。もともと明日は記録係として働くと言っていたが、その件でか。しかしこの雨はそう簡単に止やみそうもないし、このまま明日まで降り続けば中止のはずだ。

　いや、そういえば東城が片付けていたあの道具一式だって、中止ならビニールシートなど被かぶせておかないで、元の場所にしまった方が早かった。ということは、あくまで実行が前提で準備だけは済ませておくつもりなのか。

　どうも解わからない。今日来た脅きよう迫はく状には、体育祭を強行しろと書かれていた。あれが前回と同じように灘から学校を通して運営委員の楓に伝わったのだとしても、彼女は本気でその内容に従うつもりなのだろうか。

　私が考えていると、向こうは『じゃあ頼んだからね』と言い残して、素早く電話を切った。もはや言い逃にげである。私は一つ溜ため息いきをつくと、仕方なく足を公園の方へと向けた。

　おそらくここに灘がいたなら、よしたまえよと引き止めていたことだろう。しかしどうにも私は一人だと、その辺の制せい御ぎよが利きかない性質たちらしい。

　できるだけ靴くつを浸ひたさぬよう水みず溜たまりを避さけながら、足早に歩いていく。しかしいくら傘を傾けたところで、風とともに斜ななめ上から攻せめ込んでくる雨あま粒つぶは容よう赦しやなく足元を濡らし、瞬またたく間に爪つま先さきをじんわりと冷やし始める。

　さらに防水など知るかとばかりにたっぷりと水気を含ふくんだ傘が、足を持ち上げるたびに表面の雨水を跳はね上げ、放射状に広がる骨の先から蛇じや口ぐちのように水を注ぎ流す。おかげで私はあっという間に、歩く噴ふん水すいのような形になってしまった。

　だから目的の公園が学校から近いのは、一応幸いではあった。辿たどり着くのにそう時間はかからない。転校初日にもあそこを通り、近道しようとした思い出がある。あの時はその場で決けつ闘とうなどしていた乙組生徒に巻き込まれて、相当危険な目に遭あったものだ。しかし今回の相手は上空。やばそうなら、すぐに逃げ出せば済むだろう。

　極きわめて楽観的に考えながらも、濡ぬれた顔だけはうんざりさせながら裏道に入る。上空で人が飛んでいるため、目印には事欠かなかった。特に迷うこともなく、私は公園に辿り着いた。

　汚きたないパンダの描えがかれた看板を横目に、とりあえず少しでも雨を凌しのごうと、手近な木こ陰かげに半ば身を隠かくすようにして入る。同時に再び空が光った。もしや落らく雷らいの危険があるかも、と思ったが、こうして見る限り稲いな妻ずまはなぜか横に走っている。こちらに落ちてくる心配はないだろう。

　目を凝こらし、宙を舞まう三人を見た。二人は暗くてよく分からないが、光っている一人だけは、その輝かがやきのおかげで肉眼ではっきりと確かく認にんできた。要だ。

　災魔とかいう連中と戦う魔法少女である。だとしたら、彼女と空中戦を展開していると思おぼしき二人組が、その災魔だろうか。何でも自然災害の化け身しんだというし、ならばこの不自然な雨や雷かみなりも彼らの仕し業わざに違いない。

　ひょっとしたら灘に知らせた方がいいのか、と思ったが、あいにく彼の連れん絡らく先は知らなかった。いつだかかかってきた携けい帯たい電話の着信履り歴れきは消してしまったし、番号の登録ももちろんしていない。まあ、向こうも気付けば勝手に来るだろうから、この際放ほうっておくのが一番だろう。

　そんなことを考えながら、私は空を見上げ続けた。戦いはかなり激しい。電気と風のコンビネーションが次々と要に襲おそいかかり、彼女はそれをかわすだけで精せい一いつ杯ぱいといったところだ。

　もしや、ピンチか。

　しかし私にはただ見ていることしかできない。まあ、本当に見にきただけなのだが、ここで要がやられたりしたら、いったいどんな顔で優に報告しに行けばいいのだろう。

　いや、優のことだ。あるいは魔法少女の敗北を大スクープにするかもしれない。

　つくづく性質が悪いな、と勝手な想像だけで顔をしかめていると、上空の三人に変化が訪おとずれた。一人の災魔の発した強風が要を撃うち、それと同時に要から発せられた青く輝く光──おそらく石だろう──がその災魔を捉とらえる。が、ともに直ちよく撃げきは免まぬかれたらしい。要は煽あおられて回転しながら、そして災魔は左ひだり肩かたを押さえながら、二人揃そろって仲良く落下してきた。

　ちょうど泥濘ぬかるみの上である。要は仰あお向むけのまま、そのピンクのコスチュームを泥どろで汚し、「ぐっ」と低く呻うめいた。

　だが、ダメージを負ったのは災さい魔まの側も同じだったようだ。

　全身濡れ鼠ねずみの女の姿をしたその怪かい人じんは、よろよろと立ち上がると、左肩に埋うまりかけていた要の石を素早く長い舌で抜ぬき取り、地に投げ捨てた。もっとも傷口から溢あふれているのは、血ではなく桃もも色いろに輝く光の粒つぶ。それはあの石が聖なる力を秘ひめている証あかしなのかもしれない。

　続いて要も上体を起こす。しかし立ち上がることができないのか、片手で泥を摑つかみながら、顔だけを上げて女を睨にらみ据すえる。

「勝負あったな」

　そう言って、もう一人の災魔が降りてきた。こちらは男だ。やはり露ろ出しゆつの多い和装で、冷れい酷こくな表情で黒雲に乗っているのだが──。

　顔に見覚えがあった。

　と言うか、あれはどう見ても……菅原稲美ではないのか。

　間ま違ちがいない。服装こそ違うが、顔に声、肌はだの焼け方から赤みがかった髪かみまで同じである。一応額には稲妻模様なども付いているが、そういえば普ふ段だん、彼の額は前髪で隠れていた。

　何だかややこしい展開になってきたと思いながら見ていると、稲美はその右手を要にかざし、「こいつは返してもらおう」と呟つぶやいた。同時に要の体を覆おおっていた白い光が彼の手に吸い取られ、小さな結けつ晶しようとなって収まる。光を失った要は力ちから尽つきたかのように、再び仰向けに倒たおれた。

「このまま止とどめを刺さしてやってもいいが……まあ、またにしておくか。今日はもともとお前を倒しにきたわけじゃないしな」

　あばよ、と言い残し、菅原の姿が搔かき消える。もう一人の女もまた、その後を追うように姿を消し、あとに泥まみれの要だけが残った。

　敗まけたのだ。本当に。

　さすがに放ってはおけなかった。私は要を助け起こそうと木陰から顔を出し、そこで「カナメちゃん！」という叫さけび声を聞いて、再び慌あわてて身を隠す。見れば公園の入口から、何やら和わ菓が子しのお化けみたいなものが飛んでくるところだった。

　白い饅まん頭じゆうに顔を描かいて、羽でも付けたかのような形だが、決して気味の悪いものではない。むしろ円つぶらな瞳ひとみと巨きよ大だいな口が、どことなくユーモラスに思える。

「コウメ……」

　名前らしきものを口にし、要がゆっくりと起き上がった。

「カナメちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

「大丈夫。ちょっと痛いけど……落ちる時に逆風が来て、衝しよう撃げきが弱まったみたい」

「そお？　本当に平気？」

　生き物はなおも心配しながら、要の周りをパタパタと飛び回った。その姿に要がくすりと笑う。そして頰ほおに付いた泥を手で一ひと拭ぬぐいすると、桃色の光に包まれながら変身を解いた。

「雨、上がったね」

　空を見上げ、彼女は呟いた。菅原達がいなくなったせいだろうか。気が付けば風も止やみ、空の雲も幾いく分ぶんか白さを取り戻もどしていた。

「体育祭、やるかなぁ」

「それなら早く帰って体を休めないとね。カナメちゃん」

「うん。あ、でもその前にテルテル坊ぼう主ず作らなくっちゃ」

　そう言って、二人は笑え顔がおを見せ合った。

　それから要達はゆっくりと歩いて公園を出て行った。一方私は後を追うのも変だと思い、またこれを優にどう説明するのだと悩なやみながら、今起きたことを頭の中で整理してみた。

　おそらく今の雨は災魔の仕業だったのだ。それに気付いた要が戦いを挑いどんだものの、あえなく敗れた。しかし相手も無傷では済まなかったため、こうして無事雨は止んだ──といったところだろう。

　で、問題は菅原だ。あれもやはり災魔なのか。しかし教室では要と仲良くしていたし、それにうちのクラスに人類への敵意を燃やす災害の化身がいるのは相当まずくはないか。

　いや、確かに黒幕というすでに理り不ふ尽じんな存在がいるのだが。

　私が頭の中を疑ぎ問もん符ふだらけにしていると、ゴウと風の唸うなる音が聞こえた。要の落ちていた場所に先ほどの二人の災魔が姿を現したのは、それと同時だった。

　帰ったのではなかったようだ。そう見せかけておいて、要がいなくなるのを待っていたらしい。

　菅原が全身にスパークなど走らせながら、髪を逆立たせてその着物を制服に戻す。要とまったく同じである。ただ、逆立った髪はふわりと彼の額を覆い、あの稲いな妻ずま模様をきれいに隠かくしてしまったわけだから、少しだけ変装は意識しているらしい。

　そしてもう一人。女の方もまた、すぐさま人間の姿に変じた。こちらは白いスーツにパンタロン姿の、どこか働く女性を思わせる姿だった。

　実じつ年ねん齢れいはともかく、見た目の歳としは二十代ぐらいか。整った顔立ちだが、そこに微かすかな苦痛があるのは、今の戦いで受けた傷が原因だろう。彼女はなおも左ひだり肩かたを押さえていた。

「申し訳ございません、二代目」

　女が頭を下げた。二代目──というのが菅原のことか。

「気にするな。やるだけのことはやった」

「ですがこう早く止ませてしまうと、明日には……」

　そう言って女が空を見上げる。やはりあの雨は、彼らと関係があったのだ。私は耳を澄すませて、言葉の続きを待った。

　途と端たんに頭上の枝が一本、煙けむりを噴ふいて弾はじけ飛んだ。

「──誰だれだ」

　こちらの気配に気付いたのだろう。とっさに放電で威い嚇かくした菅原が、私のいる樹の方に向かって呼びかける。これはまずい。何とかやり過ごせないものかと身を屈かがめるが、「出て来ないなら樹ごと燃やすぞ」と言われては、抗あらがう術すべもなかった。

　引き攣つった笑みを浮うかべながら、私は恐おそる恐る顔を覗のぞかせた。

「……高浪か。何でこんな所に」

「お知り合いですか」

　菅原の反応に女が訊たずねる。もっともその顔は私の方を睨にらみ、視線だけでも逃のがすまいと、殺気満点でいたわけだが。

「同じクラスのやつだ。害はねぇよ。……たぶんな」

「もちろんですとも！」

　彼の言葉に私は慌あわてて頷うなずいた。ここで始末されては敵かなわなかった。

　菅原は私にこちらに来るよう言うと、手近にあったドーム状の滑すべり台にもたれかかり、その顔を学校の屋上に向けた。そして手にした白い結けつ晶しよう体──要から奪うばい取ったものだろう──を玩もてあそびながら、チィと舌打ちする。

　どうも機き嫌げんが悪いらしい。果たして私は無事家に帰れるのだろうか。

「何か言いたそうな顔だな」

　そばに歩み寄った私を見やり、彼は憮ぶ然ぜんとした態度で言った。

「まあいい。雨宮、こいつを頼たのむ」

　そして手の結晶を女の方に差し出す。雨宮と呼ばれた女は菅原からそれを受け取ると、お任せを、と頷き、それをハンカチに包んで自分のポケットに納めた。

「今日中に親おや父じに届けてくれ」

「二代目、あなたは？」

「俺はこいつに事情を説明する。先に行ってくれ」

　そう言われた雨宮は、私の顔を不ふ審しんげに睨み付けた。要と戦っていた時の怪かい物ぶつめいた面おも影かげこそないが、その身は妙みような冷気を孕はらみ、少なからず雨に濡ぬれている私の体を威い圧あつする。こちらが思わず一歩後ろに下がると、彼女はふっと顔の緊きん張ちようを緩ゆるめ、「承知しました」と菅原に向かって再び頷いた。

　また搔かき消えるかと思ったが、彼女は普ふ通つうに歩いて公園を出て行った。菅原の父親に会いに行くと言ったか。いったいこの連中は、どういった存在なのだろう。

　そして、この雨とはどう関かかわっていたのだ。

「まあ、見られちまったからには仕方ない。特別に教えてやる」

　ひたすら疑問を浮かべる私に向かって、菅原が偉えらそうに言った。

「俺は『スパイ』だ」

　災さい魔まのな、と彼は小さく続けた。

　ここで──災魔というものについて、改めて説明しておきたい。

　と言いつつ私も詳くわしくは知らないわけだが、まず言えるのは、彼らが様々な自然災害、例えば雷かみなりや地じ震しんといったものの化け身しんであるということだ。だから当然人間ではない。もちろんこうして人間の姿に化けてはいるが、それはあくまでスムーズに活動を続けるための芝しば居いに過ぎない。

　ではその活動とは何か。これは簡単だ。人類への復ふく讐しゆうである。

　人間がこの惑わく星せいの支配権を握にぎって数千年。度たび重なる環かん境きよう破は壊かいはついに地球の怒いかりを買ったらしい。災魔とは、そんな怒れる地球が世にもたらした己おのれの権ごん化げであり、人類を破は滅めつに追いやる裁きの神なのだ──とは、以前私が優から聞かされた話だった。

　で、その災魔だが、こうして組織立って行動している。だから灘的に身も蓋ふたもない言い方をしてしまえば、単に悪の集団というわけだ。それを倒たおす──正確には封ふうじて鎮しずめるのだそうだが──使命を帯びて燦さん然ぜんと現れたのが、封災天てん女によカナメ。つまりあの犀川要だった。

　要について、菅原は「お前もあいつの正体を知ったみたいだから」と前置きし、その身に秘ひめられた能力の数々を説明してくれた。曰いわくパチンコで放たれる封印石とか、付属のマスコット生物とか、まあ、割と思い付く範はん囲いのものである。いや、だいたい正体はとっくに知っていたのだ。なのに彼は、もしや私が彼女のことを知らないと思っていたのか。

　ちなみに要と災魔との戦いを私が初めて見たのは、今から約一月ほど前の転校初日のこと。校庭に現れて大暴れする巨きよ大だいナマズ、即すなわち地震の化身を彼女が封じる現場に居合わせたのだ。思えばあれがきっかけで、その後少しの間ゴタゴタに巻き込まれたのだが、それはまた別のお話。問題は二度目の遭そう遇ぐうである。

　二度目はその翌日だった。始業式の途と中ちゆう、はやり災魔の一人がまたも校庭に攻せめてきたのだ。

　背に雷太だい鼓こを背負い黒雲に乗った、貴族風の出いで立ちの男だった。そういえば、正体を現した時の菅原に通じるものがある。

「ミチザネ──俺の親おや父じだ」

　菅原はそう言って、顔を曇くもらせた。

　災魔は組織立った連中である。ミチザネはその組織の中でも、かなり上位に君臨する。言わば幹部と呼ばれる存在だった。その息子むすこがこの稲美。つまり「二代目」というわけだが。

「俺達災魔の敵、カナメの動向を探さぐり、抹まつ殺さつする。それが俺の請うけ負った任務だ」

　えらく物ぶつ騒そうな事実を、ついでに彼は打ち明けてくれた。

「だから俺は人間として一年乙組に入った。家もあいつの隣となりに構えて、いつでも仕し掛かけられるようにした。もっとも親父の方は大会社に偽ぎ装そうしたアジトの運営に忙いそがしくて、滅多に家には来ないがな。おかげで気ままな一人暮らしさ」

　いや、気ままとか言ってる場合ではないと思うのだが。

「その事実って……灘くんは知ってるんですよね？」

　一応そう確かめてみる。先日の会議室での会話で、灘や萌華、それに楓までもが菅原を特別視しているのは判わかった。あれは今思えば、このことだったのではないか。

「あいつは何でも知ってるさ」

　それに対する菅原の答えは、至し極ごく当然と言わんばかりのものだった。

　まあ、確かに灘は生徒のあらゆる秘密に通じている。工藤が黒幕だとか、図書委員の瑪瑙凜が実は殺し屋だとか、いろいろと危険な情報までしっかり摑つかみ、それらを公おおやけにするかしないかで分けてコントロールしている。

「俺が敵だってこと。カナメを倒すために送り込まれたってこと。何でも知ってやがる。まあ、クラスの連中には黙だまっているようだがな。もっとも、だからどうだってわけじゃない。俺は気にせず活動を続けてきたし、灘はそれを黙って記録していただけだ。もう俺はカナメとは、あっちの姿で何度も戦ってる」

「あっち、ですか」

　服装以外に何が違ちがうと言うのやら。

「ああ、だからあいつには、まだ俺の正体は知られてない」

「……それはよかったですね」

　そう答えるしかなかった。しかしクラスの連中に黙っていると言ったところで、萌華も楓も菅原の正体には気付いていたようだが。

　いや、もしかしたら要と同じなのか。

　あの魔ま法ほう少女も正体を隠かくしているつもりらしいが、私達を含ふくめて周りにはバレバレである。そしてこの菅原。こちらも当人が気付いてないだけで、周囲にはすっかり知れ渡わたっている。まあ、要の様子を見るに彼女だけは気付いてないようだし、菅原は菅原で彼も要の正体を知る者は自分一人だと思い込んでいるみたいだし。

　何なのだ。この変身キャラ達の鈍どん感かんぶりというか、ある意味お約束ぶりというか、独自の世界は。

「で、菅原くんが犀川さんと仲がいいのも演技だったってことですか？」

　内心呆あきれながらも、私はそう訊たずねてみた。すると菅原は途と端たんに目を見開き、「仲がいいのか？」と驚おどろいて問い返してきたが、この期ごに及およんで何を言うつもりだ。

「仲良しじゃないですか。少なくともみんなはそう思ってますけど」

「そうか。仲良しだったのか……」

　よほどショックだったらしい。彼は打ちひしがれたかのように顔を下に向け、もごもごと何か呟つぶやきだした。私はそんな彼の様子を生暖かい目で見やり、それからふと大事なことを思い出した。

「ところでさっきの雨なんですけど」

　そう、それがあったのだ。

「あれは、さっきの女の人が降らせてたんですね？」

　おそらくそうに違いない。気象の流れを無視して突とつ然ぜんに湧わき起こった秋の嵐あらしは、災魔に仕組まれたものだったのだ。

　菅原は雨という言葉に反応して、すぐさま顔を上げた。

「ああ、体育祭を潰つぶそうと思ってな」

　そして、ようやくその動機を明らかにした。

　体育祭──。彼はあの署名が通らなかった場合、体育祭を潰すと言っていた。ならばこの雨は、彼が予告したとおりの報復だったのだろうか。

　私がそう訊ねると、菅原は「いや違う」とそれを否定し、顔を空に向けた。雲はだいぶ薄うすれてきている。この分なら明日は快晴だろうか。

「俺は──最初から体育祭をやらせないつもりだった」

　だから楓と対立したんだ、と彼は呟いた。

「どうせあの鬼灯楓のことだ。署名なんか集めたところで聞くはずもねぇ。だから最初に体育祭を潰すと言っておけば、そのままおおっぴらに体育祭の妨ぼう害がいができるって寸法だった」

「じゃあ、あの署名運動って……」

　もともと通らないことが前提で始まっていたのか。なんて回りくどいのだろう。

　だいたいそれなら、最初から雨を降らせれば済む話だったのではないか。いちいち無む駄だな芝しば居いまですることはない。

「まあ、話は最後まで聴きけよ」

　だが菅原はそう言って、さらに新たな事実を打ち明けた。

「明日の体育祭な。罠わななんだ」

「罠？」

「ああ、親おや父じが計画しているのを知った。あいつら、明日の体育祭に乗じて、校庭に封ふうじられたナマズを復活させるつもりだ」

　だからそいつを阻そ止しする──と彼は続けた。

　私はそんな彼の顔を見る。額の髪かみが風に流れ、一いつ瞬しゆんだけ稲いな妻ずまの模様が露あらわになり、また隠れた。

　父親の計画を阻止する。それがこの少年の真の狙ねらいだと言うなら、彼は明らかに仲間を裏切ろうとしている。何しろ彼の父は災魔の幹部だ。許されることとは思えない。

「もちろんただじゃ済まねぇだろうな。クラスに潜もぐり込んだくせに何の成果も出さないで、しかもついには裏切ったとなれば、下手すりゃ反逆罪で処しよ刑けいだ。実の息子むすこだからって、あの親父が甘い顔するわけもねぇ」

「それじゃ、菅原くんは死ぬ気で……？」

「よせよ。べつに無駄に死にたいわけじゃない。いや、だいいち死んじまったら、誰だれが親父の野望を止めるんだ？　だから──少なくとも体育祭を完全に潰すまでは、絶対に知られちゃならねぇんだ。もちろん雨を降らせるのは最終手段だった。こればっかりはよっぽど上手うまいこと誤ご魔ま化かさない限り、言い逃のがれできないだろうしな」

　それはそうだ。直接仲間まで使って雨を降らせたとなれば、そんなに冷れい酷こくな父親が許すはずもない。

「でも、現に降らせたんですよね？」

「ああ、『カナメに封じられた災魔を一人取り戻もどしてくる』って親父に言ってな。つまりこの雨は、あいつを誘おびき出すための餌えさって名目だ。あとはもう少し長く降らせ続ければ、明日までに校庭の乾かん燥そうが追いつかなくて、体育祭に支障を来きたせるはずだったんだが……」

「じゃあ犀川さんが来るのが早すぎたってことですか」

「そうなるな。けど気象に頼たよるぐらいしか他ほかに手もなかった。何しろ少し厄やつ介かいなことになったからな。ほら、例の脅おどしだ」

「脅し……鬼灯さんのですか？」

　脅きよう迫はく状のことではないはずだ、と思い、私は訊ねる。あちらも脅しには違ちがいないが、菅原は手紙の詳しよう細さいまでは知らないはずだ。

「ああ、あの女、プロを雇やとってきやがった。あんなやつらにうろつかれたんじゃ、このまま普ふ通つうに妨害を続けたところで、周りに迷めい惑わくがかかるだけだ。実際カナメが巻き込まれたしな。それで結局最終手段に行き着いちまった」

　なるほど、ひとまず大体の流れは摑つかめた。しかし、ここにも要が絡からんでくるのか。

　思うに菅原は、彼女のことを本気で気にかけているのではないか。先日、朝の下げ駄た箱ばこでちょっかいを出していた時も、相手が体育祭を楽しみにしているかどうか窺うかがう素そ振ぶりを見せていた。あれは、元から潰す予定だった体育祭がなくなった時の要の反応が気になっていたからではないか。

　要を抹まつ殺さつすることなく、ついには仲間を裏切る──。もしや青春か、これは。

　まあ、だからこそ灘も彼の存在を容よう認にんして、工藤よりも軽いレベルで扱あつかっているのだろう。そもそも周りには正体が知られているわけだし。

「それで、これからどうするんですか？　また雨を降らせるとか？」

「いや、雨宮のダメージがでかかったから、それも無理だな。降らせるなら回復を待つしかない。もちろん他にも雨を降らせることのできるやつはいるが……俺の味方にはなってくれねぇよ」

　つまりあの雨宮という女は、菅原の唯ゆい一いつの理解者なのだろう。もっともその唯一の理解者と協力しての作戦も、要の活かつ躍やくによって失敗に終わったわけだ。皮肉な話である。

「さて……お前の方はどうする」

　そして今度は逆に菅原が振ってくる番だった。

「このこと、誰かに言うか？」

「ええと、とりあえず灘くんぐらいには」

　何かよからぬ企たくらみが進んでいる以上、彼の耳に入れておいた方がいいはずだ。私がそう言うと、菅原も頷うなずき、「他の連中には黙だまっていてくれ」と改めて頼たのんできた。

「これ以上俺の正体を広めるわけにはいかないからな」

　まあ、そういうお約束の駄だ目め押しはこの際置いておくとして。

　最後に一つ気になり、私は訊たずねてみた。

「菅原くん、そのナマズって、前に犀川さんが倒たおしたやつなんですよね。だったらそんなに必死になって邪じや魔ましなくても、また犀川さんが倒しちゃうんじゃないですか？」

「いや、そう簡単にはいかねぇよ」

　しかし彼の答えは、私の楽観的な想像を瞬またたく間に打ち砕くだくものだった。

「親父はジナリゴト──特とく殊しゆな儀ぎ式しきでナマズに膨ぼう大だいなエネルギーを注ぎ込むつもりだ。復活した時の力は、以前とは比べ物にならない。そうだな、もしそんなのが暴れたら……」

　日本列島が割れるぜ、と彼は真しん剣けんな表情で言って退のけた。

「もちろん災魔にとっちゃ好都合だろうな。大勢の人間が死ぬんだ。しかもカナメの見ている前で。となれば、あいつの心に傷を負わせることにもなる。そこに付け入れば、いくら封ふう災さい天てん女によでもただじゃ済まない。でも俺は……そんなやり口は何だか気に入らねぇ」

　ついでに心の奥に秘ひめられた熱い感情も吐と露ろする。もっとも私にとっては事態が荒こう唐とう無む稽けいすぎて、ただ無言のままでいるしかできなかった。
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　家を出た途と端たん、頭上に広がった雲一つない青空に感動を覚え、要は満足げに大きく一つ伸のびをした。

　待ちに待った土曜日。いつもの制服ではなく、体操服の上からジャージを着込み、小さな鞄かばんにお弁当とパチンコだけを入れた簡易通学スタイルで、「行ってきます！」と元気に告げる。それを見送る両親の声もろくに聞かないうちに、要はすぐさま隣となりの家の前に移動すると、呼び鈴りんを軽く押してみた。

　おう、という声とともに、これまたジャージ姿の稲美が顔を出した。いろいろあったものの、結局彼も無事参加するようだった。

「晴れたよ、稲美」

　いちいち言わなくとも判わかるような天気速報を、要は嬉うれしそうに告げた。それを受けて稲美が空を仰あおぐ。しかし眩まぶしそうにわずかに眉まゆを顰ひそめただけで、すぐに彼の視線は要の顔に向けられた。

　何か言いたげだ。何だろうと思い見み詰つめ返すと、彼は視線を固めたまま、足は、と一言訊ねてきた。大だい丈じよう夫ぶか、といちいち後に続けないところが、彼の捻ひねくれぶりを表している。

「ああこれ？　大丈夫だよ。軽い擦すり傷だから」

　ちょうど左足首の付け根に貼はられた傷テープが気になったらしい。昨日の戦いの後、家に帰ってから血が出ていることに気付いて、急いで手当てしたのだ。幸い痛みはもうないが、蒸れないよう靴くつ下したを脱ぬいでいるおかげで心地ここちは好よくはなかった。

「そうか。……走れるか？」

「任せなさいって。これしきの傷、どうってことないよ。だいたい今日はほら、何人来るか分からないんでしょ？　私が頑がん張ばらなくてどうするのよ」

　いたって笑え顔がおで要は頷いてみせた。何だか沈しずみ気味な稲美の様子が気になったというのもあったが、だからこそまず自分が元気でなければ、今日を楽しむことはできない。

　そう、楽しむのだ。この手で勝ち取った青空なのだから。

「おはよう、二人とも」

　ふとそんな声に振り向くと、昨日公園で会った青年が、相変わらず萌華を肩かたに乗せて立っていた。ちなみに挨あい拶さつをしてきたのは彼女の方で、その兄は相変わらず無口なまま。昨日に比べれば風ふ呂ろに入って髭ひげも剃そったのか、こざっぱりとした格好ではいたが、妹に促うながされてようやく頭を下げたのは同じだった。

「どうした、今日は体育祭だぞ。お前、嫌いやなんじゃなかったのか？」

　律りち儀ぎに専用サイズの体操服まで着た萌華の姿に、稲美が不思議そうに訊ねる。そういえばこの二人、ついこの間まで一いつ緒しよに頑張ってたなぁ、と要は二人を交こう互ごに眺ながめながら思った。

　稲美は今日の体育祭、きっと純じゆん粋すいには喜んでないはずだ。楓の用意した特別編成は学校側にも認められている。それを思うと、このまま彼を体育祭に引っ張っていくことに、少しだけ罪悪感を覚える。

「気が変わったのよ。まあ、どうせ競技には出られないけど、一応応おう援えんだけでもしてあげるわ」

　前まえ髪がみを搔かき上げ、萌華が答えた。あれほどまでに体育祭そのものを憎にくんでいた彼女の方は、稲美とは違ちがって立ち直ったか開き直ったかしたらしい。

　楽しむ要と萌華。渋しぶ々しぶの稲美。これで二対一だ。競技が始まれば、稲美もその気になってくれるだろうか。

「そういえば知ってる？　今日の体育祭、生徒の家族以外、中に入れないって」

　急に思い出したかのように、萌華がそんな話題を振ふってきた。

「もちろんコレは兄貴だから問題ないんだけどさ」

　そう言って、歩き始めた兄の耳たぶを軽く引っ叩たたく。いつも保護者に優やさしくない子だ、と要は苦く笑しようしながら思う。

「そういや、昨日帰り際ぎわに灘が言ってたな。家族以外連れてくるなって」

　菅原が無表情を装よそおって答えた。

　彼の家族──といえば、やはり道正だろう。母親の姿は見ないし、話を聞いたこともない。今日は道正が来るのだろうか。しかしあの穏おだやかな社長は、滅めつ多たに家には帰らないほど多た忙ぼうだと聞く。

　それに、少なくとも稲美はあの父を嫌きらっている感がある。果たして菅原一家の団だん欒らんが見られる日はいつだろう。

「稲美のお父さんって、今日は来るの？」

　できるだけさりげない風を装いながら、要はそう訊たずねてみた。

　返ってきたのは、「ＰＴＡの役員だからな」という一言だけだった。

　やがて歩いていくうちに、四人の視界に御伽学園の校舎が入ってくる。それに伴ともない、周りを歩く生徒の数も徐じよ々じよに増え、歩道のジャージ率が異様に上がっていくのが可笑おかしかった。

「あ、工藤くん」

　路上に見知った顔を見つけ、要は声をかけた。

　それを聞いて工藤スグルが振り向く。相変わらず微笑ほほえみを絶やさない顔で、「やあ君達」と片手を上げ、続いて横の見慣れぬ男──萌華の兄に目を留めて、「こちらは？」と訊ねてきた。

「うちの兄貴。ほら、挨拶しなさいよ」

　萌華が兄を突つつく。なかなか難なん儀ぎな兄きよう妹だいだ。

　そういえば、この人の名前をまだ聞いていなかった。だが、昨日はちょうどコウメと災さい魔まのせいでバタバタしていたから仕方がない。その点、今日はどちらも不在だといいな、と要は仄ほのかな希望を抱いだいてみたりした。

「そういえば萌華ちゃん、昨日はあれからどうしたの？」

　不意に思い出した。公園で別れた後、この兄妹はすぐに帰ったのだろうか。まさかあのまま留とどまられて、自分が災魔に負けた後正体を現した現場まで見られていた日には、洒落しやれにならない。

「あれから？　帰ったわよ。べつに雨の公園に用なんかないし。あんな所に好きこのんで行くなんて、せいぜい決けつ闘とう者か出で歯ば亀かめぐらいでしょ」

　とりあえず大だい丈じよう夫ぶだったようだ。要はホッと息をつき、そんな質問をした自分を不ふ審しんげに見み詰つめる一同に笑顔を振り撒まいて、さあ早く行こうよ、と多少わざとらしく促してみた。

「おっと、悪いが僕は先に行かせてもらうよ」

　何かを思い出したのだろう、工藤がそう言って手を振り、足早に離はなれていく。そしてその場に待たせていたと思おぼしきセーラー服姿の小こ柄がらな少女の手を取り、そのまま学校の方へ歩いていった。

　そういえば、うちの弟も学校の運動会だ。そろそろ家族揃そろって一緒に家を出た頃ころかもしれない。コウメはおとなしく留守番しててくれるかな──。

　工藤に手を引かれながら嬉うれしそうに歩いていく少女の姿に、ふと要はそんなことを思った。







　４　十月九日体育祭　午前の部　私、三対四十の無謀な戦いに挑む。
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巨大なナマズが復活するジナリゴトとは？　そして菅原の想いは要に通じるのか？　すべての決行日である体育祭が始まる。









　家を出た途と端たん、頭上に広がった雲一つない青空に頭痛を覚え、私は気だるげに大きく一つ溜ため息いきをついた。

　昨日の放課後、公園で菅原と別れて家に帰ったものの、日本崩ほう壊かいなどというあまりに大それた企たくらみを知ってしまっては、気も重くなろうというもの。とにかく自力で雨よ降ってくれと、テルテル坊ぼう主ずを前世紀の拷ごう問もんよろしく逆さ吊づりにしてみたが、大気は無情にも自然の流れを取り戻もどしていた。

　見事に晴れである。体育祭の開かい催さいは決定的だった。

「それで、菅原くんからの情報はもうないのかい？」

　そして不本意ながらの頼たのみの綱つなである灘は、朝っぱらから息を切らして突っ走ってきた私の話を聴きくと、さらに細かい情報を得ようと、いつものように手帳片手にこちらを睨にらみ返してきた。

　今日の体育祭の会場となる学校の校庭。四方東西南北を校舎に囲まれたその敷しき地ちからは外れた、ここは校舎の裏側である。正確には南校舎の裏にある飼育小屋の前。さすがに今は学校中の人間がほぼ校庭に集まっているため、こちらにいれば目立つことはない。

　しかし彼の格好──。全校生徒がジャージでそこいらをうろつく中、まったくいつもどおりのブレザー姿というのはどういうことか。一応「生徒監かん視し委員」と書かれた腕わん章しようと連れん絡らく用のトランシーバーをぶら下げてはいるが、あとはまったく普ふ段だんのままだ。もしやそのカボチャみたいな色の制服を、専用コスチュームか何かと勘かん違ちがいしているのか。

　ちなみに私はしっかりジャージである。もっとも暑いので、上着だけはクラスごとに分けられた応おう援えん席のところに脱ぬいできたが。

「今言ったので全部ですよ。とにかく菅原くんのお父さん──ミチザネさんでしたっけ？　それがジナリゴトって儀ぎ式しきをやって、ナマズを復活させるんだって……」

　片かた腕うでをうねらせて魚らしきジェスチャーまで交えながら、私は灘にしつこく同じことを繰くり返した。

「しかし、それだけではどうにもね」

　だが、そう言って彼は無む下げに首を横に振ふり、「だいたい今さら中止にはできないだろう」と眉み間けんに皺しわを寄せて呟つぶやいた。確かに、早朝から体育祭運営委員が活かつ躍やくしたのだろう、生なま乾がわきの校庭には真新しい白線がくっきりと引かれ、トラックの周囲に用意された応援用の椅い子すや、東校舎前に建てられた教員とＰＴＡ役員の控ひかえテントも濡ぬれた跡あと一つない。さらにはそのテントに隣りん接せつする形でアナウンス用の放送席が設けられ、校舎の窓にも巨きよ大だいな得点板がぶら下がるなど、もう準備はすっかり整っている。

　何だか一人で黙もく々もくと作業をする東城の姿が脳のう裏りをよぎったが、そちらは忘れることにした。

「天気は快晴、準備は万ばん端たん。生徒のご家族も結構見えているし、ここで止やめたらそれこそ面めん倒どうなことになる。だいたいミチザネ氏が絡からんでいるのだろう？　それなら中止は無理と見ていい」

　何しろあの人はＰＴＡ役員会の会長だ、と灘が現実的な単語を口にした。

　まったく厄やつ介かいなＰＴＡもいたものである。いや、あるいは、「まったく厄介な人物の息子むすこが生徒として交じっていたものである」と改めるべきか。

「灘くんは、菅原くんの正体を前から知ってたんですよね？　他ほかのみんなも」

　念のため、私は訊きいてみた。

「工藤くんの例もあるし、警けい戒かいとかはしてなかったんですか？」

「それはもちろん、まったく無警戒ということはないさ。しかし菅原くんは工藤くんと違って、あそこまで顔が割れているからね。まあ、当人はそれに気付いてないようだけど、少なくとも周りの生徒は皆みな、彼が悪の手先だということは知っている。だからあの鬼灯さんみたいなものさ。周囲が自発的に警戒してくれる分、扱あつかいは楽になるんだ。まあ、犀川さんだけはどういうわけだか彼の正体に気付いてないようだけど」

　そうなのだ。私達がすでに知っている中、あの魔ま法ほう少女とそのライバルの鈍どん感かんぶりには呆あきれるばかりである。優が私を動かしてまで昨日の追つい跡せきを敢かん行こうさせたのも、そんな二人の直接対決から正体バレまでの決定的瞬しゆん間かんの可能性を逃のがすまいと考えたからだろう。

「それ、本人には教えないんですか？　ばれてるよって」

「最初のうちに言いそびれたんだ。まさか彼かれ等らがそのことに気付いてないなんて思わなかったさ。しかし今さらいちいち指し摘てきするのも馬ば鹿か馬鹿しい。だいいち指摘する理由がない。気になるなら、君から教えてあげたらどうだい？」

「いや、べつにいいです……」

　何だか結果を想像すると痛々しくて、指摘するには気が引けた。

「だから問題は結局ミチザネ氏の方になるわけだ」

　灘の話は、少し前に戻った。

「ミチザネ氏──一応普段は菅原道正という偽ぎ名めいを使っているようだけど、彼は息子と違って世間に正体を知られてないんだ。ああ、言っておくけどうちの学校の人間は別だよ。何しろ息子がアレだからすぐにばれる。だからあくまで世間には知れてないだけさ。例外は他のＰＴＡ役員や保護者ぐらいかな」

「何だか面倒臭くさいですね。それもばらしちゃった方が早いんじゃないですか？」

「そうは言うけどね、高浪さん。君なら理解しているはずだろう？　生徒監視委員と学校に求められているのは、駆く逐ちくではなく調和なんだ。ＰＴＡや世間に、人類滅めつ亡ぼうを目もく論ろむ存在が素知らぬ顔で紛まぎれ込んでいたと知られれば、ミチザネ氏だけじゃない。おそらく芋いも蔓づる式しきに一年乙組とそれを取り巻く人間が解体されていくことになる。だから僕や学校側はそれを隠かくす。これはミチザネ氏のためにやるんじゃない。あくまでうちのクラスを守るためにやるのさ」

　うちのクラス──もっと言うなら、クラスメイトの一人である菅原稲美を守るためだろう。この世界にあらざるべき非現実な高校生達が一いつ箇か所しよに集つどってしまった一年乙組は、それだけで一つの爆ばく弾だんといえる。しかも導火線は事あるごとに火花を散らし、徐じよ々じよに短くなっていると来た。それを揉もみ消すのは灘の役目だが、しかしこのままではいつか限界が来るような気がしてならない。

　そう、いつかは何かが起きるはずだ。うちのクラスは初めから第三者の手によって、そうなるよう巧たくみに構築されている。

　先月半ばに私が関かかわった一つの事件を思い出し、首筋に冷たい汗あせを滴したたらせた。

「さて、今日のミチザネ氏の陰いん謀ぼうだ」

　嫌いやな記き憶おくを呼び起こした私を現実に引き戻もどすように、灘はさらに話を戻した。

「体育祭に乗じて特とく殊しゆな儀式をおこない、ナマズにエネルギーを注ぎ込んで復活させる──。さて、どうにも引っかかる部分がある。ナマズというのは一ヶ月前に校庭に沈しずめられたあの怪かい物ぶつだろうけど、どうしてそれを一ヶ月も放ほうっておいたのか」

　復活できるなら、すぐにでもそうすればよかったはずだ、と彼はいつもの合理的な思考でものを言った。

「それは、体育祭に乗じる必要があったからでしょ？」

「乗じるって、どう乗じるのさ。関係者のふりをして学園内に侵しん入にゆうする機会を窺うかがっていたとでも言うのかい？　しかしミチザネ氏は、ナマズが倒たおされたその翌日には、普ふ通つうに災魔として校庭を訪おとずれている。それに侵入するだけなら、真夜中にでも来れば済む話じゃないか」

「まあ、それはそうなんですけどね」

　灘の言うとおりだ。そうなると今日を利用する必然性は、まったくなくなってしまう。菅原が策を弄ろうして潰つぶそうとしたこの体育祭、果たして本当に中止させる必要があったのだろうか。

　そこで私は、災魔騒そう動どうですっかり忘れていたことを一つ思い出した。

「そうだ灘くん。あの脅きよう迫はく状って、もしかして──」

　災魔から来たんじゃないですか、と私は訊たずねた。

　雨の降った昨日、体育祭を強行しろという要求を突つき付けてきたあの二通目の手紙だ。ミチザネの目的とは一いつ致ちするし、もしかしたら菅原経由で私の下げ駄た箱ばこに入っていたのではないか。確かに体育祭を潰そうとした菅原の意思には反する内容だが、その背後に彼の父親の目論見が絡からんでいたとなれば、話はまた変わってくるはずだ。

　しかし灘の意見は違ちがった。

「どうだろうね。ミチザネ氏はＰＴＡ会長である以上、学校側に対してかなりの発言力を持っている。そして超ちよう然ぜん的な力を持つ災魔の幹部でもあるわけだ。となればそんな手紙を送る必要はない。体育祭を強行したければ、それこそいくらでも自力でどうにかしてしまうだろう」

「じゃあ、いったい誰だれがあの手紙を？」

「それは考えても始まらないことだよ。昨日も言ったと思うけど、人ひと質じちというのが誰だか判わからない以上、悪戯いたずらと処理してしまうしかないんだ。まあ、こうして体育祭も無事開かい催さいされることだし、そっちは心配ないだろうけどね。ただ──」

　問題はもう一つある。一通目の要求、即すなわち乙組の優勝の方だ。

　無理だろうな、と私は改めて思った。こればかりはいくら灘でもどうにもなるまい。何しろうちのクラスはいまや十三人。いや、団体種目にしか参加しないという優を除けばさらに減る。もう、投げるしかない。

　その場合、本当に人が死ぬのだろうか。あの脅迫状のとおりに。

「せいぜい頑がん張ばりたまえ。他ほかにやりようがないのだから」

　微かすかに不安を覚えた私に、灘は無情な台詞せりふを吐はいた。

　同時に校庭の方から、開会式を告げるアナウンスが流れてくる。彼はそれを聞くと、「ミチザネ氏は僕の方で見張っておくよ」と言い、すぐ校庭に戻るよう私を促うながした。とにかくジナリゴトをやらせない方向で行くのだろう。

　灘一人で阻そ止しできる相手とも思えないが、ここは彼の腕うでを信じて任せてしまうほかない。私は頷うなずき、人の集まりつつある校庭に足を向けた。

　こうして波は乱らん含ぶくみの体育祭は、いよいよその幕を開けたのだった。




　快晴の下もとで始まった今日のイベントは、開会式からして異様な盛り上がりを見せた。

　無理もない。ＰＴＡ代表としてスピーチのために朝礼台に上がったミチザネが、「優勝クラスには我が社直営のホテルのランチにご招待しましょう」などとにこやかに言うものだから、周りはすっかりその気になっていた。

　またこの「ランチ」というのが曲くせ者ものなのだ。直接賞品を出すと、学校の一行事でやりすぎではないかとクレームも来そうなものだが、食べ物ならお腹に溜たまってそれで終わりである。この辺、さすが心得ている。

　ただ、それはあくまでよそのクラスが盛り上がるだけだ。我が乙組はといえば、もうどうしようもなかった。

　そもそも主戦力が要と菅原だけというのが心もとない。二人とも変身しなけりゃただの人。ちょっと運動神経がいいだけの、普通の高校生と大差ないのだ。他クラスに渡わたった元乙組の面々に立ち向かおうにも、不安は拭ぬぐいきれない。

　それに唯ゆい一いつ常人を超こえてそうな「殺し屋」こと瑪瑙凜はやる気がないし、あらゆる理系分野に精通したマッドサイエンティストの葦あしヶが谷や伊い織おりも、「ドーピングってばれなきゃいいんだよね？」と直接教員に訊ねてしまい、即そくいろいろ没ぼつ収しゆう。こうなると、もはやスポーツで目立てそうな生徒はいないも同然だった。

　優はほぼ参加せず、雛世は楽しんではいるものの、体力的にはとりわけどうということもない。あとは明らかに期待できない女難少年倉くら時とき孝こう助すけに、無む駄だに元気なだけのその妹の倉時茶さ凪なぎ。加えてよく分からない天使と悪魔のセットも微び妙みようだし、一いつ生しよう懸けん命めいさが空回りばかりのドジっ娘こメイドもアウトだろう。

　残るは私と、それに工藤だった。

　工藤がどれだけ戦力になるのか、私はまったく知らない。いつだかスタンガンを振ふるっていたこともあったし、ナイフ捌さばきなども上手うまいようだが、それが体育祭で役に立つのかと訊きかれれば、どう考えても無理だ。

　そして不安は的中した。

　まず競技開始早々。表向きの文系の顔を維い持じするためか、勇ましい曲の流れる五十メートル走を明らかに緩ゆるい足取りで完走した凜に始まり、続いて伊織がジェット噴ふん射しや機を装着してスタート地点に現れ、即強制退場。その後走る予定だった吸きゆう血けつ鬼きの帷子さんは、以前灘が言ったとおり睡すい眠みん中で欠席──と、こんな調子で無得点のまま、第一の競技は無事終わりを告げた。

「あーあ、ダメじゃん」

　西校舎前の応おう援えん席に着いた私の膝ひざの上で、萌華が一言感想を述べた。確かにダメだった。

「どうしてもっと気合い入らないかな。このままじゃ勝てる勝負だって勝てないわよ」

「まあ、それはそうだけど……これ、そもそも勝てる勝負なの？」

「最初から諦あきらめてどうするのよ。若いんだから、もっと希望ってやつを持ちなさい」

　いや、初めから無理だと言っていたのは萌華の方じゃないのか、と私は小さな先せん輩ぱいを見下ろしながら思った。だいたい彼女はどうしてここにいるのだ。あれほど嫌きらっていた体育祭。なのにしっかり登校してきて、しかも日ひ頃ごろのやさぐれなど噓うそと言わんばかりに、やたら張り切って乙組の応援までしている。

　クラスごとに固まって椅い子すを並べただけの簡素な応援席は、この一年乙組に限ってガラガラに空すいていた。椅子の数を編成前の人数に合わせてしまったのだろう。おかげでゆったりしている反面、だらけた空気は拭いきれない。

「この次は何？」

「次は二年生の競技だから、一年は関係ないよ」

「そう。じゃあいいわ。しばらく暇ひまね」

　とりあえず、うちのクラス以外には興味はないようだったが。しかし私はここでずっと萌華の世話をし続けるのだろうか。それはそれで面めん倒どう臭くさい。

　種目が変わると同時に別のマーチに切り替かわる賑にぎやかなＢＧＭを耳で流しながら、そんなことを思っていると、不意に後ろから肩かたを叩たたかれた。振り返れば菅原である。ぞろりとしたのが鬱うつ陶とうしいのか、ジャージをすべて脱ぬぎ捨て、白シャツと緑地の短パンという判わかりやすい姿になった彼は、私に向かって一言、「ちょっといいか」と小声で呼びかけてきた。

　私は萌華を取って空席の一つに置き、それから立ち上がって彼の方に近付いた。

「お前は今日のことを知っている数少ない人間だ。しかも生徒監かん視し委員とも繫つながりがある。だから一応伝えておく」

　校舎と応援席の間にある通行用のスペースに立ち、菅原は言った。

「今、学校に雨宮が来ている。親おや父じの同どう伴はんでな」

「雨宮さんって……昨日の女の人ですよね」

　雨を降らせる災さい魔まで、菅原の理解者でもあったあの女だ。それをここで話題に挙げるということは──。

「降らせるんですか？」

「ああ。昨日は失敗に終わったが、もう他ほかに手もない。雨宮が親父と離はなれる機会ができ次し第だい、すぐにでも決行する」

　あくまで雨天作戦は続けるつもりらしい。彼はそれを私に伝えると、「様子を見てくる」と言って、そのまま足早にどこかへ去っていった。果たして今日はどんな言い訳でミチザネを誤ご魔ま化かすつもりなのか。

「藍子ちゃん、稲美、どこ行ったの？」

　こちらの様子を気にしていたのだろう。私が一人になったとたん、要がやってきて訊たずねた。動きやすいように長い髪かみを後ろで縛しばり、やはりシャツに短パン姿と、その辺は菅原と一いつ緒しよである。

「もう少ししたら稲美の出る借り物競走があるんだよ。あいつ、ちゃんと戻もどってくるかな」

「ええと、どうかな」

　そんなことを心配されても、私には知りようがない。だいたい借り物競走といえば、この私も出る種目だ。大方の予想を裏切り、パン食いを外してこちらに来たわけだが、下手をしたらインスタント味噌みそ汁しるから殺人巨きよ大だいパイソンまで何でも転がっていそうなこの学校のこと。果たして何を借りさせられるのか、今からドキドキワクワクして仕方がない。

「大だい丈じよう夫ぶじゃない？　トイレに行くとか言ってただけだし」

　ワクワクがてら、私は思いっきり噓をついてみた。何も知らないこの魔法少女に、まさか真実を語るわけにもいかないし。

「ふーん、意外と律りち儀ぎなんだね」

　要はえらく変わった納なつ得とくのしかたをした。

「ほんと言うと、心配だったんだよね。ほら、今回のクラス編成のことで結構もめてたから、ひょっとしたら今日も来ないんじゃないかなとか思って……今朝も迎むかえに行ったの。でもちゃんと来てくれたし、これなら大丈夫かな」

　ついでに彼女は、私にだけこっそりと本音を教えた。菅原の正体を、そして彼の目的を知らず、心配する方向を誤っているのが、何だか少し切なく思えた。

　ちょっといいかい、と言って割り込んできた男がいたのは、そんな時である。

　灘だ。ひとりブレザー姿の彼は、やはりジャージだらけのこの応援席では異様に見える。

「今、手の空いている生徒はいないかい？」

「なあに？　私でよければ──」

「いや、君はそっちを頑がん張ばっていてくれたまえ」

　颯さつ爽そうと挙手した要に、灘はあっさりとトラックを指差して突つき放した。これもまた切ない光景である。

「少々問題が起きたんだ」

　むくれて自分の席に戻っていく要を見送りながら、彼は小声で私にそう告げた。

「問題って？」

「ミチザネ氏を見失ったんだよ。テントにいると思ったら、いつの間にか消えていた。そして三十分経たっても戻ってこない」

　おそらく「ジナリゴト」をおこなうために姿を消したのだろう。具体的にどんなことをやるのかは知らないが、儀ぎ式しきというからには、何か唱えたり舞まったりするに違ちがいない。

「駄だ目めじゃないですか。しっかり見張ってなきゃ」

　いつもの皮肉のお返しにとばかりに、私は顔の笑えみを隠かくしきれぬまま彼に文句を言った。しかし向こうも負けてはいない。素す早ばやく右手中指を繰くり出して己おのれのメガネの中央を押さえ、そのずれを直しながら一言、「君もね」と言い返す。いったい何のことかと思って振ふり返り、一年乙組の座席を隅すみ々ずみまで見み渡わたせば、一番の危険人物が見当たらなかった。

「工藤くんはどこへ行ったんだい？　まあ、べつに君に見張れとは一言も言ってないけどさ」

　小さく顔をしかめ、灘が訊ねた。もちろん私が知る由よしもない。

「さあ。あ、菅原くんは雨宮さんが来てるからって、会いに行きましたけど」

「雨宮さんというと、ミチザネ氏の秘書で豪ごう雨うを操あやつるあの人かい？」

　つくづく何でも知っている男である。

「いや、べつに来ているなら仕方ない。でも今日は生徒の家族以外、たとえ秘書といえども部外者は立入禁止だよ？　いったいどうやって入ったのだか……」

　校門のところでチェックはしたのに、と彼は腹立たしげに呟つぶやいた。もっとも私に言わせれば、向こうは人外の魔物なのだ。灘の検問をよそに、神しん出しゆつ鬼き没ぼつにパッと校内に現れるぐらい、何でもないように思う。

「まあいい。とにかくミチザネ氏を見つけないといけない」

　だから手の空いている生徒を回してもらいたいのだけど──と灘は座席を眺ながめ回した。そして、すぐにもここにいる面子メンツでは使い物にならないと察したのだろう。眉み間けんに皺しわを寄せ、あーと不満げな声を漏もらす。

「素直によそに移った人達を使ったらどうですか？」

　おそらくいざという時のために、戦せん闘とう面でのサポートが見込める生徒を探しにきたに違いない。しかしあいにく今の乙組に、そんな人材は残ってない。まあ、いるとしても要と菅原は事件の当事者だ。そして当事者を動かさないというのは、この生徒監かん視し委員のポリシーというか、ある種病気のようなものでもあった。

「あいにく今の僕にはその権限がないのでね」

　私の言葉に、灘はこれまた不満げに言い訳をしてきた。

「何しろあの特別編成が祟たたって、体育祭の間は君きみ等らしか動かせない」

　どうにも融ゆう通ずうの利きかない委員会である。いや、この男が委員長を務めている以上、それは必然だろうか。しかし今いま頃ごろ移い籍せきした元乙組達は、鬼おにの居ぬ間とばかりに浮うかれきっているに違いない。

「何をニヤニヤしているのさ」

　要への哀れみの半分でもこの男に分けてやろうか、と考えている私に向かって、灘がその内面に潜ひそむ悪意を逸いち早はやく読み取ってきた。もしや顔に出ていたか。

「ああ、それからもう一つあったんだ」

　そして私を睨にらみついでに一言、彼はそう言ってポケットをまさぐり、何かを摑つかみ出して私に見せた。

　いろんな人間が踏ふんでいったのだろう。足あし跡あとだらけの茶ちや封ぶう筒とうである。そして表にはでかでかと「高浪藍子様」の文字。

「あの、これは……？」

「さっき君の椅い子すの近くでグチャグチャになっていたのを拾ったのさ。まあ、君に来たものだし、君が開けたまえ」

　いや、どう考えても三通目ではないか、これは。しかもついにはっきりと名指しだし。

　私はとびきり嫌いやな顔で封筒を受け取ると、恐おそる恐る中身を取り出した。相変わらず白い紙に、ワープロ打ちの文字が無機質に並んでいる。

　──昼の休きゆう憩けい時間までに一年乙組を三位以内にしろ。さもないと人ひと質じちを殺す。

　いつもながら簡潔ではあった。

　しかし何だかもう、無理難題のオンパレードである。どこの誰だれだか知らないが、どうしてこんなものを私宛あてにしつこく送ってくるのだ。

「また人質か。いったい誰のことだろうね」

「どうでもいいですよ、そんなこと。で、これはどうすればいいんですか」

　激しい疲ひ労ろう感を伴ともなって訊たずねる。だが返ってきたのは、「頑張りたまえよ」という、極きわめて無責任な発言だった。

「さすがに三通目が来るとなると、ただの悪戯いたずらとも思えない。万が一ということがある。だから君は頑張ってみんなのテンションを上げてくれたまえ。この指定された時間までに、乙組が三位に食い込むように、ね」

「いや、でも三位ったって──」

　一学年六クラス。その中で半分以内に食い込めばいいだけだが、それでも今の状じよう況きようではかなり無茶だ。

　私は溜ため息いきをついて乙組に残った面々を眺める。応おう援えん席に残っているごく少数のこのチームで、果たしてどこまで健けん闘とうできるだろう。

　こちらの心配をよそに、すべてを伝え終えた灘は、「ミチザネ氏を捜さがしてくる」と言い残して、校舎の方へ去っていった。結局一人でやるつもりらしい。

　私は脅きよう迫はく状を持ったまま、無言で席に戻もどった。

　まったくもって厄やつ介かい事だらけだった。脅迫状の無茶な要求に加えて、ミチザネの動向も気になるばかり。ついでに妙みような動きを見せていた工藤まで、行方ゆくえを晦くらませていると来た。

「どうしたのよ。どんよりして」

　横の空き椅子に乗っていた萌華が、こちらを見上げて訊ねてきた。そんな彼女に私は黙だまって封筒を突つき付ける。べつに見せて構わないだろう。二通目までの存在は知られているのだし。

「……なに、それ」

　目の前に差し出された砂だらけの巨きよ大だい紙に、萌華は一歩後あと退じさった。

「脅迫状。また来たの」

「また？　ちょっと、中見せなさいよ」

　そう言われて、私は彼女の見やすい位置に中身を広げて置いてやった。萌華はそれをじっと眺ながめていたが、「どこにあったの？」と改めて疑問をぶつけてきた。

「この近くに落ちていたんだって。灘くんが拾って届けてきたんだけど……樋渡さん、何か見てない？」

「見てないわよ。ええと、それじゃぁあなたの椅子の上に置かれた後、何かの弾はずみで下に落ちてたってこと？」

「そうだと思う。ほら、今日は下げ駄た箱ばこに入れても分からないから」

　何しろ校舎に用がないのだから、朝ここへ来て以来、ずっと昇しよう降こう口には行ってない。犯人もそれを知った上で、直接私の席にこれを置いたのだろう。今回宛名を書いたのは、このように落ちても、ちゃんと私のもとに届かせるためだ。

　で、問題はそれがいつか、だ。灘が脅迫状を見つける前に私が応援席を離はなれたのは、朝、彼に菅原のことを話し、そのまま開会式のために校庭に並んで、そこから元の席に戻るまでの間。椅子にはジャージの上着が置かれていたから、相手にとって目印にはなったはずだ。

「ふーん……ま、いいけどさ」

　何事か考えながらも、萌華は割と冷たく答えた。

「で、あなたはどうするの？」

「一応灘くんからは、要求に従うようにって言われてるけど……」

「従うって、それは無茶じゃない？　だいたいこの後借り物競走をやったら、昼前に一年が参加する競技は騎き馬ば戦せんだけよ。団体競技だから勝ちさえすれば得点は大きいけど、数の勝負なのに元の人数が少ないんじゃ、もう最初から捨てるしかない。でもそれだと、借り物だけで勝負を決めるしかないわけでしょ？」

「……だよねぇ」

　それはつまり、結局私が文字どおり頑がん張ばらないといけないわけか。他ほかに出るのは菅原と、あと誰がいただろう。

　早くも事態は暗あん礁しように乗り上げつつあった。こうなったら脅迫状の送り主を突き止めるしかないか。だがそれをやるにしても、肝かん心じんの手がかりがない。灘が気にしていた「人質」の正体でも判わかれば、多少の糸口にはなるだろうか。

　とりあえず、考えてみることにした。

　人質自体は、昨日第二の脅迫状が来た段階で、すでに囚とらわれているはずである。しかし灘は、それらしき人間はいないと言っていた。そして今日、同様に姿を消したと思おぼしき人物も──いや、いるのか。

　まあ、たぶん違ちがうだろう。何しろＰＴＡの会長で災さい魔まの大物幹部なのだし、ジナリゴトをやりに行ってるだけだし。

「やあ、みんな元気？」

　私が推理の迷めい宮きゆうに突とつ入にゆうしていると、応援席の後ろから聴きき慣れた声がした。見れば優である。肩かたにテレビ撮さつ影えいで使うかのような巨大なビデオカメラを担かつぎ、頭にはご丁てい寧ねいにヘッドホンまで装着して、いつもの引き攣つった笑え顔がおで手など振ふっている。

　仕事中ということもあって、ここからトラックを挟はさんで正反対にあるテントの片かた隅すみに、他の運営委員と一いつ緒しよにいたはずだ。勝手にうろついていいのだろうか。

「あ、優ちゃん、順調？」

　雛世が嬉うれしそうに答えた。私もまた軽く手を振ってみたが、ふとその手に封ふう筒とうを持ったままだったことに気付き、慌あわてて隠かくす。

　しかし思えば、その動きこそがまずかったのだろう。優はすかさず淀よどんだ瞳ひとみをカメラ越ごしに輝かがやかせ、ズズイと椅い子すの間に侵しん入にゆうしてきた。

「んー、ランちゃん、今何か隠したでしょ。もしやまた貰もらっちゃった？」

　明らかに内容を勘かん違ちがいしたまま、彼女は競技撮影用のカメラで私の焦あせる顔を覗のぞき込んだ。すっかり私物扱あつかいである。

　そして当然ながら、その騒そう々ぞうしい動きは、周りの注意を嫌いやでも引き付けた。雛世や要、凜に伊織と、乙組の残党が次々とこちらに目を向け、私の手にした封筒に注目する。

　まずい。とりわけ一通目のとばっちりを受けて酷ひどい目に遭あっている要に知られるのが、一番まずい。

「だめっ！　これは見ちゃ駄だ目めなのぉっ！」

　こうなったらお望みどおりラブなレターのふりでやり過ごそう、と私は日ひ頃ごろ出さないような黄色い声で叫さけんでみた。さらに瞳を潤うるませ顔をぶんぶん横に振り、封筒を胸に搔かき抱いだいて優の視線からそれを遮さえぎる。やってて恥はずかしいことこの上ない。しかも私の乙女おとめチックな振る舞まいを前に、はっきりと何人か引いているし。

　こうなったらついでとばかりに、力んで頰ほおも赤らめてみた。もっとも無理に力んだものだから、すぐに血が蒼あおい方向へと逆流していったが。

「ほほう、隠しますか。そうですか。まあいいけどさ。せめて誰だれから貰ったかぐらいは知りたいな」

　それは、むしろ私が知りたい。

「まあいいや。昨日の首しゆ尾びと併あわせて、この体育祭が終わったらたっぷり聞かせてもらうからね」

　そう言って優は再び怪あやしい笑みを浮うかべた。だがそれも束つかの間、彼女のヘッドホン越しになぜか楓の喚わめき声が聞こえてきて、その顔も鬱うつ陶とうしげに変化する。

「あー、分かりましたよ。ちゃんと撮とるから。うん」

　どうやらあの耳当て、カメラのマイクとは何の関係もないらしい。おそらく仕事をサボっていたせいで、どこからか見ていた体育祭運営委員長に叱しかられたに違いないのだ。

「それじゃ、また後でね」

　散々場を搔き回すと、優はもう一度手を振って、またテントに戻もどっていった。

　これで一安心とホッとする。だがそんなせっかくの安あん堵ども長くは続かないらしい。

『借り物競走に出場する一年生の生徒は、入場門前に整列してください──』

　それは、無情なほどに早い招集令であった。

　とりあえず封筒をジャージのポケットに隠し、入場門まで突つっ走ってきた私が見たのは、すでに待機済みの菅原の姿だった。ちなみに残る走者は、メイドが一人に天使が一人。何だかもたついていたので、こうして先に来てしまったのだが、おかげで彼と二人で話す機会は得られたわけである。

「戻って来ないかもって、心配してました」

　菅原の隣となりに立ち、私は小声でそう言った。

「お前がか？」

「私もですけど──犀川さんも」

「そうか。……まあ、一応な」

　走らないとあいつがいろいろ言うだろうし、と彼は不服そうに答えた。やはり要がこの体育祭を楽しんでいることを、彼なりに意識しているのだろう。

「雨宮さんには会えたんですか？」

　私は話題を変えることにした。もっともこちらが本題ではあったが。

「ああ。けど、ちょっと問題があってな」

　後でまた行くさ、と彼は続けた。そして目の端はしに駆かけ寄って来る残る二人の走者を見つけ、押し黙だまる。あまりに短なやり取りの中で、特に大きな進展は見み出いだせないまま、やがて新たな入場行進曲が始まった。

　一つ気になったのは、彼の言う「問題」である。しかしそれをもう一度確かめる時間は、私には与あたえられなかった。

　一番走者だったのだ。

　そして競技が始まった。そこでの私の活かつ躍やくぶりは、敢あえて触ふれずともよいと思う。とにかく頑がん張ばったのだ。

　頑張って「ピストル」と書かれたメモ片手に、強こわ張ばった顔で応おう援えん席の凜のもとへ走り寄り、無言でスターターの方を指差されて冷や汗あせのまま逆走。その後どん尻じりでゴールイン。全校に注目されながら動どう悸きを荒あらくしてビリの旗の後ろに着いたが、この心臓の鼓こ動どうは、決して全力で走りきった証あかしではない。

　今度やったら覚かく悟ごはできてるわね、と後で凜に凄すごまれたのは言うまでもなかった。菅原とは違って、「殺し屋」という危険な正体を完かん璧ぺきに隠しきっているこの少女は、その秘密を知る私にとって大きな不安材料の一つであった。

　そんな中、菅原が見事一位でゴールし、ようやく乙組に得点をもたらしてくれたのは、不幸中の幸いだった。メイドと天使もそれなりの健けん闘とうを見せ、少なからずポイントにはなった。何だかんだで私一人が役立たずだったのである。

「ま、しょうがないんじゃない？　ピストルなんてスターターしか持ってないんだし。逆走前提のハズレを引いたんだから、運の問題よ」

　戻った私を、萌華はそう言って励はげました。

「でも瑪瑙さんは関係ないでしょ、ピストルとは」

　ついでにそんなことも言われたが。

「さて、これで残るは騎き馬ば戦せんね。無む謀ぼうだけど、菅原くんのおかげで一応三位以内に入れる可能性は出てきたわ」

「樋渡さん、何かすごく盛り上がってない？」

　校舎の窓からぶら下がった得点板を睨にらみ付ける萌華に、私は言ってやった。体育祭なんか潰つぶしてやるとばかりに署名に協力していた先日とは、もはや大おお違ちがいである。

「悪い？　べつにいいじゃない。それに、あなただって勝ちたいんでしょ？」

　いや、開き直られても困るが。

「とにかく騎馬戦のルールをもう一度チェックしましょ。ちょっとみんな、いい？」

　そして体に似合わぬ大声で周りに呼びかける。本気で気合い充じゆう分ぶんである。しかしそれに反して集まった生徒といえば、当然ながら実にまばらだった。

　だいたい私を除いても十二人。しかし菅原は競技が終わるや再び姿を消してしまったし、優は相変わらずの撮さつ影えい係。そして工藤も戻ってない。雛世や要はやる気を見せて率そつ先せんして近寄ってきたものの、逆に私への殺やる気しかない凜などは詰つまらなそうにそっぽを向いている。これで本当に作戦会議になるのか。

「いい？　みんなは今年入ったばかりだから知らないだろうけど、うちの騎馬戦はちょっと特とく殊しゆなの」

　留年しているのをいいことに、萌華は椅い子すの上で仁に王おう立だちになって威い張ばりながら、さっそく解説を始めた。

「騎馬は四人一組。一人が上で、あとが下。これは普ふ通つうだから分かるわね？　で、全員が騎馬を組んだら、各自スタート地点に着いて、合図と同時に戦せん闘とう開始。これは一年全クラス同時参加の大乱闘よ。騎馬が崩くずれるか、頭の鉢はち巻まきを取られたらそこで失格。これも普通ね」

　普通なことばかりである。いったいどの辺が特殊なのだろう。

「──五分後、作戦タイムが入るわ」

　だが萌華は得意げに前まえ髪がみを搔かき上げ、ようやく話の核かく心しんに触れた。

「残騎は一度スタートに戻って、クラスで残った人員内で騎馬の組くみ換かえができるの。ここが重要よ。自分達の相あい性しようと敵の出方。それぞれ充分考えて、新たに騎馬を編成、再戦、という流れになるわけ。あとは最後まで戦い抜ぬくだけ。最終的には全ぜん滅めつしたのが早いクラスから順に六位、五位と来て、最後まで残れば無事一位」

「じゃあ頑張って絶対一位だね！」

　萌華の言葉に、無む駄だに気合の入った要が大きく頷うなずいた。

「……うーん、二位でもいいけど」

　それに対する萌華の微び妙みような答えこそ、どうやらあの脅きよう迫はく状の条件を満たすボーダーラインのようだった。

　しかし──数の勝負である。果たしてそこまで生き残ることなどできるのだろうか。

　参加するクラスは一年の六クラス。各クラスの生徒はだいたい三十人前後だから、四で割った場合、一クラスにつき七、八騎の騎馬ができる計算になる。そして敵は五クラス分。つまり彼らの相打ちを無視して見れば、三十五から四十ほどの騎馬を相手にすることになる。

　だが私達はといえば、優を戻もどしてようやく十三人。つまり最初から作れるのは三騎分だけだ。三対四十。どう考えても駄だ目めすぎる。

　萌華の説明によれば、最初に溢あぶれた端は数すうの人間は、組換えの時に加われるようだった。まあ、覚えておけば多少の足しにはなるだろう、と思いつつ、私はいま一度乙組の面々を確かく認にんする。

　工藤と菅原がいなかった。いや、これは元から知っていたが──。

「まずいんじゃない？」

　同じことに気付いたのだろう。要の顔色が変わった。

「このままだと、二騎しかできないよ？」

　そう、たった二人欠けただけで、勝利はさらに程ほど遠くなる。何とも不自由な競技だ。

　要は「稲美を捜さがしてくる」と言って、急いで走り出そうとした。だがそれを放ほうっておくわけにはいかない。何しろ向こうは雨宮のところにいるわけだし、その雨宮は要の敵だ。このまま要と菅原が接せつ触しよくすれば、彼の正体もばれかねない。

　果たして隠かくしとおすことに何の意味があるのか。一いつ瞬しゆん疑問に思ってもみたが、とりあえず私は「ちょっと待って」と叫さけび、彼女の動きを制した。

「犀川さんは、その……どう騎馬を組むか考えててくださいよ。私が代わりに捜しますから」

　相変わらず不自然な言い訳しかできない自分に嫌いや気けが差した瞬間だった。

「でも工藤くんのことも捜さなきゃいけないんでしょ？　一人じゃ間に合わないよ」

　案の定、要は言い返してくる。そうなのだ。菅原か工藤、最低でもどちらか一人は連れ戻さなければ、三騎の騎馬は完成しない。

　私は手持ちのプログラムと時計とを照らし合わせた。すでに十時半。そして騎馬戦の開始予定時刻は十一時。この広い学校中を自分だけで二人捜すには無理がある。

「──私が行くわよ」

　不意に萌華が、要に向かってそう言った。

「最悪、犀川さんが戻ってくる前に始まっちゃったら大変でしょ？　でも私は選手じゃない。だから私が行けばいいのよ。ほら高浪さん、ちょっと運んで。あなたなら犀川さんよりは戦力にならないから、万が一いなくても大だい丈じよう夫ぶだし」

　さっきの励はげましは何だったのかと問い詰めたくなるほどの、ろくでもない言われようである。ていうか、私が運ぶのか。今日はすっかり彼女の世話係だ。

　私は萌華を肩かたに乗せて立ち上がると、それじゃあ行ってきますと断って、応おう援えん席を離はなれた。しかしこのまま手分けするとして、この小さい人を一人にしてしまっていいものか。

「ちょっと保護者席の方に回ってくれない？」

　とりあえず闇やみ雲くもに走ろうとした私に、萌華はすかさず指示を出してきた。保護者席といえばここから右側、応援に来た生徒の家族が集まっている南校舎前の一角である。ちょうど東校舎前に位置する教員やＰＴＡ関係者のテントの隣となりでもあるが、ここから遠目で見る限り、そこにミチザネの姿はやはりない。

「あとさ、人ひと質じちって誰だれだと思う？」

　言われるままに向きを変えた私に、萌華がついでのように質問してきた。

「さあ、そう言われても……」

「分からないの？　あなたの脳ならこういう時役立つと思ったんだけど」

　それは誤解である。私は事件に巻き込まれることこそ多いが、解決はしてない。解決するのは、あくまで灘の役目だ。

「単に行方ゆくえ不明ってだけなら、菅原くんか工藤くんよね。でも菅原くんは災さい魔まなんだし、あり得ないでしょ。工藤くんは……あるかもしれないけど」

　いや、それこそない、と私は心の中で萌華に言い返した。もちろん口にはしないが。

　保護者席に着いた私は、萌華に言われるままに歩き回り、やがて一人の人物の前で立ち止まった。まだ若い青年である。片かた隅すみに目立たぬようにしてひとりぼんやりと座っていた彼は、萌華に呼ばれて振ふり返り、妙みように生気のない感じでゆっくりと立ち上がった。

「これ、うちの兄貴」

　萌華が青年を紹しよう介かいした。私は「どうも」と頭を下げたが、向こうは妹に促うながされて、ようやく無言で頭を下げただけだった。

　ともあれ、どうやら彼を使って探たん索さくに向かうつもりらしい。私は納なつ得とくして、この陰いん気きな兄に萌華を托たくすと、「菅原くんの方を頼たのむね」と言ってそのまま校庭を回り始めた。

　実のところ、工藤は菅原以上に問題である。しかも放っておけば本気で何をしでかすか分からない。あまり他ほかの人間に彼のことを任せる気にはなれなかった。

　小走りで応援席の外を二周してみたが、工藤はおろか菅原すら見つからなかった。ここにいないとなると、次は校舎だろう。ちょうどテントの近くにいた私は、手近な東校舎でスリッパに履はき替かえて中に入った。

　外から聞こえる華はなやかな行進曲とアナウンスをよそに、校舎内はひっそりと静まり返っていた。静かでありながら、廊ろう下かの窓から差し込む光は温かく、まるで眠ねむれる巨きよ大だいな生き物の体内にいるかのような錯さつ覚かくを覚える。

　ただ、この表現。今後の展開によっては洒落しやれにならなくなるわけだが──。

「あら、高浪さん」

　ひと気を探さぐりながら廊下を歩いていると、突とつ然ぜん後ろから声をかけられた。

　見れば廊下の真ん中に楓が佇たたずんでいる。こちらも灘同様、ジャージではなくいつものブレザー姿で、初めから競技には参加する気なしと言わんばかりである。

「ちょっといいかしら。あなた、東城を見なくって？」

　顔に微かすかな苛いら立だちを浮うかべながら、運営委員長のお嬢じよう様さまは訊たずねた。

「東城くん、いないんですか？」

　何だかいつもベッタリなのに、珍めずらしいこともある。それにあんな大きなもの、よく見失ったと思う。私は半ば感心し半ば呆あきれながら、楓に訊ね返した。

「見ればお分かりでしょう？　いないのよ。まったく、この忙いそがしいのにいったいどこへ……」

「あの、もしかして応援席じゃないんですか？　乙組じゃなくて、移い籍せき先の方の」

「そんな所、とっくに捜してますわ。馬ば鹿かにしないでちょうだい」

　べつに馬鹿にしているわけではない。どうにも機き嫌げんの悪い相手は困る、と辟へき易えきしながら、私は苦笑いを浮かべてその場をやり過ごした。

　楓は手がかりなしと見たか、失礼するわ、と言い残してすぐさま立ち去っていった。

　何だか行方不明者ばかりだ。本当にこの中に人質がいるのか。もっとも、東城がそれということはまずないと思うし、思いたいが。

　一階をざっと探索し終わり、二階に上がる。相変わらず人の気配はない。得点板を操作する運営委員は、反対側の西校舎にいるから、こちらは静かなものだった。

　いや、それにこの辺は人が来ないのか。

　この東校舎には、音楽室や美術室といった、主に普通の教室以外での授業に使われる特別教室が集中している。ついでに普ふ段だん私が居座っている図書室などもあるが、どのみち特に必要がない限り、わざわざこちらに足を運ぶ者はないだろう。

　まあ、逆に言えば、人目を避さけて何かするなら、この辺りに潜ひそんだ方が好都合なわけだが。

　一応そんな推理をしてみたものの、何も成果を得られぬまま、さらに三階へと続く階段を上がる。あまり悠ゆう長ちようなペースではいられない。どうせ誰もいないのだから急いで回ってしまおうと、私は歩調を速めて、半ば走る形で上り切ろうとした。

　その時である。ふと、話し声が聞こえた。

　ここから垂直に折れた先、三階の廊下だ。どうやら男数人で何か話しているらしい。会話の内容までは聞き取れないが、しかし一人の穏おだやかな声には聞き覚えがあった。

　これは──ミチザネではないのか。

　確かめようと、私は壁かべの陰かげからそっと頭を突つき出す。まっすぐな廊下の先に、案の定災魔の大物幹部の姿が見えた。

　特に開会式の時と変わった様子はない。相変わらず背広姿のままだ。ジナリゴトの最中なら、てっきり平安貴族風の「正装」に戻もどっているかもと想おもったのだが、そういうわけでもないらしい。

　周りにはビジネスからカジュアルまで様々な服装の男達が立ち、ミチザネから何やら話を聞いているようだった。誰だれだろう。新たな手下か。

　考えてみれば今はナマズを復活させ日本を滅ほろぼすという一大作戦の真っ最中。いくら大物幹部とはいえ、秘書以外に誰も連れてないということもないだろう。

　してみると雨宮も近くにいるのか。それに、菅原も。

　もっとよく声が聞き取れないものかと、私はさらに耳を澄すませた。こうなると外からの音楽が邪じや魔まで仕方ない。そんな苛立ちを軽く覚えるあまり、どうやら身を隠かくす方が疎おろそかになってしまったらしい。

「──誰だ」

　気が付けば、男達の視線がしっかりと私の頭を捕とらえていた。

　しまったと思っても後の祭りである。とりあえず再び頭は引っ込めてみたものの、すかさず一人がこちらに駆かけ寄ってきて、慌あわてて逃にげ出そうとした私の後ろ襟えりをしっかりと摑つかんだ。

　同時にドアの開閉音が響ひびいた。ミチザネはどこかの部屋に入ってしまったらしい。

「ここの生徒か」

　怯おびえる私を摑んだまま、男がよく通る声で囁ささやいた。

　ミチザネ同様背広姿である。凹おう凸とつに乏とぼしい顔と、そのネクタイを留める不気味な蛇へびのアクセサリーが特とく徴ちよう的だった。

「この辺は立入禁止だ。生徒は校庭に戻りなさい」

　まるで教員のような口くち振ぶりだ。しかしこんな人間、今まで職員室で見た覚えはない。

　私が頷うなずくと、ようやく男は手を放して、その足を階段の上に向けた。ミチザネのもとには戻らないのか、そのまま四階へと上がっていく。私は男が踊おどり場の向こうに消えるのを待って、ようやく息をついた。

　さて、どうすればいいだろう。素す直なおに立ち去るか、それとも男を追うか。あるいはミチザネの居所を突き止めるか──。

　もう一度廊下に目をやったが、すでに人ひと影かげはなかった。いったいあの幹部は、どの部屋に姿を消したのか。そして私の推理が正しければ、その部屋こそジナリゴトがおこなわれている現場に違ちがいないのだ。

　そう、これは見み極きわめておく必要がある。

　私はスリッパを脱ぬいで手で持つと、足音を立てぬよう注意を払はらいながら、素早く廊ろう下かに向かった。何か儀ぎ式しきをやっているなら、物音ぐらい聞こえそうなものだ。再び耳を澄ませ、ただしいざとなればすぐに逃げ出せるよう注意は払いながら、辺りの様子を窺うかがう。

　この辺にある部屋といえば、美術室に視し聴ちよう覚かく室、パソコンルームに、それらの準備室だ。しかしここからでは、どういうわけだかまったく何も聞こえない。

　変だ。ミチザネは確かに、この階のどこかに潜んでいるのだ。

　そんなことを考えながら廊下を進んでいく。突き当たりは別べつ棟むねへの直角に折れ曲がった連れん絡らく通路になっており、その手前はもう一つの階段。そこへ辿たどり着くまでの間に何もないはずがない。

　と、その時である。前方の階段から突とつ然ぜんでかい影がヌゥと現れ、私の心臓を跳とび上がらせた。

　東城功だ。楓が捜さがしていた無言の従者は、こんな所をうろついていた。

　彼は私を見ると、やはり黙だまったままのしのしと近付いてきた。思わず後あと退ずさりそうになる。それほどまでに一対一で出会った彼は威い圧あつ的で、また得体の知れない恐きよう怖ふを伴ともなっていた。

　大きな手が差し伸のべられ、私の左ひだり肩かたをしっかりと摑んだ。思わず彼の顔を見て、何をするのかと目で訴うつたえる。しかし東城はいつもの無表情のまま、その手を滑すべらせる形で二の腕うでの方に回らせ、完全に私を逃がさないよう確保した。

「あの、何……ですか？」

　恐怖のあまり、嚙かみそうになる。

　彼は、やはり答えなかった。

　体が引きずられる。この大男は私の腕を摑んだまま、どこかへ連れて行こうと考えているようだ。いったい何をされるのか。いくつかのパターンが次々と頭の中に浮うかび上がるが、そのどれもが悲ひ惨さんなのは言うまでもない。

　足を踏ふん張って抵てい抗こうしようにも、力の差がありすぎてとても敵かなわなかった。そして最後の手段にと上げようとした悲鳴は、すぐさまもう一方の巨きよ大だいな手の平に押さえられ、その出口を失った。

　東城は私を引きずって階段へ戻ると、そのまま四階まで引っ張り上げた。それから辺りを見回し、珍めずらしく機き敏びんな動作でその足を連絡通路に向ける。どうやら南校舎の方に移るつもりらしい。例の会議室や生徒指導室もある、生徒よりもむしろ教員が利用することの方が多い建物だ。

　やがて歩調が緩ゆるまり、一つの部屋の前でようやく彼は立ち止まった。

　放送室である。校内放送の際に教員や生徒が使うが、マイクなど音おん響きよう関係の道具の置き場所でもあった。

　無言のまま、扉とびらが開かれた。

「やあ、やはり来たね」

　そう言って私を迎むかえたのは、あろうことか本来私の捜していた張本人──工藤スグルだった。

　脱いだジャージの上着を肩に掛かけ、放送用機材のコントロールパネルの前に椅い子すを置いて座る彼は、優同様、頭に着けたヘッドホンを片手で押さえながら、もう一方の手をこちらに向け、中に入るよう手招きしてきた。

　東城が私を部屋に押し込む。数々の音源を納めた周囲の棚たなに圧あつ迫ぱくされ、生徒指導室よりもはるかに狭せまい様相を見せるその空間に、体が投げ出された。

　外側から扉が閉まった。東城は、中には入らないようだ。

「手て荒あらなことをして悪かったね。しかしあの召使いには見張りを頼たのんでおいて正解だったよ。君が現れたら僕のもとへ連れてくるよう言っておいた。そうしたら案の定だ」

　そう言って工藤はいつものように可笑おかしそうに微笑ほほえみ、その目を近くに置かれた小型簡易モニターに向けた。そこには今おこなわれている体育祭の映像が映し出されている。そして近くのＣＤプレイヤーから小音量で流れてくるのは、外でかかっているのと同じ競技用のＢＧＭ。おそらくこのモニターで外の進行を確かく認にんしながら、ここでＤＪよろしくＣＤを交こう換かんしていたのだろう。

　完全に運営委員の仕事だ。東城はともかくとして、工藤はなぜ、ここで楓の手伝いなどしているのか。

「この映像──あの記者のビデオカメラに繫つながっている」

　画面を凝ぎよう視ししながら、工藤はいちいち説明など始めた。ちなみに「記者」とは優のことだ。この黒幕の話を聞く場合、そこに上る人物を連想するのは、一年乙組という特とく殊しゆなクラスの生徒に限り、ある意味簡単なことではあった。

　それはともかく、彼がこの映像を見ていたというなら、さっきの私の恥はずかしい演技も見られていたわけか。それは辛つらすぎる。

「それで、この校舎に何の用だい？」

　だが工藤はそこに触ふれることなく、すぐさまこちらの事情を探さぐってきた。

「工藤くん……どうして私が来るって判わかったんですか？」

　答えにはなってなかった。しかし気にはなる。私は彼の座る位置から距きよ離りを保ったまま、改めて訊たずねた。

　脅きよう迫はく状さ、と彼は答えた。
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「これを見ていたら、君がまた脅迫状をもらったのが判ってね。そこで考えたのさ。君はこういう時、真っ先に僕を疑うだろう？　いや、それについて責めるつもりはない。当然の判断だ。そして君は真相を確かめるために僕を捜す。校庭で見つからなければ校舎の中へ。一階で見つからなければ二階へ、そして三階へ──」

　どうだい間ま違ちがってないだろう、と彼は笑いながら説明した。

　間違っていた。珍しいことだ、と私は思った。

「違いますよ。工藤くん、もうすぐ騎き馬ば戦せんが始まるんです。だから連れ戻もどそうと思って、こうやって捜しに来たんですよ」

「騎馬戦？　しかし人数は足りているだろう。僕を除いて十二人。ちょうど四で割れる数字だ」

「そりゃ、みんな揃そろってれば苦労はしませんけどね。菅原くんが──」

「……あのスパイか。彼がどうしたんだい？」

　これまた珍しく、工藤は菅原の動きについて何も知らないようだった。いや、もちろん黒幕とて人間だ。人間でない連中の暗あん躍やくを最初からすべて把握しているわけがない。だから納なつ得とくはできるのだが。

「話しませんよ」

　私は首を横に振ふり、言ってやった。だいたいこの男には諸もろ々もろの前科がある。わざわざ災さい魔まの計画のことを教えて、それを悪用されたりしたら、堪たまったものじゃない。

　とにかく行きましょうよ、と私は工藤を促うながした。彼はモニターを見やり、ＣＤの交換時がまだ先であることを確かめると、軽く機材のスイッチをいくつか弄いじってからヘッドホンを外し、大たい儀ぎそうに立ち上がった。

　ドアを開けると、そこから離はなれた形で東城が突つっ立っていた。工藤は彼に「あとをよろしく」と言い残して、私より先に廊ろう下かを歩き始めた。

　慌あわてて後を追う。もっともその足取りは緩ゆるやかで、私はすぐに追い越こしそうになってしまったが。

「工藤くん、どうして東城くんと一いつ緒しよにいたんですか？」

　数日前にもそうだったな、と思い、私は訊ねてみた。

「話さないよ」

　彼は意地悪に笑い、答えた。

「まあ、僕とて人様の役に立ちたいと思うことはある。そういうことさ」

　何だかこの男の口から出るには、あまりに胡う散さん臭くさい台詞せりふだった。

　それから私と工藤は黙だまったまま、連れ立って階段を下りていった。灘に比べると、やはりこちらとは必要以上の会話が続かない。どうしてもその一言一言の裏に隠かくされた意味を考え、故ゆえに身構えてしまうのだと思う。

　だから相手の方から何か仕し掛かけてこない限り、私は迂う闊かつに口を開くことができなかった。

「ところで──」

　ちょうど階段を下りきったところで、ようやく固まっていた空気が動いた。

「あの後、何も起きなかったかい？」

　それは、実に漠ばく然ぜんとした質問だった。

　何のことだろう。「あの後」と言われても、何しろ日々関かかわる騒そう動どうが多すぎて、どれのことだか皆かい目もく見当もつかない。何か答えようにも言葉に詰つまり、私は首を傾かしげてみせる。

「大だい邪じや神しん事件の時のことさ」

　工藤は改めて、私に解るよう具体的に言い直した。

　大邪神事件──。つい半月ほど前に起きた出来事である。詳しよう細さいは省くが、まあ、内容はその呼び名から推おして知るべし。とにかくあの事件では、校舎の一部が崩ほう壊かいするという判りやすい被ひ害がいの方が目立ったが、その裏でもう一つ、どうにも不可解な謎なぞが並へい列れつして進む形になった。

　一年乙組を作った組織の存在。それが問題の核かく心しん部分であり、この黒幕が影かげで追っている最大の謎だった。

　ちなみにこの件については、灘は関わってない。だから工藤と私だけが知っている。

　いや、私が知っているというのは、厳密には正しくないかもしれない。何しろあまりに突とつ飛ぴすぎて、こちらが状じよう況きようを吞のみ込む間もないうちに、あの事件は幕を下ろしてしまった。

「あの時僕は、委員長を誤ご魔ま化かすことに専念しすぎた。おかげで結局摑つかめそうだった手がかりを、最終的には逃にがしてしまった。だから一つ収しゆう獲かくがあったとすれば、君なのさ」

　私を見詰つめ、工藤はその薄うすい色の瞳ひとみも露あらわに、まるで舐なめ回すかのように囁ささやいた。

　外から微かに聴きこえる行進曲が逆に静せい寂じやくを醸し出し、その囁きをはっきりと浮うき上がらせ、私の耳にこびり付かせる。

　思わず一歩、後あと退じさった。

「そう、君を巻き込めたことこそ大きな収獲だ。君が少なからずこの問題に関わったことで、彼らは嫌いやでも君に注目せざるを得なくなった。となれば彼らが君に接せつ触しよくしてくることもあり得ると思ったわけだが──」

　どうだい、と工藤は再び訊たずねた。

　私は数秒ほど身を硬こう直ちよくさせ、それからもう一度、ゆっくりと首を傾げた。

　果たしてこんな仕草だけでこの男を誤魔化せるだろうか。何しろ私は、あの後確かに問題の「彼ら」と遭あったのだ。

　もっともあの遭そう遇ぐうは、軽くすれ違ったも同然ではあった。だから私は深く考えまいと思い、そのことは今まで伏ふせてきたわけだが。

「工藤くん、この話……どこまで信じればいいんでしょう」

　やはり素す直なおに頷うなずき難がたいのは事実なのだ。私はそう言って、困こん惑わくの表情を浮かべた。

「工藤くんは乙組が意図的に作られたクラスだって言いますけど、それが本当なのか、私には判わからないんです。何しろ確かめようもないですし──」

　実際には一度確かめた。問題の組織の一員と思おぼしき人物に訊ね、はっきりと答えを得た。だが。

「それにほら、菅原くんとかの例もあるでしょう？」

　菅原は、要を倒たおす目的で自発的に乙組に潜もぐり込んでいる。そこに第三者の意図などないはずだ。だから必ずしも全員が全員、どこかの一組織の陰いん謀ぼうのもとに集められたというのは、あり得ないのではないか。

「構図を考えてみれば解わかることさ」

　だが工藤はそう言って、やはり低く笑った。

「あのスパイは魔ま法ほう少女を倒すために、うちのクラスに入ってきた。言わば魔法少女の付属品のようなものだ。見れば解ると思うが、一人の特とく殊しゆな生徒には、さらに何人もの特殊な人間が付いて回る。確かに彼らのすべてが生徒としてクラスに収まるわけではない。しかし少なからず、関わりのある人間は集まってくる。類は友を呼ぶというやつさ」

　魔法少女を狙ねらうスパイはその例だ、と彼は言った。

　勇者とそれを慕したう異世界の姫ひめ君ぎみ。やたらと女子を惹ひき付けて止やまないぼんくら少年と、それにベッタリの妹。黒いお嬢じよう様さまに灰色の従者──。言われてみれば、工藤の言う類友の関係にある生徒は、乙組内でいくつか見られる。

　それだけではない。うちのクラスに在ざい籍せきこそしていないが、サイキッカーを保持している超ちよう国家組織の人間や、ロボット乗りをライバル視して挑ちよう戦せんしてくる敵のロボット乗りなど、確かに乙組生徒の周りには、その同類と呼んで差し支つかえない者がうようよしていた。

「つまり最初から全員を集める必要はない。一部を集めれば、三十人は軽く集まるわけだ」

　そう結論付けた工藤の喩たとえは、まるで害虫駆く除じよ用具の煽あおり文句のようだった。

　最後になって締しまりのない感想を抱いしまった私は、ついでにもう一つ、気になったことを訊ねようと、思い切って口を開いた。

「工藤くん、もしそれが正しいとして、一人例外がいると思うんです」

　──私はどうなんでしょう。

　そう言おうとした。

　このタイミングで人さえ来なければ、確実に声に出していたところだった。

「何だ、こんな所に二人していたのか」

　だがそんな聞き覚えのある声が、無情にも最後の問いかけを中断させる。私は口を噤つぐみ、声の主である灘の姿を求めて、ゆっくりと首を巡めぐらせた。

　彼は校舎と校庭とを繫つなぐ通用口の所に立っていた。ちょうど顔を覗のぞかせたらしい。私に言われたくはないだろうが、どうしてここまで間の悪い時に現れるのだろう。

「何をしていたのさ」

　灘は不ふ審しんげに眉まゆを顰ひそめ、そう訊ねた。私にではない。私の横にいる黒幕に、である。

「いやべつに。彼女が僕に競技に戻もどるよう言ってきたから、それに従ってついてきたまでのことさ。君に怒おこられるようなことは何もしてないつもりだよ、委員長」

「まあ、それなら構わないけどね。しかし、高浪さんが来るまでは何をしていたんだい？」

　そう質問した灘は、完全に工藤のことを疑いの目で見ているようだった。無理もない。何しろ彼は、この黒幕には散々苦労させられている。それに工藤の方も、自分は疑われて然しかるべきだ、と開き直っていた。

　もっとも、それで工藤が動じるはずがなかった。彼には歴れつきとした仕事があったのだ。

「体育祭運営委員の手伝いさ。この受難もそれは見ているはずだが、何か問題かい？」

　そう堂々と答えた黒幕を前に、灘は顔をしかめ「べつに」と一言呟つぶやいた。しかし決して納なつ得とくがいったわけではないのだろう。すぐさま胸ポケットから手帳を取り出し、そのページを繰くり出す。過去の記録を漁あさっているのか。いったいいつのだ。

「君は運営委員ではないはずだよ、工藤くん」

　それが、彼の反論の第一手だった。

「もちろん手伝うのが悪いと言うつもりはないけどね。君は先日、僕が鬼灯さんの使い込みの件で会議室で話し合っている時も外にいた。しかも東城くんと一いつ緒しよにだ。いったいいつから君きみ等らがつるんでいるのかは知らないけど、なぜそんなことをしているのか。気になるのさ」

　もしかしたら──と灘は手帳から顔を離はなし、その目を工藤にまっすぐ向ける。

「今回の体育祭で用意された特別クラス編成。あれは君が作ったものじゃないのかい？」

　不審げに、しかしはっきりと確信はした上で、彼は言った。

「あれは鬼灯さんが作ったんじゃないんですか？」

　不思議に思い、私が訊たずねる。しかしそうは言ったものの、楓が作ったという証しよう拠こはどこにもない。むしろ配ったプリントを確かめた時の彼女の「大だい丈じよう夫ぶそうね」という発言が、ここで大きく脳のう裏りに浮うかび上がる。

　そう、あれは鬼灯楓の仕事ではないのだ。何しろ彼女は──。

「鬼灯さんが自分で働くはずがないだろう」

　灘は「お嬢様」の性格を見み抜ぬいた上で、きっぱりと断言した。

　間ま違ちがいない。何をするにも東城任せの彼女は、明らかにこのクラス編成を手がけてはいない。

「もちろん東城くんということもないはずさ。彼は働き者ではあるけど、こういった頭を使う仕事には向いてない。だいいち考えてみたまえ。鬼灯さんと東城くんは、それぞれ別々のクラスになっている。自分の主人に盲もう目もく的に付き従っている彼が、自ら進んでそんな編成にすると思うかい？」

「しない……ですよねぇ。たぶん」

　となると、主従の二人は外れる。ならばあとは楓達に付きまとっていた工藤こそが怪あやしくなる。クラス全員の能力を把は握あくした上でそれを分断。しかも計算ずくとしか思えないほどの巧こう妙みようさで乙組の優勝を無む謀ぼうなものに変えてしまう。まさに彼の仕事としか思えない。

「おそらくこれが最も自然な答えだよ。どうだい、工藤くん。まあ、君がこんなことをした理由は判わからないけど、どうせ君のことだ。また何かよからぬことを企たくらんでいるのだろう。さあ、いったい何が目的なのか、そろそろ話してくれたまえ」

「いや委員長、今さらそれはないと思うがね。目的なら解わかっているだろう。クラスの戦力を分断する──。それが答えさ」

　工藤の答えは、楓が最初にクラス中を前にして言った内容と、まったく同じだった。

「確かに編成を手がけたのは僕だ。認めよう。しかし作業を頼たのんできたのはお嬢じよう様さまの方さ。僕はこれを利用して悪事を働く意思は毛頭ない。君の考えすぎだ」

　ニヤリと笑い、彼はすべてを否定するように首を左右に振ふってみせた。どうにも納得できない展開だった。

「さて、いい加減行こうじゃないか。騎き馬ば戦せんが始まってしまうよ」

　そして私の方に向き直り、そう促うながした。

　灘にミチザネの居場所を伝えるタイミングは、すでに失われていた。
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　いろいろ揉もめに揉めたものの、結局騎馬は無難に男女別で組むことになった。これで女子二組に男子一組。全部で三騎が出来上がる計算だ。

　もちろん全員が揃そろったことを見み越こした上での決定だったが。

　休む間もなく進んでいく競技を横にもじもじしながら、要は藍子達の帰りを待ち続けていた。あまりにもじもじするので、雛世に「トイレ？」と訊きかれてしまったものの、強こわ張ばった笑えみしか浮かべられない。そんな余よ裕ゆうのなさに自分で呆あきれていると、萌華がこちらの太ふと腿ももをちょいと突ついてきた。

「リラックスしなさいって。あなたが焦あせったら、他ほかのみんなも焦っちゃうのよ？」

「うん……そうだよね」

　深呼吸だね、と言って、要は大きく息を吸った。しかしどうにも不安のあまり、今度は吐はくことを忘れて固まってしまう。そんな姿に萌華が一つ、代わりに大きな溜ため息いきをついてくれた。

　運動神経のこともあって、要は騎乗で決まっていた。それを担かつぐのは、前列には戻もどってきた優。後列に雛世と、そしてこちらはいまだ戻ってない藍子だ。残る女子四人もあれこれ相談した上で、一番何かやってくれそうな科学者の伊織が騎乗し、残る三人がそれを担ぐ形になった。もっとも、その後列に回った瑪瑙凜のテンションの低さだけは、どうしても手の施しようがなかったけれど。

　あとは男子だ。しかし、おそらく一番騎乗に相応ふさわしいと思われる人間は、まだ戻ってきていなかった。

「あー、そりゃ、菅原くんを見つけられなかったのは申し訳ないと思うけど……」

　萌華が頭を搔かきながら、済まなそうに言い訳する。

「でも工藤くんが帰ってくれば大丈夫よ、きっと。ああもう、高浪さんったら何をグズグズしてんのかしら」

「大丈夫だよ、萌華ちゃん。稲美の分までみんなで頑がん張ばろうね」

　要はそんな萌華に笑顔を向け、にっこりと元気印を出してみせた。

　もちろん稲美が来ないのは気になった。またもトイレだと言って再び姿を消してしまった彼は、結局あれから全然戻ってこない。ギリギリでもいいからひょっこり現れてくれると信じてはいるものの、彼の行動パターンからして、こうなるとまず帰ってこないのは充じゆう分ぶん知っていた。

　時々急にいなくなるのだ。もちろん要だって変身する時は無理矢理にでも人目から離はなれる。だから人のことは強く言えないけど、だからこそ稲美が心配だった。

　──まったく、みんなに隠かくれて何をやっているんだろ。

　思えば借り物競走の時に戻ってきたのは、奇き跡せきだったかもしれない。

「あ、来た！」

　すでにビデオカメラは代わりの新聞部員に預け、横手でいつもの写真機を構えていた優が、そのレンズを校舎の方に向けて叫さけんだ。一いつ瞬しゆん稲美かと思ったが、見れば藍子が工藤を連れて走ってくるところだった。

　途と中ちゆうで三人ほど撥はね飛ばしつつ藍子が息せき切って到とう着ちやくすると同時に、一年は入場門前に集合するようアナウンスが入った。心の中では小さく落らく胆たんしながら、それでも笑顔だけは絶やさないまま、要は勢いよく立ち上がった。

「……ほんと、頑張りなさいよ」

　萌華がこちらを見上げ、真顔で言ってきた。

「狙ねらうは一位！　絶対ね」

　そして小さな体に精せい一いつ杯ぱいの大人っぽい笑みを浮うかべ、人差し指を突き立てる。

　何だか自分以上に元気の出る言葉だ、と要は微笑ほほえみながら思った。




　しかし──どんなに息巻いたところで、やはり三騎ですべてを打ち負かすのは無理があった。このことは当然萌華が真っ先に指し摘てきした。

「とにかく数で勝てなきゃ頭で勝つしかないわけよ。いい？　スタートと同時に逃にげまくること。少しでも敵の相打ちを狙って、数が減ったところで反はん撃げきに出る。これで行きましょ。とりあえず作戦タイムに入るまでは、できるだけ生き残ってね。もしかしたら菅原くんが帰ってくるかもしれないし」

　これは勝利への逃とう走そうだ、と何やらかっこいい台詞せりふを吐いて、萌華は最後の指導を終えたのだった。

　で、いよいよ騎き馬ばを組むのだが。

「じゃあ優ちゃん、よろしくね」

　ようやく競技に参加する新聞部員のボサボサ頭を怖こわ々ごわ摑つかみながら、要はそう言ってよいしょと足を持ち上げ、女子三人が交差させる腕うでの上を跨またいだ。

「任せなさい。報道現場で培つちかったこの喰くらい付く力、たっぷり見せてあげるよ！」

「最初は逃げるんだよ、優ちゃん……」

　要のお尻しりの下で、後列に回った雛世が心配そうに声を上げる。同時に藍子が溜息をつき、この騎馬の行く末を妙みように暗示させてくれる。そんな不安の中、頭に固く結ばれた鉢はち巻まきだけが、ただ一つ気合い充分にスタートの合図を待っていた。

　テントに控ひかえている運営委員の一人が、マイクに向かってルールを説明する。もちろん萌華が言っていたことと変わらない。それでも全員がじっくり耳に入れ、そこから生まれる静けさの中で神経を集中させる。

　アナウンスの終しゆう了りようとともに、スタートの合図が鳴り渡わたった。

　同時に校庭中のスピーカーから勇ましい音楽が流れ出す。しかしそれすら騎馬軍勢の轟とどろかす地じ響ひびきの前には蚊かの鳴くほどしか聞こえない。校庭に土つち煙けむりを上げて瞬またたく間に集結した一学年の織り成す騎馬は、すぐさま敵を見つけては突とつ撃げきを開始しだした。

「さあ逃げるよっ！」

　全然威い張ばれない台詞とともに、優があらぬ方向へ走りだす。要は右手で鉢巻を押さえながら身を低くして追手をかわし、頭上から優に進路の指示を出す。こういう時、隅すみっこは逆に逃げ場を失う。できるだけ勝負に夢中になっている騎馬を選び、その横をすり抜ぬけていくのがベストだ。

　とにかく五分、逃げ切ってやると思った。五分後に稲美が戻もどってくる。そう信じて。

「ああっ」

　後ろで藍子が悲鳴とも落胆ともつかない叫び声を上げた。何だろうと辺りを見れば、ちょうど男子組の騎馬が、開始一分足らずにしてドサドサと崩くずれ落ちていくところだった。

　どうやら上に乗っていた倉時孝助が、敵チームの女子勢に集団で引きずり下ろされたらしい。彼が一人真っ赤になって脱ぬげかけたズボンを穿はき直す傍かたわら、脚あしになっていた工藤が「やれやれ」と可笑おかしそうに首を振ふっているのが見えた。

　これで残るは二騎。覚かく悟ごしてはいたものの、いざこうなると緊きん張ちようで体が強こわ張ばってくる。

　と、その時である。要は不意に、背後に猛もう烈れつな威い圧あつ感を感じた。

　振り返る余よ裕ゆうはなかった。とにかく気配に合わせて素す早ばやく首を動かし、すぐ間近にまで迫せまっていた敵の攻こう撃げきを既すんでのところでやり過ごす。

　勢い余った腕がビュンッと唸うなりを上げて頰ほおの横を過ぎていく。そのあまりに人間離ばなれした素早さ、ただ者ではないと相手の顔を見れば、そこには見覚えあるサイボーグ少年の姿があった。

「悪いなカナメちゃん、その鉢巻、俺がいただくぜ！」

　元乙組の猛者もさの一人、サイボーグ少年のネグだ。すでに左手にいくつもの戦利品を握にぎり締しめた彼が今日は敵だという事実を、要はここに来てようやく認にん識しきした。

　いや、ネグだけではない。よく見ればその背後から迫ってくるのは、剣けんと魔ま法ほうの異世界で連戦錬れん磨まの勇者、間ま宮みや勇ゆう輝き。さらにその左側からは、ポーカーフェイスの不良霊れい能のう力少女、焰ほの邑むら相そう馬まが、先週負ったという肩かたの傷のハンディなどないも同然の勢いで攻せめ入り、逃げろとばかりに優を横に移動させれば、今度は機械の竜りゆうから人の馬に乗り換かえたロボットパイロット、田た崎ざき龍りゆう平へいが立ちはだかる。

　気が付けば要達は、いまや元乙組の面々にすっかり包囲されていた。いずれもバランス調整のために移動した強きよう豪ごうばかり。そのパワーとテクニックは常人をはるかに凌りよう駕がする。変身もしてない自分が、まともにぶつかり合って勝てる相手ではない。

　しかし逃げようにも道がなかった。向こうも馴な染じみある顔から潰つぶしていこうと考えたのだろう。包囲の輪は猛もうスピードで狭せばまり、瞬く間に要に襲おそいかかる。

　ここまでか──。そう思った時だった。

「カナメっ！　馬を狙えっ！」

　応おう援えん席から、待ち望んでいた声が飛んできた。

「上は強くても下なら行ける！　一騎崩くずせりゃどうにかなるはずだ！」

「サンキュー、稲美！」

　要は大声で叫さけび返すと、すかさず下の三人に「しゃがんで！」と指示を出した。途と端たんに今まで周りと肩を並べていた高度がぐんと下がり、迫る手に空を摑つかませる。

「そのまま突進！」

「おっしゃーっ！」

　異様な気合の入り方をした優が、これまた元気に叫び返す。そしてがむしゃらに前方目め掛がけて突撃し、まずネグの乗っていた騎馬が大きくバランスを崩した。

　こちらの馬三人の息が合ってなければ、できなかった手だろう。

　包ほう囲い網もうを突破し、すぐさま体勢を立て直す。ネグの騎馬もどうにか踏ふみ止とどまったようだが、この乱戦の中で他ほかの敵勢がいつまでも一人を狙ねらい撃うちにするはずがない。つい今まで要を倒たおそうとしていた元乙組の面々から集中攻撃を受け、逆に防戦に回ることになる。

　ホッと息をついた刹せつ那な、体が大きく揺ゆれた。

「ごめん、もうダメ……」

　下から弱々しい声が聞こえてきた。藍子だ。

　今の無茶な動きについてくるだけで精せい一いつ杯ぱいだったらしい。瞬く間にずるりと支えの腕うでが撓たわみ、体が落ちそうになる。そしてその体をもう片側で支えていた雛世もまた、腕への突とつ然ぜんの負担に耐たえ切れず、「きゃぁ」と叫んでもがきだす。

　しかしここで踏み止まらなければ、もう乙組に勝機はない。要は優の頭を摑み、何とか地に足を付くまいと足あ搔がいた。けれどもそれは当然優のバランスをも崩すことになるわけで──。

「すまねぇ、みんな！」

　優の悲痛な声が響ひびき渡わたり、要の騎き馬ばはついに最後の脚あしを失って崩れた。

　その寸前、奇き跡せきは起きた。

　突然の発はつ砲ぽう音おんと、後に続いた「これより作戦タイムに入ります」というアナウンス。それでも仲良く四人重なってぐったりしていた要達には、今の落馬がぎりぎりセーフだったという判定をもらうまで、起き上がることすらできなかった。




　そして三分間、各クラスで残騎の再編成が始まった。

　乙組女子のもう一騎もどうにか逃にげ切ったようで、こちらはやる気のないままうろうろしていた先頭の凜を、騎乗の伊織が隠かくし持った光学迷めい彩さい装置で何とかフォローするという有様だった。
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　ただしその装置もバッテリー切れらしい。もう頼たよりにはならない。

「とにかくこうなったら女子八人で頑がん張ばるしかないわけよ」

　現乙組が集つどう一いつ箇か所しよにて、優が頭を搔かき毟むしりながら言って、一同をぐるりと見回す。とりあえず崩れた男子勢も迎むかえての作戦会議だったが、しかし彼女の豊富なデータベースをいくら調べても、この限られたメンバーでは、勝ちパターンは見えなかったらしい。一いつ瞬しゆん絶句した後、「今と同じでいいよね？」と半ば諦あきらめ混じりの声で確かめてきた。

　本当ならここで稲美を投入したいというのが全員一いつ致ちの意見だったが、体育祭運営委員からの判定は「不可」だった。あらかじめ入場門前に控ひかえていなかったのが問題だったらしい。多少融ゆう通ずうを利きかせてくれてもいいと思うのに、その辺はかなりシビアだ。

「組み合わせが同じなのはいいけど、作戦は変えないと駄だ目めだよ」

　鉢はち巻まきを結び直しながら、要はそう答えた。ここからは完全なサバイバルだ。逃げ回ったところで最終的にはどうにもならなくなるし、それにこちらの手の内は周りにも知られている。だったらそれなりの戦力を騎乗させて立ち回らせる必要がある。

「まあ、さすがにこの辺りが限界か」

　何だか解わかったように頷うなずきながら、工藤が言った。真っ先に倒された上にこの投げっぷり。要は少しむっとして、「そんなことないよぉ」と言い返した。

「みんなで頑張ればきっと勝てるよ。ね？」

「それはどうだろうね。何事にも限りはある。今ここに残る面々、体力的に見込めるのは君一人だ。他のクラスに移ったうちの生徒も言っていたよ。君一人さえどうにかすれば、あとはいないも同然だ、とね」

　随ずい分ぶんな言われ方だ。当然他の女子からもブーイングが上がる。ついでに何か得体の知れない殺気まで感じ取れたが、そちらを見ても無表情な凜がいるだけで、気配の正体は判わからなかった。

　しかし周りの酷評が事実なのは間ま違ちがいない。悔くやしいが、もう乙組に残された主戦力は要一人だけだった。

「もちろん向こうにも弱点はある」

　工藤はほくそえみ、何やら思わせぶりな口調でそう続けた。

「うちのクラスから移った連中さ。常人よりもはるかに強い反面、だからこそチームワークを絶対とする馬にはなれない。常に上だ。だから馬を叩たたけば意外と脆もろい──が、これはもう使った手なのだし、効き目は薄うすかろうね」

「だったらいちいち言わなくていいですよ……」

　横から藍子が疲つかれたような口調でツッコミを入れてきた。

「そういえばランちゃん、足大だい丈じよう夫ぶ？　さっきは潰つぶれちゃったけど」

　そんな藍子に、雛世が心配そうに訊たずねる。が、それに対する藍子の「こんなのどうってことないよ」という元気な声に反比例した両足の痙けい攣れんぶりに、一同大きく溜ため息いきをつくばかりだった。

　何しろメンバーは八人ぎりぎり。これでは休ませられない。

「……高浪さんが上に乗ればいいのよ」

　その時である。ボソッとした声が新たな作戦を提示した。

　見れば藍子と同じ図書委員の瑪瑙凜だ。顔を下に向け、地面からの照り返しでメガネを光らせながら、彼女はさらにボソボソと「私が馬の頭になる」と付け加えた。

　藍子がうぅと呻うめいた。理由はよく分からないけれど。

「さて、そろそろ時間もないようだ。仕方ない。今の意見を採用しようじゃないか。あとは適当に組みたまえ」

　工藤がそう言って手を鳴らし、一同を促うながす。果たしてそんないい加減な決め方で勝てるのだろうか。

　不安に思う中、スタートに着くようアナウンスが流れた。

　要はもう一度優を先頭に、新たな騎馬に跨またがって顔を上げた。

　応おう援えん席の向こうに稲美の姿があった。べつに手を振ふるでもない、ただ無言で佇たたずみ、こちらを眺ながめている。せめて声援だけでも送ってよね、と心の中で思いながら、ゆっくりと上じよう昇しようする。

　ふと、さっきの殺意がもう一度感じ取れた。しかしすぐ近くには、なぜか蒼あおざめた藍子と、それを担かつぐ凜達の姿しかなく、結局それが誰だれの怒いかりなのかも判らないまま、すぐに再スタートの合図は鳴り響いた。







　５　十月九日体育祭　休憩時間　私、スパイと魔法少女の手助けをする。
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命を懸けた騎馬戦を何とか乗り越えたものの、三通の脅迫状の差出人は未だ不明。黒幕の動きも気になるが、灘はいったい何をしているのか？









　とても漠ばく然ぜんとした危機ではあったが、とりあえずは免まぬがれたのだ──。平和におにぎりを食はみながら、私はようやくそれを実感した。

「凄すごかったね、ランちゃん。私知らなかったよ。ランちゃんがあそこまで強かったなんて」

　私を尊敬の眼まな差ざしでキラキラ見み詰つめながら、隣となりに座った雛世がいまだ興奮冷め遣やらぬ口くち振ぶりで話しかけてくる。あれから競技が終わって応援席に戻もどり、こうして昼食の時間が来るまで、彼女はずっとこの調子だった。

　いや、雛世だけではない。優も萌華も要も、そして凜ですら、誰もが私を持ち上げ、あの無む謀ぼうな騎き馬ば戦せんで二位という戦績を叩き出したことを褒ほめちぎってくれた。

　さて。今私が挙げた中に、当然演技した人物が一人いるわけだが。

「でもちょっとやりすぎたかな。看護班が大変だったみたいだよ？」

「ええと……ごめん」

　顔では反省しながらも、べつに私が何かしたわけじゃないんだけど、と心の中で言い訳してみる。

　作戦タイムからの再スタート直後。私の乗った騎馬は並居る敵を次々と打ち崩くずし、あっという間に他クラスの強きよう豪ごう達に追い付いていった。もちろん私は何もしてない。とにかく自分の鉢はち巻まきが取られないよう、両手で頭を覆おおいながらもがいていただけで、何かしら仕し掛かけたのはそれを誘ゆう導どうする馬の頭の方だった。

　いったいどうしたら、騎馬を組むのに両手の塞ふさがった凜が、片っ端ぱしから敵の鳩みぞ尾おちを狙ねらえたのか。その辺のテクニックは詳くわしく訊きけなかったし、教えられても困るわけだが、とにかくそれがすべて私の功労だと思われるのも微び妙みような気分だった。

　一方要の騎馬の方は、こちらも健けん闘とうは見せたものの、さすがに変身してない魔法少女には限界があったのだろう。終しゆう盤ばん、サイボーグ少年と再び激げき突とつしたところを、脚あしの伊織が自じ爆ばく装置でどうにか相打ちに持ち込み、ついに私達だけが残った。そして最後の一騎打ち。最後まで残っていた普ふ通つうの生徒の騎馬と向かい合った瞬しゆん間かん、凜は元の地味少女を演じ始めた。

　どうせここまでやったのなら、最後まで本気で行ってほしい。微動だにしない彼女の上から鉢巻を取られてきれいに落馬しつつ、私はそう思ったのだった。

　以上、騎馬戦の顚てん末まつである。

「さてと、孝こうくんはどこに行ったのかな」

　手作りサンドイッチの入ったバスケットを手に、雛世は立ち上がってボーイフレンドの倉時孝助の姿を捜さがし始めた。大方一いつ緒しよにお昼を食べようという魂こん胆たんだろう。私に手を振り、きょろきょろしながら立ち去っていく。

　それを見送りつつ、水すい筒とうのお茶で喉のどに詰つまりかけの米を流し込み、フウと一息ついた。

　まずは第一関門クリア、といったところか。

「よかったわね。誰も死ななくて」

　私の膝ひざの上で、弁当箱の縁へりに両りよう肘ひじをついて何事か考え込んでいた萌華が、そんなことを言ってきた。

　人ひと質じちの存在は今なお不明だが、あの第三の脅迫状に書かれた「昼までに三位以内に入れ」という指示を達成できたおかげだろう。特に何かが起きたという情報も流れず、周りの応援席ではごく和わ気き藹あい々あいとした食事風景が広がっていた。

　友達同士で食べているところが大半だが、中には家族と一緒にいようと、保護者席の方に向かった者もいる。私は雛世と優がいないせいで、何となく溢あぶれた形になり、ここで萌華と二人でいるわけだが。

「そういえば樋渡さん。お兄さんのところには行かなくていいの？　向こう、一人なんじゃない？」

　無口で人見知りする性格なのか、えらく陰いん気きだった青年の姿を思い浮うかべ、私は訊たずねた。何となく傍はたから見ていて、気を遣つかわないとまずそうな雰ふん囲い気きだったが。

「あー、気にしなくていいわよ。どうせいつも独りなんだから」

　自分の頭ほどもあるプチトマトのヘタを指先で弄いじくりながら、萌華は億おつ劫くうそうに答えた。

「一応会っちゃったから一緒にいるんだけどさ。まあ、べつにいいんじゃない？　無理して同じ所にいなくても」

　なかなかドライな子である。

　しかし家族間のことだ。あまり部外者が口出しするのもよくないだろう。私は萌華の手からプチトマトを取り上げながら、そんなことを思った。

　ところで家族と言えば、肝かん心じんのあっちはどうなったのだろう。

　誰だれが人質かも判わからないような脅迫状と違ちがって、日本が割れるという荒こう唐とう無む稽けいながらも明確な危機を前に父親と戦う少年、菅原稲美。仲間に会うと言って姿を消しつつ、騎馬戦が始まると遅おくれて戻ってきたわけだが、その後再び姿を消してしまっている。要もつい今まで捜していたようだが、結局見つからなかったのだろう。やはりひとり詰まらなそうな顔でモソモソと弁当を食べていた。

　ちなみに工藤の方だが、これもまた行方ゆくえを晦くらませてしまっていた。まあ、今日はもう相手をするのも疲つかれたが。

　灘は相変わらず見回りだろう。乙組の応おう援えん席には顔を出す気配すらない。

「人質って……誰かしら」

　萌華がポツリと、先さき程ほどと同じことを呟つぶやいた。どうしてもそれが気になるようだった。

「それとも悪戯いたずらなのかな……」

「灘くんも同じことを言ってたよ。悪戯じゃないかって」

「うー、でも誰がそんなことを？」

　それが判れば苦労はしない。私は小さく溜ため息いきをつき、それから最後のおにぎりの残りを一気に頰ほお張ばった。

　あ、稲美、という声がした。要がようやくその姿を見つけた様子だ。

　口の中をいっぱいにしながら振ふり返れば、案の定菅原がムスッとした顔で戻もどってくるところだった。

「またどこ行ってたの？　さっきから行ったり来たり、もう少し落ち着きなさいよ」

「いや、ちょっとな……。おい、高浪」

　要の追つい及きゆうを遮さえぎり、彼は私を呼びつけた。何か進展があったか。

　弁当を鞄かばんにしまい、萌華をその場に残して彼のもとへ向かう。それを不満げに見守る要の視線が少々痛かったが、あまり大っぴらに事情を話せない以上、二人して隅すみっこへ行くしかなかった。

「どうにもまずい」

　西校舎の壁かべ際ぎわまで来た菅原は、そう言って腕うで組ぐみしながらその身をもたれさせた。

「さっきから試ためしてるんだが、雨が降らない」

　どうやらそれが、先程借り物競走の前に私に言った「問題」の正体のようだった。

「どうしたんですか？　雨宮さんに何か？」

「いや、雨宮には問題ない。ただ、昨日あいつから奪うばったアレの力が予想外に強くてな……」

　あいつだのアレだの、もう少し具体的に言ってくれると助かるのだが。

　しかし菅原が「あいつ」と呼ぶなら、おそらく要だろう。その要から昨日奪ったものといえば、彼女がかつて封ふうじたという災さい魔まの一人か。

「旱かん魃ばつを操あやつる魔ま獣じゆうだ。名前はバッキー。かなり目立つ姿をしているから、普ふ段だんは人間に取り憑ついて動いている。そいつが雨を防いでいるはずだ。まあ、バッキーの力を利用するよう親おや父じに仕向けたのはこの俺だし、今さらそのことで愚ぐ痴ちっても仕方ねぇが、おかげで一ひと滴しずくも降らないでこの様ざまだ」

　菅原が空を見上げる。雲一つない快晴。実に体育祭日和びよりだ。

　彼の父、ミチザネは、この体育祭に乗じてナマズを復活させるつもりだ。ならば万が一雨にでも降られれば、計画は台無しである。菅原はその弱点に付け入って、バッキーを回収するという建前を使い、昨日の雨を降らせたわけだが。

「雨宮とバッキーの力がぶつかり合った場合、俺の予想では雨宮の方が勝つ計算だった。だから最悪昨日失敗しても、今日に持ち越こして雨をもう一度降らせることは充じゆう分ぶんできたはずなんだ」

「じゃあ計算が外れたってことですか？」

「ああ、どうやらバッキーの野や郎ろう、何かが原因でパワーアップしちまったらしい」

　菅原は苦々しく呟いた。どうも彼の行動は、すべてことごとく裏目に出ている。災魔側の手の内を中ちゆう途と半はん端ぱに知っている分、かえってそれが自分の首を絞しめているようだ。

　そういえば──灘が疑問に思っていたことがあった。なぜミチザネは、わざわざ体育祭に乗じる必要があるのだろう。菅原ならそれを知っているだろうか。

「なあ、何とかしてバッキーを追いやれないか？」

　だがこちらが訊ねるよりも早く、菅原が私の知ち恵えを求めて問いかけてきた。

「このままじゃ絶対にナマズの復活は止まらない。ジナリゴトは順調に進みすぎている」

　ジナリゴト──ナマズにエネルギーを送り込む儀ぎ式しきか。

　おそらくミチザネは今いま頃ごろその儀式の真っ只ただ中なか。あの階のどこかで怪あやしい神楽かぐらでも舞まっているに違いない。灘がその行方を追っているが、見つけたという話も聞かないから、まだ捜そう索さく中のはずだ。

　やはりさっき彼に伝えるタイミングを逃のがしたのは痛かった。

「ねえ菅原くん、ミチザネさんのところに行って、そのジナリゴトを直接止やめさせるわけにはいかないんですか？　向こうの居場所が分かっているなら……」

　考えた末、私はそう提案してみた。これが一番手っ取り早い。何もわざわざ体育祭を流す必要などないのだ。儀式さえ止めば、それで万ばん事じ解決である。

「……確かにな。けどどうやって止める？　親父は見た目ほど甘くない。話しても無む駄だ。力ずくでも無駄。そして全部が無駄に終わった後、俺はただじゃ済まなくなる」

　だが菅原の答えは、あまりに消極的だった。

「俺がはっきり裏切ったこと、親父にはまだ知られてない。署名運動はただの成り行き。昨日の雨は作戦の一いつ環かん。今日この後降らせる雨だってそうだ。全部建前は作ってある。けどな、直接止めに行けば、もう言い逃れはできない」

「だったら犀川さんに頼たのんだらどうですか？　ミチザネさんがナマズを復活させるというなら、それを防ぐのは犀川さんの役目です。もちろん灘くんなら別の人を使いたがるでしょうけど、まあ、アレはどうでもいいですよ。とにかくここは正義の魔法少女の出番のはずです」

「あいつだって……親父に勝てるわけがねぇ」

　力に差がありすぎる、と彼は表情を歪ゆがませて言った。

「それに親父だけじゃない。今日はその部下が大勢この付近に潜せん伏ぷくしている。最悪一人でそいつら全員を相手に戦うことにでもなれば、逆に殺されて終わりだ」

　魔法少女抹まつ殺さつの命を請うけ負っていたはずの少年は、今ここではっきりとその結末を拒こばんだ。それほどまでに彼の中では、要の存在は大きくなっていたようだ。

「だからあくまで叩たたくのはバッキーだけだ。雨を降らせるにはそれで充分だからな。ただ……バッキーがどこにいるのか、俺は知らされてない」

　彼は苛いら立だちを交えながらそう告げた。

　それは致ち命めい的てきな情報不足だった。

　私は困こん惑わくした顔で菅原を見た。この少年は、言わば自分の「仲間」のことをろくに把は握あくしていない。大幹部の息子むすこという立場にも拘かかわらず、だ。

　父に歯向かいながらもそれを隠かくし、学校では普通のふりをして素す性じようを隠す──。菅原稲美に付きまとう「スパイ」という記号は、まさに彼の安らぎと居場所のなさを表しているように思えた。

「さっきも言ったと思うが、やつは誰だれかに取り憑いている可能性が高い」

　校庭の周囲を取り囲む群衆を見やり、菅原はその目を鋭するどく細めた。

「取り憑かれれば当然その人間はバッキーに支配されちまう。だから人格が変わる。それを手がかりに捜さがすにしても、この大人数。それに見つけ出したところで、どうやってカナメに教える？」

「普ふ通つうに話すわけには……いかないんですね」

「当たり前だ。あいつは普通の女子高生。封ふう災さい天てん女によでも何でもない。少なくとも俺はそう思ってなきゃならねぇのさ。あいつにとっては、な」

　厄やつ介かいな話だった。要にバッキーを倒たおさせ、菅原と雨宮が適当な言い訳を作って雨を降らせる──これがミチザネの目を欺あざむくには一番確実な作戦だ。なのにその手段は、菅原と要が互たがいに「秘密」を抱いだいている以上、スムーズにおこなうことができない。互いに打ち明けてしまえば、すべて解決するはずなのに。

　だが彼らにとってその代だい償しようがどれほどのものになるのか、私には見当もつかなかった。今まで互いを欺いてきたという事実。敵同士だったという事実。二人の仲がよければよいほど、そこに生まれる摩ま擦さつは大きいはずだ。

　もしや灘が二人の正体に関して口を噤つぐんでいるのも、実のところ、その辺りが理由なのかもしれない。ただ周知である分、間ま抜ぬけに見えていただけのことで。

「それにな……この体育祭、あいつは本当に楽しみにしてやがった」

　ふと、菅原がそんなことを漏もらした。

「さっきの騎き馬ば戦せん、本当に張り切っていたと思う。それにまだ最後のリレーも残っているしな。けど、俺はその体育祭を潰つぶさなきゃならない。あいつが落ち込むのも無視して、だ」

「仕方ないですよ。ミチザネさんを直接止められない以上、他ほかに手はないんでしょう？」

「ああ、そうだな。手はない。だけどその分、少しでもカナメを担かつぎ出さずに済むなら──あいつが少しでも長くこの体育祭を楽しめるなら、そうしてやりたい。たとえ俺が直接バッキーを倒す形になったとしてもな」

　一息に言って菅原は俯うつむき、小さく息をついた。

　いつだかの、あの下げ駄た箱ばこでの二人のやり取りを思い出す。「頑がん張ばれよ」と要に告げた菅原の想い。あれは罪悪感だったのかもしれない。

「でも……」

　それは違ちがうと思います、と私は静かに答えた。

「わがままですよ、菅原くんの。どんなに一人で背負い込んだって、結果的に相手を悲しませるなら何も変わらないと思います」

　ふと、半月前の出来事が脳のう裏りをよぎった。巨きよ大だいすぎる使命に押し潰され、すべてを失ってしまった一人の少年。だからこそ、私はこんなことを言ったのかもしれなかった。

「菅原くんは、形はどうあれ犀川さんとは一番近いところにいるはずです。だから犀川さんを動かすのは、他の誰でもない、菅原くんの役目なんですよ」

　頑張ってください──。そう後に続けて、私は口を閉じた。

　菅原の反応はなかった。ただ彼は俯いたまま、敵の居所が摑つかめない、とだけ繰くり返した。

　解わかってはもらえなかったのか。

「なあ高浪、俺はまず敵の居場所を知りたいんだ」

　顔が上がった。汗あせで額に張り付いた前まえ髪がみの隙すき間まに、ほんのわずかに、あの稲いな妻ずまが覗うかがえた。

「それを知った後どうするか……、それはまだ決められねぇ。お前の言いたいことは解るつもりだ。けど俺だって、素直にそうできない事情ってのがある。だから今は、バッキーを見つけることだけに専念させてくれ」

　頼たのむ──。そう言って、彼は頭を下げた。稲妻は再び見えなくなった。

　言うだけのことは言ったのだ。あとは当人に任せるほかない。私は仕方なく考えた。

　心当たりはある。さっき校舎でミチザネと顔を合わせていた複数の男達だ。おそらく学校に潜せん伏ぷく中の災さい魔まだろう。バッキーとやらも、あの中に交じっている可能性が高い。

　ただ、あいにくそこから一人を絞しぼるとなると、無茶な話だった。

　いや、あるいは他に情報源があればいいのではないか。

「雨宮さんなら、その災魔の居所を知ってるんじゃないですか？」

　そう、手て頃ごろな協力者がいたはずだ。そう思って私は訊たずねたが、相手の返事は芳かんばしくなかった。

「さあな。確かに雨宮なら知ってるかもしれないが、その辺は聞かされてない」

「聞かされてないって、そんな重要なことまで……」

　敵としても仲間としても、やはりその居所を知らないのは問題だろう。

　だが菅原は「雨宮の立場ってのもある」と言って、背にした校舎を見上げた。そこに彼女がいるのか。

「確かに雨宮は俺の理解者だ。けど、親おや父じにも古くから仕えている。あれで結構律りち儀ぎでな。だから息子むすこの俺に余計な情報を流して、仲間同士で争われるのも嫌いやなんだろうさ」

　あくまで災魔同士穏おん便びんに。それが彼女の願いなのだという。

　どことなく、灘に通じるところがあるような気がした。

　しかしそんな忠義話を聞かされたところで、この事件は終わるはずもない。困っていると、いきなり後ろの方から「どうしたの？」と声をかけられた。

　思わずギョッとして振ふり返れば、そこにはあの無口な青年──萌華の兄と、当然肩かたの上には声の主の方である萌華の姿があった。

「二人して深刻そうな顔しちゃって。犀川さんが気にしてたから様子を見にきたけど、まったく、どうしてあの子はあの子で、自分から来ようとしないのかしら」

　で、どうしたのよぅ、と再び彼女は繰り返した。

　私は言葉に詰つまった。一応萌華も菅原の素す性じようは知っている。それに彼女の兄は何だか割とどうでもいい存在に思えてならないから、あとは菅原自身が問題だ。

　どうしてこのスパイは自分の正体がばれてないと思い込んでいるのだろう。つくづく面めん倒どう臭くさい人である。

「樋渡さん、誰だれか不ふ審しんな人、見かけなかった？」

　止やむを得ない、と私は矛ほこ先さきを逸そらす意味も含ふくめて、とりあえず災魔の居所を探さぐることにした。もっとも萌華が何か知っているようにも思えなかったが。

「不審者？　ああ、もしかして脅きよう迫はく状のこと？」

　そういえばそっちもあった。が、それはそれで菅原に聞かれるといろいろ面倒である。仕方なくアハハと笑って詳しよう細さいは誤ご魔ま化かし、「で、どう？」としつこく訊ねてみる。

「そんなこと訊きかれても、私は何も知らないわよ。だいたい不審者ってどんなの？　見たことない人って言うなら、どれだけいると思って──」

　途と中ちゆうで言葉が止まった。どうやら何か思い出したらしい。

「あー、そういえば一人変なのがいたのよ」

　面倒臭そうに、彼女はその事実を伝えた。

「非常階段を西校舎の屋上に上っていくのが見えたの。背広姿で、なんか平べったい顔の男。先生じゃなかったし、保護者があそこに行くのも変でしょ？　それにちょっと不気味っていうか……。タイピンが蛇へびの形でさ」

　その男なら私にも見覚えがあった。ミチザネと一いつ緒しよにいた連中の一人だ。

「蛇？……ああ、あいつか」

　菅原が顔をしかめて呟つぶやいた。どうやら知っている仲間らしい。

「あれは関係ない。鬼灯んところの下っ端ぱだ」

「え、そうなんですか？」

　てっきり災魔だと思ったのだが。

「ああ、こないだ俺を脅おどしに来た関西弁の野や郎ろうだ。性しよう懲こりもなくまだうろついてやがったか。けど、今はあんなやつに用はねぇよ」

　関西弁……だったろうか。彼の言葉に私は考え込む。あの時はこちらも慌あわてていたから、あまり注意は払はらわなかったが、それでも喋しやべり方にそんな癖くせがあれば、さすがに覚えているはずだ。

　だからそう、あの男は関西弁ではなかった。

「標準語でしたよ。私も会いましたけど……」

　私は横手から口を挟はさんだ。だが、それがどうやら大きなポイントだったらしい。途と端たんに菅原がこちらを睨にらみ、おい本当か、と唾つばを飛ばしながら睨んできた。

「本当にそいつは関西弁じゃなかったんだな？」

「ええ、だからあれです。きっと人ひと違ちがいですよ」

「いいや、そうじゃない」

　ようやく見つけた──。彼はそう言って口元を引き締しめた。

「樋渡、そいつは西校舎の屋上に向かったって言ったな。一人でか？」

「たぶんね。ねえ、その人何なの？　知ってるなら教えてくれない？　何でかうちの兄貴がそれ見て怯おびえちゃってさ。おかげでさっきからすっかり挙動不審よ。あんまり元と変わらないけど」

「ああ、また機会があったらな」

　これ以上は彼らの耳を遠ざけておきたいのだろう。菅原は萌華達兄きよう妹だいに投げ遣やりな答えを返すと、「もういいぜ」と言って二人を追い払い、改めて私に向き直る。

「いたぜ、バッキーが」

「いたぜって、まさかあの人が？」

「ああそうだ。そいつだ。間違いない。喋り方が変わってたんだろ？　それこそ取り憑つかれて人格を支配されている証しよう拠こだ。もともとその野郎はコテコテの関西弁だったからな。楓に雇やとわれて俺を襲おそった『何でも屋』だ」

「何でも屋？」

　良い意味で便利な人、というわけでは決してないのだろう。何しろあの楓が利用するぐらいだ。割と世間の裏の方を歩いている人間に違いない。

「でも菅原くん、樋渡さんのお兄さんがその人に怯えてたってのは……？」

「知るかよ。とにかくこれで敵は判わかった。あとはそいつを追い詰めて何とかすれば雨は降るはずだ」

　しかし、その何とかする方法が問題なのではないか。

　果たして菅原はどう動くつもりだろう。要の力を借りるのか。それとも自ら父に反旗を翻ひるがえして華はな々ばなしく戦い抜ぬき──あるいは散るのか。もちろんその場合の結末は、彼の用意する「名目」によって変わるのかもしれないが。

　答えは言わぬまま、彼は校舎内へと走り去っていった。雨宮に会うつもりだろう。

　さて、一人になった。私はこれからどうすればいいだろうか。

　毎度のことながら、同時にいくつものことに関かかわっている。菅原を軸じくに動く災さい魔ま達の野望。乙組を優勝させろという謎なぞの脅迫状。ついでに言うなら、楓とつるむ工藤の謎の行動もあるし、萌華の兄の不ふ審しんさもある。

　どれを追うか。どれも追わないか。追おうとするからさらに余計なことになっていく──というのは、これまた毎度のことではあったが。

　そう、毎度のことなのだ。なのに、ここで毎度登場するはずの男が今日に限って現れないのは、どういうことだ。

　私は灘を捜さがすことにした。

　競技の再開を告げるアナウンスが校庭に響ひびいた。




　とりあえずテントへと行ってみた。東校舎の前だ。体育祭運営委員も集まっているこの一角ならもしやと思ったが、見回りを務めているはずの灘の姿はなかった。

　ただ、優がいた。相変わらずビデオカメラを担かついで校庭を眺ながめていたものの、さすがにこの仕事にも飽あきていたらしい。私の顔を見るとカメラを近くの運営委員に押し付け、嬉うれしそうに近寄ってきた。

「ねえ、灘くん見かけなかった？」

　そんな彼女に私はすかさず訊たずねた。申し訳ないが、吞のん気きにお喋りしている状じよう況きようでもない。

「灘くん？　さっき校舎に入っていくとこ見たよ。ああ、それよりも聞いてよランちゃん。あのビデオだよ、ビデオ」

「ビデオがどうかしたの？」

　何だか聞かないと放してくれそうにない雰ふん囲い気きである。少しだけ付き合ってやるか、と仕方なく乗ってみると、優は人に托たくしたビデオカメラを指差し、変なんだよ、と不満げに騒さわいだ。

「関係ないものを撮とってるとすぐに怒おこられるの。鬼灯さんからヘッドホン越ごしに。しょうがないからすぐに競技の方に戻もどすんだけど、やっぱりそれは変だと思うんだ」

　いや、どこも変ではない。体育祭の模様を記録するのなら、余計なものを撮って怒られるのは当然だろう。

　だが、優の疑問はそこではなかった。

「あのさ、どうしてここにいない鬼灯さんが、こっちが何を撮ってるかなんていちいち判るわけ？」

「それは……中ちゆう継けいされてるからじゃないの？」

　工藤がいた放送室だ。カメラで撮さつ影えいされている映像はあそこに繫つながり、ＢＧＭを流す手がかりになっているはずである。

「そうなの？」

　だが優は、キョトンとした顔で訊きき返してきた。知らなかったのか。

「私はそんな話、聞いてないよ？　ただ体育祭の記録を撮れって鬼灯さんに言われたからやってるだけで、中継とかは全然。だいたいどこに中継されてんの？」

「どこって、放送室だけど」

「放送室？　何のために？」

「ＣＤをかけるためでしょ？　あそこにいたら会場の様子がよく見えないし」

「あのさ、ランちゃん。どうしてそんな面めん倒どうな場所から音楽なんか流さなきゃいけないのよ」

　そう言って優は、テントの一角を指差した。

　アナウンス用の放送席である。テーブルの上にマイクと、そこからスピーカーに繫がるコードは当然だが、その隣となりに堂々と置いてあるのは、どこからどう見ても音おん響きよう用のＣＤプレイヤーだった。

　どういうことなのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。もしすべての仕事がここで済まされていたなら、工藤はあの放送室で何をやっていたのだ。

　私は優に適当なことを言ってその場を離はなれると、急いで南校舎に向かった。放送室はその四階、東城に連れられて行ったあの場所にある。入口で乱暴に靴くつを脱ぬいでスリッパを引っ摑つかみ、忍しのばせるのも面倒臭くさいとばかりに勢いよく足音を立てて階段を上っていくと、ちょうど四階に上がろうとしたところで、二つの人ひと影かげが目に入った。

　連れん絡らく通路の向こう、東校舎に立っている。さっきミチザネが「何でも屋」を含ふくむ連中と語らっていた、あの廊ろう下かだ。

　そして、ジナリゴトの拠きよ点てん付近でもあった。

　今度こそ向こうに気付かれないよう、そっと連絡通路に忍び寄り、私は頭を小さく出して様子を窺うかがってみた。

　二つの影の正体は、どちらも見覚えのある人物だった。

　一人はミチザネ。相変わらずのスーツ姿で、もう一人の人物と談だん笑しようしている。やはり何かの儀ぎ式しきをおこなっている最さ中なかには見えない。それに会話の内容も、ここから聴きく限りでは株だの市場だのといった当り障さわりのない経済関係のもので、特に部下に指示を出しているようにも思えない。

　そしてもう一人。こちらが問題だった。

　災魔──ではなかった。名前は知らない。素す性じようも知らない。ただ三十手前の細ほそ面おもての顔と、その紫むらさき色いろのスーツ。そして存在自体の謎めきだけを、私は知っていた。

　半月前の、あの男だ。大だい邪じや神しんの事件が終わった後、突とつ然ぜん私の前に現れ、そして去っていった男。工藤の言葉が正しいなら、一年乙組を作り上げたという人物。

　なぜここにいる。ここで、何をしているのだ。

　私が固かた唾ずを吞のんで見守る中、二人の怪かい人じんはやがて談笑を終え、近くの部屋へと入っていく。観音開きの鉄製の扉とびらを持つその部屋は、この東校舎に集中する特別教室の一つ──。

　視し聴ちよう覚かく室だ。

　扉が閉まると同時に、私は身を乗り出してその部屋に近付いた。もともと内外ともに防音設備の整った部屋である。何も聞こえなくて当然だったのだ。現にこうして外に立って耳を澄すませたところで中の様子は知れようもないが、ここが今いったい何に使われているのか、推理するにはあまりに情報が足りなすぎた。

　初めはジナリゴトだと思っていた。ミチザネがいたのだから、それは自然な考えだったはずだ。だが今の男の存在が、その方向性すべてを狂くるわせた。

　あれは、災さい魔まではない。ならば彼らはここに集まって何をしているのか。

　ただ、一つ思い当たることがあった。視聴覚室といえば会議室と同じく教室二つ分の広さを誇ほこり、その中に映像関係の設備が一いつ切さい収まっている。そして映像といえば優のビデオだ。楓の命令で撮影中のあの映像は、放送室の小型テレビに中継されていた。

　その中継を見ていた工藤の宿敵、紫スーツが今視聴覚室にいる。さらに楓に雇やとわれた何でも屋もこの校内におり、さらに彼の方はミチザネの手下に肉体を乗っ取られ──。

　徐じよ々じよに様々な出来事が繫がりを持ち始めていた。だがその答えを知る最も手近な扉を開く勇気は、私にはなかった。

　踵きびすを返し、元のとおり放送室に行くことにした。

　人目に触ふれぬよう今度こそ細心の注意を払はらいながら階段を上り、問題の小部屋の前に立つ。辺りに人の姿はない。ただ、扉は半開きになっていた。

　工藤がいるのか。それとも、楓か東城か。

　身を屈かがめ、そっと隙すき間まに顔を近付けた。

「──何を覗のぞいてるのさ、高浪さん」

　灘がいた。まるで塀へいの落書きでも眺ながめるかのような眼まな差ざしで、私を見ていた。

「早く入りたまえよ。もしくは去るか。どっちでもいいけど、そういう中ちゆう途と半はん端ぱなところにいられるとイライラするんだ、僕は」

「そいつはすみませんね」

　明らかに本心からではない口くち振ぶりで謝り、中に入る。他ほかには誰だれもいない。さっきまで工藤が座っていた椅い子すはすでにがら空きで、その横に立った灘が難しい顔で辺りを弄いじり回している最中だった。

　あの小型テレビにはもう何も映ってない。音楽も流れておらず、すでにこの部屋は放送室としての役割を完全に停止させ、休きゆう眠みんに入っているようだった。

「こんな所で何をやってたんですか？」

　私が訊たずねると、彼は「工藤くんだよ」と、解わかりやすい説明をしてきた。

「彼がここで何をしていたのか、気になったものでね。ああ、彼がここにいたというのは、東城くんから詳くわしい話を聞いて知ったのさ」

「東城くんから……話を？」

「ああ、追い詰つめると結構喋しやべってくれるよ、彼は」

　追い詰めたのか。しかしあの大男、いったいどんな声をしているのだろう。まあ、気になるところではあるが、今は工藤だ。

「そもそも工藤くんが東城くんや鬼灯さんとどうして一いつ緒しよにいるのか。それが疑問だったんだ。確かに今回工藤くんは体育祭運営委員の手伝いとして、鬼灯さんの仕事にやたらと関かかわっている。しかし彼が無む償しようでそんなことをするはずがない。必ず裏はあるはずだ」

「で、その裏って何だったんですか？」

「だからさ、それを調べているんだよ」

　秘密はここにあるはずなんだ、と灘は両手を広げ、放送室全体を指しながら言った。

「どうやら東城くんは事前に工藤くんから、体育祭当日この部屋を貸すよう頼たのまれていたらしい。もともとここは、体育祭で使う音おん響きよう装置一式が置かれている。だから今日は運営委員がここの鍵かぎを預かっていたんだ」

「運営委員──要するに鬼灯さんですか」

「そう。もっと具体的に言うなら、預かるのはその『召めし使つかい』である東城くんの仕事だけどね。そして彼は、工藤くんのためにこの部屋を明け渡わたした。その際に、一部のコードを繫つなぎ変える手伝いをしたらしい」

　そう言って灘が先ほどのテレビに目をやる。あの中ちゆう継けい用モニターだ。

「残念ながら、彼は弄ることはできても配線の仕組みはさっぱりでね。工藤くんに言われたとおりにやっただけで、具体的にどの線をどう繫ぐことでどうなったのか、その辺はまったく理解していなかった。ではこの入力端たん子し──すでにコードは抜ぬかれているけど、工藤くんがここにいた間、どこに通じていたのだろうか」

「ビデオカメラでしょ？　優の。私が見たんだから間ま違ちがいないですよ」

「鬼灯さんの依い頼らいで百川さんが撮さつ影えい中のあれかい？　まあ、それでもいいけど、じゃあどうして工藤くんはそんなものをわざわざ観かん賞しようしていたのさ。競技が見たければ応おう援えん席でじっくり見ればいい」

　それもそうだ。最初にここで工藤と会った時は、てっきりＣＤを流すタイミングを計っているのだと思ったが、そのＣＤが見せかけなら、モニターに映る映像としては相当不自然である。

　しかし現に映っていた。私のこの目が何よりの証しよう拠こだ。

「これを見たまえ」

　考え込む私に、灘がある物を差し出した。手の平より一回り大きい装置である。配線の差込口と簡単なスイッチのみの付いた、シンプルな作りの品だ。

「ここに置きっ放しにされていた。セレクターと言ってね、普ふ通つうに電気店で売っている品物さ。これを利用すれば、スイッチ一つで簡単に映像を切り替かえることができる。このようにチャンネル操作ができない簡易モニターでもね」

「つまり……どういうことですか？」

「だからさ、工藤くんは実際には、体育祭の映像とは別の何かを見ていたのではないかい？　そして誰かに部屋に入られた時のために、ダミーとして代わりの映像を用意しておいた。君が見たのはそのダミーの方さ」

　なるほど、私が東城に連れられてここに来た時、とっさに映像を切り替えたわけか。それなら工藤が私の恥はずかしい演技について指し摘てきしなかったのも納なつ得とくがいく。彼はあの時点で、優の撮影する応援席の光景など見てなかったのだ。

「じゃあ工藤くんは、記録用に撮影されている映像を勝手に傍ぼう受じゆしてダミーにしたってことですか？」

　いや、記録用とは限らないのか。

　鬼灯楓もまた何らかの目的があって、どこかで中継を監かん視ししているのだ。

　それがこの放送室でないのは、東城がここを工藤に貸したという事実から推測できる。となれば、他に可能性がある場所は──。

「……視し聴ちよう覚かく室」

「だろうね。このモニターの配線、あの視聴覚室に通じていたのではないかい？　ビデオカメラの映像はあの視聴覚室でリアルタイムで流されている。そして、それを工藤くんはここで勝手に観戦していたわけだ」

「ちょっと待ってください。優の話じゃ、鬼灯さんも中継を見てるみたいなんですよ。あの人は視聴覚室にいるってことになるんですか？」

　おかしい。あの部屋とその一帯は現在は立入禁止になり、得体の知れない連中がうろうろしている。楓はそんな所で何をやっているのだ。

「まあ、そういうことになるね。だいたいの状じよう況きようは彼女の性質を考えれば想像がつくよ」

　だが灘は平然と言って退のけた。果たして彼は、あの中に集つどう顔ぶれが解っているのか。

「となると、工藤くんがここで見ていた本来の映像も推測はできる。もっとも彼のことだ。行方ゆくえを晦くらませた今となっては、重要な証拠までは残してないだろう。……さて、放送室のことで東城くんから導き出せたのはここまでだ。しかしもう一つ、忘れてはならないことがある。そもそも僕が彼を問い詰めようと考えたのは、これがあったからだ」

「それは……」

　凄すごく見覚えのあるパステルブルーの封ふう筒とうが、彼のポケットから出てきた。一番初めに私の下げ駄た箱ばこに入っていた、一通目の脅きよう迫はく状である。

「体育祭で一年乙組を優勝させろ。さもないと人が死ぬことになる──。これの不自然さについて、いろいろ考えてみた。いいかい？　この中には乙組を優勝させろという文章が記されている。しかしこの内容、君に言うべきことだと思うかい？」

「思いませんよ」

　だいたいどうして私のところに来るのか解わからず、うんざりしていたぐらいだ。それを知っているなら、もったいぶらずに教えてほしい。

「だろうね。何しろこれは君宛あてじゃない」

　灘はそう言って、封筒の中身を取り出してみせた。宛名の書かれてないその手紙。だったらいったい、誰だれに宛てられたというのだ。

「これを送るなら、もっと相応ふさわしい相手がいる。この体育祭の運営に携たずさわるチームのトップ。体育祭運営委員長、鬼灯楓さんだ」

「鬼灯さんが？　でも、実際私の下駄箱に入ってたじゃないですか。まさか入れる場所を間違えたって言うんですか？」

「いや、そうじゃない。これはもともと、間違いなく鬼灯さんに届けられたのさ。もっと正確に言うなら、彼女の自宅のポストにね」

　自宅──。確かに手紙の送り場所としては、とても正当である。

「ところが、だ。あいにく彼女には進んで家のポストを見る習慣がなかった。ポストを検あらためて中の手紙を彼女に届けるのは──」

「東城くん、ですか」

　住み込みで仕えているという。そして楓は自分では何もせず、すべて彼に任せっきり。ならばその手紙も、まずは東城の手に渡わたったはずだ。

　その時何が起きたか。私は想像を巡めぐらせ、一つの結論に思い至る。

「彼は、手紙を隠かくしてしまったのさ」

　案の定、灘はそう続けた。

「そう考えて彼を問い詰つめたら、素す直なおに白状してくれたよ。意中の相手にどうしても運べなかったらしい。何しろその手紙、ここまで紛まぎらわしい外見だったんだ」

「……それは？」

　彼が新たにポケットから出したものを見て、私は訊たずねる。純白の長方形に、封印用のハートシール。「鬼灯楓様」という宛名こそワープロで打たれているが、これはどう見てもベタなラブレターではないか。

「もともと脅迫状が入っていた封筒さ」

　灘は問題の中身を元の白い封筒に入れ直し、すでに粘ねん着ちやく力のなくなったシールで改めて封をした。

「これがまず鬼灯さんの家のポストに入っていた。東城くんはこれを見て勘かん違ちがいし、主人に渡せないまま持ち歩いていたそうだ。まあ、一応後で渡そうという意志はあったから、さすがに中までは開けなかったようだけど、しかしこのままではおそらく一生持ち歩いていたかもしれない」

　ずいぶんと見た目に合わない小心者である。

「それを目め敏ざとく見つけたのが、工藤くんだよ」

　そして、ついに黒幕の名が出てきた。

「もともと鬼灯さんの特別編成の手伝いで、二人の近くをうろうろしていたらしい。彼は東城くんに言ったそうだ。このまま隠していれば、いつかはばれて怒おこられる。僕が上手うまく渡してあげようじゃないか、とね。その後少しして、上手く行ったよと空の封筒だけを返したわけだけど、まあ、君ならもう解ったろう？　手紙が鬼灯さんに届くまでには、相当な紆う余よ曲きよく折せつがあったのさ」

　そう、工藤はその手紙を、すぐには楓に渡さなかった。当然まず開封して中を確かく認にんする。さらにその行こう為いと宛名を誤ご魔ま化かすため別の封筒に入れ替かえて──私の下駄箱へ入れた。

　その後手紙は私から灘へ、灘から学校へ。そして封筒に私への宛名が書いてなかったために、その内容のみを受けて学校から楓へとようやく渡る。ここで手紙の差出人を勘違いした楓が問題を起こすわけだが、その辺は工藤の目もく論ろ見みと見ていいだろう。

「しかし東城くんはそんなことは知らない。あとに残るのは工藤くんに対する恩義だけだ。その恩義を返すため、言われるままにこの放送室を明け渡した。これが一連の流れだよ」

　なるほど、重要なのはあくまで東城と工藤、そして楓の三人、私は最初から無関係だったのだ。それをややこしくしたのは、単ひとえに工藤の人の悪さに違いない。

　だが解らないこともある。その脅迫状、いったい本当の送り主は誰なのだ。

　私がそう訊ねると、灘はあっさりと首を横に振ふった。ここまで来てまだ判わからないのか。

「仕方ないさ。具体的な人名などまったく知りようもないのだからね。けど、乙組を優勝させたいというなら、その背後に絡からむものは何となく見える。さらに他ほかの脅迫状。あれとの接点も考えるなら、間違いない」

　そう言って灘は、近くに置いてあるヘッドホンを拾い上げ、己おのれの耳に宛がった。工藤が着けていたやつだ。しかし何も聞こえないのだろう、すぐさま外し、元の位置に同じ形で置き直す。実に几き帳ちよう面めんである。

「ところで三通目の脅迫状だけど、今持ってるかい？」

　彼の動きをぼんやり眺ながめていると、急にそんなことを訊きかれた。

「え？　ありますけど」

　ジャージのポケットに入れっぱなしだったはずだ、と思い、中をまさぐる。案の定封筒ごとクシャクシャになった手紙が、砂すな粒つぶと一いつ緒しよになって飛び出してきた。

　灘はそれを嫌けん悪お感たっぷりの顔で受け取ると、「これは誰だれかに見せたかい？」と改めて確認してきた。

「ああ、それなら樋渡さんに。前の二通分も知っているし、いいかなと思って」

「樋渡さんか……。それで、どんな反応だった？」

「どんなって、普ふ通つうに呆あきれてましたけど」

　無理もない。何しろ三通目だ。

「あと、人ひと質じちが誰なのか気にしてましたね」

「人質か。やはりそこは気にするだろうね。気にしないのは君ぐらいだ」

　そういう皮肉はこの際どうでもいい。

　灘は脅きよう迫はく状をまっすぐに直すと、それを自分のポケットにしまった。どうするつもりだろう。

「さて、僕はこれから鬼灯さんに会うことにするよ」

「じゃあ、視し聴ちよう覚かく室に行くんですか？」

　突とつ然ぜんの彼の発言に、私は思わず訊ね返した。それは、まずくないか。

「駄だ目めですよ。あそこには今、その……」

「ミチザネ氏がいるのは判っている」

　なぜ知っているのだ。いや、それに問題はそこではない。

　あそこにはもっと危険な相手がいる。自然災害を操あやつることこそないだろうが、より奇き怪かいで得体の知れない人物が、確かに待ち構えている。

「入っちゃ駄目です。絶対に」

　気が付けば、真しん剣けんな顔でそう忠告していた。なぜだろう。灘とあの男を接せつ触しよくさせることに、得体の知れない不安を感じる。

「高浪さん、忘れてはいけない、今僕が一番にやらなければならない仕事はただ一つ。一年乙組の平へい穏おんを守ることだよ」

「それは……」

　灘に言われて思い出した。そのために私は彼を捜さがしていたはずだった。

「だからこそ、僕はあの部屋に行ってくる。考えがあるんだ」

　すべて解決するさ、と彼は言った。

　自信に満ちた声だった。

　さあ会場に戻もどりたまえ、と言い残し、灘は去っていった。おそらく視聴覚室へ向かったのだろう。後を追おうかとも考えたが、しかしあの部屋に私が飛び込むのは、それこそ危険な気がした。

　ふと、灘の置き直したヘッドホンが目に入った。私はそれを拾い、同じように耳に宛あてがってみた。

　聞こえないわけではなかった。ただ、ノイズが酷ひどい。まるで盗とう聴ちようでもしているような気分だ。工藤はこれで何を聴きいていたのだろう。

　いや、それは愚ぐ問もんというものか。おそらくこれらの機材はすべてワンセットだ。

　モニターの一いち端たん子しは視聴覚室に繫つながっていた。つまりあの部屋に工藤が何か仕し掛かけたのは間ま違ちがいない。ならば一緒に他のもの──例えば盗聴器や隠かくしカメラ──を仕掛けていても、おかしくはない。

　それに視聴覚室にはあの男がいる。その理由までは解わからないが、しかし工藤が事前にそのことを知っていれば、当然あの視聴覚室を監かん視ししようと考えただろう。

　ようやく黒幕の今回の目的が理解できた。

　私はヘッドホンをやはり元の位置に置き、放送室を出た。

　外から歓かん声せいが聞こえる。相当盛り上がっているらしい。乙組はどうだか知らないが、少なくともよそのクラスはそうに違いない。何しろ勝てば豪ごう華かなお食事付きだ。

　そういえば、戦績の方はどうなっているだろう。かなり長時間応おう援えん席を空けていたことに気付き、私は急に気になった。萌華は相変わらず檄げきを飛ばしているだろうか。要はやはり頑がん張ばっているだろうか。そして、菅原は──。

　今、どうしているのだ。

　雨宮に会いに行ったにしろ、最終的に彼が向かう先は、「何でも屋」のいる西校舎の屋上に違いない。そして私の予想に間違いなければ、おそらくそこで災さい魔まバッキーと戦うつもりだ。

　急がないといけない、と思った。ただ、何をどう急げばいいのかはさっぱりだった。

　だいたい私に何ができるのだろう。巻き込まれるだけ巻き込まれて、気が付けば灘がすべてを治め、嫌いや味みの一つも残して去っていく。いつもその繰くり返しである。

　私は──何のためにこの学校に入れられたのだ。

　何かできることはないか、と考えた。どんな形でもいい。少しでもこの手で事態を好転させてやりたい。それが「受難マキゾエ」として事件に関かかわったことに対する、私なりの決着の付け方だと思った。

　一つ、心当たりがあった。要だ。灘は決して好まないやり方だろうが、今回の事件には災魔が大きく関わっている。だったら彼女を動かすのが一番自然なのだ。

　ただそのためには、彼女に菅原のことも含ふくめていろいろ明かさないといけない。そこがネックだった。一階に駆かけ足で向かいながら、何かいい知ち恵えはないかと考え込む。

　考え込みすぎたのだろう、廊ろう下かに出たところで何かにぶつかった。

　人ではなかった。私に撥はね飛ばされてリノリウムの床の上にベチャリと落ちたそれは、どこからどう見ても未み確かく認にんな神秘生物である。もしくは和わ菓が子しのお化けだ。

「痛いなぁ。急にぶつかるなんて、まるでカナメちゃんみたいじゃないか」

　生物は一言文句を言ってから、唐とう突とつに自分の失言に気付いたのだろう。急に口をパカッと開けて少し斜ななめになり、そのまま瞬まばたき一つせず身を固めて動かなくなった。

　何のふりをして誤ご魔ま化かそうとしているのだ、それは。

　しかしおかげで助かった。今の私にとって、この生物は打ってつけだった。

「ねぇ、あなた、犀川さんのこと知ってるんでしょ。ちょっと頼たのみがあるんだけど」

　ぷんにゃりした感かん触しよくにも負けず両手で摑つかみ上げ、ムギュッという鳴き声も無視して、私はそいつに訴うつたえかけた。
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「カナメちゃん、大変だよ！」

　急に後ろから名前を呼ばれたような気がして振ふり向くと、ちょうど目の前数センチ先に、家に置いてきたはずのコウメがパタパタと羽ばたいていた。

「っ！」

　何だか音になってない声を口から発し、要は急いでその体を捕つかまえた。これだから油断も隙すきもない。とにかく人目についてはまずいと、暴れるコウメをそばに脱ぬいでおいたジャージで無理矢理包み、それから恐おそる恐る辺りを見回す。

　幸い乙組の誰だれもが校庭に向かって声援を飛ばしている最中だった。それにここは応援席の椅い子すでも一番後ろの列。稲美が戻もどってくるのを期待してこんな位置にいたのが、逆に功を奏したらしい。

　とにかく場所を変えようと立ち上がる。何が大変なのかは知らないけど、今この場でコウメと話すわけにはいかない。

「どうしたのよ、犀川さん」

　こちらの不ふ審しんな動きに気付いた萌華が、急に話しかけてきた。

「応援しないの？　このパン食い競走であと一回一位取ったら、まさかの大逆転になるのよ？」

「あ、ごめん。ちょっと用事だから」

　そう言って要は強こわ張ばった笑え顔がおを浮うかべながら、ジャージに包んだ塊かたまりを抱かかえ、念のためパチンコの入った鞄かばんも持って、校舎裏の方に走った。

「もう、何でコウメがいるのよぅ」

　走りながら文句を言う。しかしジャージの中からは返事がなく、代わりにムギュムギュと苦しむ声が返ってくるだけだ。少しきつく包みすぎたかもしれない。

　建物の陰かげ、棟むね同士を繫ぐ連れん絡らく通路の下まで来ると、カナメはようやく包みを解いた。

「プハァ！」

　よほど苦しんでいたのか、上着の中から飛び出した大だい福ふく餅もちは満足げに一つ深呼吸し、続いてエレベーターよろしく上下し始める。落ち着きがないなぁ、と思いながら、要はその姿をジト目で眺ながめた。

「もう、カナメちゃんったら何するの。苦しいでしょ」

「いきなりあんなところに出てくる方が悪いんだよ。それで何なの？　大変なことって」

　そちらの用事を忘れてもらっては困る。そもそも最初に騒さわぎに来たのはこのコウメだ。

「あー、そうだった！　カナメちゃん、大変なんだよ。災さい魔まが──」

「災魔？」

　今日はもうすっかり忘れていた危険な敵達のことを思い出し、要は顔に緊きん張ちようを走らせた。災魔が近くにいるのか。しかし特にその気配はない。何よりこの快晴の下の体育祭。平和そのものだ。

「あのね、体育祭どころじゃないんだよ。災魔が出るんだよ！」

　この前の大ナマズだよ、とコウメは半分パニックになりながら続けた。

　大ナマズ──といえば、今学期の始め、この校庭で暴れ回って始業式を翌日に延ばしたあの巨きよ大だい魚のことか。しかしあれなら、もう要が封ふうじたはずだ。今さら動き出す心配もない。

「どういうこと？　コウメ、何か知ってるの？」

　しかし急にそんなことを言い出したからには、何か情報を摑んだに違ちがいない。そう思って訊たずねてみたが、コウメは急にうろたえ、ジタバタし始めた。いったい何があったのだろう。

「あ、ええと、いやそれはその……とにかく大変なんだよ！」

　本当に要領を得ない大福餅だった。

「でもさ、コウメ。どうやったらあのナマズが復活するって言うの？　あれからもう一ヶ月も経たってるし、封じ損そこねたってことはないんでしょ？」

「うん、それはないと思う。だから、他ほかの災魔が復活させようとしているんだって、さっきそう教えられて──あ、いや、これはだからつまり……」

「……誰に教えられたのよ」

　もしかして、二代目辺りが挑ちよう発はつしてきたのか。まったく、昨日に続いて懲こりないやつだ、と勝手に怒おこりながら、要は校庭の方を振り返った。

　ワァと一ひと際きわ高い歓かん声せいが上がった。もしナマズが復活すれば、あの会場はパニックになる。もしこの情報が本当なら、何としても喰くい止めなければならない。

「とにかく分かったよ。そのナマズを復活させようとしている災魔はどこ？　この体育祭、絶対に私が守ってみせるんだから」

　そう言って要は、ギュッと片目を瞑つぶってみせた。

　コウメからの反応は、なぜかなかった。

　どうしたのだろう。いつもならここで「ようし、変身だ」とか叫さけんで、ハイテンションにその辺をパタパタ飛び回るのに。

「あのさ、カナメちゃん。災魔がいるのは西校舎の屋上だって。ただね、言いにくいんだけど……」

　体育祭がまずいんだ、とコウメは申し訳なさそうに告げた。

「ボクも詳くわしいことは分からないんだけど、とにかく今回の災魔の陰いん謀ぼうを潰つぶすためには、この体育祭を終わらせなきゃいけないみたいなんだ。だからカナメちゃんが戦えば、この体育祭は──」

「そんなのやだよ！」

　思わず、要は叫んでいた。

「他に方法はないの？　ねぇ、その情報、誰だれから聞いたのよ」

「ええと……生徒カンシ何とかって言ってたけど……」

　生徒監かん視し委員──灘英斗か。だとしたら出所は確かかもしれない。でも、だからと言ってこの体育祭を途と中ちゆうで終わらせるわけにはいかないのだ。

　みんなで頑がん張ばった。たった十三人しかいなかったけど、いつもの一年乙組とは違う本当に頼たよりないメンバーばかりだったけど、それでもみんなして頑張ってきたのだ。

　さっき、新たに得点が入った。「ランちゃんを見て会得したんだよ」と言う雛世の走りが、パン食い競走に見事勝利をもたらした。さらにこの後おこなわれる障害物競走と、最後の男女混合リレーで好成績が出れば、もしかしたらまさかの優勝を取れるかもしれない。

　そこまで頑張ってきたのに、この手で中止にさせなければならないなんて。

「……ナマズなんでしょ？　前に倒たおした、あの」

　だったら大だい丈じよう夫ぶだよ、と要は無理矢理笑みを浮うかべた。

「復活しても倒せるよ。簡単だったもん」

「無理だよ。復活したナマズはあの時の何十倍もパワーアップしてるんだって。一暴れで世界が滅ほろびるって、そう言ってた」

「でも、でも……」

　いい加減にしろよ──、という声が、不意にその言い合いを中断させた。

　すぐ後ろからだった。

「おいカナメ、お前、自分の使命も忘れて何ムキになってんだよ」

　聞き覚えのある声だった。さっきから応おう援えん席に戻もどらないでどこに行ったのかと思えば、こんな所にいた。こんな所で、自分達の話を立ち聞きしてた。

「稲美……どうして」

「どうしてじゃねーよ、この馬ば鹿か。お前、この世界を災魔から守るために選ばれたんだろ？　封災天てん女によカナメなんだろ？　だったら戦えよ。体育祭なんかどうだっていいじゃねーか。それよりもっとやらなきゃいけないことがあんだろ、なぁ」

「どうしてじゃないって、どうしてよ！」

　突とつ然ぜんの稲美からの攻こう撃げきに、要は思わずそう叫び返していた。もっとも、その意味は自分でもよく分からなかったけど。

「どうしてあんたが私のこと知ってるのよ。私が魔法少女だってこと、どうして」

「どうしても何もねーだろ！　隣となりに住んでる同級生が知らないとでも思ってたのかよ！」

　知ってるもんはしょうがねーだろ、と彼は開き直った。

　要には、もう何も言えなかった。

　ずっと隠かくしてきたつもりだった。一年乙組という特とく殊しゆなクラスの中で、ずっとそれだけを隠し、ごく普ふ通つうの高校生を演じてきた。それこそが、要が自分の特殊性を、もしくは存在意義を保つ唯ゆい一いつの方法のはずだった。

　なのになぜだろう。彼は──菅原稲美は、ただの高校生のくせに、しっかりこちらの秘密を見み抜ぬいていた。

　何だ、この虚むなしい気持ちは。

「さあ、隠す必要がなくなったところでもう一度言う。戦えよ」

「……嫌いやだ」

「我がまま言うな」

「我がままじゃなくって……ううん、我がままだけど、でも、だって私は──」

　その後に言葉は続かない。要は押し黙だまり、稲美と視線を合わせないよう項うな垂だれる。

　確かに体育祭を終わらせるのは嫌だ。でもそれは、自分一人のためだけじゃない。

「私じゃなくたって……」

　仕方なく、言い訳を続けた。

「私じゃなくたって、誰かが解決してくれるよ、きっと」

　そして再び黙った。

　校庭から一ひと際きわ大きな歓かん声せいと、近くでコウメの羽音だけが聞こえた。

　コウメも何も言わない。目の前の二人の口くち喧げん嘩かを前に、困り果てているのだろう。

「──そんなに大事かよ、体育祭」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、稲美が口を開いた。もう荒あらぶってない、とても落ち着いた静かな声だった。

「俺は、正直どうでもいい。クラスの勝ち敗まけも、体を動かすことも、他ほかのやつらと騒さわぐことも。楽しいかと訊きかれても、全部どうでもいいとしか答えられない。変だと思うだろうな。あんな署名運動までしておいて、何を今さらって。けど事実だ。仕方ねぇ。でも……お前は違ちがう」

　本当に楽しそうにしている、と稲美は声を落として、半ば独り言のように続けた。

「勝って喜んで、走り回って喜んで、友達と喋しやべって喜んで──。楽しいんだろうな。俺とは違う。お前にとっちゃ、本当に楽しいことなんだろう。でも俺は……べつにお前が楽しむ姿は嫌きらいじゃない」

「何よそれ」

「いいから聴きけよ、馬鹿」

　もう一度、馬鹿と言われた。

「俺だってこの体育祭、続いてほしいさ。お前のアンカー、ちゃんと見届けたい。でもな、そんなことをしてたら、何もかも駄だ目めになっちまうじゃねぇか。日本が割れるんだろ？」

　コウメから聞いた話とは、微び妙みように違うようにも思えた。

「お前……人を助けるのは嫌いか？」

「え？」

　急にそう言われて、要は顔を上げた。稲美の真しん剣けんな眼まな差ざしが、痛いほどこちらに突つき刺ささっているのが分かった。

「変身して人を助けて回る魔ま法ほう少女。お前、それが嫌いか？」

　それはたぶん、いや絶対に違う。

　要は首を横に振ふり、自分の気持ちを素す直なおに表した。あのパチンコを手にした津つ波なみの夜から、自分の運命は定まった。とても壮そう大だいで、とても一言では説明しきれなくって、とても波は瀾らん万ばん丈じようだったこの数年間。その中で味わった喜びも苦しみも、すべて要の心の中に刻み込まれている。

　どれも掛かけ替がえのない日々だ。それは一年乙組という特別なクラスに加わったぐらいで、簡単に特別さを失うはずがない。

「ねぇ稲美、私は確かに体育祭、好きだけどさ」

　要はそう言って、少し高い彼の顔をまっすぐに見上げた。

「稲美は全然楽しそうじゃないんだよね。ううん、体育祭だけじゃなくて、いつも。学校でも家でも独りでムスッとして、全然楽しそうじゃないんだもの。だからせめて今日ぐらい楽しんでくれないかなって……私と一いつ緒しよに楽しんでくれないかなって、そう思ってた」

　真ま似ねして静かにそう言った。今度は彼が目を伏ふせる番だった。

「稲美、あんたも馬ば鹿かだよ」

　そして鞄かばんからパチンコを取り出し、まっすぐに構える。

　人を助けるのは好きだ。みんなのために戦って、この世界を守っていく。そんな重い使命にまっすぐ向き合い、この力で乗り越こえてきた。そんな自分をとても誇ほこらしく思う。一人の魔法少女として輝かがやく瞬しゆん間かん。要はそれが確かに気に入ってるし、何より楽しかった。

　稲美は言った。カナメの楽しむ姿は──好きだ、と。

「そんなに見たいなら見せてあげる。ちょっと恥はずかしいけど、言ったからにはちゃんと見ててね。ほら行くよ、コウメ」

　同時に要の体は光り輝かがやき、瞬またたく間に体操服から封ふう災さい天てん女によのコスチュームへとチェンジする。そしてふわりと空を舞まい、屋上へと昇のぼっていく。

　ようやくいつもの自分を取り戻もどせた。ただ、心の中に灯ともる炎ほのおは前より少しだけ熱くなっていたけれど。

　さて俺も自分の役目を果たすか──という下の声は、あいにく昂たかぶるカナメの耳には入ってこなかった。




　太陽が輝いていた。

　世間では快晴という。この体育祭を狙ねらったかのように訪おとずれた秋晴れ。しかしそれが仕組まれたものだったなどと、誰だれが想像できたろう。

　昨日の戦いで奪うばい取られた封印を思い出し、カナメはついに敵の正体に気付いた。

「──来たか封災天女。遅おそかったな」

「バッキー、やっぱりあなたね。しかもその体はこないだの……」

「おや、知り合いか？」

　いつだか菅原と要を襲おそった関西弁の男。それが西校舎の屋上に立ち、嫌いやらしい目つきでこちらを見ている。ただし中身は別人だ。かつて猛もう暑しよを引き起こして封印された、奇き怪かいな姿の獣けもののはず。

「そこから出てきなさい！」

　コンクリートの上に降り立ち、カナメはパチンコを掲かかげて叫さけんだ。いくら悪人の体とはいえ、この戦いに巻き込んで手傷を負わせるわけにはいかない。

「いいだろう」

　男はニヤリと笑い、先日の台詞せりふには似つかわしくない標準語で頷うなずいた。

　意外だった。肉体を盾たてに戦いを有利に進めることだってできたはずなのに。

　カナメが訝いぶかしがる中、男はその背を丸め、グワゥと唸うなり声を上げた。抜ぬけ出す兆ちよう候こうだ。素早く対応できるよう封印石をセットし、その出現を待つ。

　しかしそう時間はかからなかった。背広の繊せん維いの間から噴ふき出した赤い煙けむりが男の頭上一点に集中し、たちまち凝こり固まって、単眼一足、一本腕うでの紅ぐ蓮れんの獣人へと変じる。

「いまだ、カナメちゃん！」

　コウメが叫んだ。言われなくとも分かっていた。

「照りつける陽ひよ、天に帰れ！」

　叫び、石を放はなった。

　光を伴ともなう聖なる力が、獣の眼球に命中する。以前封じた時と同じ部位だ。今回も、これできれいに封印されるはずだった。

　が──。

「うそ……？」

「おや、どうした封災天女。今何か俺に当たったか？」

　クケケケケ、と獣は人の声で笑いながら、その一本足で宙から軽かろやかに着地した。一方佇たたずんでいた男の方は、長時間の憑ひよう依いについに体が限界を迎むかえたのだろう、無言でドサリと崩くずれ落ち、動かなくなる。

「さあ、これで心置きなく戦えるだろう？　続きといこうか。おっと、ついでにこいつは返しておくぜ」

　獣は笑ったまま、一本しかない手で目玉の表面を搔かき、今撃うち込まれたばかりの石を穿ほじり出した。まるで痛みなど感じてない。平然としたままカナメの武器を指先で弄いじくり、ほらよと投げて返してくる。

「コウメ、どういうこと？　あの災魔、あんなに強かったっけ」

　相手から目を逸そらさないよう構えながら、急いで横に浮うかぶコウメに訊たずねる。思わぬ事態に汗あせが滲にじむ。いや、これはもしかしたら獣が発する太陽熱のせいかもしれないが。

「分からないよ。でも普ふ通つうに戦って勝てる相手じゃなくなったってのは間ま違ちがいないよね。どうしてだろう……」

「考え込んでるな。獲え物ものがパニックになるのって、見てて楽しいよな、ホント」

　言うや、獣は凄すさまじい跳ちよう躍やく力で飛び上がり、頭上からカナメ目め掛がけて躍おどりかかってきた。とっさにかわしたものの、その追つい撃げきは止やまない。二度三度と仕掛けられるうちに柵さくの方に追い詰つめられ、逃にげ場を失っていく。

　こうなったら空しかない。そう考えて急いでパチンコをかざし、風を纏まとおうとする。だが一度戦っているのは向こうも同じ。カナメの手など、獣にはすっかり読めていた。

「──甘い」

　ニヤリと笑い、その瞳ひとみから赤い熱線を放った。

　ただしカナメにではない。後ろの鉄柵に、だ。

　事故防止用のため頑がん丈じように造られたそれは、災魔の熱気を受けて猛もう烈れつに温度を上じよう昇しようさせる。慌あわてて身を離はなしたが、触ふれてなくても充じゆう分ぶん熱い。とにかくこの場から移動して体勢を立て直そうと、カナメは横に走ろうとしたが、急に袖そでが何かに引っ張られた。

「なに、これっ？」

　振ふり向いて、思わず目を疑った。融ゆう解かいした鉄柵の一部が長い振ふり袖そでを張り付かせ、じわじわと焦こげ付かせているのだ。このままではコスチュームが燃えてしまう。だが無理矢理逃げたところで、袖がちぎれては空も飛べない。

「どういうこと？　あなたのビーム、前はこんなに熱くなかったじゃない！」

　焦あせった末に、とりあえず文句が出てきた。そんなに自棄やけにならなくても、と横でコウメが嘆なげいたが、それは無視する。

「いいだろう。そろそろ種明かしといこうか」

　獣けものが得意げに笑って、自分の額にグサリと爪つめを突つき立てた。血は出ない。ただ、その爪に引き裂さかれて縦に割られていく毛皮の中には、ぬめる無数の奇き怪かいなものが固まり、そしてもそもそと不気味に蠢うごめいていた。

　何の飾かざり気もない白い球体。そこから垂れ下がるこれまた白い膜まくが、まるで人間の首から下を覆おおうマントのように見える。それが果たしていくつ詰まっているのか。数える気にもなれないほどの量と不気味さで、獣の体内を埋うめ尽つくしている。

　いや、しかしあの形には見覚えがある。あれは──。

「テルテル坊ぼう主ずだ、カナメちゃん！」

　コウメが気付き、そう叫んだ。

　間違いない。あの不気味な塊かたまりは無数のテルテル坊主の集合体だ。

「昨日ここ一帯でたくさん吊つるされた。太陽を招き雨を祓はらうこの呪じゆ物ぶつこそ、俺様の何よりの糧かてよ」

「そんな。だってテルテル坊主なら私だって……」

　吊るしたはずだ。明日の体育祭の開かい催さいを願って晴れますように、と。まさかその純じゆん粋すいな想おもいが、こうして相手の力になってしまったというのか。

「ほほう、それはそれはご馳ち走そう様さま。というわけで、そろそろ焼き殺してやろうかな」

　悔くやしがっている暇ひまはなかった。割れた肉体を元に戻もどすこともなく、二つに分ぶん裂れつした獣の瞳が再び赤く輝かがやきだす。

　どうする──。カナメはパチンコを構えたまま、相手を睨にらみ付けて考えた。すでに無数のテルテル坊主の塊にしか見えない。いったいどこに石を撃ち込めばいいのか。後はない。勝負はこの一手で決まる。

　汗が一筋、額を流れた。

　刹那、見えた。

「そこだっ！」

　獣の熱線が放射される寸前、カナメの石は再び空を切り裂き、狙ねらいを定めた箇か所しよにしっかりと喰くい込んだ。

「グアァァッ！」

　同時に獣が苦痛の雄お叫たけびを上げる。やはりそうだ。昨日から今朝にかけて集められたそのエネルギー。しかしどうやら一つだけ、妙みようなものが紛まぎれ込んでいたらしい。

　無数の白い塊の中に、ほんの一瞬チラリとだけ見えた、逆さまに吊るされたテルテル坊主。どこの捻ひねくれ者だか知らないけど、おかげで突とつ破ぱ口こうは開かれた。

「くそう、これぐらいでやられて堪たまるか！」

　苦しみに耐たえながら、敵が再び腕うでで体を繫つなぎ合わせる。その隙すきにカナメは柵を離れ、一気に間合いを取り、三度目の正直とばかりに新たな石を放とうとした。

　そこで、邪じや魔まが入った。

　いつもと同じパターンだ。毎度お馴な染じみの空中放電で封ふう印いん石を叩たたき落とし、そのまま偉えらそうな態度で現れる。憎にくきあいつのお出ましだ。

「二代目、また来たのね？」

　頭上にいつの間にか浮うかぶ黒雲を睨み上げ、カナメは叫さけんだ。

「いいわ、ついでにここで決着付けてあげる！」

「望むところだ──」

　いつになく凄すごみの籠こもった声で二代目は答え、まっすぐに降りてきた。

「俺もそろそろお前とはけりを付けたいと思っていた。全力で行く。文句はないな？」

「……ええ、いいわよ」

　そう言ってはみたものの、この得体の知れない覚かく悟ごのような気配は何だろう。二代目から漂ただよう異様な気き迫はくに、カナメは少なからず不安を覚える。

　コウメが心配そうに見ている。しかしここまで来た以上、やるしかない。

　これは封災天てん女によの使命だ。この手で人類を救うためには、いつかは通らなければならない戦いだ。

　校庭から歓かん声せいが一つ響ひびいた。乙組の優勢を告げるアナウンスと一いつ緒しよに。

　見ていて稲美。私、負けない──。

「その前に一つ、準備がいる」

　ふと二代目が、その目を獣の方に向けた。

「この勝負、俺は全力を出すと言った。だったら当然俺の得意なバトルフィールドがいる。そして俺の司つかさどる災わざわいは雷かみなり……」

　その言葉に、獣の顔が引き攣つる。そして逃のがれようと一本足をバネに飛び上がった刹せつ那な、二代目の右手から放たれた激しい電流が、その体を貫つらぬいた。

「失うせろ、晴れ野や郎ろう」

　そんな彼の言葉は、獣の断末魔に搔かき消された。

　思わず啞あ然ぜんとして、カナメは二代目を見やった。ほんの一瞬だった。一瞬で、封印石に二度耐えた災魔を消し去ってしまった。

　もちろんカナメが弱らせていたから、というのもあるかもしれない。しかし間ま違ちがいない。二代目は明らかに力の制せい御ぎよを外している。

「これですべて予定どおり──。さあ、始めようぜ」

　静かに告げたその頭上で、瞬またたく間に黒雲が広がっていく。昨日も見た。あのレイノンという豪ごう雨うの災魔が起こす雲だ。闇やみの中で唸うなる雨と風。そこでこそ、雷の化け身しんは真の力を発揮する。

　ポツリと頰ほおに冷たいものが当たった。

　少しだけヒリヒリした。さっきまでの灼しやく熱ねつ、まんざらノーダメージでもなかったようだ。

「カナメちゃん、体育祭が……」

「コウメ──今は二代目を何とかしなくちゃだよ」

　徐じよ々じよに量を増しつつある雨の中、カナメはそう言って自分のパートナーを窘たしなめた。

　二代目がどういうつもりなのかは分からない。この雨で体育祭が中止になれば、彼らの計画していたナマズ復活作戦も失敗に終わってしまうらしい。なのになぜ目の前のライバルはこんなことをしているのか。

　勝ったら訊きこう。止とどめだけは刺ささずに。

「違うんだ、カナメちゃん！　あれは何……？」

　だがコウメの声は、明らかに戸と惑まどっていた。

　いったいどうしたのか。カナメと、ついでに二代目までが、不ふ審しんげに大だい福ふく餅もちを睨み付ける。しかしその視線の先にある柵さく向こう、ちょうど校庭の側を見た瞬間、ようやくこのマスコットの疑問が理解できた。

「何だよ、あれ……」

　二代目が絶句した。

　カナメも二代目も、そしてコウメも、いまや降り注ぐ雨に打たれ、その体はずぶ濡ぬれになりつつある。ところが一方校庭の方は、その上に張り巡めぐらされた透とう明めいなドーム状の屋根に守られ、平然と体育祭を続行中だった。

「あれ、ガラス……じゃないよね」

「ああ、何かバリアみたいだな」

　あまりにぶっ飛んだ光景に、つい普ふ通つうに会話をしてしまった。

　そんな間ま抜ぬけな事実に気付いたのか、二代目がハッとこちらを見る。カナメもまた、そういえばこれから決戦だった、と慌あわててパチンコを構え直したが、しかし彼は向かってこなかった。ただチッと舌打ちをし、足元に黒雲を呼び出して宙に浮かぶ。

「気が変わった。また今度だ」

　そう言って彼は雨の中、大空へと昇のぼっていく。何だかさっぱり分からない。後を追いたかったが、あいにく袖そでがボロボロでは空も飛べそうにない。

「ええと、カナメちゃん」

　とりあえずコスチューム直そうか、とコウメが申し訳なさそうに言い、巨きよ大だいな口の中から裁さい縫ほう箱を取り出してきた。







　６　十月九日体育祭　午後の部　私、アンカーになる。
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雨が降り出し一安心なはずが、何だこのＳＦ的装置は？　そして優勝を懸けた最後のリレーが始まる。果たして一連の出来事の結末とは……。









　その雨が降りだしたのは、ちょうど最後の個人種目、障害物競走の最中だった。

　雨宮の邪じや魔まをしていた災魔がついに倒たおされたのだろう。菅原と要、どちらがやったのかは気になるところだが、応おう援えん席からでは知る術すべもない。

　で、とにかく雨だ。降ってきたはいいが、いったいこれはどういうことだ。

　真上から降り注ぐ大おお粒つぶを完全なまでにシャットアウトする謎なぞのバリアを見上げ、私はただひたすらアーと口を開け放していた。もちろん私だけではない。応援する者走る者、乙組も含ふくめた学校中の人間に加え、それを見にきていた保護者一同までもが、突とつ然ぜんの天候変化とＳＦ模様に度ど肝ぎもを抜ぬかれ、啞然としている。

　学校にこんな未来設備があったなんて、聞いたこともない。もしやこれもミチザネの仕し業わざか。手下が倒されてもいいようにと、こんな手段まで用意していたというのか。

　しかしそれは誤解だった。まあ、地球生命の権ごん化げがそんなマシンに頼たよるのも変だし。

「皆みなさんお静かに。ええい、お黙だまりなさい！」

　ホームルームの時と同じ罵ば言げんを飛ばしながら、体育祭運営委員長、鬼灯楓が朝礼台の上にすっくと立つ。右手に鉄てつ扇せん、左手にメガホンの二刀流。さらに背後には、これまたようやく戻もどってきた東城がいつものようにしっかり陣じん取どり、忠犬よろしくズンと控ひかえている。ただ、彼の偏へん執しゆう的な内面を知ってしまうと、不気味さも一ひと入しおではあったが。

「お騒さわぎになる必要はありません。体育祭はこのまま続行いたします。走っている生徒は一度スタートラインに戻って、もう一度お走りなさい」

　手にした鉄扇の先せん端たんでトラック上をなぞるように示し、彼女は自分を不思議そうな顔で眺ながめる生徒達に命令した。

「雨なら大だい丈じよう夫ぶですわ。最高のテクノロジーを駆く使しして用意させたこの電磁ドームがあれば、雨はおろか外から狙そ撃げきされたところで、死ぬ気き遣づかいもなくってよ。さあ、解わかったらお戻りなさい」

　そう言って今度はメガホンを振ふり回す。それを受けて、校庭中のスピーカーというスピーカーから激しいハウリングが鳴り響ひびく。

「どっから持ってきたのよ、あんなサイバーなもん……」

　バリアが作動する既すんでのところで頭に直ちよく撃げきした雨粒を私の体操服で勝手に拭ぬぐいながら、萌華が呆あきれたように呟つぶやいた。

　もちろん私も同意見である。こういう超ちよう設備は後々面めん倒どうなことになりそうだし、できればなしの方向でお願いしたい。そもそも誰だれが造ったのだ。

　──いや、考えるのも愚ぐ問もんか。

　乙組に残されたマッドサイエンティスト、葦ヶ谷伊織の存在を、私はすっかり軽視していた。彼女ならこういうことは普ふ通つうにやりかねない。そして案の定、当の伊織は「いやー、急に凄すごい臨時予算くれちゃってさ。断れなくて」と明るい笑え顔がおで周りに自じ慢まんなど始めていた。

　臨時予算というのは、もしやあのお嬢じよう様さまが使い込んでいた八十万のことか。灘は返すか無理矢理使うかしろと言っていたが、よもやこんな形で充あてられるとは思いもしなかった。

「ま、続行なのはありがたいけどさ」

　萌華が吞のん気きそうに言った。私もそんな境地に達したい気分だった。

　一同の称しよう賛さんを一手に受け、楓は得意げに朝礼台を降りて行った。それを見て思い出す。そういえばあのお嬢様のもとに乗り込んでいった灘は、あれからどうなっただろう。

　それにこの雨天作戦が失敗に終わったとなれば、菅原や要も焦あせっているに違ちがいない。廊ろう下かで捕つかまえた変な生き物に多少過か剰じように事態を伝えて上手うまく誘ゆう導どうできたかと思ったが、これでは私の方も完全に計算外だ。

　どうする。このまま体育祭が進めば、ナマズの復活は免まぬがれない。そうなれば日本は滅めつ亡ぼうだが──。

「大変だよ、ランちゃん！」

　そんな差し迫せまった時である。雛世が困った顔でこちらに詰つめ寄ってきた。

「カナメちゃんがいないんだよ。どうしよう」

「あ、いないのは知ってるよ。それが何？」

　私の方もこの緊きん迫ぱくした頭ではまともに受け答えできない。だがそれは雛世も同じで、彼女はこちらの言葉を無視して「大変なんだよ」と繰くり返し、ついに切せつ羽ぱ詰つまってか、いきなり驚おどろくべきことを叫さけんだ。

「お願いランちゃん、リレーに出て！」

「うぇ？」

　予期せぬ台詞せりふに、思わず私は奇き怪かいな日本語を口走ってしまった。

　リレーというのは、やはり最後の男女混合リレーか。もうこの後すぐではないか。

「カナメちゃんったらアンカーなのにまだ戻ってこないんだもん。それに稲美ちゃんもスグルちゃんも、走る予定だった人がほとんどいないの。もう入場門の方に行かないと、また騎き馬ば戦せんの時みたいに締しめ切られちゃったら……」

「ちょっと待ってヒナちゃん、話は解るんだけど、どうしてそこで私なの？」

「だってランちゃんなら勝てるよ。騎馬戦の時、凄かったんだもん！」

　そう言われると、もう切り返す言葉がなかった。あの戦いで実質勝利を導いた瑪瑙凜は、見事にその功績を私に擦なすり付け、今は素知らぬ顔で隅すみっこに移動し、文庫本など読み始めている。完全に嵌はめられた気分だ。

「ほら行こう。私も走るから。ね？」

　雛世はあくまで真しん剣けんだった。

　場内アナウンスが選手の招集をかけている。さらにこれまでの成績が発表され、驚くべきことに一年乙組が辛かろうじて四位に食い込んでいることを伝える。

　最後のリレー、これでトップになれば、まさかの逆転優勝なのだ。

「高浪さん、起たって」

　膝ひざの上で話を聴きいていた萌華までが、ついにそんなことを言い出した。

「お願い。優勝はもうすぐそこなの。あなたの力が必要よ。本当なら私が自分で走りたいぐらいだけど……ま、無理だしさ」

　頑がん張ばってよ、私の分まで──。

　そんな普段は吐はかないような切なげな台詞など口にしながら、微び妙みように潤うるんだ瞳ひとみで私を見上げる。もはや状じよう況きようは断れないところまで行き着いていた。

　この期ごに及およんでいきなり背負わされた重荷に肩かたを落としながら、私は立ち上がった。




　リレーは各クラスから四人が参加。学年別に走り、各おの々おの総合順位を競う。まあ、全国共通の普通の競技である。強しいて違う部分を挙げるとすれば、男女二名ずつで一チームという決まりがあるぐらいだ。

　ただ、今日のようにメンバーが圧あつ倒とう的に少数の場合、そこが大きなネックになる。

「みんな、頑張ろうね。これに勝ったら優勝だよ」

　両手の拳こぶしを握にぎり締め、雛世が私達の士気を上げるべく率そつ先せんして盛り上がる。が、その拳がもちろん無む謀ぼうなのは、この面子メンツを見ても明らかだった。

　まあ、女子はいい。問題は男子だ。もともと五人しかいないのに、出場予定の二人は姿を消し、あとは明らかに戦力不足としか思えない顔ぶればかりが残っている。その戦力のなさはあまりに未知数すぎて、結局誰だれが出るかは三人のジャンケンで決まったほどだった。

「頑張ろうね、孝くんも尚なおくんも」

　私と同じポニーテールに髪かみを結び直した雛世が、改めて男子二人を励はげましている。が、そう言う当人もそれほど自信があるわけではないらしい。現にアンカー専用に用意されたタスキは、何のためらいもなく私に回されてきた。

　チーム内での男女の走る順番には、特に制限はない。だから他クラスのアンカーも男女バラバラである。当然各クラスから選出された最高のメンバーが走ることになる。

　いや、もちろん全員見覚えのある顔ばかりだったが。

「もう油断はしないぜ、藍子ちゃん。騎馬戦での借りはしっかり返してもらう」

　丙へい組に移い籍せき中のサイボーグが、そんなことを真顔で宣言してきた。

「ここまで残ったのは見事だけどね。俺にも勇者のプライドがある。いい機会だ。この力がみんなにどれぐらい通用するものか──試ためす価値は充じゆう分ぶんだな」

　不敵に笑う勇者もまた、この試合に何かを懸かけている。

「──くたばらせてやる」

　巫女みこもパワーだけは有り余っているようだった。

　他ほかには小さな体に似合わぬ力持ちの妖よう怪かいが一人と、奇くしくも恋こい人びとである勇者との直接対決になったお姫ひめ様さまが一人。お姫様の方はどれぐらい戦えるのかよく分からないが、訊たずねても「魔源マナは充分にあります」という謎なぞの答えが返ってくるばかりだった。

　無理だ。こんな連中を相手に逆転できるわけがない。

「ランちゃんも、絶対勝とうね！」

　そう無む邪じや気きに盛り上げようとしてくる雛世が、次し第だいにわざととしか思えなくなってきた。

　灘が訪おとずれたのはそんな時である。

　いったい何をしてきたのか。まったくいつもと変わらぬ様子で入場門に来た彼は、走る面々をぐるりと眺ながめ回し、小さく眉まゆを顰ひそめた。よほど何か言いたかったらしい。が、私の方も彼に訊ききたいことがあったのだ。

「灘くん、どうでした？」

　まだ入場の合図がないことを確かく認にんしてから皆みなのもとを離はなれ、私は彼に近寄った。

「鬼灯さんも東城くんも、さっき普ふ通つうに朝礼台にいましたけど。ジナリゴトはどうなったんですか？　工藤くんはいないし、あと菅原くんと犀川さんは──」

「一度にいろいろ訊かれても困るのだけどね」

　大だい丈じよう夫ぶさ、と灘は事もなげに漠ばく然ぜんとした答えを返してきた。

「ジナリゴトについては、この競技中に解決させる。だから君はせいぜい頑張って走りたまえ」

「解決させるって、じゃあ視し聴ちよう覚かく室にはミチザネさんを説得しに行ったわけじゃないんですね？」

「説得ぐらいで手を引いてくれるなら、いくらでも説得するさ。確かに僕自身は氏とは敵対してない。しかし利害関係が一いつ致ちしないなら、どう持ちかけたところで言うことを聞いてくれるような人ではないよ。だから僕はあくまで鬼灯さんに会いに行ったんだ」

　そう言って、彼は校庭の方を眺めた。障害物競走に使われたハードルやらネットやらが撤てつ去きよされ、掠かすれたラインが描えがき直されている。その淡たん々たんとした作業とは裏腹に、いよいよ始まる最後のデッドヒートを前に応おう援えん席は異様な盛り上がりを見せ、果たして優勝はどのクラスになるのか、一同期待の籠こもった目で入場門にいる選手達を吟ぎん味みしている。
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「やっぱり……部屋の中には入ったんですか？」

　それが気になっていた。

「いや、表で鬼灯さんを呼び出しただけだ」

　灘の答えは違ちがった。

「何だか君がやけに血相変えていたのでね」

　その言葉に、私はとりあえず安心する。なぜ恐おそれていたのかは自分でも解わからない。しかしこうして無事、灘とあの男との接せつ触しよくは免まぬがれたわけである。

　それにしても──、とやはり選手を眺めながら、灘が言った。

「今回のクラス編成を変えるという鬼灯さんのアイデア、実際に具体的な部分を作ったのは工藤くんだったけど、どうやら実行して正解だったようだね。ここまでいい勝負というのも珍めずらしい。うちのクラスも意外と頑がん張ばっているようじゃないか」

「そりゃまあ、樋渡さんが発破かけたりしてましたからね」

　今も間近で応援すると言って、スタートラインの前にある教員用のテントに移って優に弄いじられているはずだ。

「樋渡さんか……。まあ、やはりそうなるか」

　灘が相変わらず唐とう突とつに、気になる発言をする。もっともそれについて問い詰つめたところで、教えてくれるはずもない。まあ期待はするまいと思いながらも、「何ですか？」と半ば投げ遣やりに口にしてみたが、彼の反応は予想どおりだった。

「説明はこの競技が終わってからさ。だからもう一度言おう。君は頑張って走りたまえ。頑張れば頑張るほど、おそらくすべて上手うまく行く」

　深くは触ふれず、それだけ言うと灘は踵きびすを返して、テントの方に去っていった。楓もあの辺りにいるはずだ。いったい彼らはどんな企たくらみをもってミチザネの計画を潰つぶそうとしているのか。

　雛世が呼びに来た。いよいよ入場らしい。私は後ろ髪がみを引かれながらも、もはや逃にげることの許されないタスキを身に、列へと戻もどった。

　頭上に響ひびくだけの雨音がどこか空々しい。それに反して場内の熱気が物もの凄すごいのは、楓の狙ねらった編成作戦に加えて、周囲に張り巡めぐらされた電磁バリアの影えい響きようももしかしたらあったのかもしれないが、その辺の科学的仕組みは私には解らなかった。

　入場用の曲が流れ始めた。

　応援席からの声援を受け、私達は門を潜くぐりトラックへと進んでいく。運営委員の誘ゆう導どうに合わせて半周を走り、そこから中央に向けて折れ、コースの内側で再び整列した。

　すぐ前にテントと朝礼台がある。灘と楓が何か話し合うのが見える。優も飽あきが治まったらしく手を振ふりながらカメラを回し、そのそばの椅い子すには移動してきた萌華が立って、スタートの瞬しゆん間かんを待っている。

　さて、どうなるか。

　とにかくこういうのは最初が肝かん心じんだ。いわゆるスタートダッシュというやつである。そして乙組の一番走者は倉時孝助。騎き馬ば戦せんでの羞しゆう恥ち負けで、もはやその女難ぶりは全校はおろか保護者一同にまで知れ渡わたったことだろう。そんな彼の緊きん張ちようで強こわ張ばった顔は、なのに泣きたくなるほど頼たよりなげなものだった。

　あまりに覇は気きの無い様子に頭を抱かかえる。こうなったら神かみ頼だのみしかない。

「大丈夫だよランちゃん、孝くんは割と速いよ。小学生の頃ころに蜂はちに追いかけられた時とか、凄かったんだよ」

　雛世がフォローを入れてきた。だったらいっそのこと蜂の巣でも放ほうり投げてみるか。

　思考がバイオレンスになった瞬間、曲が止まった。

　一瞬の静せい寂じやく。それからスターターの「用意」の合図を受けて一同身を構え、銃じゆう声せいと同時についに決戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　雛世の言うとおり、確かに孝助は割と速かった。ただ「割と」速いというのは、べつに「かなり」速いわけではない。そもそも最後のリレーともなれば、アンカーでなくともそれなりの精せい鋭えいが集つどうはず。がむしゃらに走る孝助の体は、他クラスの運動部員に瞬またたく間に離はなされていく。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、私が孝くんの分までいっぱい走るから」

　雛世が精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで言ってきたが、だからと言って走行距きよ離りが変わるわけでもない。

　前ぜん途と多難に始まった最終競技。どん尻じりの孝助のバトンを受け取り、続いて二番手の雛世がスタートした。こちらは孝助と違って「そこそこ」速かったらしい。ここまでの差を埋うめようと臨時のポニーテールを後ろになびかせ、六位から五位へと躍おどり出る。

　萌華の声せい援えんが聞こえる。あの小さな体で、彼女もまた力の限り燃えている。その声を受けて力付いたか、雛世はさらにペースを上げ、四位とのデッドヒートを開始した。

　しかしその担当距離ももう長くはない。数メートル先には次なる走者、自じ称しよう天使の渡わた辺なべ尚なお樹きの姿が待っていた。四位争いの勝負はつかぬまま、バトンが受け渡される。

「尚くんお願い！　奇き跡せきを起こしてっ！」

　翼つばさを持たないエンジェルに、雛世はその望みを托たくした。

　孝助以上にひ弱そうな尚樹は、しかし思わぬ脚きやく力りよくで一気にダッシュを掛かけ、四位に立った。小さい分身軽なのか。

「なかなかやるな、乙組も」

　次に備えてスタートラインに立った私に、隣となりのネグが話しかけてくる。余よ裕ゆうに満ちた顔だ。現在走行中の彼のチームは六番手。そこから巻き返す自信は、それでも充じゆう分ぶんにあるのだろう。

「けど、これで精一杯ってとこだな」

　そう、尚樹は先に上がってなかった。とにかく四位をキープするだけで、それ以上の巻き返しは図はかれてない。このままの順位でバトンが渡されれば、最後に残った元乙組のメンバーに勝つのは不可能に近い。

　そんな私の心配を嘲あざ笑わらうかのように、「お先に」と声がして、最小の妖よう怪かい男子がいよいよ最後のスタートを切った。続いてそれを追うように巫女みこが飛び出し、直後に勇者が追つい撃げきを掛ける。

　次は私だ。手を後ろに体を傾かたむけ、できるだけリードしながら、ついに尚樹のバトンを受け取った。

「ランちゃん、遅ち刻こくすると思って走るんだよ！」

　雛世の声が聞こえた。

「乙組行けっ！　この大逆転スクープ、絶対に私が書くんだからね！」

　優の声援も聞こえた。

「高浪さん！　優勝よ、優勝！　私よりでかい体してんだからちゃんと走りなさい！」

　萌華の檄げきもまた、ヒートアップしていた。

　──負けられない。絶対に。

　みんなが私にすべてを懸かけている。ただの転校生だった私が今、一年乙組のアンカーとして走っている。

　激しい高こう揚ようが胸の中に躍おどり、私は足を速めた。目前に三位の背中が見える。まずこれを抜ぬくのだ。

　すでにコースは半ばの直線へ差しかかろうとしていた。猪ちよ突とつ猛もう進しんなら誰だれにも負けない。いつも曲がれず何かにぶつかる私の本領発揮だ、と思ったのも一瞬のこと、背後から一いち陣じんの風が駆かけ抜けていく。

　ネグだ。やはり追い越こされたか。

　機械の体を持つサイボーグ少年は、おそらくその力のすべてを出しきってはいないのだろう。微かすかに振り返り、後方を確かく認にんすると同時に私を挑ちよう発はつしつつ、さらに先へと進んでいく。そして焦あせり始めた私の後ろに、新たな追っ手が迫せまる。こちらは姫ひめだ。このまま抜かれれば、私のチームはビリに逆ぎやく戻もどりである。

　それだけは絶対に避さけたかった。直線を抜けカーブに入る。もう半分もない。この中で勝負をつけなければ、みんなの期待を裏切ることになる。

　勇者に迫った。いつも持ち歩いている木刀の代わりにバトンを振ふり回す彼は、やはり私の存在に気付いたのだろう。わずかにスピードを上げて離しにかかる。同時に早くもばて気味だった妖怪が並び、その向こうに巫女とサイボーグのデッドヒートが見える。

　私だって追いついている。少しずつだけど、確実にみんなに並ぼうとしている。

　いけるかも、と思った。

　そのせいで気が少し緩ゆるんだ。

　ふと、靴くつの先にほんの小さな土の段差が引っかかった。同時に体が大きく傾き、視界がぶれた。

　何が起きたのか解わからなかった。まさかそんなことあるはずがない。ゴールテープはもうすぐそこじゃないか──。そう思ってはみたものの、リアルな痛みが手足を襲おそい、気が付けば私はコース上に転てん倒とうして砂まみれになっていた。

　誰かの悲鳴が聞こえた。雛世か。

　止まっちゃ駄だ目めだ。懸けん命めいに起き上がり、前を見る。しかし他の五人の背中がゴールの向こうに入っていく瞬しゆん間かんに、嫌いやでも思考が停止する。

　……負けたのだ。私は。

　パン、という銃じゆう声せいが聞こえた。決着がついた合図だと思った。

「皆みなさん、お静かに」

　そう言ってゴール前の朝礼台に上がったのは、鬼灯楓だった。

「いいからお静かに。お黙だまりなさい。あなた達も止まるのよ。興奮しているところ悪いけど、少々事情がありますの。少し早いけど、ここで一年生の結果を発表しますわ」

　どことなく苛いら立だった調子で手にメモを持ったお嬢じよう様さまは、ゴールに走り込もうとする選手達を制し、その内容をマイクに向かって投げ遣やりに読み上げた。




「優勝は──一年乙組です」




　場内が、静まった。

　頭の中が再び真っ白になった。

　一年乙組といえば私のチームではないか。何を言っている。私は負けてここにいる。このリレーで一位を取れなかった以上、優勝はあり得ない。なのに楓はなぜ突然、そんなことを言いだすのだ。

　周りから戸と惑まどいの声が上がる。異議が飛んでくる。スポーツマンシップを無視した突然の判定に、誰もが納なつ得とくいかないまま、楓と私は不ふ穏おんな視線を一手に浴びることになった。

　膝ひざが震ふるえた。擦すり剝むいたのか、少し痛かった。

「だからお静かにと言ってますのに、あなた達、聴きく耳持ちませんの？　事情はあります。説明いたしますわ」

　楓はそう言うとポケットから何かを取り出した。紙だ。それが何か、正体はすぐに解った。手で折り曲げられた表にワープロ打ちの文字が見える。

「ここ数日、我が校に何度も脅きよう迫はく状が届きました。内容は単純。この体育祭で一年乙組を優勝させろ、だそうですわ。もちろん体育祭の中止は不可。要求に応じなかった場合、人ひと質じちを殺すとあります。それでわたくし考えましたの。もちろんこの体育祭、公正なルールのもとにおこなわれて然しかるべきだけど、やはり人命は大事だ、と。だからそうね、もし乙組が自力で優勝するならそれでよし、無理ならこうしてこちらで手を回して優勝させてしまえばよろしいのではないかしら。異議はあって？」

「ありまくりだよ！」

　そんな声が聞こえた。見れば、ちょうど雛世が朝礼台の縁ふちに摑つかまり、楓を見上げているところだった。

「楓ちゃん、何なのそれ。そんな脅迫状が来たなんて、私知らなかったよ？」

「当然でしてよ。今まで黙っていたのだし。だいいちこんなもの公表してごらんなさい。学園中がパニックになるし、それに体育祭もそのまま中止にされかねないわ。そうなれば人質の安否にも関係してくるのはお解りでしょう？」

　異議を唱えるならもう少し頭を冷やしてから来ることね、と楓は乱暴に言い捨てた。自分から求めておいて、酷ひどい言い草だった。

「だいたいうちのクラスは優勝でしてよ？　何の不服があって？」

　続いてそんな発言が飛び出す。しかし不服があるかと言われれば、そこは頷うなずくしかない。

　たった十三人と小さな一人。多少まとまりは悪かったけど、全員が団結して頑がん張ばってきたのは事実だ。その結果、この困難な戦いの中で収めた戦績は、決して恥はじるべきものではない。だが楓の下した裁定は、そんな私達の汗あせを無に帰す裏切りとしか思えない内容だった。

　確かに人質のことを考えるなら英断かもしれない。でも、それで得た優勝を素す直なおに喜べるほど、私は乾かわいてはいなかった。

　やめてくれと叫さけぼうとした。

　灘が駆かけ寄ってこなければ、叫んでいたところだった。

「高浪さん、少し向こうで話そうじゃないか」

　彼は私に小声で告げると、朝礼台の後ろの校舎傍そばを指差した。言われるままに連れられ、そちらへと向かう。近くには保健室もある。周りには足の怪け我がの治ち療りように行くと思われたに違ちがいない。

　着いてみれば、菅原が待っていた。いつの間に戻もどっていたのか。

「……無事だったんですね」

「まあな」

　気持ちの乱れた中でもどうにか笑え顔がおを見せた私に、彼は決まり悪そうに答えた。あの後どこに行っていたかは知らないが、万が一ミチザネとの争いにでもなれば、無傷ではいられなかったはずだ。

「雨、降りましたね」

　無む駄だだったかもしれないけど、と苦く笑しようしながら私は言った。それを聞いた菅原は、その目を上に向け、突然の秘密兵器に遮さえぎられている土ど砂しや降りを物もの憂うげに見上げる。

「……これでよかったのかもしれないな」

　そして、そんなことを呟つぶやいた。

「あのまま予定どおりあいつと戦ってたら……たぶん俺は、あいつにやられようとしていたから」

　馬ば鹿かだな、と声が漏もれた。彼の言葉がいったい何を意味するのか。私は訊たずね返そうと思ったが、すかさず横から灘が手帳を突つき出し、追つい及きゆうを止やめさせる。

　そう、「あいつ」というのが誰だれなのかを考えれば、何度も訊きくのは忍しのびない話のはずだ。

「菅原くんとは、ここへ戻る途と中ちゆうにたまたま会ってね。いろいろ話を聞かせてもらったよ」

　灘は手帳を開き、私達を交こう互ごに見た。いつもの仕草である。私のペースを現実に引き戻そうとしているに違いない。

「とにかく今回の事件。菅原くんのお父さん、ミチザネ氏の野望の全容を摑むのが困難だった。しかしそれが判わかればあとは簡単なものさ。ジナリゴトは彼女のおかげで無事中断された」

　そう言って視線を朝礼台の楓に向ける。次々と飛ぶ野次を真っ向から受け止め、罵ば倒とうで返すお嬢じよう様さまの姿に、私はもしやと気付く。

「灘くん、ジナリゴトってもしかして──」

「ああ、この体育祭そのものさ」

　彼の頷きぶりは、さも当然と言わんばかりだった。

「大地に膨ぼう大だいなエネルギーを注ぎ込んでナマズを復活させるには、それだけのエネルギーをどこから持ってくるかが課題になる。そこで氏はこの体育祭に目を付けた。場内が白熱すればするほど、その熱気はナマズの糧かてとなる。だからこそ氏は選手を煽あおるために様々な手を尽つくしたのさ。例えば優勝クラスへの賞品の用意とか、ね」

　それでいいのだったね菅原くん、と彼は手帳を眺ながめながらも、隣となりで聴いている内通者に敢あえて確かく認にんを取った。

「ああ。親おや父じを始め、今日ここに集まった災さい魔ま連中全員の力で、エネルギーを地面に送っていたんだ」

「それ、どうして先に教えてくれなかったんですか？」

　灘の台詞せりふではないが、最初から全容が判っていれば、いくらでも対処法は見つかったはずだ。私はそう思って菅原に訊ねた。

「どのみち体育祭を潰つぶす以外に防ぎようはない」

　それが彼の答えだった。

「あいつの楽しみにしていた体育祭だ。同じ潰すなら俺がこの手で……できるだけあいつを傷つけない形で中止にさせたかった」

「だから何より僕には知られたくなかったようだ」

　灘が一言、面おも白しろくなさそうに口を挟はさんだ。

「まあいい。災魔については後で対処するとしよう。というわけだから高浪さん、ここは怒おこらずに流してやってほしいのさ。とにかく盛り上げるだけ盛り上げた。あとはそのリバウンドを利用して、一気に皆みなの昂たかぶりを静めるだけだ。すべてこの体育祭を無事に終わらせるためだよ」

「ええと、それは解わかったんですけど……じゃあミチザネさんは視し聴ちよう覚かく室で何をやってたんですか？」

　てっきり「ジナリゴト」の実行場所はそちらだと思っていた。しかし考えてみれば、あそこは楓がいた部屋でもある。彼女が実はミチザネの仲間だった、という展開も一応アリかもしれないが、しかしこうして灘に従い体育祭を終わらせている以上、とりわけ黒ということもなさそうだ。

「ああ、それかい？　簡単なことさ」

　灘はそう言って、手帳のページを捲めくった。

「──十月五日午後二時十分、学園の理事関係者による学園運営費の使い込みが発覚」

　関係者というのは、やはり楓のことか。

「それって確か、会議室で話していたやつですよね。体育祭でＶＩＰを持て成すからって、八十万ぐらい横流ししようとした……」

「そう、体育祭運営費と偽いつわってね。それを指し摘てきしたおかげで、こんな巨きよ大だいなドームができてしまった。まあ、それはともかく今日さ。鬼灯さんはいつものように東城くんを連れて、ほぼ視聴覚室に籠こもっていた。そしてその視聴覚室にはミチザネ氏が──」

　それと、得体の知れない男も一人。私は心の中でそう付け加える。

「ミチザネ氏がいた。ではここで思い出してほしい。ミチザネ氏というのは何者だい？」

「俺の親父だ」

　菅原が当たり前に答えた。もっともそんな普ふ通つうの一言に、いちいち顔面を殺気で固めないでほしいわけだが。

「確かに君のお父さんだ。そして災魔の幹部でもある──と言いたいところだけど、これは問題じゃない。肝かん心じんなのは、氏が『ＰＴＡ会長』であるという点さ」

　菅原の答えがお気に召めさなかったと見えて、灘は自ら話を先に進めた。

　そう、あの災魔は、災魔である以前にＰＴＡの会長である。そしてこの学園に対してもそれなりの発言力を持つ。つまり学園の関係者である楓にとって、ミチザネはどういう存在だったのか。

「……ＶＩＰ、ですか」

　私はようやくそれに気付いた。

「そう、鬼灯さんが今日持て成す手て筈はずになっていた人物の一人だ」

　だから持て成していたのさ、と灘はその視線を再び楓に向け、負けん気の強いお嬢様の姿に辟へき易えきとした顔をしてみせた。

「すでに予定として組まれていた以上、今さらキャンセルはできなかったのだろうね。他ほかにもあの部屋にはＶＩＰと思おぼしき何人もの人間がいたよ。もっとも僕は室内に入ってないから、その詳くわしい顔ぶれまでは見てないけど、床ゆかに赤い絨じゆう毯たんが敷しかれていたのは可笑おかしかったね。おそらく昨日のうちに、ご丁てい寧ねいに内装まで変えたのだろう」

　東城が、か。いや、ひょっとしたら工藤も手伝ったのかもしれない。どうあれ、あの視聴覚室に盗とう聴ちよう機き材ざいを仕し掛かけるなら、その段階で二人のうちのどちらかが動いていたはずだ。

　工藤スグルは、おそらくあの男を探さぐっていた。事前に彼が来ることを予想し、視聴覚室に仕掛けを施ほどこした。だが、どうして予想できたのか、そこは解らない。もしやＶＩＰというのがヒントか。

　あの男は──何者だ。

　この場に菅原がいなければ、私は灘に訊たずねていただろうか。

「ところで、親父が尽つくした他の手ってのは何なんだ」

　その大幹部の息子むすこが、苛いら立だったように口を挟んできた。

「さっき言ってたよな。選手を煽あおるために様々な手を尽くしたって。けどお前は賞品のことしか言ってない。他にもあるんなら、教えてくれたっていいじゃねぇか」

「素す直なおに『気になる』と言いたまえよ。簡単さ。今回の特別編成だ」

　乙組を分散させ、絶対優勝の可能性をゼロにする。脅きよう迫はく状と並んで、今回の諸もろ々もろの事件の発ほつ端たんになっていた出来事だ。

「もともと体育祭が始まる前から、優勝はうちのクラスと言われていた。それは間ま違ちがいない。直接戦った高浪さんなら解るだろう。もし元のままでこの体育祭がおこなわれていれば、他のクラスは当然勝ち目のない戦いを強しいられることになった。そうなれば士気も下がる」

　優が言っていたとおり。盛り上げどころがなかったわけだ。

「そのことに事前に気付いたミチザネ氏は、鬼灯さんに相談を持ちかけた。このままでは公平にならない、という名目でね。鬼灯さんは素直にそれに従い、例の特別編成を企き画かくしたわけだ。彼女から聞いたことだから間違いないさ」

「でも、実際には公平にならなかったですよね。それはよかったんですか？」

　公平にすると見せかけて、乙組の戦力を大おお幅はばに削けずった男がいたのだ。工藤スグルである。もちろん彼も災さい魔まの計画までは意識していなかったようだが、逆によそのクラスが盛り上がって乙組が盛り上がらないという、結果的に本ほん末まつ転てん倒とうな部分に行き着いた。

「よくはなかったのだろうね。そこで作られたのが第三の脅迫状だ」

　そう言って、灘はさっき私から預かった封ふう筒とうを取り出した。自分のせいとはいえ、表に書かれた「高浪藍子様」の文字が掠かすれて無残なことになっているのは、見ていて微び妙みようなものがある。が、それよりも重要な発言をこの男はしなかったか。

「灘くん、『第三の』って何ですか？　だったら残りの二つは……」

「それは、順を追って考えてみようじゃないか」

　言葉の端はしから、どことなく意図が理解できた。

「君きみ等らも知ってのとおり、脅迫状は全部で三通が存在する」

「いや、俺は知らねーぞ、それ」

　横から菅原が口を挟はさんだ。それはそうだ。私が必死に隠かくしていたのだから。

「その三通目を親おや父じが出したってのか？」

「そうじゃない。出したのは彼女だよ」

　朝礼台が指された。

　鬼灯楓か。

「まず一通目からいこう」

　改めて手帳を構え、彼は一連の脅迫事件を振ふり返り始めた。

「一通目。『体育祭で一年乙組を優勝させろ。さもないと人が死ぬことになる』──これは鬼灯さんの自宅に届いたものだ。その辺の経けい緯いは高浪さんにはもう話したね」

　楓の家から東城、そして工藤の手を経て私の下げ駄た箱ばこに入った、第一の脅迫状である。楓はこれを菅原から来たものと勘かん違ちがいし、人を雇やとって彼を襲おそった。ある意味、ミチザネとは別のもう一つの元げん凶きようだ。

「この段階では脅おどし文句として、要求が破られた場合の殺人行こう為いが仄ほのめかされている。まあ、言ってしまえば相当チープだ。実行すれば洒落しやれにならない反面、実行する気がなくてもとりあえず書いておけば相手が警けい戒かいする。言わば脅迫状の定型文みたいなものさ」

「でも、人ひと質じちを捕とったんですよね？」

「いや、この時点でそれはない。人質の存在というのは、脅迫者にとっては大きいものだよ。いるならそれを書かないでどうする。要するにこの一通目の脅迫状に関して言えば、差出人は特に大きな計画性は見せていないんだ。ただ一つ言えるのは、その人物は最初から乙組が優勝候補でなくなることを見み抜ぬいていた、ということさ」

　それは時系列から判わかる。脅迫状が送られたのは、あのホームルームよりも前なのだ。

「二通目に移ろう」

　結論を出し切らないまま、灘の語りは次へと進んだ。

「『体育祭を強行しろ。さもないと人質を殺す』──これは雨の朝に届いた。一通目に書かれていなかった人質の存在がここで明らかになる。仮に差出人が一通目と同一人物なら──そしてこの仮説はおそらく正しいだろうけど──その人物はこの段階でようやく人質を捕ったらしいことが判る」

「差出人……というのは、ミチザネさんとは違うんですよね？」

　そんなことをしなくても、あの男なら体育祭の強行ぐらい自力でできる。灘がすでに否定した説だ。

「ああ、この時点で氏が脅迫状を出す理由はまったくないからね。そもそも体育祭の強行はまだいいとして、乙組を優勝させろというのはどう考えても変だろう。もし脅おどしをかけてまで優勝させたいなら、特別編成なんてする必要もない。氏はあくまでナマズ復活のために動いていたのだしね。そこで──三通目が来るわけだ」

　昼の休きゆう憩けい時間までに一年乙組を三位以内にしろ。さもないと人質を殺す──。

　今日、直接私のもとに届いた最後の脅きよう迫はく状である。そして灘の推理が正しければ、それを出したのは、今彼に命じられて渋しぶ々しぶＶＩＰであるミチザネの野望を潰つぶし、さらには全力で周囲の反感に逆ギレしているお嬢じよう様さまだ。

　いったいなぜ楓は、私にそんな脅迫文を送ってきたのか。

「灘、どうしても解わからないんだが、あの女はいったい何を企たくらんでやがったんだ？」

　菅原が胡う散さん臭くさそうに朝礼台を睨にらみながら訊たずねた。

「親父が計画のために鬼灯を利用したってのは解った。じゃあ、だったら鬼灯はどうしてそれに従ったんだ？　しかも視し聴ちよう覚かく室でいったい何を……」

「体育祭を盛り上げるためだよ。そういう意味では君のお父さんと同じさ」

　ただし盛り上がるのは生徒じゃない──。

　灘がそう言った瞬しゆん間かんだった。

　校庭中に飛び交かっていたブーイングが、突とつ然ぜん一つにまとまった。

　誰だれかが複数で音おん頭どを取っているに違いない。「運営委員の独裁を許すな！」「スポーツマンシップを尊重しろ！」などとあちこちから定期的に叫さけび声が上がり、そこに合いの手を入れるかのように、校庭中の生徒や保護者の雄お叫たけびが入る。まるで昔の学生運動だ。

　果たしてここまで大きくなってしまった暴動を、あのお嬢様はどう去いなすつもりだろう。

「……まずいな」

　やはり校庭の異変に気付いた菅原が、殺気立った顔で呟つぶやいた。

「熱気が盛り返してやがる。このままじゃまたエネルギーが溜たまっちまうぞ」

「それが目的なのだろうね。ジナリゴトが中断した以上、こういう展開は充じゆう分ぶんあり得る」

　これは災さい魔まの誘ゆう導どうだ、と灘が指し摘てきした。

　言われて観客席を眺ながめれば、確かに何か叫んでいるのは、いずれも私が校舎で見たミチザネの仲間がほとんど。あの蛇へび男おとここそいないが、その数はざっと十人以上にも及およぶ。ナマズ作戦を遂すい行こうするべく、新たな手段に打って出たというわけか。

「何としても止めてやる」

　そう言って菅原が朝礼台に向かおうとする。あのマイクでいったい何を語りかけるのか。ひょっとしたら気持ちだけが焦あせって何も考えてなかったのかもしれないが、あいにくその動きは新たな乱入者によって阻そ止しされた。

「待ちなさい、稲美」

　穏おだやかな、それでいて感情の読めない声が、背後の校舎から彼を呼び止めた。

「止める必要はないのですよ。選手の気持ちを考えれば、皆みなさんが怒おこるのは無理もないこと。むしろああいった人間としての感情は大事にすべきではありませんか？」

「……親おや父じ！」

　菅原の鋭するどい視線を真っ向から受け止め、きれい事で窘たしなめるその人物こそ、今回の事件の首しゆ謀ぼう者しや、ミチザネだった。

　校庭から直接保健室へと続く戸口に立った背広の男性は、柔にゆう和わに微笑ほほえみながらも、己おのれの息子むすこの愚ぐ行こうを防ぐべく、冷静に対処しようとしている。

「さあ、こちらに戻もどりなさい。今日はせっかくの体育祭日和びよりだというのに、稲美の活かつ躍やくがあまり見られなくて寂さびしかったよ。代わりにこれからいっぱい動いてもらおう。この校庭でね」

「ああ、すみませんがミチザネさん」

　緊きん張ちよう感漂ただよう親子の会話に、突然灘が眉まゆを顰ひそめて割って入った。何という空気の読めなさぶりか。

「ぼかしたい気持ちは分かりますけどね。あいにく僕も、ここにいる高浪さんも、お二人の正体は知っています。だから普ふ通つうにやってもらっていいですよ。ややこしいのは食傷気味ですから」

「おや灘くん、それはご親切にどうも。──だそうですよ、稲美。さあ、ジナリゴトをもっと盛り上げてもらいます。あの人間どもを止めることなどない。もっと煽あおってナマズに充分なエネルギーを与あたえなさい。それが私の息子として生まれたお前の義務だ」

　そんなことを言いつつ一転、ミチザネは顔に残ざん虐ぎやくな笑みを浮うかべ、嬉き々きとして菅原に命じた。

「そうすれば、今回の裏切りは大目に見てあげましょう」

「……知ってたのか」

「当たり前です。雨宮さんの動きが気になりましたのでね。いろいろ訊きき出してみましたよ。ああ、もちろん彼女には後でそれなりの罰ばつを与えておきます。もっとも死ぬほどではありませんがね。何しろ彼女は忠実にして有能な私の秘書なのですから」

　私は慈じ悲ひ深いのですよ、と災魔の幹部は冷たい嘲ちよう笑しようとともに言った。

　菅原は黙だまったまま、まっすぐに父親を睨み付けていた。その間にも校庭の声は大きくなり、次し第だいに楓を吞のみ込んでいく。このまま放ほうっておけば、暴走した観客達が彼女に暴力を振ふるう恐おそれもある。

　どうすればいいのか。私はすぐ近くの親子の戦いに注意しながらも、縋すがるような目で灘を見た。

　つい今までミチザネに向けられていた彼の視線は、いつの間にか校庭の片かた隅すみに移っていた。

「止やめてくれっ！」

　同時に悲痛な声が響ひびいた。

　群衆に向けて声を発したその人物は、ちょうど灘の視線の先からこちらに向けて走ってくるところだった。ただし私達のもとへではない。楓の立つ朝礼台の方だ。

　顔に焦りの色を浮かべ、今まで聞いたこともない大声で、彼女にその悲痛な想おもいを訴うつたえかける。萌華の兄だ。今は肩かたは空いているが。

「もういいんだ。頼たのむから普通に判定してくれ。その脅迫状は俺が出した。俺が一年乙組を優勝させたくて出したんだ。悪かった。謝る。だからその判定、取り止めて──」

　言い終える前に体が大きく揺ゆれた。何かに躓つまずいたらしい。青年は瞬またたく間にバランスを失い、その場に前のめりになって倒たおれた。

「止めてくれよ。俺が悪かったよ……」

　両手を地について喘あえぎながらも、男は続けた。

　いったい何が起きたのか。私は戸と惑まどった顔で灘を見る。

「厄やつ介かいなのが現れましたね」

　ミチザネが不服そうに呟つぶやいた。ジナリゴトの再開に利用されつつあった観客達の士気は否いや応おうなしに乱れ、その視線は萌華の兄に集まっていた。

「何やってんのよ馬ば鹿かっ！」

　続いて萌華が叫さけぶ。いつの間に降り立ったのだろう。彼女にとってはとてつもなく長い朝礼台までの距きよ離りを、まっすぐに兄目め掛がけて走っていく姿が見えた。

「あんた自分で何もかも台無しにする気？　何のために協力したと思ってんのよ！　こんなブーイングで怖おじ気けづいて──中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごしかないんだったら、人のこと誘ゆう拐かいなんかするなっ！」

　叫びながら、彼女もまた転てん倒とうする。どうしても歩ほ幅はばの狭せまい萌華にとって、兄のもとへ辿たどり着く道のりは長すぎる。それでも何とか前へ進もうと、懸けん命めいに起き上がり、体に付いた砂を払はらう間もなく走り続ける。

　あまりに脆もろく、あまりに痛々しい姿だった。

「こういうことだよ。差出人は名前も知らないあの青年。そして人ひと質じちとは、この学校で最も誘拐しやすかった人物──樋渡さんだ」

　灘のそんな台詞せりふと同時に、私は駆かけ出していた。萌華を助けるために。

　朝礼台の傍そばを抜ぬけるところで立ち止まり、ちらりと兄の方を見た。彼は跪ひざまずいたまま立ち上がる素そ振ぶりを見せない。ただ突とつ然ぜんの妹の罵ば声せいに肩を震ふるわせ、声にならない呻うめきを漏もらしている。

　理由は判わからなかった。ただ、今は萌華だ。そう思って再び走り出そうとした時である。

　校庭中に微び震しんが走るのが分かった。

「なに？　地震？」

　優の声が聞こえた。

「ほら揺れてるよ。でも小さい小さい。私に記事にしてほしけりゃ、震度五以上は──」

　刹せつ那な、ゴウン、と激しく揺れた。たぶん、六あった。

　突然の衝しよう撃げきに体が投げ出される。私はためらいなく引っくり返り、地面に腹ばいになったが、同じく引っくり返っている萌華を助けようと、そのまま這はった状態で突つき進む。

　一方朝礼台の楓も投げ出され、こちらはどっしり控ひかえていた東城の腕うでにすっぽりと収まった。そして空いた朝礼台には代わりに灘が摑つかまり、この揺れの中でまっすぐに校庭を見み据すえる。

　揺れそのものはすぐに止んだ。しかし突とつ如じよ校庭中を襲おそった強大な力は、テントや椅い子すを倒とう壊かいさせ、観衆達を混乱に陥おとしいれるのに充じゆう分ぶんな力を持っていた。

「ふむ、少々寝ねつきが悪かったようですね。これは──意外と早い」

　不ふ穏おんな予兆にミチザネがほくそえむ。校庭の中央に陽炎かげろうが揺らいでいるのが見える。何か強大な力が徐じよ々じよにその動きを取り戻もどそうとしている証あかしに違ちがいない。

「……まずいな」

　ざわめく群衆を睨にらみ、灘が呟いた。

「急いで彼かれ等らを避ひ難なんさせないと、このままナマズが目覚めれば大勢の人に危険が及およぶ。鬼灯さん、そのメガホンを貸してくれたまえ。僕が観客を誘ゆう導どうする。君は東城くんと一いつ緒しよにその辺の人を連れて早く避難するんだ」

　そう言って楓の手からメガホンを受け取り、斜ななめになった朝礼台によじ登ろうとする。だが刹那、新たなパニックの元げん凶きようが校庭中に出現した。

　群集に紛まぎれ込んでいた男の一人が、突如背中から外骨格に覆おおわれた昆こん虫ちゆうの脚あしを生やし、薄うすい二枚の翅はねで飛ひ翔しようを始めた。また別の場所では一人の女が全身を炎ほのおに変じさせ、さらに他方では小さな子供が独こ楽まのように回転して、引き起こした巨きよ大だいな風の渦うずの中心部から角の生えた頭を現す。

　いずれも校内に潜せん伏ぷくしていた災さい魔まだ。大きさは人間大だが、他ほかにも鳥の姿をしたものや樹の姿をしたもの、流れるものに溶とけるもの、揺らめくものに吹ふき荒すさぶもの、その他様々な異形の災わざわいがその本ほん性しようを現し、好き勝手に暴れ始めている。

「さあ稲美、お前も行きなさい」

　逃にげ惑まどう人間達を面おも白しろそうに眺ながめながら、ミチザネが息子むすこに改めて命じた。

「時は来ました。荒あれ狂くるうのです。荒れ狂い、ナマズの目覚めを盛せい大だいに祝ってやりましょう」

「てめえ……」

　菅原が小さく叫んだ。声が震えている。それは父に対する怒いかりか、あるいは災魔として逃げられないところまで来てしまったことへの恐おそれか。

　微震が再び始まった。どうにか萌華のもとに辿り着いた私は、倒れたまま起き上がれないでいる彼女の体を手で掬すくうと、それから周りの様子を見た。

　まず最初に目に飛び込んできたのは、気合い充分に災魔の群れ目掛けて突っ走っていくサイボーグ少年の姿だった。それに呼応するようにして、校庭の各地に分散していた一年乙組の精せい鋭えい達が立ち上がり、灘の指示も待たずに戦いを開始する。

　暴れる怪かい物ぶつ軍団との大だい乱らん闘とう。そして逃げ惑う一いつ般ぱん客きやく。このパニックを少しでも抑おさえようと、灘は辺りの教員を動かして観客の誘導を始めていた。楓も東城に抱かかえられて逃げる準備は万ばん端たん。雛世達現乙組の面々も慣れているのが幸いしてか、スクープだと騒さわぐ優を引きずり、校庭の隅すみに沿って校門の方へと移動していく。

　どうする。私も逃げるか。それとも──。

「高浪さんも早くしたまえ。こんな時にうろうろされても邪じや魔まなだけだ」

　動かない私に気付いた灘がすかさず促うながしてくる。

「それは解わかってます。けど、この人は……」

　私はそう言ってすぐ近くを見下ろした。そこにはやはり蹲うずくまったままの、萌華の兄の姿があった。

　逃げ出す素振りはない。ただ徐々にひび割れ始めている土の上で、あうあうと咽むせんでいる。

　灘は顔をしかめ、それから辺りを見た。そして打ってつけの人材を見つけたのだろう。ちゃっかり楓をお姫ひめ様さま抱だっこなどしつつ、今にも走り出そうとしていた東城を呼び止め、「鬼灯さんはいいからあの人を頼たのむよ」と、ある意味無む慈じ悲ひな要よう請せいを出した。

　東城は無言のまま、微かすかに顔を曇くもらせた。私が初めて見た彼の内情表現だった。

「ちょっと何してるの？　早くお逃げなさい！」

　ついでに楓が怒って鉄てつ扇せんでその頭を一つ打ったが、そちらは少し嬉うれしそうだった。

　見かねた灘がもう一度指示を出し、ようやく東城は動いた。楓をそっと下に降ろし、それから萌華の兄の方に向かっていく。この混乱を物ともしないずっしりとした足取りは、さすが二メートル八十センチといったところか。

　感心する私をよそに、東城は無言で青年を持ち上げた。片手で割と乱暴に。

「待てよ、どこに連れてく気だよ、おい！」

　なおも青年が喚わめく。手足をばたつかせて東城を振ふり解ほどき、自由になろうとする。

「よせよ！　俺はその女に話があるんだ！　なあ鬼灯楓、あんただよ！」

　名前が直接出てきた。その瞬しゆん間かん東城が手を放し、青年の体はドサリと落ちた。従者としては、主あるじを呼び捨てにされたことが気に食わなかったらしい。

　さらにフルネームで呼ばれて、それまで彼のことなど気にも留めていなかった楓がようやく振り返った。

「どこかで──お会いしたかしら」

　麗うるわしい顔をしかめることもなく、毅き然ぜんと言い返す。わざとではないだろう。おそらく彼女は本当にこの男の顔を知らないか、あるいは忘れたか。

「……ああ、思い出しましたわ」

　どうやら後者だったらしい。

「あなた、今日の『参加者』の一人でしたわね。視し聴ちよう覚かく室にいらっしゃらないものだから、すっかり忘れていましたわ。それにしてもその格好、えらくまたみすぼらしいのね」

　まるで平民よ、と彼女は冷たく罵ののしった。べつに平民なら問題ないじゃないか、と思ったのは私だが、青年はそれに対して文句一つ言うことなく、ただ「判定し直してくれ」と先さき程ほどと同じことを繰くり返した。

「俺が、俺が悪かったから、頼む」

「今さら何を仰おつしやるのかしら。この様をご覧なさい。体育祭はおしまいよ。判定のしようもありませんわ」

　さあ行きますわよ、と東城を促して、楓は足早に立ち去ろうとした。

　その足を青年が慌あわてて摑つかむ。すかさず東城が巨きよ大だいな足を振り上げ、手の甲こうを踏ふみ躪にじったが、彼は悲鳴を上げるでもなく、歯を食い縛しばって堪こらえている。

　そんな兄の姿に何を思ったのか。私の手の中の萌華が一言、「高浪さん、ちょっと運んでちょうだい」と呟つぶやいた。

　私は言われるままに萌華を両手に掲かかげ、再び揺ゆれの度合いが増しつつある中、彼女を青年のもとへと運んだ。

　もどかしかったのだろう。萌華は相手の項うな垂だれる頭が近付くと、素す早ばやく私の手から飛び降り、直接脳天に土足で降り立った。

「こら馬ば鹿か兄貴！　あんた、ちょっと起きなさいよ！」

　言うや彼女はその片足をグイと上げ、そのまま青年の頭上に踵かかとを落とした。痛くはなさそうだが、こんな小さい女の子にそれをやられると、むしろ惨みじめになる。

　青年が呻うめきながらようやく顔を上げる。その顔に沿って肩かたの上に移動した萌華が、今度は拳こぶしを振り上げて彼の頰ほおに一つパンチを叩たたき込んだ。

「ちょっとあんた、泣いてんじゃないわよ。そんな涙なみだなんかで同情してもらえるほど、世の中甘くないんだからね」

「ねえ樋渡さん、何事？」

　突とつ然ぜん再開された兄きよう妹だい喧げん嘩かを前に私は戸と惑まどい、訊たずねかける。話が見えそうで見えない。この青年はいったい何なのだ。

「その人は、赤の他人なのだろう？」

　私の質問を待たずして、灘が早急に結論を出した。朝礼台を摑む手を一本に変え、もう一方の手でしつこく手帳を開いている。本当に格好よくない決めポーズである。

「樋渡さん、君の個人情報によれば、確かに君にはお兄さんが一人いる。しかしその男性がそうだというには怪あやしすぎる。彼が君を攫さらったという事実は、さっき自ら口を割った一連の発言で判わかるとおり。となれば彼と君の関係は、むしろこの誘ゆう拐かい劇の中で行きずりに知り合っただけと考えた方が納なつ得とくがいく」

　そうだろう樋渡さん、と彼はもう一度念を押した。

「ええそうよ」

　萌華の答えに迷いはなかった。もう隠かくすつもりもない。ただその目で「兄」を睨にらみ付け、こいつは私を攫ったんだ、ともう一度殴なぐりながら繰り返した。

「攫ったのよ。人ひと質じちにするんだって言ってさ。鬼灯さんを脅きよう迫はくするんだって、頑がん張ばって誘拐したのよ、このちっこい私を。まったく覚かく悟ごも何もあったもんじゃないわね。どうせやるなら本人攫ってみろよこの意気地なし！」

　次は平手が入った。男は黙だまったまま、その痛みを伴ともなわぬ暴力に耐たえ続けている。

「しかもその理由が笑っちゃうわよ。何よ借金って。返さなきゃ殺される？　馬鹿言ってんじゃないわよ。どうしても期限に間に合わないからって、危ない橋渡わたって失敗してりゃ世話ないわね」

「借金。そう、あなた借金があるの」

　萌華の言葉に反応してそう呟いたのは、やはりこの事件に大きく関かかわっていると思おぼしき楓だった。

「おいくらかしら？」

「……四百万」

　震ふるえる声で男が答える。大金である。このお嬢じよう様さまにとってはどうだか知らないが。

「その四百万ほしさに参加を？」

　金額の感想は口にせず、楓はさらに男に訊ねた。

「ああ、伝つ手てがあったんだ、あんたを知ってる人から。普ふ通つうに当てても五百万。上手うまくすりゃ一千万は入るって。だから参加した。背広を借りて、ホームパーティーを装よそおった事前会合に潜もぐり込んで、あんたに参加届けを出して……全クラスの詳しよう細さいリストをもらった」

「あの、どういうことなんですか？」

　独白中に申し訳ないと思いながらも、私は横からおずおずと口を挟はさんだ。どうにも解わからなかったのだ。金銭が目的で誘拐したというなら、普通は身みの代しろ金きんが出てくるはずだ。なのにこの男の場合、どうやら状じよう況きようが少し違ちがうらしい。

　それに、さっきから出てくる「参加」とは何のことだ。

「誰だれか説明してくださいよ。この人も鬼灯さんも、いったい何をやってたんですか？」

「あら、あなたお気付きではなかったの？」

　楓が果てしなく馬鹿にしたような目で私を見る。そういえば、彼女は灘にライバル意識を持っていたはずだ。もちろん、だからと言ってこんな行動まで似せる必要はないわけだが。

「お鈍にぶいのね。あの視し聴ちよう覚かく室でＶＩＰを招いて競技を観戦しながらすることといえば、一つしかありませんわ。勝利するクラスを予想する、ちょっとした余興よ」

「非ひ公こう認にんのギャンブルは犯罪だよ、鬼灯さん。何も威い張ばるようなことじゃない」

　と、こちらは楓を睨みながらの灘の発言である。

　ギャンブル。しかも最低ラインで五百万。もしそれが事実なら、楓の言う教育界関係者や経済界の重じゆう鎮ちん、即すなわちＶＩＰが集まって、体育祭を出しに多額の金を動かすそのイベントは、ただの戯ざれ事で済ませるには、あまりに規模が大きすぎる。

　だが楓は何の悪びれる風も見せていなかった。いつもの天然ぶりのためか、あるいは工藤とは違った意味での悪の元もと締じめとしての貫かん禄ろくから来るものか。どちらとも取れそうだが、私としては、とにかく関わり合いたくない一人ということで再認識しておくことにする。

「しかしその人──そういえば名前も聞いてないけど、とにかく樋渡さんのお兄さん、あなたは借金返済のためにこの鬼灯さんが主しゆ催さいする会に参加したわけだ。そしてリストをもらった。それがどんなものかは見てないけど、大方各クラスのメンバーの詳細が書いてあったのだろう。そしてあなたは当然のように、一年乙組に賭かけた」

　その段階で、乙組はメンバーの変へん更こうはまだなかったのだろう。ならば優勝は確実と見るのが自然だ。

「おそらくあのまま何も起きなければ、誰もがそうしていたはずさ。そしてあなたは念願の大金を手に入れ、命も無事。いいことずくめだった。──しかし、そうはならなかった」

　きっかけはミチザネの発言だった。体育祭での公正を期すため、言い換かえればこのギャンブルを盛り上げる──ただし彼にとってはジナリゴトを確実に成功させる──ために、急きゆう遽きよ乙組の構成メンバーは大おお幅はばに削けずられ、結果的にその優勝はなくなった。

「そういえばあなた、ずいぶんと早いうちから票を入れてましたわね。そう、あれは初めてで慣れてない証しよう拠こだったのね」

　普通はアクシデントに備えてギリギリまで待つものでしてよ、と楓はさも当然のように青年を諭さとした。

「新しい編成が決まり次し第だい、わたくしはそれを関係者に流したわ。あなたのところにも行ったはずね。それを見て、慌あわてて乙組を優勝させろと脅きよう迫はくしてきた。そういうことでいいのかしら、灘さん？」

「そうだと思うが、どうだい、樋渡さん？」

「そうよ。ついでに後で悪戯いたずらだと思われるかもしれないって気付いて、私を人質に捕とったのもこいつよ」

　この学校で一番攫さらいやすい人物だ、と灘は萌華を評して言った。確かにそうだ。漠ばく然ぜんと誘ゆう拐かいするだけなら、ここまで都合のいい十五センチの人間はなかなかいない。

「樋渡さんの存在はリストを見て知ったんだね？」

　灘が訊たずねると、青年は小さく頷うなずいた。その揺ゆれに落ちそうになった萌華が、思いきり耳たぶにしがみ付く。ここまで来て、彼女は自分を誘拐した相手から離はなれようとしない。

　いや、そういえば協力したと言っていたか。

「最後の手にと思った。人質がいれば言うことを聞くだろうと思って、一昨日おととい……」

　放課後の学校に忍しのび込んで、彼女を誘拐した──。青年はそう続けた。

　最初の脅迫状を除けば、生まれて初めての大犯罪だったそうだ。一人で暮らしていくうちに職に詰つまり、気がつけば危険な所からの借金が四百万。もし今まで悪事に手を染めていたなら、染める勇気があったなら、もっと器用に生きられていたかもしれない──。攫われて喚わめいていた萌華に向かって、その時青年はそう独り言ごちたらしい。

「だからさ、言ってやったのよ。『馬ば鹿か』って」

　彼のザラザラした頰ほおに手を掛かけ、萌華は怒いかりとも嘆なげきとも取れない顔で、一昨日の夜のことを話した。

「自分一人が苦しい思いしてるとか、偉えらそうなこと考えてんじゃないっての。だったら私はどうすりゃいいのよ。こんな体になってまともな生活なんか送れない。元に戻もどれる希望もない。生きるか死ぬか、そんなの私の方がよっぽど切実な問題なんだ──。そう言ってやった。そしたらさ、こいつ泣いたわ。本当に馬鹿じゃないかと思った」

　その夜、青年は泣き続けた。薄うす暗ぐらく荒すさんだ部屋で声を殺し、朝まで泣いた。

　一晩眠ねむって目覚めた萌華が見た時も、まだ泣いていた。

　外は雨だった。

「その時もう一度脅迫状を出そうって言ったのは、私よ」

　これが、二通目の脅迫状の真相だった。

　当初青年は楓の家に出すと言った。それを止めたのは萌華だった。経けい緯いはともかく、一通目は私のもとに届いた。だから二通目も私のところでなければおかしいというのが、その理由だった。前回と食い違ちがいがあれば、そこから足が付くかもしれない。だから何もかも同じにする必要があった。

　ただ一つ、封ふう筒とうだけは変えた。「女子高生がちゃんと中を見てくれそうなもの」という理由で青年が選んだ一通目の外観は、萌華が呆あきれて駄だ目め出しするほど恥はずかしい代しろ物ものだったようだ。

　そして二人は新たな脅迫状を持って、雨の朝、兄きよう妹だいを装よそおって学校を訪おとずれた。体育祭当日は家族しか観戦できないという灘からの情報を知っていた萌華にとって、それは今日、青年を学園内に入れやすくするために、周囲に向けて張った予防線でもあった。

　もっともそれは余計だったかもしれない。何しろ楓の計らいで、「参加者」は裏から自由に出入りできたのだから。しかし言い換えれば、萌華と青年は誰だれの助けをも得ずに、二人だけで着実に脅迫作戦を展開していった。

　まさに、「協力」したのだ。

「予想外だったのは三通目ね。あれは知らなかったもの。こいつが勝手にやったのかと思って訊きいてみたけど、違ったし」

「だから君は人ひと質じちのことを気にしていたんだね、樋渡さん」

　萌華の自白を手帳にまとめつつ、灘が指し摘てきする。それは私が放送室で彼に教えた、当り障さわりのない情報のはずだった。

「当然だ。何しろ人質は君自身のはずなのだからね。高浪さんから三通目のことを聞いて不ふ審しんに思ったんだろう。それにね、今まであれほど体育祭を嫌きらっていた君の豹ひよう変へんぶりは、怪あやしい以外の何物でもなかったよ。人質にしやすいその大きさと併あわせて、僕はすぐにピンと来た。まあ、今後同じようなことをされても困るけど、もしやるなら気を付けたまえ」

　そうやって真顔で冗じよう談だんを言うのは止やめてほしい、と私は思った。

　さらに三通目、「昼までに乙組を三位以内にしないと人質を殺す」という内容の手紙を出したのが楓だというのは、先さき程ほど灘も言ったとおり。各クラスの戦力を分散させるつもりが、工藤の悪戯によって乙組の士気は大おお幅はばに下がってしまった。公正な賭かけ事が前提な以上、胴どう元もとの楓にとってそれはやはり不都合だったのだ。

　指摘を受けた楓は、ええそうよ、と相変わらず悪びれることなく頷いた。

「工藤さんに相談したら、脅迫状に便乗するのがよさそうだと仰おつしやるの。なのでそうさせてもらったわ。高浪さん、あなたの椅い子すに届けたのは工藤さんよ」

「はあ、そうでしたか」

　そういえばあの黒幕、私が来るまで視し聴ちよう覚かく室を監かん視ししていたくせに、私が第三の脅迫状をもらっていたことはしっかり把は握あくしていた。なるほど、こういうことだったのか。

　ともあれ、これであらかた謎なぞは解けたわけである。一連の脅迫事件と視聴覚室に集つどっていた人間達。そしてミチザネの動向も。

　残っているのは、あの得体の知れない紫むらさきスーツの男だけだ。しかしそれを訊くには、少々タイミングが悪すぎたかもしれない。

　再び地面が大きくバウンドした。先月の初めと同じだ。校舎中の窓ガラスを粉ふん砕さいし、地面に走る無数のひびを押し広げながら、それはゆっくりと浮ふ上じようを開始した。

「──さあ宴うたげの始まりです」

　激しい地鳴りの中、冷たく凜りんとした声が背後から聞こえた。ミチザネだ。見ればいつの間にか校庭に出て本来の貴族装しよう束ぞくに戻り、その身を黒雲に乗せ宙に浮ういている。

　さらにその下では相変わらず黙だまって佇たたずんだままの菅原が、父の姿を目で追うことも忘れ、感情を堪こらえきれぬ顔で校庭を凝ぎよう視ししていた。彼にはもはやこの状じよう況きようを止める術すべはない。この一週間心に抱いだき続けてきた、ただ親しい少女を悲しませたくないという想おもいは、すでに粉々に打ち砕くだかれつつあった。

「人間どもよ、思う存分楽しむがよい。私は離はなれた場所からゆっくり眺ながめるとしましょう」

　そう言ってミチザネが上じよう昇しようしていく。しかし空を飛べない私達にはそれを追うことなどできようはずもなく、唯ゆい一いつの例外である菅原とともに、間近に迫せまった震しん災さいに備えて身を強こわ張ばらせることしかできなかった。

　凄すさまじい噴ふん煙えんが起こり、目の前に長い管が一本跳はね上がった。ヒゲだ。続いて二十メートルほど先にもう一本。さらにその二本に挟はさまれるようにして地表が歪ゆがみ、砂の下に広がるコンクリートの塊かたまりを吐はき出す。

　校庭中で展開される乙組と災さい魔まの戦いは、それでも止むことはない。だが喧けん騒そうは耳に届かない。それほどまでに凄まじい地鳴りを起こし、校庭に眠ねむる巨きよ大だいナマズはついにその頭を覗のぞかせた。

　でかかった。前に見た時よりもずっとでかすぎて、ここからでは大きく開いた口ばかりしか確かく認にんできない。しかしその表面がナマズにあるまじき強固な岩状の鱗うろこで覆おおわれているのは、生なま臭ぐさい息とともに咆ほう哮こうしたその口の動きに合わせて、辛かろうじて見ることができた。

　確実に強化されている。これがジナリゴトの力か。

　地面に頭を出したナマズは、続いてその長い胴体を表に出そうと、ゆっくり蠕ぜん動どうを開始した。それに伴ともない校庭のあちこちに地熱が湧わき起こり、源泉もかくやというほどの蒸気が噴ふき上がる。また魚体の中にも膨ぼう大だいな量の熱が蓄たくわえられているのだろう。蒸気は周囲のみならず、ナマズの頭からも噴き上がり、ドーム内を徐じよ々じよに満たしていく。噴煙と相まって、まるで地じ獄ごく絵え図ずだ。

「どうやらいよいよ逃にげないとまずそうだ」

　摑つかまった朝礼台ごと揺ゆれながら、灘が叫さけんだ。

「残っているのはうちのクラスの生徒だけだ。戦っている連中は自力で何とかできるだろうから、あとは君きみ等らだ。高浪さんは樋渡さんを頼たのむ。東城くんは鬼灯さんだ。いいね？」

　異論はなかった。私は頷うなずくと青年のもとに屈かがみ込み、萌華を取ろうと手を伸のばす。

「ねえ、こいつはどうするの？」

　萌華が私に訊たずねた。「兄」のことだというのはすぐに解わかった。

「……もういい」

　だが彼の口から漏もれたのは、そんな弱々しい言葉だけだった。

「ごめん、萌華。俺、もう諦あきらめる。金もいいよ。本気で走ってたこいつらに、本気で応おう援えんしてたお前に、嫌いやな思いさせてまで手に入れるもんじゃなかったんだ。だから俺、ここで死ぬよ」

　そう、あまりに弱すぎた。

　まともに生きることもできず、悪事にも走れず。切せつ羽ぱ詰つまれば後は死ぬ以外に道がない──。その選せん択たく肢しは、私の目にはあまりに少なすぎるように思えた。

　所しよ詮せん他人だからだろうか。しかし他人だからこそ、他ほかにいくらでも道は見つけてあげられるような気がする。

　ただ──これは周囲に壁かべを作って距きよ離りを置く灘の考えでもあったが。

「じゃあ逃げるわよ。あんたみたいなヘタレと心中なんてごめんだからね」

　萌華がそう言って、こちらに手を伸ばす。私は彼の肩かたから束つかの間の妹を掬すくい上げ、落とさないよう右手にしっかりと摑んだ。

　空気中の熱砂がだいぶ濃こくなっている。東城はよろけた楓を改めて抱かかえ、私もまた萌華を持って逃げる仕し度たくを整えた。あとはゴーサインを待つばかりだ。そして灘も「これ以上は待てないよ」と、一同に向かって厳しく言い放った。

「菅原くん、そんなところに突つっ立ってないで、こっちへ来て僕を手伝ってくれ。そこで項うな垂だれている誘ゆう拐かい犯を梃て子こでも動かす」

「いいんだ、俺のことはほっといてくれ……」

　だが青年は頑かたくなに救いの手を拒きよ否ひした。

　ふざけんな、という叫び声が、私の手の中から響ひびいた。

「あんたなんか死んだって罪つみ滅ほろぼしにも何にもならねーんだよ！　だったら生きろよ馬ば鹿か！　私が生きてんだから、あんただってちゃんと生きろっ！　何のために同情してやったと思ってんだよ！」

　そう叫び、萌華は激しく咳せき込んだ。砂が喉のどに入ったらしい。私は背中をさすってやろうと慌あわてて指を伸ばし、そこで彼女の頰ほおに付いた小こ粒つぶの涙なみだに思わず手を止めた。

　砂よ、と萌華は小声で言い訳してきた。私が体操服の裾すそを貸してやると、彼女はそれでおとなしく顔を拭ぬぐった。

　不意にナマズが尾おをもたげた。校庭全体が大きく弾はずみ、私達の体を持ち上げ、勢いよく跳ね飛ばす。私はまたもや地を転がり、蹲うずくまる青年の上にドサリと乗っかった。その拍ひよう子しに萌華が手を離れ、熱を帯びた地面へと落ちていく。

「樋渡さん！」

　私は慌てて叫び、急いで彼女を助けようとした。だが、それよりも先に萌華の小さな体を摑み拾い上げた人物がいた。

「──ここにいたのか。ようやく見つけたぜ」

　いつの間に現れたのだろう。砂すな煙けむりの中に見覚えのある男の姿がぼんやりと浮うかび上がっていた。

「さあ、借りはきっちり返してもらおう」

「何だいこの人は」

　ようやくまとまりかけていた場への突とつ然ぜんの乱入者に、快く思わなかったに違ちがいない。灘が顔をしかめ、不満タラタラに訊ねた。

「何でも屋ですよ」

　その問いに私が答える。そう、楓に雇やとわれて菅原を襲おそい、今日は今日で災魔に取り憑つかれていたという人ひと騒さわがせな男だ。萌華を人ひと質じちにとって、いったいどうするつもりなのか。

「鬼灯さんの知り合いです。そうですよね、鬼灯さん？」

「ええそうね。でも変だわ。わたくし、今日は呼んでいませんのに」

　私の説明も虚むなしく、新たに現れた男の顔に、雇い主であるはずの楓は戸と惑まどいの声を上げただけだった。

　どういうことだろう。この男が災さい魔まに取り憑かれたのは、楓絡がらみの仕事で今日の体育祭会場に紛まぎれ込んでいたからではないのか。

　と、その時である。突とつ如じよ萌華の「兄」がワァと叫さけび、慌てて立ち上がった。

「待ってくれ！　今日が期日なのは知っている。すぐに金は返すから、だから殺さないでくれ！」

　そう泣き叫んでざっと辺りを見回し、私に目を留める。おそらく理由などないのだろう。ただ、たまたま一番近くにいたのが私だったからに違いない。

　いきなり羽は交がい絞じめにされた。何の前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつに。

「……鬼灯楓！」

　青年が叫んだ。

「撤てつ回かいする。一年乙組を優勝させろ。さもないとこの人質を──」

　殺す、とは言わなかった。紙には書けても口にはできない。所詮その程度の度胸のようだった。

　萌華の「馬鹿」と罵ののしる一言と、灘の「また高浪さんか」と嫌がる声が同時に聞こえる。その背後では巨きよ大だいナマズが唸うなっている。実に奇き怪かい極きわまりない光景である。

「しかしこれで解った。この人は『借金取り』というわけか」

　灘が納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「何でも屋だというなら、そういった仕事も請うけ負うことはあるだろう。おそらくそこの誘拐犯の借金返済期日が今日なのだろうね。大方この体育祭でのギャンブルを見み越こして、ここまで延ばしてもらった、というところか」

　だからこの蛇へび男おとこは青年に逃にげられないよう、こうしてわざわざ後を追って、体育祭にまで潜もぐり込んでいたのか。災魔に目を付けられたのは、偶ぐう然ぜんか、あるいは使い捨ての利きく人間として利用されたからだろう。ミチザネに前もって彼のことを知る機会があったなら、その可能性も充じゆう分ぶん考えられる。

　人質として動きを封ふうじられながらも、私はとりあえず冷静に分ぶん析せきしてみた。

　しかしまずい。こんなところでぐずぐずしていたら、ナマズに潰つぶされて一巻の終わりである。どうにかならないものかと、仕方なく灘に哀あい願がんの目を向けてみる。

　嫌いやそうな顔で返された。同時にとてつもない虚きよ無む感に苛さいなまれた。

「まったく、あなたはどこまで弱いのかしら」

　そして灘の指示を待たずして堂々と口火を切ったのは、脅おどされているはずの方のお嬢じよう様さま、鬼灯楓だった。

「実に呆あきれますわね。いろいろ言いたいこともあるけど、とりあえずその程度の端はした金がねで捨てなければならない人生なんて、高が知れてますわ」

　そして東城に合図して体を下ろさせ、自らの足でこちらに近付く。いかにも相手を見下すような、優ゆう越えつ感と嫌けん悪お感の綯ない交まぜになった視線。それが彼女なりの怒いかりだと気付いた時、横暴なお嬢様は青年に向かってまっすぐに鉄てつ扇せんを突き付けた。

「判定がどうあれ、あなたに払はらうお金なんてびた一文なくってよ。その程度の端金で生きるの死ぬのと騒さわぐ下民が金持ちの遊びに参加しようだなんて、寝ね言ごとにしたって虫がよすぎますわ。弁わきまえなさい！」

　バッと扇おうぎを無意味に開き、楓は堂々と恐きよう喝かつ者を叱しかり飛ばした。

　あまりに酷ひどく、あまりに情け容よう赦しやない台詞せりふだった。しかし一方で、その毅き然ぜんとした態度にむしろ惚ほれそうになった自分がいる事実も否いなめなかった。

　体の縛いましめが解かれた。青年が走った一いつ瞬しゆんの凶きよう行こうは、呆あつ気けなく終わりを告げたようだった。

「終わったかい？　ところで一つ疑問があるのだけどね」

　黙だまって事の成り行きを見守っていた灘が、こちらは手帳を何でも屋の方に向かって突つき出した。

「その気持ち悪いテルテル坊ぼう主ずは何のお呪まじないさ」

「テルテル坊主？」

　言われてそちらを見れば、今まで砂煙でよくは分からなかったが、確かに蛇男の首に一つ、生肉の皮部分で作ったような悪あく趣しゆ味みな人形がぶら下がっている。

　それが何を意味するものなのか、当然私には解わからない。何しろ灘も知らない上に、萌華や楓も首を傾かしげるばかり。だがこの中にただ一人だけ、それを理解している者がいた。

「バッキー！　てめぇ、生きてやがったのか！」

　すでに血の色を失いつつあった菅原の顔に、一気に朱しゆが走った。

「ああ、言ったろう？　借りは返してもらうってな。さっきはよくも痛めつけてくれたじゃねぇか」

　そういえば関西弁じゃない、と気付いた時には、すでに男の変へん貌ぼうは始まっていた。

　テルテル坊主が白く輝かがやくや、瞬またたく間に全身が紅ぐ蓮れんの炎ほのおで覆おおわれ、皮ひ膚ふが燃えるように赤い体毛へと変わっていく。今まで人のそれだった顔面には巨大な単眼が生まれ、手足が焼しよう滅めつするかわりに毛むくじゃらの太い前ぜん後こう肢しが一本ずつ飛び出す。

　まさに奇怪としか言いようのない姿だった。

「一つだけこの男の体に残しておいて正解だったようだ。さあ、こいつを無事に帰してほしかったら、おとなしく俺に殺されるんだな」

　そう言って一本腕うでに摑つかまれた萌華を掲かかげ、声こわ高だかに菅原に迫せまる。最初から青年など相手にしていない。単に臆おく病びような彼の勘かん違ちがいだっただけだ。そして人ひと質じちに捕とられた萌華は、特に体に火傷やけどを負っている様子はないようだが、それでも危険な相手の手中にあることには違いなかった。何しろ人の弱さなど持ち合わせていない、残ざん虐ぎやくな災わざわいの魔ま獣じゆうだ。

「くっ、卑ひ怯きような真ま似ねを……」

「おいおい、卑怯はどっちだ？　俺は正々堂々と真正面から挑ちよう戦せんしてやってるんだぜ？　お前みたいな不意打ちはしない」

　菅原の言葉を嘲あざけるように、バッキーが牙きばだらけの口を歪ゆがめる。二人の会話から考えるに、どうやら魔獣は一度菅原に殺されかけて、それを恨うらみに思っているらしい。

　そして対する菅原は固まったまま、動く様子はない。人質のせいか。それとも──。

「おい、どうした？　あんた、親おや父じさんと同じ力持ってんだろ？　もう一度ビリッとさせてみろよ」

　菅原の心中を見み透すかしているかのように、バッキーは更さらなる嘲ちよう笑しようを上げた。

　私はようやく理解した。彼が今ここで戦うには、どうしてもその正体を晒さらす必要があるのだ。校庭を蹂じゆう躙りんするナマズや災魔の群れを前に何もしなかったのも、ただ自分の無力さに絶望していたわけではなかったのだ。

　周りに──特に要に正体を知られてはならないという強きよう迫はく観かん念ねんが、彼の力を封じてしまっているに違いない。

　校庭の地鳴りが一ひと際きわ高まった。ついに巨きよ大だいな全身を地表に現したナマズが、ゆっくりと体をうねらせて移動しようとしている。それを取り囲む乙組の生徒達は、群がる災魔に阻そ止しされて、大魚のもとへと辿たどり着くことができないでいる。

　これは、かなり危険な状じよう況きようではないか。

「……分かった。好きにしろ」

　菅原がおとなしく頷うなずいた。すべてを諦あきらめてしまったのか。私が不安に思う中、彼はこちらを振ふり返り、「高浪、伝言を頼たのむ」と最後の言葉を託たくしてきた。

「生きて逃にげられたらあいつに伝えてくれ。いいか、あのナマズは不完全だ。ジナリゴトが中ちゆう途と半はん端ぱに終わったせいで、体内の熱量がコントロールできなくなっている。そこを叩たたけばエネルギーが暴走して自じ滅めつするはずだ。頭の天てつ辺ぺんに噴ふん火か口があるのが分かるか？　煙けむりが出ているところだ。あそこを狙ねらえ。ただし、いつもの何十倍ものパワーでな」

　それからもう一つ──。

「お前のこと、俺は最後まで裏切らなかった、って……」

「ちょっと待ちたまえよ、君きみ等ら」

　その時である。突とつ然ぜん灘が不満げに口を挟はさんだ。

「どうしてそう勝手に話を先に進めるのさ。だいたい菅原くん、君は乙組の生徒なんだから、こういった非常時には素す直なおに僕の指示を仰あおぐのが筋じゃないか。それにそっちの怪かい物ぶつ、君もそうだ。いきなり出てきて人質を捕って、なのに卑怯じゃないときた。何を言う。君は充じゆう分ぶん卑怯だよ。君みたいな卑怯者に避ひ難なんの邪じや魔まをされるのは非常に不ふ愉ゆ快かいだ。とっとと正義の鉄てつ槌ついを喰くらって引き下がりたまえ」

「正義の鉄槌？　面おも白しろい。いったい誰だれが俺を殴なぐる。この中にそんなヒーローなんかいやしない」

「残念、ヒーローじゃない」

　ヒロインだ、と彼は大おお仰ぎように天を仰あおいで言い返した。

　その言葉に私もまた空を見上げる。立ち込める砂と蒸気に遮さえぎられた視界の中、電磁ドームの天辺近くに桃もも色いろの光が灯ともっているのが分かった。

　刹せつ那な、白雲が一気に散った。

　風だ。光の中より吹ふき付けた風が周囲の熱砂を払はらい、そこに隠かくれたナマズの姿を露あらわにする。大地より巨体をはみ出させ、突とつ然ぜんの新たな敵に向かって頭をもたげた大魚の咆ほう哮こう。しかしその唸うなりよりもはるかに高らかとした声で、空に現れた魔法少女は力強く叫さけんだ。

「石の御み力ちからその身に圧して、荒あらぶる天あめ地つち鎮しずめたもう！　封ふう災さい天てん女によカナメ、降臨！」

　白いマスコットを伴ともない、風を受けて舞まう振ふり袖そで姿の要に、灘が「遅おそいじゃないか」と手帳をしまいながら呟つぶやいた。

「みんなお待たせ、助けに来たよ！」

　要は菅原と私達、そして校庭の各地で災魔の相手をしていた乙組の面々に向かってそう言うと、手にしたパチンコを振りかざし、青く光る石をそこかしこに放ち始めた。きらびやかな軌き跡せきを描えがいて降り注ぐそれは、さながら流星雨のようにも見える。

　その猛もう攻こうに押され、今まで乙組の面々と交戦中だった災魔勢は一気に崩くずれた。ある者は石に撃うたれ封印され、またある者はそれを避よけようとして隙すきを晒し、他ほかのクラスメイトに退治される。それはバッキーも同じだった。萌華の身を人ひと質じちに捕っていた魔獣は、にも拘かかわらずそれを盾たてにする間もなく、一筋の光に刺さし貫つらぬかれ沈ちん黙もくする。
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　これで残す難関はただ一匹ぴき。岩の鱗うろこに覆おおわれ噴ふん煙えんを上げる地じ震しんの化け身しん、巨大ナマズだけだ。体がでかいため要の乱射を諸もろに浴びているが、こちらはまったく怯ひるむ気配すらない。やはり頭部の穴を撃たなければ駄目なのか。しかし菅原の台詞せりふでは、そのためには今までの何十倍ものパワーが必要だという。

　そう、これは要一人の力だけでは無理だ。だったらどうすればいいか。

　私は投げ出されそうになった萌華を再び救い上げると、菅原の方を向き、言った。

「菅原くん、ごめんなさい。伝言は受け付けません。だって菅原くんはこうして無事なんだから、ちゃんと自分の口で伝えられますよね」

　ためらわれるかと思った。だが、私の言葉に菅原は意外にも素直に頷いた。

　もう彼の目に迷いはない。空を舞う魔法少女の姿は、確かに彼の心に一つの勇気を与あたえたのだ。

　全身にスパークを走らせ、額の稲いな妻ずまも露わに菅原は変身した。

「ちょっと、稲美？」

　いきなり黒雲に乗って浮ふ上じようした同級生の姿に、要が目を丸くする。だがその戸と惑まどいも一いつ瞬しゆんのこと。菅原の「うっさい、わけはやつを倒たおしてから話す！」という乱暴な言葉の端はしに何かを理解したのだろう。彼女は改めて暴れる大ナマズに向き直り、光る石を構えた。

「やつの弱点は頭の噴火口だ。俺の電流とお前の封印石、二つの力で一気に叩く。相乗効果ってやつを狙うぜ」

「分かった！　任せといて！」

　渦うず巻まく蒸気が二人を中心に押され、その中を聖なる石と雷かみなりの眩まばゆい光が満たす。そのとてつもないパワーに上空の電磁バリアが反応し、白く輝かがやいて要と菅原の姿を華はなやかに照らし出す。

　傍ぼう観かんしていた灘が一言、「どうやらヒーローもいたようだ」と、小さく訂てい正せいをした。

　雷らい光こうを帯びた輝く石が、迸ほとばしる光の奔ほん流りゆうとなってナマズを撃った。その力に逆流した蒸気が巨きよ大だいな体内を駆かけ巡めぐり、内側から膨ぼう張ちようして炎ほのおとともに鱗を弾はじき飛ばす。苦しみのあまり天に向かって唸りを轟とどろかせるも、それ以上の力はもはやナマズには与えられなかった。

　最後の地鳴りを上げて大魚が地へと返っていく中、空に並んだ要と菅原が、その光景を満足げに見下ろしていた。







　７　十月九日体育祭　閉会後　私、黒幕の真意を探る。
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ここまで来ると私のマキゾエもたいしたものだと思う。工藤の言うとおり、私達の記号の周りでは何が起きているのだろう？









　十月九日午後二時三十三分、学園関係者による非合法賭と博ばくが発覚。

　十月九日午後二時五十二分、男性一名が学園への恐きよう喝かつを自白。

　十月九日午後三時六分、魔ま法ほう少女が敵を退治。




　灘の手帳には、今日解決した諸々の出来事がきれいに三つ並んだ。

　そう、いろいろ入り組んではいたが、結局起きたのはこの三件だけだった。なのに、そこに関かかわる多くの人々が様々な物語を抱かかえ、あるいは自分なりの理念に従ってその渦か中ちゆうに身を投じていく様は、毎度中ちゆう途と半はん端ぱに巻き込まれるだけの私にとっては、なかなか計り知れないものがあった。

　知る必要などない、というのは、灘の意見だろう。ただ、私はもう少しいろいろ知りたい。おそらくそれは事件を知るのではなく、人を知るということなのだから。

「──それで、体育祭の結果はどうなったんだい？」

　あの公園のベンチに腰こしを下ろし、私から事件のことを聴きいていた工藤スグルが、最後にそんなことを訊たずねてきた。

　途中で抜ぬけ出して以降まったく姿を見せなかったこの黒幕は、どうやら「避ひ難なん」していたらしい。私の発言で菅原が何か企たくらんでいると知り、それを手がかりにミチザネの陰いん謀ぼうを把は握あく。その後は学校から離はなれた喫きつ茶さ店てんでのんびり時間を潰つぶし、地震が治まって一段落したところでようやく戻もどってきたのだった。

　もっともその時には、荒あれた校庭での慌あわただしい閉会式も終わり、すでに生徒達の下校も済んでいたが。

「知りたいですか？　べつに普ふ通つうですよ」

　その帰り道で工藤に捕つかまった私は、こうして二人して公園に立ち寄り、なぜかのんびりと話などしている次し第だいだった。傍はたから見れば、夕焼けの中で語り合うごく普通の友達同士のように思えただろうか。

「一年乙組は負け。それだけです。ギャンブル大会の方は灘くんが中断させたみたいですから、本当にそれだけ。他ほかに何か？」

「いや、ただの好こう奇き心しんで訊ねたまでさ」

　工藤はいつもの笑え顔がおで首を横に振ふると、「さて、君の好奇心の方はどうだい？」と逆に私に振った。

　私の好奇心──。おそらくあの視し聴ちよう覚かく室と工藤の行動に関わる諸もろ々もろのことを言いたいのだろう。

「訊きいてもいいんですか？」

　試ためしに探さぐりを入れてみた。

　工藤は笑い、その問いには答えぬまま、無言で手持ちの鞄かばんから紙の束を取り出した。

　何か書類のコピーのように見えた。人の名前と簡単な連れん絡らく先、それから桁けたの大きな数字が二、三書かれている。だが名前はほとんど渾あだ名なに近いものばかり。連絡先も携けい帯たい電話の番号のみという潰しの利きくものに過ぎず、特に個人が特定できそうな様子はない。

「さすがに悪さをする以上、大きな証しよう拠こは残してない。しかし筆ひつ跡せきぐらいは調べられそうだ。あの召めし使つかいに頼たのんで手に入れてもらった甲か斐いがあった」

「……それって、もしかして視聴覚室の？」

　参加者が事前に楓に出したという参加届けか。

　楓が体育祭の裏で今回の賭かけを主しゆ催さいするという計画は、灘も言っていたとおり、彼女の性質を見み抜ぬける者なら予想はついたことだ。だから工藤は彼女の企みを、ごく自然に知った。そして近付き、さらに東城を手て懐なずけて、視聴覚室に集つどうメンバーを探る手て筈はずを整えた。

　何のことはない。初めからその書類が目的だったのだ。

　彼の手元を見た。指先で捲めくられる中に一枚だけ、実名と住所のきちんと書かれた紙が交じっていた。あの青年だというのはすぐに解った。よほど慣れていなかったのだろう。

「誰だれの名前が目当てだったんですか？」

　一応、そう訊ねてみた。

「さあね」

　だが、黒幕は笑ってはぐらかすばかりだった。

　答えは解わかっている。私が物もの陰かげから見張る中、ミチザネと語らっていたあの男。一年乙組を意図的に創つくり上げたという、工藤が追う謎なぞの存在──。

「相手がＶＩＰに交じっている可能性が高いと思った。それだけさ。盗とう聴ちようした会話から何も得られなかった以上、確証はない」

　それを確証に変えるのは、私の証言ただ一つだけだ。

　今が言うタイミングなのかもしれなかった。しかし彼の楽しげな声を聞いていると、何だかそれも無ぶ粋すいのような気がした。

　自分の手の内をこっそり語る工藤は、まるでゲームでも楽しんでいるかのようだ。無む邪じや気きなのではない。得体の知れない相手の化けの皮を剝はがして完かん膚ぷなきまでに打ち負かし、勝利を得ようとする貪どん欲よくな執しゆう着ちやく心しん。

　彼に脅きよう迫はく状はいらないな、と思う。いつだってこの男は楽しんでいる。楽しんで、あらゆるものを盛り上がるゲームに仕立て上げている。

　どうして「敵」がＶＩＰだったのか。理由を訊くのも止やめておくことにした。訊いたところで、まともに教えてくれるはずもない。

　何しろ私もまた、彼が主催するゲームの参加者なのだから。

「しかし仮に収しゆう獲かくがなかったとしても、これだけの名士の犯罪証拠だ。持っていて損はないさ。──委員長もそう推理してくれることだろう」

　今もそんな危険な発言を口に出し、くすくすと笑っている。つくづく悪あく趣しゆ味みである。

「工藤くん、一つ気になっていることがあるんですけど」

　だから、別の質問を振ってみることにした。

「ミチザネさんの計画を知った後、どうしてすぐに逃にげ出したんですか？　いつもならそれに乗じて変なことをするのに」

「変なこととは心外だね。僕とてそういうことはあるさ。だいいち今日は一人というわけでもなかったのでね」

　そう言って鞄から携帯電話を取り出し、立ち上がる。落ちていく陽ひを受けて片側を朱しゆ色いろに染め上げる一方、もう片側を暗く陰らせた工藤の面おもては、まさに表ひよう裏りの存在を示している。

　光の顔と闇やみの顔。しかし今浮うかべている微笑ほほえみは、どうやら光の側だった。

「さて、せっかくの祭の後だ。これから打ち上げといこうじゃないか。クラスの皆みなも呼んで軽く騒さわごう。連れも君達に会いたがっているしね」

　そう言われて公園の片かた隅すみを見ると、一月ほど前に見覚えある少女が、はにかみながら佇たたずんでいた。

　私はにっこり笑って頷うなずき、続いて腰こしを上げた。それから自分も友人に連絡しようと携帯電話を取り出したところで、ふと灘の番号を登録してないことを思い出す。

　まあ、呼んだところで来るかどうかも分からないやつだ。今日は工藤に任せよう。

　そして機会があったら、改めてもう一度番号を訊きくのもいいかもしれない。

　ほんの少しだけ、そう思った。







　追記　十月九日午後四時二十二分
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「それで、親おや父じは？」

　すっかり砂で汚よごれた体操服を身に張り付かせ、夕暮れの帰路を行きながら、稲美は後ろに続く雨宮に向かって訊たずねた。父の秘書として同行し学園に潜せん入にゆうしていた彼女は、事件が終わった後で灘に呼び出され、何やら長話に付き合わされていたらしい。

　その腕うでに軽く包帯が巻かれているのは、父の「罰ばつ」を受けたからか。しかしそれに対して何を言うでもなく、今は家まで送るという名目で、こうしてついてきている。

「会社にお戻もどりになりました」

　無感情を装よそおって、彼女が答える。

「監かん視し委員の灘英斗という男の配はい慮りよで、特に今回の件──賭け事の方は公おおやけにはされないそうです」

「ついでにジナリゴトの方もだろ？」

　まったくあいつも大たい概がいの秘密主義だ、と稲美はメガネの同級生を思い浮かべながら独り言ごちた。

　本当なら今日は日本滅めつ亡ぼうの日となるはずだった。だからこそ父は部下達に、あれだけ大規模な暴れ方をさせたのだ。だがその野望は打ち砕くだかれ、すべては日常へと戻っていく。その中で父が今までどおりに振ふる舞まうには──言い換かえれば稲美自身が今の生活を続けるには、灘の配慮は確かに必要不可欠なものだった。

　ただ、すべてが今までどおりではない。一年乙組に在ざい籍せきする「普ふ通つうの少年、菅原稲美」は、もう存在しないのだ。

　灘や高浪はともかく、他ほかの連中までが自分の正体に驚おどろきを見せなかったのは意外だった。だから例外は一人だけだ。

　あいつは納なつ得とくしてくれただろうか。

　ナマズを倒たおした後で、稲美は約束どおりわけを話した。向こうはおとなしく聴きいていたが、果たしてその心の中では何を思っていたか。欺あざむきに彩いろどられた今までの思い出を告げ終えると、稲美は感想も聞かずにすぐその場を去った。

　反応を見るのが恐こわかった。最後の最後で意気地なしだ、と小さく自分を嘲あざ笑わらう。

「それから先日の『何でも屋』に脅おどされていたという男ですが、樋渡萌華の頼たのみで鬼灯楓が連れていきました」

　ふと、雨宮が話題を変えた。彼女なりの配慮だろうか。

「もともと鬼灯の関係者でもありましたから、そこは灘英斗も承しよう諾だく済みです。男の処置に関しては、悪いようにはしない、と」

「どうでもいいさ。余計な報告だ」

「失礼しました。ああ、それと余計ついでにもう一つ」

　ミチザネ様、あなたのクラスに賭かけていらっしゃったようです──。

　そんなことを彼女は付け加えた。

　ああ余計だ、と稲美はぶっきらぼうに答えた。

　この繫つながった血が因果なら、いくらでも断たち切ってみせる。すべてが意のままになると思い込んでいるあの父の余よ裕ゆうの笑みを、いつかは自分がこの手で塗ぬり替かえる。

　長い道のりになるかもしれない。それでも着実に自分は進んでいるのだ、と稲美は思った。

　ふと携けい帯たい電話が鳴った。立ち止まり、雨宮を手で制して通話ボタンを押す。

『稲美、私だよ。今どこ？』

　通話口からいきなり元気のいい声が響ひびいてきた。

　何だか今の雰ふん囲い気きにそぐわない気がして、思わず後ろの秘書を振り返る。しかし彼女はその頰ほおを緩ゆるめて優やさしく微笑み、ご自由にと言わんばかりにそっぽを向く。

『さっき工藤くんから電話があったの。これから体育祭の打ち上げやるんだけど、稲美も来ない？』

「打ち上げ？　んなこと言われたって、俺はろくに参加もしてないし、それに──」

『もう、そうやって暗くなっちゃ駄だ目めだよ。みんなで頑がん張ばったんだから、みんなで打ち上げなきゃ。ね？』

『ほら、鈍にぶいこと言ってんじゃないの。いいから来なさい！』

　続いて声が変わった。今度は樋渡だ。

『菅原くんが来ないと犀川さんが寂さびしがるんだからね』

　そんなことを大声で言われても困る。何も言い返せずに黙だまり込む稲美の耳に、そこへ今度は『違ちがう違う』と叫さけぶカナメと、他にも弥生雛世やら百川優やら、いろいろな連中の騒さわぐ声が聞こえてきた。

　いったい電話の向こうに何人いるのだか。軽く溜ため息いきをつき、それから場所だけ聞いて電話を切る。

「行きますか？」

　雨宮が訊ねた。

「べつに構わないと思いますよ。どこであれ、居場所があるのはいいことです」

「ああ──解わかってるさ」

　どうせ俺は乙組だよ。

　稲美はそう言うと、小さく笑って雨宮に鞄かばんを押し付け、それから仲間の待つもとへ向かってゆっくりと歩き始めた。

　雨上がりの空は、やはり快晴だった。
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　あとがき







　著者が本編の後に書くから「あとがき」なんです。読者が本編の後に読むわけじゃないんです。だから「あとがき」を先に読むのは全然おかしくないんです。そう気付きました。今。

　とまあ、どうでもいいことはさて置き、こんにちは。東です。お待たせしました。「マキゾエ」三冊目をお届けします。

　現実には半年ほど隔へだたりがありましたが、今回の体育祭は、前回の大邪神から約半月後のエピソードとなっています。しかしそのほぼ一週間前には、やはり藍子を巻き込んでちょっとした事件がありました。その時の模様は「ザ・スニーカー」[image: ’06]年８月号に短編として掲けい載さいされてますので、焰邑さんの怪け我がの詳しよう細さいなど知りたい方はそちらをぜひ──って、いきなり宣伝ですみません。だいたいバックナンバーもなさげですし。あ、短編集出せばいいんですか？　二本しかありませんが……。

　とまあ、それもさて置き、今回は魔ま法ほう少女です。魔法少女といえば変なマスコット。一年乙組の魔法少女、犀川さんにくっついているマスコットのコウメは、当初は京都弁で辛からい物好きという設定でしたが、あまりに露ろ骨こつなのでやめました。すみません。

　ちなみにこのコウメ。元はデビュー前に書いた魔法少女物の話に登場する、無名のキャラクターでした。しかもストーリー序じよ盤ばんに射殺され、その後も暗い展開で物語は進み、裏切りと流血の中ですべてが救い無く終わるという陰いん鬱うつぶり。まあ、これは賞に応おう募ぼしたものの落選だったのですが、そのあまりの暗さに心が荒すさみ、反動で書いた脳のう味噌みそスッカラカンな物語が、記念すべきデビュー作こと『マキゾエ』だったのでした──というオチでいかがでしょう。

　駄だ目めですか。そうですか。しかし事実です。

　そんな具合に、マキゾエとは浅からぬ因いん縁ねんのある魔法少女。今回はその魔法少女の相手役として、これまた変身ヒロイン物にはありがちなタイプの少年が登場します。前回のあとがきでも触ふれた、初登場の生徒です。（実はもう一人初登場の人がいますが、そちらはチョイ役なので、今後に期待ということで……）

　彼と藍子が絡からむことで、「カナメが主役の物語」がどう動いていくのか。主役の数だけ物語があり、人の数だけ人生がある──。そんな偉えらそうなテーマも実は持っていたりするマキゾエらしさが、今回は少しはっきりした形で出ています。その辺りもぜひお楽しみください。

　もちろんそれだけではなく、樋渡さんと鬼灯さんのダブルセミヒロインにも注目していただければと。こちらはこちらで、自分達の物語を好き勝手に展開させていますので。

　特に鬼灯さんと東城くんには、いずれどこかで主役を張らせてみたいですね。何か人間的にドロドロしそうですけど（笑）。他にもメインに据すえたい生徒は大勢います。おそらくそのたびにジャンルもコロコロ変わることでしょう。

　そんなまとまりのない一年乙組ですが、今回の体育祭はどうやら一つの転機になったようです。藍子と乙組の距きよ離り感かんが変わっていく中で、果たして今後どのような展開が待っているのか。そろそろいくつかの伏ふく線せんを回収しつつ、新たなステージに持っていきたいところですが。さて、どうなりますでしょうか。

　ちなみにこんなものを書いといて何ですが、私は体育祭より文化祭が好きです。文系ですから。ええ。

　最後になりましたが、恒こう例れいの謝辞をば。担当Ｙ様、イラストＮｉｎｏ様、いつもお世話になってます。それから応おう援えんしてくださっている読者の皆みな様さま、本当にありがとうございます。時おりいただけるお便りも、ありがたく拝読させてもらっております。なかなかお返事はできませんが、今後ともよろしくお願いいたします。

　そして今回の好きな映画の台詞せりふは、せっかくなので殺人巨きよ大だいパイソン物の代表作（そんなに数ないってば）からこれを。スペックです。




「自在に歪わい曲きよくし、衝しよう撃げきに強い皮ひ膚ふ。暗視カメラの目。そして人肉を求める旺おう盛せいな食欲──。それこそ、瞬まばたきする間もなく皆殺しにされるぞ」（注・大塚芳忠さんの鬼き気き迫せまる吹ふき替かえで）
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